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ご使用の前に、必ずこの使用説明書をお読みください。 

特に 「 A 安全にお使いいただくために」の項は必ずお読みになり、正しくご使 
用ください。また、お読みになった後、本書はいつでち見られる場所にイ呆管し 
て < ださい。 
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はじめに 


このたびは「キヤノンネットワークカメラ VB - C 己 a / VB - C 己日旧（じ(下、本機)」をお買い巧めい 
たださまして、誠にありびとうございます。 

この使用説明書は、本機の設定や活用ち法について説明しています。ご使用前によくお読みになつ 
て、 本機を有効に活用してください。また、本書中の「安全にお使いいただくために」および CD - 
ROM の ReadMe ファイルは必ずお読みください。 

製品に関する最新情報(ファームウェアや同姻ソフトウェア、使用説明書、動作環境など)は、ホー 
ムページをご確認ください。 

製品紹介ホームぺージ： canon . jp/webview 


著作権について 

お客様び撮影した映像や画像、録音した音声等は、個人で楽しむほかは著作権法上、権利 
者に無断で使用-公開することはでさませんのでごを意ください。 

ごミ主意 

1. 本書の内容の一部または全部を無断で転載することは禁止されています。 

2. 本書の内容について、将来予告なしに変更することびあります。 

3. 本書の内容については万全を期して作成しましたび、お気づさの点びございましたら、 
裏表紙に記載の窓□までご連絡 < ださい。 

4. 運用した結果の影響につきましては、2項、3項に関わらず責任を負いかねますのでご 
了承ください。 

\- J 


ラジオテレビなどへの電波障害についてのご注意 

この装置は、情報処理装置等電波障害自主規制協議会 ( VCCI ) の基準に基づくクラス巨 
情報技術装置です。この装置は、家庭環境で使用することを目的としていますび、この装 
置びラジオやテレビジョン受信機に近接して使用されると、受信障害を引さ起こすことび 
あります。本書に従って正しい取り扱いをしてください。 
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ライブ映像•音声の公開に際してのお願い 

カメラサイトによりライブ映像•音声を公開する場合は、プライバシーの保護や肖像権の 
侵害防止等に十分なご配慮をお願いします。 

カメラサイト運用者は、ライブ映像•音声の公開にかかる一切の責任を負うこととなりま 
す（弊社では責任を負いかねます）。 

<参考> 

弊社び設置•運用しているカメラサイトに関しては、次のような配慮をしています。 

♦個人び特定でさないよう、ズーム倍率に制限を加えるなどの処理を行っています。 
♦特定の建築物や屋内などび映し出される場合には、管理者のちに対して、予め了承をい 
ただいてから、カメラの設置を行っています。 
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はじめに 


音声に関ずる注意事項 

♦映像と音声は、ずれることびあります。 

♦ ご使用の PC の性能やネットワーク環境によっては、音声び途切れることびあります。 

♦ ビューワソフトウエアでの音声蓄積はでさません。 

♦ PC 用ビューワおよび管理者ビューワから音声を受信することびでさます。 

♦最大已日クライアントに対して、映像と音声を配信することびでさます。但し、配信す 
るクライアントび多い場合には、音声び途切れることびあります。 

♦ プ□キシサーバを経由する場合は、音声び途切れることびあります。 

♦ ウイルス対策ソフトをご使用の場合、音声び途切れることびあります。 
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商標について 

♦ Canon はキヤノン株式会社の登録商標です。 

参 Microsoft 、 Windows は、米国 Microsoft Corporation の米国およびその他の国に 
おける登録商標です。 

参 Windows の正式名称は 、 Microsoft Windows 日 peratin 呂 System です。 

♦ Java は、米国 Sun Microsystems の米国およびその他の国における登録商標です。 
♦その他、本書に記載された商品名、社名等は各社の商標または登録商標です。 
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本製品では 、 GNU General Public License ( GPL)、GNU Lesser General Public License 
( LGPL )、 および目 SD License に基づくソフトウェアを使用しています。それぞれのライセン 
スは付属 CD の UCENSE フオルダ内の GPLtxt 、 LGPLtxt 、 COPYING . txt をご覽下さい。 
なお、お客様び GPL または LGPL に基づくプ□グラムのソースコードを必要とされる場合、 
製品紹介ホームぺージ： canon . jp / webview をご参照いただくか、製品をお買い上げいただいた 
販売会社または販売代理店にお問い合わせください。 
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同旧品を確認しましよ 5 


本機の箱の中には次のちのび入っています。不足品びある場合は、お買い上げいただいた販売店 
までご連絡ください。 


1■本化 


VB - C 日 Oi 本体 


3. AC ケーブル Im 



5. 使用説明書（本書) 

6. 巧証書 


CD-ROM の内容 
ReadMe-J.txt (本書外の注意事項などの和文テキスト） 

ReadMe-E.txt (本書外のま意事項などの英文テキスト） 

VBSetup.exe (初期設定ツールー P.2-7) * 

MANUAL フオルダ（本書およびビューワの使用説明書の pdf ファイル）* 
vb 川 es フオルダ（本機内蔵の Sample ぺージ等のファイルシステム） 

VBTools フオルダ（同捆ソフトウェアのインス!ラ）* 

UCENSE フオルダ（本機内蔵ソフトウェアのライセンス書類） 

SOUND フオルダ（音声再生用のサンプルファイル） 

* 同捆ソフトウェアや使用説明書の最新情報は、ホームページに公開されています。 
製品紹介ホームぺージ： canon.jp/webview 


4. CD-ROM 




2. AC アダプタ PA - V 16 



たは VB - C 己 OiR 本体 
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本書の見かた 


本機の設定について 


ビューワの®いかたに 

知 D たいとを 


ついて知 D たいとを 



本機をご購入後、初 
めてご使用になる 
際には必ずお読み 
<ださい。 


使用説明書（本書) 



ビューワソフト 
ウェア使用説明書 
(Viewer-J.pdf) 


PC 用ビューワと Java 用 
ビューワの使いかたについ 
て解説しています。 

同書を参照していたださた 
い部分は逆のマークと記 
載ページを記しています。 


本書で巧用しているマークについて 

本書では特にお読みいたださたい説明に、次のマークを使用しています。 


イ—ク 思 


A 警告 

この表示を無視して取扱いを誤った場合に、死亡または重傷を負ラ可能 
性び想定される内容を示しています。安全にお使いいただくために、必 
ずこのを意事項をお守りください。 

A 注意 

この表示を無視して取扱いを誤った場合に、傷害または物的損害び発生 
する可能性び想定される内容を示しています。安全にお使いいただくた 
めに、必ずこのま意事項をお守りください。 

A A 

义災を意感電を意 

これらの表示を無視して取扱いを誤った場合に、乂災の発生や感電の巧 
能性び想定される内容を示しています。 

0 ® 

禁止 ホ場での使用禁止 

これらの表示は乂気を近づけることや水場での使用、分解すること、ま 
たその他の行為の禁止を示しています。 

义気禁止分解禁止 


處 

プラグをコンセ 
ントか5巧く 

この表示は必ず電源プラグをコンセントから抜かなければならないこと 
を示しています。 

回 

お願い 

操作上必ず守っていたださたい重要事項や禁止事項び書かれています。 
機械の故障や損傷を防ぐために、必ずお読みください。 

固 

メモ 

操作の参考となることや補足説明び書かれています。お読みになること 
をおすすめします。 

A 

同捆 CD - ROM ® PDF マニュアルを参照してください。 
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A 安をにお使いいただ < ために 


本機をおほいいただ<にあたり、化ず巧つていただかなければな6ないミ主意事項について説明し 
ます。 


守られない場合、ケガや 死 t 事故、 物的損害び発生することびありますので、よくお読みに 
なった上、必ずお守りください。 


設置上の注意 


A 警告 

A A 

乂災注意感電を意 

(§) 

水場での使用禁止 

® 0 

义気禁止禁止 


次の場所には設置しないでください。 

乂災、感電、ケガの原因になります。 

♦高温のところ 
♦义気の近く 

♦湿気やほこりのをいところ 
♦油煙や湯気び当たるところ 
♦潮風の当たるところ 

♦強い直射日光び当たるところや発熱体のそばな 
ど、温度び高くなるところ 
♦ 密閉された狭い場所 

♦毛足の長い敷物（じゅラたんや毛巧など）の上 
♦引义性溶剤（アルコールやシンナーなど）の近く 



0 


♦医療機器などの人命に関わるシステムには使用しないでください。 

本システムはこれらのシステムに適していません。 


A 有巧とヒ電源およびネットワークなどの配線工事は、電気設備技術基準などの関連 
^ 法規に従い、ま全-確実に行ってください。 


A 警告 


設置は確実に行ってください。 

♦ 天井への設置は、本体と取付け金具を含む重量に充分 
耐えられる強度びあることをお確かめください。充分 
な強度びないと、落下して大けびの原因となります。 
また、1年に1度は、必ず取付け部(およびオプション 
のワイドコンバータ使用時はワイドコンバータ取付け 
部)びゆるんでいないか点検してください。(ワイドコン 
バータはV目 -C 曰 Oi に取付けて使用することびできま 
す。） 

♦ 振動のある場所に取付けないでください。ネジびゆる 
み、落下による機器の破損や大けびの原因となります。 



A 注意 

0 

禁止 


不ま定なところや傾斜したところには設置しない 
で < ださい。 

落下などによるけびの原因になることびあります。 
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A 安全にお使いいただ < ために 


持ち運ぶとまの注意 


A ミち意 

A A 

义災注意感電を意 


0 

禁止 



プラグをコンセ 
ントか5巧く 


持ち運ぶときは、次の点にま意してください。 

参電源プラグをコンセントか5抜いてください。 
参接続コードやケーブルなどをがしてください。 


コードやケーブルび傷つさ、乂災や感電の原因になることびあります。 


♦カメラへッド部を持たないでください。 

カメラヘッド部をパン方向、チルト方向に手で回すと、 
故障の原因になります。 



使用上の注意 


A 警告 


A A 

义災を意感電を意 



プラグをコンセ 
ントか5巧く 


次の場台は、ただちに使用を中止し、電源プラグをコンセントか5巧い 
て、最寄りの販売店にご連絡ください。 

そのまま使用を続けると、乂災や感電の原因になります。 

♦発煙、異音、発熱、異臭などの異常を発見した 
とさ 

♦機器の内部に水などび入ってしまったとを 
♦異物び機器の中に入ってしまったとき 
♦何5かの理由で機器び破損したとを 
お客様による修理は危険ですか5絶対に、おやめください。 

♦本機を長期間使用しないとをは、 AC アダプタの電源プラグをコンセン 



卜か5巧いてください。 


A 警告 

A A 

义災ミち意感電注意 



禁止 


分解禁止 


ご使用の際は次のことをお守りください。 

守られない場合、乂災や感電の原因になります。 

♦機器の近くで可燃性のスプレーを使用しないで 
<ださい。 

♦分解、改造はしないでください。 

♦衝撃を与えないでください。 

♦水をかけたり、濡5したりしないでください。 
♦天候不安定-落雷時には感電の原因になります 
ので、本機や AC アダプタに触れないでくださ 
し、。 



八注意 


本機には一時的に映像や音声を蓄積ずる機能びありまずび、電源を OFF 
にしたり、再起動すると蓄積された映像や音声は消去されまず。蓄積され 
た映像や音声の取得には VBCollector をご使用ください。 

(一 P .2 -目「電源の ON / OFF 」、 P .6-1 1 rVBCollector を使う」） 


A ミち意 


直射日光や八□ゲン光などの高輝度の被写体を長時間映すと、映像素子び 
破損ずる原因になります。 


xi 










A 安全にお使いいただ < ために 


電源に関する注意 


A 警告 

A A 

乂災注意感電を意 

0 

禁止 

运 

プラグをコンセ 
ントか！5巧く 


電源について次のことをお守りください。 
守られない場合、乂災や感電の原因になります。 

♦ 必ず付属の専用 AC アダプタと AC ケーブルを 
使用してください。 

また、 AC アダプタは本製品外には使用しな 
いで < ださい。 

♦ AC 1 OOVm がの電源で使用しないでくださし、。 
また、海がでは使用しないでください。 

♦ 電源コードに重いものを載せないでください。 
♦電源コードを引っ張る、無理に曲ずる、傷つけ 
る、加工するなどしないでください。 

♦ 濡れた手で触れないでください。 

♦ 電源プラグはコンセントの奥まで確実に差し込 
んで < ださい。 

♦電源プラグをコンセントか5巧くときは、電源 
プラグを持って巧いてください。 

守られない場合、コードび傷つくなどして乂災や感電 
の原因になることびあります。 

♦ AC アダプタは、巧や布団でおおったり、つつ 
んだ〇しないで<ださい。 

熱びこちりケースび変形し、乂災の原因になります。 
風通しのよい状態でお使いください。 



動を巧知機能および追尾機能、 VBCollector (同烟ソフトウエア) 
の使用上の注意 


A ミち意 


動き検知機能および追尾機能(一 P .4-41)、 VBCollector (一 P . 目-1 1) は 
高い信頼性びホめ5れる用途には適していません。監視などで常に高い信 
頼性び要求される用途では、使用しないことをおすずめします。動き検知 
機能および追尾機能、 VBCollector の動作の結果生じた事故などについ 
て、キヤノンは一切の責任を負いません。 
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A 安全にお使いいただ < ために 


お手入れに関する注意 


A 警告 

A A 

义災注意感電ま意 


お手入れの際は次のことをお守りください。 
守られない場合、乂災や感電の原因になります。 

♦ 電源プラグをコンセントか5巧いてください。 
参アルコールやシンナー、ベンジンなどの引义性 
溶剤は使用しないでください。 


0 ® 

禁止プラグをコンセ 
ントか5巧く 



曰常のお手入れ 


外装のお手入れ 

1. 電源プラグをコンセントか5抜きます 

2. 柔！5かい巧を水またはうすい中性洗剤で湿5せ、軽く巧れを 
巧:き取ります 

3. 乾いた巧で拭きます 

4. 終了した5電源プラグをコンセントに差し込みます 

レンズのお手入れ 

市販のレンズクリーナーを使用し、レンズ表面の巧れを落とします 

♦ レンズ表面にほこりや巧れびついていると、オートフォーカスびうまく動作しないことび 
あります。 

♦ レンズ表面に傷を付けると、画像不良の原因となります。 
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ご巧用の前に 

この章では本機の特長、動作環境、各部の名称とはたらさについて説 
明します。 


VB-C 已 Oi / VB-C 已 OiR の!)ま長 


本機は、インターネットやイントラネットを介したライブ映像配信システムです。ホームページ 
からのライブ映像配信やモニタ U ングなど幅広い用途でご活用いただけます。システム構成は、 
本機とビューワソフトウェアから成ります。本機から配信される映像を表示し、カメラ制御を行 
うには付属のビューワソフトウェアをご利用ください（一 P .1-4、 2-12)。 

■ブ□ー ドバンド映像配信機能 

最大3日 fps での画像キャプチャを実現。画像の圧縮には Motion - JPEG 圧縮ち法を採用 
しました。ネットワークは Ethernet ] 日日 Mbps /1 日 Mbps の自動切替え、さらにルー 
夕を介せば専用線や ADSL を利用する ことちでさます。 映像品質、フレームレートを自由 
に設定でさるので、ネットワーク帯域に合わせた最適な映像配信び巧能です。 

■最大已〇クライアントが同時に映像を受信 

本機]台で最大己日クライアントび同時に映像を見ることびでさます。 

■カメラと映像配信ヴーパ機能が一体化 

パン、チルト、ズーミングび自在にできるカメラと、映像をネットワークに配信するヴー 
バ機能びコンパクトに一体化。 LAN ケーブルと電源びあれば、お好みの場所*に設置して 
映像をライブ配信でさます。 

* 直射曰光の当たる場所、高温•高湿度の場所などには設置でさません。 （^ P . x ) 

■高性能 26 倍ズームと広い撮影領域 

カメラ部は、26倍ズームレンズを搭載しています。さらに " VB - C 己日 i " ではパン角度2日日 
度（左ち各]日日度)、チルト角度12日度（上9日度、下3日度)、 " VB - C 己日旧"ではパ 
ン角度34日度（左も备] 7日度)、チルト角度1日日度让1日度、下9日度）の大きな動 
作範囲で回転するので、幅広い撮影領域をカバーすることびでさます。 

■天井などにち設置可能 （ VB - C 已 OiR ) 

VB - C 己日旧は取付け板び設けられており、天井など*へ固定でさます。カメラへッドの形 
状も、逆さに固定された場合にカメラのパンおよびチルトび適切に行えるようデヴィンさ 
れています。 

* 直射日光の当たる場所、高温•高湿度の場所などには設置でさません。 （^ P . x ) 

■ビューワか S の遠隔カメラ制御 

ビューワソフトウェアは、 「 PC 用ビューワ」と 「 Java 用ビューワ」の2種類びあります。 
ビューワから遠隔地に設置した本機のカメラアングル（パン、チルト）やズーム倍率を自 
由自在にコント□ールでき、臨場感あふれる映像を見ることびできます。 

■パノラマ画像作成機能と各種設定 

カメラの全撮影範囲をパノラマ画像として作成し、登録することびでさます。さらに登録 
したパノラマ画像を使って、可視範囲設定やプ U セット設定を視覚的に分かりやすく行ラ 
ことびでさます。 

■シェード補正機能 

背景び明るくて被写体び見にくい場合に、暗い部分のコントラストを変化させて被写体を 
見やすくすることびでさます。逆光補正とは異なり、明るい部分の補正を抑えるため背景 
の白飛びを防ぐことびできます。 
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VB-C50i/VB-C50iR の特長 


■カメラ位置プリセット機能 

よく見るカメラアングル（カメラヘッドの向きやズームの位置）などは、あらかじめプ U 
セット登録しておけば、ビューワから見たいプ U セットを選択するだけでカメラ制御びで 
さます。プ U セットは最大2日件まで登録でさます。 

■可視節囲制限機能 

カメラ映像で見せたくないアングルの指定やズーム倍率に制限をかけることびでさます。 
例えば、本機を利用してインターネットにカメラ映像を公開する場合に、プライバシーを 
配慮した映像配信びでさます (- P.ii 「ライブ映像•音声の公開に際してのお願い」）。 

■セキュリティ機能の強化 

パスワードで映像の配信先を制限することびでさます。最大己日クライアントを登録する 
ことびでさます。 

■か部デバイスとの連携、スケジュール管理による映像蓄積や録音 

マルチターミナルト P .1-12) を用いて、外部デバイスからの入力の日 N/OFF や、事前 
に設定したスケジュールに基づいた映像蓄積や音声の録音等の設定びでさます。さらに 
VBCollector を使えば、本機に蓄積された画像や音声をパソコンに自動収集し、表示•再 
生することびできます。 

■音声再生 

マルチターミナル (一 P .1-12) を用いて、本機にアンプ付スピーカーを接続すると、 CD - 
ROM に収録されたサンプルファイルやお好みの音声ファイルを登録し、外部デバイスか 
らの入力の ON/OFF や、事前に設定したスケジュールに基づいた再生を行うことびできま 
す。 

■音声の送受信 

マルチターミナル（一 P .1-12) を用いて、本機にマイクやアンプ付スピーカーを接続す 
ると、ビューワを通じて、音声の送受信を行うことびできます。 

■ナイトモード撮影 

内蔵の赤外線ライト（照明投射可能距離•約 3 m ) を用いると、暗闇でも鮮明な画像を撮 
影することびでさます。 

* 本機をドーム八ウジング内に設置している場合は、赤外線ライトは使用できません。 

■動き巧知機能と自動追尾機能 

人や被写体の動さによって生じる映像の変化を検出して、外部デバイスの制御や映像蓄積 • 
音声録音を行ラことびでさます。また、移動する被写体へのカメラ追尾もでさます。 

■スケジュール機能を用いたサービスの設定 

動さ検知や外部デバイスなどのサービスを、カレンダー上で視覚的に分かりやすくスケ 
ジュールを設定して、起動することびできます。 


^ご留の前に 
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動作摄境 


製品に関する最新情報(ファームウェアや同徊ソフトウェア、使用説明書、動作環境な 
ど)は、ホームページをご確認ください。 

製品紹介ホームぺージ： canon . jp/webview 


ビューワソフトウェア（一座ビューワソフトウェア®用説明書) 


本機付属のビューワソフトウェアです。本機で撮影した映像を表示し、カメラ制御を行ラことび 
でさます。 

Java 用ビューワ Ver . 3.6 


日 S / Web ブラウザ 

Windows 2000 ( SP 4) /Microsoft Internet Explorer 6.0 ( SPl)、Netscape 7.1 、 7.2 
Windows XP ( SPla ) /Microsoft Internet Explorer 6.0 ( SPl)、Netscape 7.1、 7.2 
Windows XP ( SP 2) /Microsoft Internet Explorer 6.0 ( SP 2 )、Netscape 7.1 、 7.2 
Windows Server 2003 Standard Edition 

/Microsoft Internet Explorer 目.0 、 Netscape 7.1 、 7.2 

Windows Server 2003 Standard Edition ( SPl ) 

/Microsoft Internet Explorer 6.0 ( SPl)、Netscape 7.1、7.2 

Java VM 

MSVM Release 己.0.0 .3810 (Microsoft 製 JavaVM ) 

Java Plug-in 1.4.2 (Sun Microsystems 製 JavaVM ) 


※事前に Java VM びインス I ルされている必要びあります。 Microsoft 製 Java VM びインス I ルされ 
ていない場合は 、 Sun Microsystems 社のホームページからダウン□ー ドしてインス I ルしてください。 
※上記!;(外の日 S および Web ブラウヴでは、動作び不安定なことびあります。 


PC 用ビューワ Ver . 3.6 


日 S / Web ブラウザ 


Windows 2000 ( SP 4) /Microsoft Internet Explorer 6.0 ( SP 1 ) 、 Netscape 7.1 、 7.2 
Windows XP (SPl a ) /Microsoft Internet Explorer 6.0 ( SPl)、Netscape 7.1 、 7.2 
Windows XP ( SP 2) /Microsoft Internet Explorer 6.0 ( SP 2 )、Netscape 7.1 、 7.2 
Windows Server 2003 Standard Edition 

/Microsoft Internet Explorer 目.0 、 Netscape 7.1 、 7.2 
Windows Server 2003 Standard Edition ( SPl ) 

/Microsoft Internet Explorer 6.0 ( SPl)、Netscape 7.1 、 7.2 


※本機に同捆の CD - R 日 M から事前にインス!ルする必要びあります（一 P .2-1 1)。 



♦ビューワソフトウェアの使用説明書は、同捆の CD - R 日 M にあります ( Viewer - 
J.P が）。 

♦ 旧バージヨンのビューワを利用することをできますび、一部機能び異なります。最 
新版をご利用 < ださい。 
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VB 初期設定ツール Ver . 2.1 (一 P .2-7) 


動作環境 


本機の初期設定を行ラためのツールです。 


日 S / Web ブラウザ 


Windows 2000 (SP4) /Microsoft Internet Explorer 6.0 (SPl) 

Windows XP (SPla) /Microsoft Internet Explorer 6.0 (SPl) 

Windows XP (SP2) /Microsoft Internet Explorer 6.0 (SP2) 

Windows Server 2003 Standard Edition/Microsoft Internet Explorer 6.0 
Windows Server 2003 Standard Edition(SPl )/Microsoft Internet Explorer 6 . 日 (SPl) 


VB 管理ツール Ver . 2.2 P .4-2) 


本機のパノラマ画像を作成し、それを利用して可視範囲やプ U セツトを視覚的に分かりやすく設 
定することびでさるツールです。またスケジュール設定もこのツールで行います。 



Windows 2000 (SP4) /Microsoft Internet Explorer 6.0 (SPl) 

Windows XP (SPla) /Microsoft Internet Explorer 6.0 (SPl) 

Windows XP (SP2) /Microsoft Internet Explorer 6.0 (SP2) 

Windows Server 2003 Standard Edition/Microsoft Internet Explorer 6.0 
Windows Server 2003 Standard Edition(SPl )/Microsoft Internet Explorer 6 . 日 (SPl) 


VBCollector Ver . 3 方（一 P .6-11) 


本機に蓄積された映像-音声を PC に収集し、閲覧-再生するためのツールです。 


日 S / Web ブラウザ 

Windows 2000 (SP4) /Microsoft Internet Explorer 6.0 (SPl) 

Windows XP (SP2) /Microsoft Internet Explorer 6.0 (SP2) 

Windows Server 2003 Standard Edition/Microsoft Internet Explorer 6.0 

Windows Server 2003 Standard Edition(SPl )/Microsoft Internet Explorer 6 . 日 (SPl) 

八ードディスク 

カメラヴーパ '1 台につき 4G 巨！ ;( 上必須、 30G 目 1 ソ上推奨 (NTFS フォーマット） 


※ 本機に同捆の CD-R 日 M から事前にインス ! ルする必要びあります（一 P.2-1 1 )。 

《 V 巨 Collector Ver.3.0 は VBCollector Ver.2. 1 前のバージヨンでイ呆存された映像を閲覧することびで 
きません。インス !- ールする際にちいバージヨンの VBCollector をアンインス!-ールするかどうかの選択 
び可能です（一 P.6-12 )。 

※ カメラサーバび毎秒蓄積を行い、かつ最大の 1 目タスク（一 P. 目 - 17) を動かすよラな構成の場合は、お使 
いの PC び Pentium4 2.2GHz じ ( 上、メモ U 己 1 2M 目じ ( 上のデスクトップ PC であることを推奨します。 
※ 蓄積枚数は、 1 カメラサーバあたり 1 曰 10,000 枚！ ;! 内でのご使用を推奨します。これ！ ;! 上の枚数では、 
画像の表示に数分程度を要する場合びあります。 

※ ネットワークビデオレコーダ VK-64/l 目 ( 別売 ) び動作するなど、 CPU の負荷び高い PC に VBCollector 
をインス !- ールして運用することは、お勧めいたしません。別々の PC で運用してください。 


^ご留の前に 
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動作環境 


Windows XP SP 2 でご使用いただ < 場合のミ主意事頃 

お願い 

Windows XP SP 2 の PC に VB 初期設定ツールや VBCollector をインス I ルして運 
用する場合、 Windows XPSP 2 の [Windows ファイアウォール]機能の設定変更び必 
要です。 

VB 初期設定ツールの場合 

Windows XP SP 2 の PC に V 巨初期設定ツールをインス!ルして [VB 初期設定ツー 
ル] を起動すると、 [Windows セキュ U ティの重要な警告]ダイア□グび表示されること 
びあります。 

[Windows セキュ U ティの重要な警告]ダイア□グび表示された場合は、[ブ□ックを解 
除する]ボタンをク U ックしてください。 

一度この設定を行ラと、 I ソ降この警告ダイア□グは表示されなくなります。 

上で設定は終了です。 

VBCollector の場合 

Windows XP SP 2 の PC に V 目 Collector をインス I ルし、カメラヴー八'からの通知 
による自動ダウン□ー ド機能を利用する場合には、インス I -ール後にファイアウォールの 
設定を行ってください。 

1 . WindowsXP の[スタート]メニューか5 [コント□—ルパネル]をクリッ 
クして[コント□ールパネル]を起動します 

2. [コント□—ルパネル]の [ Windows ファイアウォール]を選択します 

[Windows ファイアウォール]び表示されない場合には、[セキュ U ティセンター]を 
選択してから [Windows ファイアウォール]を選択してください。 

3. [ Windows ファイアウォール]コント□-ルパネルび起動した5、[例外]夕 
ブをクリックしてか5 [プ□グラムの追加]ボタンをクリックします 

4. [プ□グラムの追加]ダイア□グび表示された5、[参照]ボタンをクリックし 
ます 

惨照]ダイア□グで VBCollector をインス I -- ルしたフォルダをファイルの場所から 
選択してから、ファイル名に" V 目 aCSM . exe " と入力してください。 

日.指定したプ□グラムび [ Windows ファイアウォール]コント□-ルパネルに 
追加され、チェックボックスに巧びついていることを確認してか5 [0 K ] ボ 
タンをクリックします 

1；(上で設定は終了です。 

V 目初期設定終了後あるいは VBCollector の通知機能の使用を中止する場合は、 

[WindoWS ファイアウォール]の設定を戻すことをお勧めします。 

1. [ Windows ファイアウォール]コント□-ルパネルを起動し、[例外]タブを 
クリックします （「 VBCollector の場合」の手順 1. 2. 3. 参照） 

2. 設定を戻すプ□グラムを選択し、[削除]ボタンをクリックします 

V 巨初期設定ツール： V 目 Initial Setup Tool Ver . 2.1 
V 目 Collector ： VBCICSM.exe 

3 . 確認ダイア□グび表示された！5、[はい]をクリックします 
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動作環境 


Windows Server 2003でご使用いただく場合のミ主意事頃 

お願ぃ 

Windows Server 2003 Standard Edition/Microsoft Internet Explorer 6.0およ 
び Windows Server 2003 Standard Edition (SPl )/Microsoft Internet Explorer 
6.0 ( SPl ) では 、 Internet Explorer におけるインターネットヴイトとイントラネットヴ 
イトのセキュ U ティレベルび初期設定で「高」に設定されています。 

そのため、カメラサーバのトップページ (一 P .2-1 日)にアクセスした際にコンテンツブ□ッ 
クのダイア□グび表示され、サイトの登録を行わない場合には、設定画面などにおいて正 
常に動作しません。正常に動作させるためにサイトの登録を行ってください。 


1 .Internet Explorer でカメラヴーバの 
トップページにアクセスすると、ち記 
のダイア□グび表示されます 


2.[追加]ボタンをクリックすると、信頼 
済みサイトの追加のダイア□グび表示 
されます 


3. r 次の Web サイトをゾーンに追加する」に本機の IP アドレスを入力し、[追カロ] 
ボタンをクリックして信頼済みサイトへ登録します 

信頼済みサイトへの登録の詳細は、1.のダイア□グで 「Internet Explorer セキュ U 
ティ強化の構成の詳細を表示します」をク U ックし、表示される概要を参照してくださ 
い。 

また 、 Windows Server 2003 Standard Edition ( SPl ) において [Windows フアイ 
アウォール]機能を有効に設定してある場合は 、 「Windows XP SP 2 でご使用いただく場 
合のを意事項(一 P .1 -6)」と同様の設定を行ってください。 




^ご留の前に 
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動作環境 


モニタリング向け録画ソフトウェア（別売） 

本機から配信される映像を録画-再生することびでさます。 

ネットワークビデオレコーダ VK -64/ VK -16 VI. 2 (ビューワ) 



最小構成 

CPU 

Pentium 4 2.2GHzl ； (上 

OS 

Windows 2000 Server (SP4) 

Windows 2000 Professional (SP4) 

Windows XP Professional (SP2) 

Windows Server 2003 Standard Edition (SPl) 

Windows Server 2003 R2 

メモリ 

IGBl ； (上 

八ードディスク 

2G 巨 1 ソ上 

ディスプレイ 

1024 X 768 1 ；(上の高解像度 

1 目ビットカラーじ(上のディスプレイ 

なるべく高性能ビデオカードをご使用ください。 PCI ビデオカードをご使用の場 
合、ディスプレイの性能び低下することびあります。 


ネットワークビデオレコーダ VK -64/ VK -16 vl .2 (録画サーバ) 



最小構成 

CPU 

Pentium 4 2.2GHzl ； (上 

OS 

Windows 2000 Server (SP4) 

Windows 2000 Professional (SP4) 

Windows XP Professional (SP2) 

Windows Server 2003 Standard Edition (SPl) 

Windows Server 2003 R2 

メモリ 

IG 巨じ(上 

48 台 1 ： ! 上のカメラサーバをご使用の場合は、 1. 己 GB しソ上をお勧めします。 

八ードディスク 

20G 目じ ( 上 （ SCSI か IDE インターフエース、 NTFS フォーマット） 
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各部のち赖とはた 6 き 




正面 



背面 


カメラヘッド 


ホが線ライト ※ドームハウジング内では、 


ベース 


ご使用でさません。 


LAN 状態 ！ _ED 

通信中に LED び点滅をします。 

]日日 Base - TX の場合 . 緑色 

1 OBase - T の場合 . 程色 

※通信中でを LED を常時点灯させる設定び 
可能です。その場合、点灯色を緑•憧•ホ 
の中から選ぶことびでさます。また、常時 
消灯させることもできます（一 P .3-29)。 



100/1 OBT Ethernet コネクタ 
(1 OOBase - TX 、 1 OBase-T 自動切換え） 

マルチコネクタ 

※マルチターミナル V 巨- EX 己0 (別売）と接続 
するためのコネクタです（一 P .1-1 2)。 

電源接続端子 


ご使用の前に 
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各部①名妳とはたらき 




正面 



取付け板 
LAN 状態 LED 

通信中に LED び点滅をします。 


1 OOBase - TX の場合 . 緑色 

1 OBase - T の場合 . 憧色 


※通信中でち LED を常時点灯させる設定び可 
能です。その場合、点灯色を緑•憧•ホの 
中から選ぶことびでさます。また、常時消 
灯させることもできます （一 P .3-29)。 

ベース 

カメラヘッド 

ホが線ライト ※ドーム八ウジング内では、 
ご使用でさません。 


背面 



マルチコネクタ 

※マルチターミナル V 目- EX 日0 (別売）と接続 
するためのコネクタです（一 P .1-1 2)。 


100/1 0 BT Ethernet コネクタ 
( 1 OOBase - TX . 1 OBase-T 自動切換え） 


電源接続端子 
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各部の名妳とはたらき 


底面 

本機の底面には、ネットワーク設定に必要な MAC アドレスや工場出荷時設定に戻す U セットス 
イッチ、シ U アル No . びあります。 


E 脚取付用ネジ穴 


U セツトスイツチ 

先端の細いちので押しな 
びら電源を ON にし、電 
源を入れた後も已秒上 
巧し続けると、本機の設 
定をすべて工場出荷時の 
状態に戻すことびでさま 
す（一 P .7-19)。 


U セツトスイツチ 

先端の細いちので押しな 
びら電源を ON にし、電 
源を入れた後を己秒！;(上 
押し続けると、本機の設 
定をすべて工場出荷時の 
状態に戻すことびでさま 
す（一 P .7-19)。 







シリアル No . 

本機の製造番号です。 

MAC アドレス 

IP アドレスなど、ネット 
ワークの設定に必要な項目 
です。本機を設置する前に 
メモしておいて<ださい 
(一 P .2-8)。 



シリアル No . 

本機の製造番号です。 

MAC アドレス 

IP アドレスなど、ネット 
ワークの設定に必要な項目 
です。本機を設置する前に 
メモしておいて<ださい 
(一 P .2-8)。 


^ご雷の前に 
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マルチターミナル VB - EX 已〇 (別売）について 


マルチターミナル V 巨- EX 己日を使用することで、本機と各種センサやマイクなどの外部デバイス 
を接続し、センサに反応しての映像蓄積や音声の送受信びでさます (- P .7-14 )o 
なお、マルチターミナル VB - EX 己日はオプション製品となっていますので、別途お買い巧めくだ 
さい。 



ほ用例 

マルチターミナルを使うと、下のような設定を行うことびでさます。 



•ドアび開くとドア開閉センサび反応し、天井に設置した VB - C 己日旧で、ドアび開く 3秒前か 
ら7秒後までの画像を]秒おきに撮影し、監視することびできます(- P .6-2 )o 


^接続したマイクやアンプ付スピーカーを使って、カメラの前にいる人とビューワ管理者び 
^会話を行ったり、周囲の物音を聞いたり、録音することびできます(一 P .3-2 日、3-21)。 
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セットアップしましよ 5 

この章では、本機の設置および初期設定を行い、カメラの映像び正しく表 
示されることを確認します。 


セツトアップの流れ 


セットアップしてカメラの映像を確認するための流れは、本機を設置し、 HU 目を通じて PC と 
ネットワークを接続してから、各種設定を行います。続いて、カメラからの映像を表示でさるか 
確認します。 


H " カメラを設置しましよう 

本機を設置します。 

確実に設置を行ってください(- P .2-4 )o 



VB-C 己 Oi 




同捆の CD - ROM を PC に入れ、画面の 
指示に従って初期設定を行います (- P .2-7 )o 



VBietup.sxs 
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セットアップのミ荒れ 


ソフトをインス I -ールしましよう 


本機を運用するにあたって、必要なソフトウエアを事前にイン 
ス I -ールしておさます（一 P .2-11)。 


canon 


皆 

i 




導 


ネットワークカメラ付属ソフトウエアのインストール 

キヤノンネットワーウれ(ラ VB-C50i/VB-C 日 0iR/VB-C50Fi/ 
VB-C50F 窃をご賭入いただきありがとうございます。 

肌①インスト-ル方まを還巧して臟に逸んで.ください。 

巧めてのホに巧寶 


おまかせインストール 


VB 营理ツ-ルわよび PC 用ピュづをインスト-ルします。 
インストールに慣れてし、なしホにはこちらをわ替めします。 


カスタムインス!ル 


インストールするソフトウェアや 

インスト ー J レ先を個另リ(こ設定しながらインストールします。 

X VBCollecto のインスト ー J レはこちらを遅巧してください。 


Web View 
uvescope 


終了 


Q カメラの動作を確認しましよう 


PC で本機にアクセスし、カメラサーバのトップペー 
ジから映像を表示させて確認します (- P .2-10 )o 



セツトアツプしましよ/つ 
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1 •カメラを設置しましよう 


はじめにカメラを設置しましよう。じ(下の内容をよく読んで、設置は確実に行ってください。 


VB - C 已 Oi の設置 

平らで安定したところに置いて 
ご使用ください。 



VB - C 已〇旧の設置 

ネジ2ケ（付属されていません）で 
しっかり固定してください。 



(取付け寸法） 

-ネジ穴間：1 20 mm 
•ネジ巧径：直径目 . Omm 
-取付け板厚：1 .6 mm 


設置は確実に行ってください 

♦ 天井に設置ずる場台は、お買い上げの販売店にご相談ください。 

♦ 天井への設置は、本体と取付け板を含む重量に充分耐えられる強度びあ 
ることをお確かめください。充分な強度びないと、落下して大けびの原 
因となります。 

♦] 年に]度は、必ず取付け部（およびオプションのワイドコンバータ使用 
時はワイドコンバータ取付け部）びゆるんでいないか点検してください。 


n ♦本体の設置角度は水平に対して±2日° ( VB - C 已日 i にオプションのワイドコン 
La バータ使用時は± ] 己° ) です。 

♦ 本機の底面にはネットワークの設定に必要な MAC アドレスび記されています 
(一 P .1-] ])。設置する前に、 MAC アドレスをメモしておくことをおすすめいた 
します。 


A 警告 


ミ脚を使5 (VB-C50i) 


兰脚取付け用のネジ穴は、本体底面の前寄りにあります。 



♦ 取付けネジを強く締め付けないでください。 

ネジを強く締め付けすざると、カメラヘッドび 
動かな<なるなどの故障の原因になります。 

♦ 兰脚は、必ず取付けネジの長さび6.日 mm 未満の 
ものを使用してください。6.日 mml ； (上のものを 
使用すると、本体び破損することびあります。ま 
た、兰脚の台座は直径3日 mml ； (上のをのを使用 
してください。 
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カメラを設置しましよう 


ワイドコンパータを®う （ VB - C 5 日0 


オプションのワイドコンバータ WL -37 を使用すると、広角撮影（焦点距離約日.74倍）びでき 
ます。 

ワイドコンバータは水平に、正しく装着し、しっかり締めてください。正しく装着すると、ワイ 
ドコンノく一夕は約3回転して止まります。 


ワイドコンバータ 




A 壁とヒ ワイドコンパ’一夕 WL -37 は VB - C 50 i 専用でず。 VB - C 50 旧に取付けて 

qq 使用することはできません。 


回 


専用のワイドコンバータ1；(外のちのを使用すると、正しく動作しない場合びあり 
ます。 

ワイドコンバータ取付け時の本体の設置角度は、水平に巧して±]已°です。 
ワイドコンバータ WL -37 をご使用の際は、ズームのワイド（広角）側でご使用 
ください。ズームのテレ（望遠）側では、解像度び落ちたりオートフォーカスび 
合わないことびあります。 

「カメラと映像」でワイドコンバータの使用を設定すると（一 P .3-8)、 1；(下の3 
つの機能でパン•チルトの設定値び変わります。ワイドコンバータを使ラ場合は、 
先に「カメラと映像」でワイドコンバータの使用を設定してから、パン•チルト 
の設定値を決めてください。 

-ホームポジション設定（一 P .3-9) 

-可視範囲制限設定卜 P .3-1 日） 

-プ U セツト設定（一 P .3-13) 

「カメラと映像」でワイドコンバータの使用を設定すると (- P .3-10). 赤外線 
ライトび使用できなくなります（一 P .4-7 日）。 


W 上で設置は完了です 


セツトアツプしましよ/つ 
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2 •カメラをネットワークに巧続しましよう 


次に、カメラを接続してみましよう。ここでは、 HUB を通じてカメラと PC を LAN ケーブルで 
つなぎ、カメラをネットワークに接続します。 



電源の ON/OFF 


本機には電源スイッチびありません。 AC アダプタの電源プラグを差し込むことで電源 ON となり 
ます。 LED は本機び通信中に点滅します。電源日 N で一瞬 LED び点灯します。 



m • 電源を日 FF から日 N にすると、カメラへッドポジションび自動的に初期化されます。 

♦ 初期化動作中は絶巧にカメラへッドに触5ないでください。正しく初期化されな 

かったり、故障の原因になります。 

参電源を日 FF にした後、再度日 N にする場合は、己秒！;(上の間隔をあけてください。 
間隔び短いと動作不良の原因となります。また、電源プラグを抜さ差しする場合 
は、 「 A 安全にお使いいただくために•電源に関するを意」 (- P . xii ) を必ずお守 
りください。 

♦ 映像蓄積•録音機能を使用中に、電源を OFF にしたり、再起動すると映像•音声 
はずべて消去されまず。 
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な上でネットワーク接続は完了です 






























































3 .カメラの初期設定をしましよう 


カメラと PC を接続したら、次に初期設定をしましよう。ここでは「2.カメラをネットワークに 
接続しましよう」に引き続き、本機一台を PC に接続した場合を例にして説明します。 



1. ネットワーク機器（ここでは HUB )、 PC の順で電源を ON にします 



セ 

ジ 

卜 

ア 


ジ 

プ 

し 

ま 

し 





この段階では、まだ本機の電源は ON にしないでください。 


2. 同個の CD - ROM を PC に挿入し、エクスプ □— ラーなどか！5 VB 初期設定ツール 
rVBSetup . exe 」 をダブルクリックして起動してか5、本機の電源を ON にします 



付属の CD-ROM 




巧ぺージへ続< 時 
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カメラの初期設定を しましよラ 


3. 自動的にネットワーク接続された本機を検出 
し、本機の MAC アドレス、 IP アドレス、機 
種名を表示します 

出荷時設定では 

IP アドレス：192.16 8.1 日日.1 
に設定されています。 MAC アドレスは本体底面の白 
色のシールに記載されています。 

なお、 VBSetup . exe はヴブネットを越えて利用でき 
ません。 

MAC アドレスをク U ックして選択状態にし、脚期設 
定]ボタンをク IJ ックします。 



4. ユーザ名 「 root 」 と出荷時設定のパスワード 
rVB-C50iJ を入力し、設定する IP アドレス 
とヴブネットマスクを入力します 

デフオルトゲートウェイを指定するときは[デフオル 
卜経路をイーサネットにする]にチェックを入れて 
ゲートウェイアドレスを入力します。 


力巧サーパ 


MAC アドレス: 
ユーザを： 
バスワード： 


00-00-85-01-F1-62 




厂デフォルト経路をイーサネットじする 

ゲ-トゥェィアドレス：厂 5 0 0 o ' 


また、使用するタイムゾーンを選択することびできま W ^ Iぬ 麵孤六肪 鶴、まま 

すび、基本的に変更する必要はありません。 ———:--- 

設定したら[日ロボタンをク U ックします。 -= 



Windows XP SP 2 でご使用いただく場合は 「Windows XP SP 2 でご使用いた 
だく場合のミ主意事項」（一 P .1-6) をご覽くださし、また 、 Windows Server 2003 
Standard Edition ( SPl ) で [ Windows ファイアウオール]機能を有効に設定して 
ある場合ち同様です。 


m ♦出荷時のパスワードは、 VB - C 已 a / V 巨 - C 已日旧ともに「 V 巨 - C 已日 U です。 

♦本機の MAC アドレスは本体底面に記されています（一 P . 1-11)。 

♦工場出荷時には、 192.1目8.100 .1 の IP アドレスび設定されています。お使い 
の環境に合わせて IP アドレスを設定してください。 
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カメ ラの初期設定をしましよラ 


日.設定の進行状況びウインドウで表示され、設 
定び行われます 


圏 

なおされたカメラサーバ： 

MAC アドレス 1 IP アドレス 1蝶 f る 

mHrniBffigmHiiBMl 192.168.1001 VB-C50iA/B-C50iR 

<1 1 >1 

1 ?リ胡設た.. 1 助巧 W 斑ペーシへ 1 

が7 1 


回 

お願い 


IP アドレスは、お客様の環境に合わせた値を設定してください。 

DHCP サーバから IP アドレスを自動取得した場合、 VB 初期設定ツールから設定 
変更は行えません。設定ぺージから行ってください（一 P .3-6)。 

設定する IP アドレス、ヴブネットマスク、ゲートウェイアドレスはネットワーク 
管理者にお問い合わせください。 

本機の電源を日 N にして2日分を経過すると、本機は IP アドレスの割り当て要求 
を出さなくなり、本ツールで検知することびでさません。その場合は本機を再起 
動して < ださい。 

工場出荷時の設定に戻したいとさは、 P .7- 18を参照してください。 

マルチターミナルを用いて、本機と外付けカメラの接続を変更する場合は、外付 
けカメラと本機の電源を0 FF にしてから行ってください。変更後は外付けカメ 
ラ、本機の順で電源を ON にしてください。 


iU 上で初期設定は竞了です 


セットアップしましよ/つ 
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4 •カメラの動作を巧認しましよう 


初期設定び終了したら、本機び正常に動作するかを確認してください。確認はサンプルページで 
簡単に行えます。 


1. 動作確認を行う MAC アドレスをクリックし 
て選択し、[動作確認ページへ]ボタンをク 
リックします 


2. Web ブラウザび起動し、カメラサーバのトッ 
プぺージび表示されます。 [ Java 用ビューワ] 
または [ PC 用ビューワ]ボタンをクリックし 
て、映像び正しく表示されるかを確認します 

ここでは [ Java 用ビューワ]をク U ックした場合を 
説明しています。 




カメラ選択ボックス- 

外付けカメラを接続している場合は、 
ここから切り替えることびでさます。 


Windows Server 2日日3でご使用いただく場合は 「Windows Server 2日日3で 
^ご使用いただく場合のを意事項」（一 P .1-7) をご覧ください。 



♦ Java 用ビューワを使用するには、事前に Java VM びインス I -ールされている必 
要びあります。詳細はホームページをご確認ください。 

製品紹介ホームぺージ： canon . jp/webview 

♦ PC 用ビューワを使用するには、事前に PC 用ビューワをインス!-ールしておく必 


要びあります（一 P .2-1 1)。 

♦ パノラマ画像の設定をすることをおすすめします。（一 P .4-7)。 
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な上でお認作業は完了です 





































已.ソフトをインストールしましよう 


カメラから映像を表示したり、カメラを管理するためのソフトをインス I -ールします。インス I -一 
ルでさるソフトは下の3種類です。 

- V 巨管理ツー ル： カメラの管理をするためのソフトです（一 P .4-2)。 

• PC 用ビューワ：カメラからの映像を表示するためのソフトです（一 P .2-12)。 

- VBCollector :カメラび蓄積した映像-音声を PC に収集し、閲覽-再生するためのソフトで 
す（一 P .6-1])。 ちいバージョンをご使用の場合は、 P .6-12 をご覧ください。 

1. 本機に付属の CD - ROM を PC の CD - ROM ドライブに挿入し、 liTF の手順を行い 
ます 

①他の全てのアプ U ケーションを終了していることを確認して、デスクトップの「マイコン 
ピュータ」をダブルク U ックします。 

Windows XP をご使用の時は、「スターりメニュ ー- -「マイコンピュータ」の順にク U ッ 
クします。 

③表示された 「 CD - ROM のアイコン」一 rVBTools フオルダ」一 rVBToolslnstall . exe 」 
の順にダブルク U ックします。 


2. 開始画面び表示され、インストール方法を選 

択します 

おまかせインス!-ール： VB 管理ツールと PC 用ビュ 
ーワのインス I -ールを自動的 
に行います。最低限必要なソ 
フトを簡単にインス I -ールす 
ることびでさます。 

カスタムインス I -ール： VB 管理ツール、 PC 用ビュー 
ワ、 VBCollector からソフ 
卜を任意に選択し、インス 
トールを行います。 

3. 下、画面の指示に従ってインス!ルを行ってください 

な上でインストールはち了です 


VBToolsInstal 

l.exe 


ネクトワークカタラ付属ソフトウエアのインストール 



WebVieyu 

Livescop 


ネットワ-クカメラ VB-C50i/VB-C50iR/| 
0FS をこ推入いただきあな化てざいお 
インストール方游遠巧して) i 巧に進ん’ 


おまかせインストール 


イシスト. 
インスト’ 


カスタムインス!ル [ 

ルずる、刀トウエアや 

• ールホを1助りに鼓定しなからインストールします。 

Iレはこちらを遇巧してください • 


XVBCollecto 识インストールは 


セットアップしましよ/つ 
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ビューワソフトウエアにごいて 


ビューワソフトウェアを使うと、本機から送信される映像を PC 上で見ることや、カメラの制御 
を行うことびできます。ここでは、ビューワソフトウェアの概要を紹介します。詳しくは、「ビュー 
ワについて」（一 P . 己- 4) または CD - R 日 M に収められている「ビューワソフトウェア使用説明書」 
( Viewer - J . pdf ) をご覧ください。 


ビューワソフトウェアの種類 


ビューワソフトウェアには、1；(下の2種類びあります。 

♦ PC 用ビューワ 

起動時には別枠のウィンドウとして表示されます。事前に 
お使いの PC にインス!-ールして使用します。インス!-一 
ルち法は、この章の r 已.ソフトをインス!ルしましよう」 
(一 P .2-11) をご覽ください。 



♦ Java 用ビユーワ 

Web ブラウヴ上に表示されます。事前に Java VM びイン 
ス I -ールされている必要びあります。詳細はホームページ 
をご確認ください。 

製品紹介ホームぺージ： canon . jp/webview 



ビューワソフトウェアの特長 

•パン•チルト-ズーム制御：スク□ールバーを操作することで、パン•チルト-ズームの制御 
びでさます。 

•逆光補正：映像び逆光で暗くなってしまったとき、明るく表示させることびできます。 
♦パノラマウインドウ表示：パノラマウインドウ上をク U ックしたり、ウインドウ内の枠をド 
ラッグしたりすることでカメラの制御びでさます。 

♦ 映像の保存-印刷：気に入ったライブ映像のスナップシヨットを保を、印刷できます。 
♦音声の受信 （ PC 用ビューワのみ）：カメラサーバから送信される音声を再生できます。 

動作環境 

「動作環境」(- P . 1 -4) を参照してください。 

映像.音声の扱いについて 

「はじめに」（一 P . ii ) を参照してください。 
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基本設定をしましよう 

この章では、ネットワーク接続やカメラ制御、曰付、時刻、メールな 
ど、本機を使用するための基本的な設定を行います。セットアップ後 
に必ず設定してください。 

※可視範囲設定およびプ U セット設定は、4章の VB 管理ツール 
P .4-2) を使って設定すると便利です。 



各設定ページででまること 


設定タイトルページを起点として各設定ページへ移動し、本機のさまざまな設定を行ラことびでさま 
す。各設定ページで設定でさる内容は、下のとおりです。詳しくは、各参照ページをご覧ください。 



♦システムとネットワーク 

管理用パスワード、ネットワーク（イーサネット、網接続機能）の設定（一 P .3 -日） 

♦カメラと映像 

映像キャプチャ（映像サイズ•品質など）、カメラ制御（シャッタースピード、フオーカス、ホームポジシヨ 
ン、可視範囲制限など）、カメラ名の設定（一 P .3-7) 


♦プリセット 

各プリセット（ベストショットアングル)、プ U セット巡回の設定（一 P .3-13) 

♦ヴーバ 

最大クライアント数-接続時間、ユーヴびアクセス可能な時間帯、 HTTP サーバ-カメラサーバ-オーディ 
オサーバの設定（一 P .3-17) 

♦アクセス制御 

アクセス可能なユーヴアカウント、アクセスを許可または制限するホストの指定（一 P .3-22) 


♦ 日付と時刻 

カメラの現在時刻の表示、時刻設定、タイムゾーンの設定（一 P .3-2 日） 

♦その他 

DNS (ネームサーバアドレス）、蓄積画像を送信するためのメールアドレス、センサや発報装置などの外部 
デバイス、 LED 表示の設定（一 P .3-27) 


♦管理 ツール 

オンボードファイルシステムの使用/空さ容量表示、蓄積映像および蓄積音声の状態表示と消去、その他(イ 
ベント□グ•現在の設定の表示、再起動、工場出荷時に戻す）（一 P .3-30) 



可視範囲設定、プリセツト設定は、第4章の V 目管理ツールを使って設定すると便利です。 
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設定タイトルページへアクセスしましよ5 


本機のさまざまな設定は、ブラウヴによって本機の Web ページにアクセスして行います。まず 
は設定 タイトル ページにアクセスします。 


本書ではこれ！;>(降、 1 P アドレス "192.168.100.1" (工場出荷時設定）を用いて設 
定の説明をします。実際にはお客様び本機に設定した IP アドレスを入力してください。 


1. ブラウザか！5 http :// 192.1 68.100.1 / admin / にアクセスします 


J アドレス屯）「 http ：// 192.16 0.100.1/ admin / 


] 


IP アドレスは、「カメラの初期設定をしましよう」（一 P .2-7) で設定したものを入力してく 
ださい。 


2. ユーザー名とパスワードを入力します 

工場出荷時設定では、 

ユーザー名： root 
パスワード： VB-C 己 Oi 

となっています（一 P .7-22)。 

* ノ（スワードは V 巨 - C 己 CH / V 巨 - C 己0旧ともに「 V 巨 - C 己 OU 
となっています。「システムとネットワーク」の設定ペー 
ジで必ず変更してください （一 P .3-5)。 




基 

本 

設 

定 

を 


ま 


ラ 


設定タイトルページび表示されます 


VB-C50 ソ VB-C50 旧設定 


English 


システム六ネットワーク 

カイうと I * を 

ブ U ゎット 



システム管理をの J スワードやネッ 
トワークの試ちです. 

カメラのま1刪;巧メータおよび1央巧 
サイズ•品ちなどの設定です. 

ベストシ3ットアングルのリストを録 
設定です. 

サーバ 

盧 ：•马 

HTTP サーバと WebView Livescope 
の i 綻です. 


アクわスがな 

円な卜時巧 

ネのか 




IP アドレスや J {スワードを巧し1てア 
クたスを制限したし觸をの設ミで 

す. 

時計の設定です. 

DNS や少ール巧報などの設定で 
す. 

を巧、ンール 




茲譜匿‘飾い 
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設定タイトルページについて 


設定タイトルページでは、各設定ページへの移動と、設定変更後の確定、本機メモ U への保をま 
たは再起動を行います。 



①トップべージ 〜 (DEnglish 


进是をなを m 巧巧の巧是に房ず 


①[トツプページへ]ボタン 

ク U ックするとカメラサーバのトップページに移動します。 


② [ English ] ボタンまたは [ Japanese ] ボタン 

クリックすると設定ぺージを英語表示します。そのときこの表示は 「 Japanese 」 に変わり、再度クリック 
すると日本語表示に戻ります。 

③ [設定を保存]ボタンまたは[設定を保存して再起動]ボタン 

各設定ページで変更を行い、[日のボタンをクリックすると設定タイトルページに戻りますび、この段階ではま 
だ、変更内容は本機に送信されていません。[設定を保存]ボタンをク U ックすると変更内容び確定し、本機に送 
信されます。変更のために本機の再起動び必要な場合には、[設定を保存して再起動]ボタンび表示されます。 
設定値を変更していない状態では、これら2つのボタンは表示されません。 


④ [現在の設定に戻ず]ボタン 

各ページで設定の変更を無効にしたいとさク U ックします。全ての変更はキャンセルされ、変更前の設定値 
に戻ります。 


⑥各設定ページタイトル 

ク U ックすると、各設定ページへ移動します。 


♦ ブラウヴのウィンドウを同時に複数立ち上げて、並行して変更操作を行ラのは避 
けて < ださい。 

♦ ブラウヴの[戻る]-[進む]ボタンによる設定ページ間の移動は行わないでくだ 
さい。キャッシュの影響によりちい設定ページび表示され、設定値び元に戻って 
しまったり、意図しない変更びなされてしまう可能性びあります。 

♦ 設定を変更したら、必ず設定のタイトルページで[設定を保存]ボタンまたは[設 
定を保存して再起動]ボタンをク U ックしてください。 



♦ 本機で映像蓄積-録音機能を使っている場合、再起動すると蓄積された映像•音 
声はすべて消去されます。 

♦ 設定を変更するために、本機を再起動させる必要びある設定項目には、ホいマー 
クび付いています。 


〇アドレス記ち方巧 


r マニュアル記ち二] 
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管理者のパスワ-ドやイ-ヴネットなどを設定ずる(システムとネットワ-ク) 


霧 


システムとネットワーク 

を巧巧バスワード I イーサネット I 補巧爲稱お 




ここではじ(下の設定を行うことびできます。 

♦管理用パスワード：パスワードの設定を行います。 

参イーサネット： IP アドレスなどネットワークの接続に必要な設定を行います。 

♦網接続機能：ネットワークとの接続び切れないように、定期的にパケットを送信し 
て、ルータによる自動ダイアルアップをする機能の設定を行います。 

設定の変更を行ったら、 [0 K ] ボタンをク U ックして、設定タイトルぺージに戻りま 
す。変更を行わない場合は、[キャンセル]ボタンをク U ックします。 

\_ y 

▼管理用パスワード 

を理。バスワート ■ ►ヘルブ 


① バスワード 

② バスワード（お I 忍） 


担义宇 W 巧） 
' 復文宇がの） 


① r パスワード」 

パスワードを設定します。8文字！;(内の ASCII 文字（スペースまたは印字可能文字）び使用でさます。出荷 
時設定は「V目 -C 己 Oi」 です。 

② 「パスワード（確認)」 

上と同じパスワードを確認のため入力します。 


回 

お願い 


♦ システムのセキュ U ティ上、管理用パスワードは必ず変更してください。変更後 
は、パスワードを忘れないようにメモしてください（一 P .7-22)。 

♦ 管理用パスワードを忘れてしまった場合は、 U セットスイッチを押して工場出荷 
時設定に戻してください（一 P .7-19)。 ただし、本機のすべての設定び工場出荷 
時に戻りまずのでごま意ください。 


^基義窘」ましよラ 
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管理者のパス ワードや丫ーヴク、ッ トなどを設定する(システムとネット ワーク； 


▼イ ーヴ ネット 

イーサネット ►ヘルブ 

① 〇アドレス i さちち巧 

② 〇 IP アドレス 

③ 〇サブネット7スク 

④ 〇デフオ J レトヴート〇!イアドレス 
⑥最大バケットサイズ 


[■マニュアル i さちこ] 

|i 92.168 .100.1 

1255.255 .255.0 


。 50 日 (576~1500> 


① r アドレス設定方式」 

アドレス設定方式を「自動設定 （DHCP)」 または「マニュアル設定」から選択します。「自動設定 （DHCP)」 
を選択した場合は、 「IP アドレス」、「サブネットマスク」、「デフォルトゲートウェイアドレス」には、 DHCP 
サーバから自動的に取得した値び用いられます。「マニュアル設定」を選択した場合は、使用する環境に合わ 
せた値を、直接入力してください。 


② rip アドレス」 

ネットワークインタフェース固有の IP アドレスを入力します。 

③ r ヴブネットマスク」 

ネットワーク毎に指定されたヴブネットマスク値を入力します。 

④ 「デフオルトゲートウェイアドレス」 

インターネットなど広域ネットワークや、イントラネット内でち異なるサブネットに接続するときは、設定 
してください。 

⑥ r 最大パケットサイズ」 

一度に送信するパケットの最大サイズを入力します。通常は1500から変更する必要はありません。 
ADSL をご利用の際に、少し数値を下げて設定いただくと送信効率び上びる場合びあります。 Ethernet を 
ご利用の場合は、1己00のままでご利用ください。 



♦ IP アドレス•ヴブネットマスク•デフオルトゲートウェイアドレスは、ネットワー 
ク管理者にお問い合わせください。 

♦ IP アドレス-ヴブネットマスク-デフオルトゲートウェイアドレスの設定には細 
むのを意をはらってください。し巧れかに誤りびあった場合、イーヴネット経由 
のアクセスび全くできなくなり、初期設定ツール（一 P .2-7) を用いて修正する 

外に復旧する手段びなくなることびあります。 


▼網接続機能 

巧巧按 巧を ►ヘルプ 

① 厂〇定巧的にい‘ケットをを信する 

② 〇を信モ IP アドレス I 

③ 〇を信間隔 < 分） |i (1 〜 60) 

义 ネットワークへの巧続を維持するために，定期的に ICMP Echo バケットをを信します. 


① [定期的にパケットを送信ずる] 

本機能を使用する場合にチェックします。 

② 「送信巧 IP アドレス」 

パケットの送信先を指定します。 

③ 「送信間隔」 

パケットの送信間隔を1〜目〇分から分単位で指定します。 
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カメラの制御や、映像のサイズ、品質を設定するはメラと映像) 


を 


カメラと映 f ま 

B 央巧 キゎづチホ I 化ラホ 11卸1なソラる 


■091 


ここではじ(下の設定を行うことびできます。 

♦映像キャプチャ：映像のサイズや品質の設定を行います。 

♦カメラ制御：カメラのシャッタースピードやフオーカス、ホームポジション、可視 
範囲の設定を行います。 

♦カメラ名：カメラ名を入力します。外付けカメラや VK -64 などを併用する際に必 
要となります。 

設定の変更を行ったら、 [0 K ] ボタンをク U ックして、設定タイトルぺージに戻りま 

す。変更を行わない場合は、[キャンセル]ボタンをク U ックします。 

V . _^ 

▼映像キャプチャ 

I * 巧キャブチヤ ►ヘルプ 


① 


② 


③ 


B 央がヴイズ 
岐像を信 
旣きがか 
封止函ま语 
B 央を品巧ぬ化） 

サイズ小 060 x 120) 
サイズや巧 20 x 240) 
サイズ大お 40 x 480) 
〇インタ レースモード 


I サイズ中三] 

I サイズ小こ J 

I サイズや▼」 


3 




] 


I ウィーヴ（インタレース）こ J 


④厂〇かがビデオ入力をほ用する 


① r 映像サイズ」 

「映像送信」、「動さ検知」、「静止画蓄積」時の映像サイズをそれぞれ選択します。なお、動さ検知時の映像ヴ 
イズは、「サイズ中」、「サイズル」から選択します。 

サイズ大目40 X 480 
サイズ中320 X 240 
サイズル 160 X 120 

② r 映像品質 （Q 値)」 

それぞれの映像サイズにおける映像の品質を、10〜100 (10 段階）から選択します。値び大さいほど高 
品質になりますび、映像のデータび大さくなるため、フレームレートび低下することびあります (-P.7- 
24) 〇 また、「使用しない」を選択すると、そのサイズを「映像サイズ」で設定することはでさません。 

③ インタレースモード 

被写体の動さの大小に応じて、「ウィーヴ（インタレース)」(動さの少ない被写体向さ)と「ボブ（ノンインタ 
レース)」（動さの多い被写体向さ）から選択します。「映像サイズ」を「サイズ大」に設定した場合、ウィー 
ヴの方び高解像度ですび、被写体に動さびあると樹状のブレび発生します。被写体の動さび激しいとさはボ 
ブを選択すると有効です。 

④ r 外部ビデオ入力を使用ずる」 

マルチターミナルVB-EX日0に接続した外付けのビデオ入力を切り替え方式で使用することびでさます(^ 
P .1-12)。 


^基義窘」ましよラ 


3-7 
















カメラの制御や、映像のサイズ、品質を設定ずる(カメラと映像) 


▼カメラ制御 


カメラ «御►ヘルブ 

の シャッタースビード 

② フォーカスモード 

③ ホームボジシヨン 

バン 
チルト 
ズーム 
明るさ 


I 自旣こ J 

「自旣 J 

r H 邮.邮〜 1 邮'加) 

「 (-30.04~90.00) 

r ( 1 .の〜41. 2 。 


r i 含を利御罹を持たないときホームポジションに格かする 


④ r 可視骑囲まり巧を適用する 
上端 
下端 
左端 
を端 
望远 
にち 

(D 〇 9イドつン バー タ 


I (-45.52~105.4 8) 

「 (-45.52~105.4 8) 

「 （-120 .的〜120.城 

「 (-120.63~120.6 3) 

r ( 1 .の〜". 2 。 

r (1.97 〜41.2。 

I ほ用しむいこ J 


① 「シャツ タースピー ド」 

カメラのシャツタースピードを設定します。「自動」、「1/目0」、「1/100」から選択します。 

② r フオーカスモード」 

カメラのフォーカスモードを設定します。 

「自動」：自動焦点です。 

「自動（ドーム巧応)」：ドーム八ウジングを使用している場合、壁面に焦点び合わないよラにする自動 
焦点です。 

「無限違に固定」：無限遠にフォーカスを固定したままにでさます。 

※ナイトモード (-P.4-52. 4-70) を設定すると、「自動（ドーム対応)」および「無限遠に固定」は 
使用でさなくなります。 


• ドーム八ウジングに塵や水滴び付着していると、壁面に焦点び合ってしまう場合 
» びあります。壁面とカメラをなるべく短い距離で設置してご使用ください。 

♦ 昼夜連続で撮影される場合のを意 

屋外での連続昼夜撮影など、光源び徐々に変化する場所で、変化び少ない被写体 
を撮影した時、映像び適切な色にならない場合びあります。 

その場合はパン•チルト-ズーム操作などで撮影される映像に変化を与えると適 
切な色になります。 

♦ 単一色の被写体およびナト U ウム灯、水銀灯や一部の董光灯などの照明を使用す 
る環境下では、自動でカメラの色合いを調整でさないことびあります。 


3-8 



















カメラの制御や、映像のサイズ、品質を設定ずる(カメラと映像) 


回 

お願い 


次のような被写体は、オートフオーカスではピントび合いにくいことびあります。 


白い壁など明暗の 
差びないちの 


斜めになっている 
ちの 


強い光び反射して 
いるちの 


斜め線や横じまの 
みのちの 


炎や煙など実体の 
ないちの 


ガラス越しのをの 




■P 


燕 



HP 




動さび速いをの 暗いところや夜景 


遠くと近くに同時 
にある 


ピントの合う範囲は下のようになります。ズームの位置によっては、ピントび 
合わない場合びあります。 

カメラび近づける距離の変化 


1 

距離 

ピントの合う範囲 

1 .6 m 

八 

1 cm ‘ 

t < - ► 



ズームのワイド端 ズームのテレ端 

約1 cm まで(ナイトモード時は約 2 cm まで）約].日 m まで(ナイトモード時は約 2.3 m まで） 


③ r ホーム ポジション」 

カメラの標準位置です。 

I ■パン」 

カメラのパン位置を設定します。 

r チルト」 

カメラのチルト位置を設定します。 

「ズーム」 

カメラのズーム視野角を設定します。 

「明るさ」 

カメラの自動露出の目標値を設定します。逆光などで映像び暗くなる場合は、「明るく」を選択します。 

[誰も制御権を持たないときホームポジションに移動ずる] 

ホームポジションの設定びある状態でチェックを入れると、制御権要求びない場合、カメラをホームポ 
ジションに移動します。 


^基本謹を」ましよラ 
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カメラの制御や、映像のサイズ、品費を設定ずる(カメラと映像) 


回 


カメラへッドの向きを手で変えないでください。カメラヘッド 
の向さを誤って手で変えたり、ものび当たったりしてカメラ 
へッドび直接動いてしまったなど、ビューワの指示と実際の力 
メラの向さにずれび発生した場合には、1;(下のいずれかをお試 
しください。 

•カメラへッドポジションを初期化する(一 7-2 日)。 

•-度電源を日 FF / ON して再起動する。 




④ [可視節囲制限を適用ずる] 

チェックを入れると、1；(下の設定び有効になります。ユーヴに見せたくないアングルびある場合、設定して 
ください。可視範囲制限はV目管理ツールからの設定び便利です（一 P.4-12)。 

r I 山 —^iLU -^XLU I 

「上!/而*下！/而 • 左麵. 石!/而」 

ユーヴに提供する視野の範囲を設定します。 

* 設定値は上>下、左<ちとなるよラに設定してください。 

「望違-広角」 

ユーヴに提供するズーム視野角を設定します。 

* 設定値は望遠含広角となるよラに設定してください。 

⑥「ワイドコンパータ」 

カメラにワイドコンバータを装着しているときは、ぶ、ず「使用する」を選択してください。 

なおワイドコンバータの設定は、V目 -C 曰 Oi のみとなります。 

* ワイドコンバータを「使用する」に設定すると、赤外線ライトび使用できなくなります（一 P.4-70)。 
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カメラの制御や、映像のサイズ、品質を設定ずる(カメラと映像) 


♦ 制御可能範囲と撮影巧能範囲は下のようになっています。 



最大広 視野角 



左ち最大撮影巧能範囲 


パンおよびチルトの範囲はズーム倍率（視野角）によって変わります。 


可視範囲制限を設定すると、 
自動的にカメラの動作角度び 
制限されます。 


A 


広角にした場合、カメラの動作 
角度びそのままだと、可視範囲 
を越えて撮像してしまラので、 
自動的に動作角度はルさくなり 




制限した可視節囲 


カメラの動作角度 


撮影される映像 


ズームを広角側に制御することで、可視範囲を越えてしまう場合は、自動的に力 
メラの向さ（パン•チルト）び調整されます。 

撮影される映像 


I 


制限した可視範囲 





自動的に 
パンする ►► 


• 可視範囲を狭くするとそれに伴ってズームの範囲を狭くなることびあります。 

• 可視範囲制限設定をしていてを、可視範囲の境界付近にカメラを制御した場合、 
一瞬可視範囲外び映り込むことびあります。 


上下最大撮影可能範囲 


^冨義窘」ましよラ 
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カメラの制御や、映像のサイズ、品質を設定ずる(カメラと映像) 


▼カメラ名 


の カメラを►ヘルプ _ 

本はカメラ 

力 ラる（半ち巧数字) 
力 ラを < 日本語） 
かけけ力 ラ 

カタラる（半ち黄数ぞ) 
カタラを < 日本語） 


[Camera (15 文ぞ W 内) 

r (巧义宇が内〉 


[ Camera 2 


(巧文ぞ納 ) 
(15 文ぞ W 内〉 


① 「カメラ名」 

ビューワのカメラ選択ボックスで用いられます。カメラ名（半角英数字）は必ず入力してください。カメラ 
名（日本語）び無指定の場合は、カメラ名（半角英数字）び用いられます。 



カメラ名（日本語）は、半角•全角に関係なく]文字として扱われます。カメラ名 
(半角英数字）は、 Web ブラウヴの言語設定び日本語外の場合に用いられます。 
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ベストシヨットをプ U セットする（プ U セット） 



ブ U セジト 


共巧目る志I 

ブ U わット11 

づリわ、ソト2 1 

プリわ、ソト6 1 

ブリわツト7 1 

づ U わ、ソト11 

づリわ'ソト12 

づリわット16 

づ U わット17 


づ U わ、V卜3 

づリわ'、ノト8 


I づ U かソト4 j づ U かソト 


ブ U わ、ソト5 I 


_ ブ U わ 、、ノト9 Iプリわット1_0 

ブ U わ、V卜13 づ U わ、ソト14 づ U わ、ソト 15 I 

づリわ、V卜18 づリた止19 づリわット 20 


ここでは下の設定を行うことびできます。 

♦共通設定：プ U セット位置を巡回するスケジュールを設定します。 

参プ U セット]〜2日：ベストシヨットアングルをプ U セット位置として2日個まで 
登録できます。 

設定の変更を行ったら、 [ OK ] ボタンをク U ックして、設定タイトルぺージに戻りま 
す。変更を行わない場合は、[キャンセル]ボタンをク U ックします。 


▼共通設定 


其边設を►ヘルフ 


①厂力户ラ制御をブリ iz ットに制限する 
自動ブリ t ット逃回 
逃回スケジュール 


I ほ巧しない ▼! 


上へ I 

下へ I 


ブリたソト 

口 


巧旣速度 （PT) 

同 


惊わ速度 G) 

同 


封止時間（わ） 


mm I 


ブリたット逃回時間を i さちする 


閉化時刻 

時 

||-| め〜 23) 


分 

い の〜的) 

巧了時刻 

時 

い め〜 23) 


み 

い の〜的) 



^冨塞囊」ましよう 
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ベストシヨットをプ u セットする(プリセット) 


① [カメラ制御をプリセットに制限ずる] 

PC 用ビューワおよび Java 用ビューワからのカメラ制御をプリセット設定したアングルのみに制限できます。 

「自動プリセット巡回」 

プ U セット巡回の設定をしソ下の項目から選択します。 

「使用しない」 

プ U セット巡回は作動しません。 

「ビューワ接続中」 

Java 用、 PC 用、管理者ビューワのいずれかを接続しているとさに作動します。 

r 剖寺」 

プ U セット巡回は常に作動します。 

「巡回スケジュール」 

巡回スケジュールに設定したいプリセット番号を下の「プリセット」から選択し、「移動速度 （ PT )」、 「移 
動速度 （ Z )」、 「静止時間（秒)」を設定後、[追加]ボタンをク U ックすると、一覧にプ U セットび設 
定されます。プ U セット巡回の開始と終了時刻を設定することもでさます。 

[上へ]ボタン* [下へ]ボタン 

一覧のプ U セットを選択し、[上へ]ボタンまたは[下へ]ボタンをク U ックすると、プ U セット巡回 
の順序を変更します。 

[削除]ボタン 

選択したプ U セットを削除します。 

「プリセット」 

設定するプ U セット番号を選択します。 

「移動速度 （PT)」 

パン•チルトを行ラ際のカメラの速度を設定します。値び大さいほど、移動速度は速くなります。 


r 移動速度 （Z)」 

ズームを行ラ際のカメラの速度を設定します。値び大さいほど、移動速度は速くなります。 

r 静止時間（秒)」 

プ U セツト位置にカメラび静止する時間を、〇〜120秒の間から己秒単位で設定します。 


[追加]ボタン 

設定したプ U セツトを巡回スケジュールに追加します。 


② [プリセツト巡回時間を設定ずる] 

チェックを入れると、巡回スケジュールの開始時刻と終了時刻を設定することびでさます。 



♦ 自動プ IJ セツト巡回を、「ビユーワ接続中」、「常時」に設定している場合でも 、 PC 
用または管理者ビューワ等でカメラ制御び行われているときは、プ U セツト巡回 
は作動しません。 


参「カメラ制御をプ U セットに制限する」の設定をした場合、 」 ava 用ビューワの 
ページでカメラ制御の GUI を表示せず、プ U セットのみ表示することをでさます 
(一 P . 已-13)。 

♦ 自動プ U セット巡回中にビューワの指示と実際のカメラの向きにずれび発生した 
場合、全体びずれたまま巡回することになります。ずれび発生した場合には、1；( 
下のいずれかをお試しください。 

•カメラへッドポジションを初期化する(一 7-2 日)。 

•-度電源を日 FF / ON して再起動する。 
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ベストシヨットをプ u セットずる(プリセット) 


▼プリセット1〜20 


ブ U セット1►ヘルブ 


0 通用範囲 

厂ブリたットる（半ち巧数字） 

(D-T 

L ブリ t ットを（日本語） 

(3) 力ラバラータ 

バン 

チルト 

ズーム 

B 肢さ 

ブリセット 2 ►ヘルプ 

げなまちのみ 

B 央巧ま程と B 央をを信 

I 

(巧文字 W 巧） 

I 

I 卜 100 加〜 100 加） 

1 (-30.04~90.00) 

1 (1. の〜 41.2 6) 

h ま^: d 

(15 文す伽） 

A UP 

通用範囲 

P 峽ほま程のみ 



B 央をまちと B 央を送信 


ブリ t ットを（半ち英数字） 

1 

(15 文ぞ馳 ） 

ブリ t ットを（日本語） 

1 

(巧文す W 巧） 

カタラバラ少ータ 



バン 

1 (-1 加.加〜 100.0 0) 


チルト 

1 (-30.04~90.00) 


ズーム 

1 (1. の〜 41.2 6) 


明るさ 

1 情準 jJ 



① r 適用 節 囲」 

このプ U セットを映像蓄積機能のみに適用するか、ビューワにも提供するかをチェックしてください。 
ビューワにち提供する場合、半角英数字でのプ U セット名は必ず設定してください。日本語での設定び無 
い場合は、半角英数字のプ U セット名び用いられます。 

② r プリセット名」 

プ U セット名（半角英数字）は「"」を除く ASCII 文字で入力してください。プ U セット名（日本語）の指 
定びなければ、プ U セット名（半角英数字）び用いられます。 

③ 「カメラパラメータ」 

提供したい映像の条件を設定してください。 

「パン-チルト」 

カメラのパン、チルト位置を設定します。 

「ズーム」 

カメラのズーム視野角を設定します。 

「明るさ」 

カメラの自動露出の目標値を設定します。逆光などで映像び暗くなる場合は、「明るく」を選択します。 


^プ U セットの設定変更は、接続中のビューワには適用されません。 

お願い 


^基義窘」ましよラ 
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ベストシヨットをプ u セットする(プリセット) 



♦ VB 管理ツールを使ラと、より容易にプ U セット設定を行うことびでさます。設定 
には VB 管理ツールをご使用ください（一 P .4-18)。 

♦ プ IJ セット名（日本語）は、半角•全角に関係なく]文字として扱われます。プ 
IJ セット名（半角英数字）は、 Web ブラウヴの言語設定び日本語1；(外の場合に用 
いられます。 
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HTTP サーバ、カメラ • オーデイオサーバを設定する(サーバ) 



サーパ 

其巧 i さ志 I HTTP サーバ I わ巧サーバ‘ I 7 t •—デイイサーバ 




ここではじ(下の設定を行うことびできます。 

♦共通設定：ユーヴび本機へ接続でさる環境についての設定を行います。 

♦ HTTP サーバ：ホームページの配信や本機の管理をするための設定を行います。 
♦カメラサーバ：本機から映像を閲覧するための設定を行います。 

♦オーディオサーバ：音声の送受信に関する設定を行います。 

設定の変更を行ったら、 [0 K ] ボタンをク U ックして、設定タイトルぺージに戻りま 
す。変更を行わない場合は、[キャンセル]ボタンをク U ックします。 

V _ ノ 


▼共通設定 


其边話を 


① 

最乂クライアント数 

|50 

<1~50) 

② 

最大巧お巧間（か） 

|0 

の〜妨的 5) 

③厂 

ユー ヴへのサービス時間を設定する 




閲賠時刻 時 

い 

の〜 23) 


分 

い 

の〜 的） 


が了時刻 時 

卜 I 

の〜 23) 


み 

卜 I 

の〜 閒） 


① r 最大クライアント数」 

本機に同時に接続でさるクライアント数の最大値を設定します。最大日0クライアントまで設定でさます。 

② r 最大接続時間」 

個々のクライアントび本機に接続でさる時間を秒単位で設定します。 

③ [ユーザへのサービス時間を設定ずる] 

チェックを入れると、ユーヴび本機に接続でさる時間帯を設定でさます。 


因 

メモ 


映像•音声の配信時間を制限したい場合、「ユーヴへのサービス時間を設定する」を 
ご利用 < ださい。 


^基義窘」ましよラ 
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HTTP ヴーパ‘、カメラ•オーディオサーバを設定ずる 


▼ HTTP ヴーバ 

►ヘルブ 

① 〇 HTTP ボート |80 (1 〜 65535) 

② Web ベー ジの グローバル アドレス |护アドレス こ J 

IP アドレス I 

ボートる I (15 です W 巧） 

A UP 


① 「 HTTP ポート」 

HTTP の TCP ポート番号を設定します。1〜目己己35の整数を入力します。通常は80番（出荷時設定）を 
利用します。 


② rweb ぺージのグ□-バルアドレス」 

本機にプライベートアドレスを設定し、ルータの NAT 機能を利用して固定のグ□ーバルアドレスを本機 
に対応付けて利用するような場合（一 P .5-2 目）、ここにグ□ーバルアドレスを記載しておくと、サンプル 
ページ（一 P . 己- 6) を閲覧することびできます。 「 IP アドレス」を選択した場合は、 「 IP アドレス」欄に指定 
された IP アドレスを入力します。「ホスト名」を選択した場合は、「その他」の 「 DNS 」 で指定したホスト 
名び使用されます。 「 DNS 」 で必要な設定を行ってください（一 P .3-27)。 
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HTTP ヴーバ、カメラ•オーディオサーバを設定ずる ヴーノリ 


▼カゾづヴー八 


カメラサ'-►ヘルプ 


① OB 央なさ信ボート 

165310 

0〜的的 5) 

⑨〇カメラ制柳ボート 

165311 

fl 〜65的 5) 

③最大フレームレート （fps) 

|30 

の.1〜如） 

④ 最大を信レート (Mbps) 

1〇 

の〜"） 

⑥最大ホり御宿巧ち数 

|50 

の〜 如） 

⑥力:ラホり刷時間けが 

|20 

(1~3600) 

⑦舒止函巧巧巧ち巧間だリ巧〉 

11500 

の〜100加) 


① r 映像送信ポート」 

映像送信プ□トコルの TCP ポート番号を設定します。 1 〜目 5 曰 3 己までの整数を入力します。出荷時設定 
は目己 310 です。通常は、変更する必要はありません。 

② r カメラ制御ポート」 

カメラ制御プ□トコルの TCP ポート番号を設定します。 1 〜目 5 己 3 己までの整数を入力します。出荷時設 
定は目己 311 です。通常は、変更する必要はありません。 

③ r 最大フ レームレート （ fps )」 

1 秒間にキャプチャする最大フレームレートを設定します。最大 30 フレーム/秒で、 0.1 〜 30.0 の数値 
を入力します。 

④ r 最大送信レート （ Mbps )」 

1秒間に送信するデータ量の上限値を設定します。この機能は、ネットワークに対する負荷を減らすために 
使用します。最大は 10Mbps で、〇〜 10Mbps の整数を入力します。 0 の場合は、無制限になります。 

⑥ r 最大制御権待ち数」 

ビューワからカメラ制御権の要求を受け付けるクライアント数を設定します。最大数は己0で、0〜日〇の 
整数を入力します。0のとさは、管理者ビューワしソ外のカメラ制御権待ちは禁止されます。 

⑥ r カメラ制御時間（秒)」 

ビューワからカメラ制御びでさる最大時間を設定します。最大は 3 目 00 秒で、 1 〜 3 目 00 の整数を入力し 
ます。 

⑦ r 静止画取得待ち時間（三リ秒)」 

Gets 川 lima 呂 e コマンドト P. 己- 2 己）では、カメラ動作の安定を考慮して、ここで設定する時間を待って 
から、静止画取得を行います。最大は10000三 U 秒で、〇〜10000の整数を入力します。 


^基塞窘」ましよラ 
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HTTP ヴーノしカメラ•オーディオサーバを設定ずる 


▼オーァイオヴーバ 


オーデイオサーバ►ヘルプ 


0音声を信 

1 ほ用しむいこ！ 

( D 入力音查 

|50 (1~1〇〇) 

( D 無音検化 

1ゎ 

④ノイズキャン tz ラ 

1ゎ 

⑥スローブフィルタ 

1ゎ_1] 

⑥音声ま信 

1 ほ用しないこ J 

⑦化力音査 

|5〇 (1 〜1如) 

( D エコ—キャン t ラ 

1すっ ZJ 


① r 音芦送信」 

「使用する」を選択すると、マルチター三ナル (-P.1-12) に取り付けたマイクで入力した音声を PC 用 
ビューワや管理者ビューワに送信することびでさます。 

② r 入力音量」 

入力する音声の音量を、1〜100の範囲で設定します。値び大さいほど、入力音量は大さくなります。 

③ r 無音検出」 

「オン」に設定すると、音声び無音になったとさ、音声データの送信を一時的に停止します。これにより使用 
するネットワーク帯域を減らすことびでさます。 

④ 「ノイズキャンセラ」 

「オン」に設定すると、音声からノイズを除去します。 

⑥ r ス□-プフイルタ」 

「オン」に設定すると、屋外の風切音などの低いノイズを除去します。 

音声送信 

•入力音量 
-無音検出 
-ノイズキャン七ラ 
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HTTP ヴーパ、カメラ•オーディオサーバを設定する ヴーノリ 


⑥「音声受信」 

「使用する」を選択すると、管理者ビューワから発信した音声を受信し、マルチター三ナル （^ P .1-12) に 
取り付けたアンプ付スピーカーから出力することびでさます。 


⑦ r 出力音量」 

出力する音声の音量を、1 


’100の範囲で設定します。値び大さいほど、出力音量は大さくなります。 


⑥ r エコーキャンセラ」 

「オン」に設定すると、マルチターミナル（一 P .1-12) に取り付けたマイクとアンプ付スピーカーで音声の 
送受信を行ラ際に発生するエコーを防ぎます。 


10 


— ► 

I — I 




〇 

―I- r~ 

\ 




音声受信 

-出力音量 
-エコーキャンセラ 



回 


本機にマイクやスピーカーを接続する際にはマルチターミナル（一 P .1-12) を 
ご利用 < ださい。 

「ノイズキャンセラ」、「ス□ープフィルタ」、「エコーキャンセラ」の設定を「オン」 
にすると、音質や音量に影響を及ぼす可能性びあります。設置環境や使用方法にあ 
わせ、必要に応じて「オン/オフ」の設定を行ってください。 

音声を送信する際には、「音声に関するを意事項」 (- P . iii ) をよくお読みください。 
音声再生と録音に関する設定は、 V 目管理ツールを使用します。 


^基塞窘」ましよラ 
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ユーザのアクセス権を設定する（アクセス制御) 


r 



アクセス制御 

i 午巧ユーザア ti ヴソト I i 丰巧/お I 眼ホストお志 




■SOB 


キャンセル 


ここではじ(下の設定を行うことびできます。 

♦許可ユーヴアカウント：本機へ接続でさるユーヴを登録します。 

♦許可/制限ホスト指定：特定のホストに対するアクセスの巧否を制御します。 

設定の変更を行ったら、 [0 K ] ボタンをク U ックして、設定タイトルぺージに戻りま 
す。変更を行わない場合は、[キャンセル]ボタンをク U ックします。 

V ノ 


▼許可 ユーザ アカウント 

ホ可 ユーザ アカウント ►ヘルプ 

①ユーザ リスト 


加ュ—ザ伽〉 

アカウント パスワード 

I I 

做す W 内） 馆文字 W 巧〉 

② 厂これらのユーザのみにアクたスぞ i キ巧する 

③ 厂これらのユーザのみに音声送信を i 午巧する 

④ 厂これらのユーザのみに舒止画巧巧を i キ巧する 


削が .I 


① r ユーヴ リスト」 

この U ストに登録されたユーヴのみび、本機への接続を許可されます。ユーヴ名 ( root ) 1；(外に、最大己0 
ユーヴまで登録でさます。 

[削除]ボタン 

ユーヴ U ストからユーヴを選択して、悄 U 除]ボタンをク U ックするとユーヴ U ストから削除します。 

[追加]/ [変更]ボタン 

アカウント名とパスワードを入力し、[追加]ボタンをク U ックすると、ユーヴ 
U ストに許可ユーヴを追加します。許可ユーヴを選択すると[追力日]ボタンは[変— 蛮を I 
要]ボタンに変わります。パスワードを入力し、[変更]ボタンをクリックする 
と、パスワードを変更することびでさます。 


② [これらのユーザのみにアクセスを許可ずる] 

チェックを入れると、ユーヴ U ストに登録されているユーヴのみに本機への接続を許可します。 
参ビューワ Ver .3.1 1；(前と MV Ver .1.0 でのアクセスは禁止されます。 

③ [これ5のユーザのみに音声送信を許可ずる] 

チェックを入れると、ユーヴ U ストに登録されているユーヴのみに音声の受信を許可します。 

④ [これ5のユーザのみに静止画取得を許可ずる] 

チェックを入れると、ユーヴ U ストに登録されているユーヴのみに静止画取得を許可します。 
静止画で映像配信する場合などに有効です P .5-24)。 
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ユーザのアクセス権を設定する(アクセス制御) 


r 許可/制限ホスト指定 

ホ巧/巧皮本ストをち►ヘルブ 



0ホストリスト 


巧0巧が納 ） 

② 厂 HTTP サーバにこのリストを適用する 

③ 厂 B 央を送信にこのリストを適用する 

④ 厂音声送信にこのリストを適用する 
⑥厂討止函巧巧にこのリストを通用する 

じま意]お定かのホストからのアク t ス1ま全て i 午巧されます. 


① 「ホストリスト」 

ホストリストには、ホストに対してのアクセスの可否を詳細に記述することびでさます。記述形式について 
は、メモを参照してください。 

② [ HTTP サーバにこのリストを適用ずる] 

チェックを入れると、 HTTP サーバへアクセスできるホストに、ホスト U ストを適用します。この場合、 
Java 用ビューワなどにも制限びかかります。ビューワからのアクセスだけでなく、 Web ページへのアクセ 
スを制限したい場合に使用してください。 

③ [映像送信にこのリストを適用ずる] 

チェックを入れると、本機へアクセスできるホストに、ホスト U ストを適用します。 Java 用/ PC 用ビュー 
ワなどからのアクセスを制限したい場をに使用してください。 


④ [音芦送信にこのリストを適用ずる] 

チェックを入れると、本機び音声を受信でさるホストに、ホスト U ストを適用します。 PC 用ビュ- 
からのアクセスを制限したい場合に使用してください。 

⑥ [静止画取得にこのリストを適用ずる] 

チェックを入れると、静止画取得できるホストに、ホスト U ストを適用します。 


-ワなど 


回： 

お願い 


ホスト IJ ストび無い場合には、全てのホストにアクセスび許可されます。 

全てのアクセスを禁止するようなホスト U ストび与えられた場合には、ホスト制 
限機能は無効となり、全てのホストにアクセスび許可されます。 

HTTP 接続でプ□キシサーバ経由のアクセスを禁止するには、プ□キシサーバの 
アドレスを設定する必要びあります。 

誤ったホスト制限設定を行ラと、設定ページへのアクセス自体び禁止され、工場 
出荷時設定に戻す！;(外に復旧する手段びなくなることびあります。 


^基塞窘」ましよラ 
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ユーザのアクセス権を設定ずる(アクセス制御) 



ホスト制限機能は、ビユーワなどのクライアントアプ U ケーシヨンび稼働するホスト 
を限定する機能であり、下記の記述形式からなるエント U を一つまたは複数記述した 
U ストによってアクセス制限を実現します。 


記述お式 

[ ! ] addr [ - add 「2 ] 

♦ " ad か"は標準 IP アドレス形式で記述します。 

参" ad か"と " ad か 2" は IP アドレスの範囲を与えるもので、ある I P アドレス A び ad か 
上 ad か21；(下であれば、 A は ad か- ad か2に含まれます。 ad か2は省略可能で、省略時 
は addr と同じ値になります。 

♦アクセス許可/禁止を検査したいホストの I P アドレス A に対して、許可/制限ホストリス 
卜の先頭から A び含まれる最初のエント U び求められます。得られたエント U の先頭び"！" 
であれば、アクセスは禁止され、"！"びなければアクセスび許可されます。 

♦ リストに含まれる冗長なエントリや矛盾するエントリは、リストから自動的に削除されます。 
♦ ホストのアドレスびどのエント U にを属さないときは、アクセスは許可されます。 

記述例 

この許可/制限ホスト U ストの記述で誤った設定を行ラと、本来許可すべさアクセスび禁止され 
てしまうこともあります。これを避けるために、じ(下の例に従って、ミち意深く記述してください。 


例1 . あるホスト①アクセスを禁止ずる 

!172.20 .0.0 

172.20 .0.0 のアドレスのホストからのアクセスは禁止されます。 

例 2. あるアドレスの節囲のホスト①アクセスを禁止ずる 

!172.20 .0.0-1 72.20.0.20 

172.20 .0.0 から] 72.20.日.20までの範囲のアドレスのホストからのアクセスは禁止されます。 

例 3. あるアドレスの節囲のホストのアクセスを許可し、それ1ソ外のアクセスを禁止ずる 

172.20 .0.10-172.20.0. 12 
10.0. 0.0-255.255.255.0 

1 72.20.0. 10から172.20 .0. 12までの範囲のアドレスのホストからのアクセスのみ許可さ 
れます。 


例 4. あるアドレスの節囲のホストのアクセスを禁止ずるび、その節囲内のあるアドレスのホス 
卜は許可ずる 

172.20 .0.10 

!172.20 .0.0-1 72.20.0.20 

172.20 .0.0 から172.20 .0.20 までの範囲のアドレスのホストからのアクセスは禁止されま 
すび、172.20 .0. 10のアドレスのホストからのアクセスのみ許可されます。 

例己あるアドレスの節囲のホストのアクセスを禁止ずるび、その節囲内のあるアドレスの節囲 
のホストは許可ずる 

172.20 .0.10-172.20.0. 15 
!172.20 .0.0-1 72.20.0.20 

172.20 .0.0 から172.20 .0.2 日までの範囲のアドレスのホストからのアクセスは禁止されま 
すび、172.20 .0. 1日から1 72.20.0.15 までのアドレスの範囲のホストからのアクセスは許 
可されます。 
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日付と時刻を設定する（日付と時刻） 


驗 


日付と時刻 

わ><5の視ホ時刻 I 力><5の時刻 i をミ I 勺イムゾーン 




ここではじ(下の設定を行うことびできます。 

♦カメラの現在時刻：本機に設定されている日時び表示されます。 

参カメラの時刻設定：本機の時刻を設定します。 

♦タイムゾーン：適切な時間帯を U ストから選択します。 

設定の変更を行ったら、 [0K] ボタンをク U ックして、設定タイトルぺージに戻りま 
す。変更を行わない場合は、[キャンセル]ボタンをク U ックします。 


▼カメラの現在時刻 


カメラの現を巧を1 


が 

Lb; 


-日け 
^巧刻 
⑤タイムゾーン 


|2004/09/28 
|18:14:09 
IGMT+09 


① r 日付」「時刻」 

現在、本機に設定されている日付と時刻び表示されます。 

② r タイムゾーン」 

グ U ニッジ標準時との時差び表示されます。 


^基塞窘」ましよラ 
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日付と時刻を設定する(曰付と時刻) 


▼カメラの時刻設定 

カメラの巧刻設定►ヘルプ 

① 广このコンビュータの時刻に合わせる 

日な 
時刻 

② 广 W 下の時刻に i さちする 

日な 
巧刻 

③ 广 NTP サーバに合わせる 

IP アドレス 

① [このコンピュータの時刻に合わせる] 

チェックを入れると、 Web ブラウヴで現在本機にアクセスしているコンピュータの日付と時刻に合わせます。 

② [於下の時刻に設定ずる] 

チェックを入れると、任意の日付と時刻に設定することびでさます。日付は[年/月/曰]、時刻は24時間 
制で[時間:分:秒]の順に入力します（月、日、時刻は2巧の数字)。 

例： 2004年1月23曰午後1時23分4秒は、 [2004/01/23] •[13:23:04] と入力。 

③ [NTP サーバに 合わせる] 

チェックを入れると、 NTP サーバの時刻に合わせます。 NTP サーバの IP アドレスを入力してください。 


12004/09/28 

[18:17:40 


pJ 04/09/28 (yyyy/mm/dd) 
ド 8:13:28 (hh:mm:ss) 



[NTP ヴーバに合わせる]を選択した場合、 NTP ヴーバの IP アドレスび正しくな 
いなど、 NTP サーバと接続できないときは、日付と時刻は変更されません。 


▼タイムゾーン 

タイム、ノ■ーン►ヘルブ _ 

のタイムゾーン IGMT+09 ス阪ホ L 傾.まを j] 


①「タイムゾーン」 

グ U ニッジ標準時との時差を U ストから選択します。 
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ネームサーバアドレスやメールなどを設定する（その他) 


藝 


その他 

DNS I ソール I か部デ J S イスを I LED 




ここではじ(下の設定を行うことびできます。 

♦ DNS : メールサーバホストなどをホスト名で登録するために、ネームサーバアド 
レスとホスト名を登録します。 

♦メール:蓄積映像や□グメッセージを受信するメールアドレスについて設定します。 
♦外部デバイス名： VK-64 などで用いられる外部デバイス名を設定します。 

♦ LED 表示：本機にある LED の点灯/消灯を設定します。 

設定の変更を行ったら、 [0K] ボタンをク U ックして、設定タイトルぺージに戻りま 
す。変更を行わない場合は、[キャンセル]ボタンをク U ックします。 


▼ DNS 


DNS ►ヘル フ 


①广 

L ホー i 


■ネームブーバアドレス 
■ネームサーバアドレス 
② r ホストるを登録する 
ホストる 


㈱ 文字 W 巧） 


① r ネー ムサ — バアドレス1〜2」 

登録したいネームサーバアドレスを入力します。一つしか登録しないとさは、「ネームサーバアドレス2」は 
空欄のままにしてください。 

② [ホスト名を登録ずる] 

チェックを入れ、登録したいホスト名を入力します。「ネームサーバアドレス1」にホスト名を登録すること 
びでさます。 


固 

メモ 


本機を「自動設定 （DHCP)」 （一 P.3-6) で運用する場合に登録すると便利です。あ 
らかじめ DNS ヴーノくに登録を行うための設定び必要です。 DNS ヴーノくの設定につ 
いてはシステム管理者にお問い合わせください。 


^基義窘」ましよラ 
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ネームサーバ アドレス やメールな どを設定する(その他) 


▼メール 


メー J レ►ヘルブ 

① ^ールサーバホスト 1 

な3文字 W 内) 

③ 差化人 ( FromW —ルアドレス 1 

な3文字 W 內) 

③ 巧先 CToW —ルアドレス 1 

な3文字 W 內) 

贫 「 POP before SMTP 



な文宇馳 ) 

し*スヮ-ド 1 

(31 で宇内) 

⑥ POP サーバ 「 

做文す W 內) 


① r メールサーバ ホスト」 

SMTP サーバを設定します。 

② 「差出人 ( From ) メールアドレス」 

メールの発信者を設定します。 

③ 「宛先 （ To ) メールアドレス」 

メールの受信者を設定します。 

④ [POP before SMTP ] 

メールサーバホストび POP によるユーヴ認証を必要とする場合に設定します。 

⑥ r ユーザ 名」「パスワード」 

認証に必要なユーヴ名とパスワードを入力します。 

⑥ 「 POP ヴーバ」 

POP サーバを設定します。 
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ネームサーバアドレスやメールなどを設定ずる(その他) 


▼外部デバイス名 

ホ还デバイスを►ヘルプ _ 

「かが 入カデバイス 1 

デバイスを（半ちま数字） I (巧文字 la 巧) 

デバイスを（日本語） I (巧文字 W 巧) 

U かが入カデバイス 2 

デバイスる（半ち巧数字） I (巧文字 WP 巧 

- デバイスを（日本語） I (巧文す W 巧〉 

「かが 化カデバイス1 

デバイスる <半ち英数す） I (巧文字 W 内) 

デ Jf イスる（日本語） I (1 5文字"內) 

かが化カデバイス 2 

②- デバイスる <半ち英数宇） I (巧文字"巧) 

デ JS ’ イスる（日本語） I (1 5文字 W 内〉 

かが化カデバイス3 

デバイス名（半ち巧数ぞ） I (15 文字内〉 

- デバイスさ1(日本語） I (巧文字 LU 内) 


① r 外部入カデバイス1〜2」 

「デバイス名」 

マルチターミナルに接続した外部デバイスを識別するため、デバイス名は必ず入力してください。デバイス 
名（半角英数字）は「"」を除く ASCII 文字で入力します。デバイス名（日本語）の指定びなければ、デバ 
イス名（半角英数字）び用いられます。 

② r 外部出カデバイス1〜3」 

「デバイス名」 

マルチターミナルに接続した外部デバイスを識別するため、デバイス名は必ず入力してください。デバイス 
名（半角英数字）は「"」を除く ASCII 文字で入力します。デバイス名（日本語）の指定びなければ、デバ 
イス名（半角英数字）び用いられます。 


▼ LED 



0 LED 設ミ pi 慢やに.さ、诚こ J 


① [ LED 設定] 

カメラ本体正面の LED の状態を「通信中に点滅」、「緑点灯」、「憧点灯」、「ホ点灯」、「消灯」から遺択しま 
す。反射した LED び撮影領域に入るなど、撮影の妨げになるとさは「消灯」を選択してください。 


^基塞毫」ましよラ 
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管理ツールを使用する（管理ツール) 





管巧ツール 





オンボードつアイルシステムの I ちま反 I ま程けなわ上バま洁音苦の'ち節巧巧 I 子の化 


ここではじ(下の項目を使用することびでさます。 

♦オンボードファイルシステムの情報：本機のメモ U の状態を表示します。 

♦蓄積映像および蓄積音声の情報と操作:本機に蓄積されている映像と音声について 
の状態表示や消去を行います。 

♦その他：本機の設定の確認や初期化を行います。 

変更を行わない場合は、[キャンセル]ボタンをク U ックします。 

V ノ 


▼オンボードファイルシステムの情報 


の オンポー ド ファイルシステムの 宿 巧►ヘルブ _ 

使用巧巧 376832バイト 

空き巧巧 1261568バイト 

容を 1638400バイト 


① r オンボードファイルシステムの情報」 

本機のメモ U の使用領域•空さ領域•容量（使用領域+空さ領域）びバイト単位で表示されます。 


m オンボードファイルシステムの空き領域には、内部の作業用領域び含まれており、空 
き領域び]日日 KB 前後になると、ファイルを書き込めなくなることびあります 
(一 P . 已-8)。 


▼蓄積映像および蓄積音声の情報と操作 


の を積なおぶびま宿ち 声の 话 g と 巧巧 ►ヘルブ 

がお 
空き巧域 
ま宿枚数 
ま宿け巧の;'肖去 
ま梧時間 
蓄语音声の;'肖去 


① r 蓄積映像および蓄積音声の情報と操作」 

蓄積の状態と、空さ容量サイズ、映像の蓄積枚数、音声の蓄積時間び表示されます。また、蓄積映像の消去 
を行ラ[実行]ボタンにより、蓄積済みの映像をすべて消去、および蓄積音声の消去を行ラ[実行]ボタン 
により、蓄積済みの音声をすべて消去することびでさます。 


ま梧巧おなが態です. 
150732帥バイト 
0巧 

HfT J 

0わ 
実巧 J 
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管理ツールを使用ずる(管理ツール) 


▼その他 

その化 ►ヘルブ_ 

のイペントログを見る ま示 I 

② 現をの設をを昇る ま示 J 

③ 再拉勤 実行 I 

④ エ巧化 mB 寺に戻す 実巧) 

X イーサネットの設定 iU ホのを設定を，工場化荷時のがおに戻します.これを実行すると，本碟は自助的に再 
起旣します. 


① r イベントログを見る」 

本機の動作およびビューワなどとの接続の履歴を表示します。 

② r 現在の設定を見る」 

現在の設定値を一覧表示します。 

③ 「再起動」 

本機を再起動します。 

④ r 工場出荷時に戻ず」 

本機のパスワードの設定、イーヴネットのアドレス設定方式- IP アドレス-ヴブネットマスク-デフオルト 
ゲートウェイ外の全設定を、工場出荷時の状態に戻します。実行すると、自動的に再起動を行います。 



回 

お願い 

I ♦ 「工場出荷時に戻す」の実行中は、本機の電源を絶対に切らないでください。電源 

I を切ると、正常に起動しなくなる場合びあります。 

♦ 「工場出荷時に戻す」を実行すると、保をしたホームページのデータ（一 P. 己- 8) 

は消去されます。事前にデータのバツクアツプを取つてから実行してください。 


I 

固 

メモ 

♦ 「工場出荷時に戻す」で、工場出荷時の状態に戻す際には、現在の各設定値を控え 
た後に行うことをおすすめします（一 P.7-22)。 

♦ U セットスイッチによっても工場出荷時に戻すことびできますび、全設定び出荷 
時に戻るのでご注意ください（一 P.7-19)。 


^基義毫」ましよラ 
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VB 管理ツール 


この章では、 VB 管理ツールを使った実践的な操作ち法を説明します。 
パノラマ作成、可視範囲設定、プ U セット設定、スケジュール設定、 
□グの閲覧、管理者ビューワの各設定びできます。あらかじめ、3章 
で必要な基本設定を行ってから設定してください。 

《可視範囲設定およびプ U セット設定は、3章で説明した方法でも行 
えますび、 V 目管理ツールを使う方び、より視覚的で容易な設定び 
巧能です。 


VB 管理ツールの概要 


VB 管理ツールは 「VBAdmin 起動パネル」およびそこから起動でさる「パノラマ作成ツール」「巧 
視範囲設定ツール」「プ U セット設定ツール」「スケジュール設定ツール」「□グビューワ」「管理者 
ビューワ」の各アプ U ケーシヨンで構成されています。イントラネット/インターネットを通じ 
て、遠隔から本機の設定や特権的な映像閲覧、動作状況の確認、□グ取得などび簡単に行えます。 



VB 管埋ツールをインストールするには 


2章「セットアップしましよう」の「己ソフトをインス!-ールをしましよう」（一 P .2-11) で、 
おまかせインス!-ールを行った場合、V目管理ツールはすでにインスI-ールされています。その場 
合、パソコンのデスクトップには 「VB 管理ツール」のショートカットアイコンび作成されていま 
す。また、「スタート」メニューから「プ□グラム」一 rWebView LivescopeJ を選択すると、 
同様にショートカットび作成されています。 

まだV目管理ツールびインス!-ールされていない場合は、 P.2-1] を参照して、インス!-ールを 
行ってください。 


n の本機関連アプ U ケーシヨンびインスI-ールされた PC では VB 管理ツールをイ 

yif ンスI-ールすることびでさない、あるいは正常な動作び行えません。事前にアンイン 
スI-ールした上でインスI-ールを行ってください。 

♦ V目管理ツール Ver .1.0/1.1 

♦ WebView Livescope Ver. 3.1 1；(前のへルパー版ビューワ 

♦ WebView Livescope カメラサーバ 

♦ WebView Livescope マネージャ 

♦ WebView Livescope MV マネージャ Ver . 1 .0 

♦ WebView Livescope MV ステーシヨン Ver .1.0 
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VB 管理ツールの概要 


可視範囲設定を、より視覚的に、容易に行ラことのでさる 
ツールです。パノラマによるプレビューを参照しなびら、 
マウス操作での範囲設定び行えます。 


プリセット設定ツール（一 P .4-18) 


VBAdmin 起動パネル（一 P .4 ■目） 


V巨管理ツールのメインパネルです。ここから各ツールび 
起動でさます。最初にV目管理ツールのインス!-ールを 
行って < ださい。 



パノラマ作ぶツール（一 P .4-7) 


本機び撮影可能な全領域を表示するノ（ノラマ画像の撮影- 
作成ツールです。可視範囲やプ U セツトの設定を行ラ際 
に、設定した領域び、全領域のどの部分を占めているのか 
び一目でわかります。 

《V目 -C 日日 FSi/VB-C 日日円では使用できません。 


ファイル(日サー/惦）ヘルプ化） 

刮远 I 嚷 


力巧宅!も, I Camera ' 




]pEr マ f 誌 ;; T r 巧巧ヵタラ位置山 ）I 

肖化が B) I r —"■瓶 gpr————' || 


可視轟囲設定ツールト P .4-12) 


プ IJ セットやホームポジションの設定を、より視覚的に、 
容易に行うことのでさるツールです。パノラマによるプレ 
ビューを参照しなびら、マウス操作での設定び行えます。 
また、指定した時間帯に、複数のプ U セットを巡回して監 
祝を行ラ「プ U セット巡回」の設定を行うことびできま 
す。 


，-/の 

过 y 互！ 



かゎ卜.防か>，3 
• 口 な 

P * 巧ゎ卜♦く半 WWT ) 卜 MM 1 

ミ ホゎ卜*巧 》■> - 防む h — ■ '1 - 

一 W |5^― "3 «• C « nV »- C«i 

■ ，一 J 555 (•SfiMMectt 

■ ズ-ム pTa ft か 

■ IK ? (si 3 迎 

•g ■ビ 》 -ウ -1 かむ-1 1 in 1 

動か-ル 

■が WhM \9m^A> *} 

化 1 r ，化,卜 diwuu " _ 

. j i 

劳端 :: IS ； 

5 JK 3 :;巧. 

1 : 

巧れ卜ぶけ • 」 

巧れ M け， 

，化,巧化•かれ妾* 

，，わ W.DWl かれ占 

，化か, IW •かこ] 
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VB 管理 ツールの 概要 


スケジュール設定ツール（一 P .4-27) 


指定した曜日または日時の時間帯に、次のサービスを自動 

で行ラように設定するためのツールです。 

♦タイマー：指定した時間ごとに撮影した静止画像およ 
び音声を本機に蓄積したり、音声再生を行います。 

♦動さ検知：映像に変化びあったことを検知して、映像 
蓄積や録音などを自動的に行います。動く被写体を力 
メラび自動追尾することもでさます。また、音声ファ 
イルを登録し、動さを検知したときに再生することび 
でさます。 

♦ ナイトモード：暗闇に対応した撮影を行います。 

♦外部デバイス入力：センサなどの外部デバイスび反応 
すると、映像蓄積や録音、音声再生を行います。 

♦外部デバイス出力：時刻を設定し、照明などの外部デ 
バイスを自動的に作動させます。 

スケジュール設定画面のカレンダー上で、時間帯やヴービ 

ス内容を設定することびでさます。 



□グビューワ（一 P .4-62) 


本機に出力された動作状況の□グを閲覧でさるビューワで 
す。 


04/0210:31:12 
04/0210:26114 
04/02 10:26 ;け 


LS/H@192.168, 13, S7 closed 
じ / 惟 192.1 历，は 571733 frames /15 


! A012 04/02 10:16 :跑 

A016 04/0210:16:38 

A012 04/0210:16:32 

A012 04/0210:15:51 

A016 04/0210:15:51 

A0I2 04/0210:15:39 じ/惟 192.1 拍 ,13,57 cwmected 

AO に 04/0210:15:03 L5/H® 192.168 .13.57 dosed 

AO 化 04/0210:15 ;的 じ / が 1192.168, 13,57 915 Frames / 


LS/h4$ 192.16 8.13.57 dosed 
LS/H® 192.1 胡 , i3,S71 的 frames/ 136 
LS/H@)192.168.13.57 connected 
10:15:51 LS/H® 1192.168 ,13,57 closed 

192.1 的 ,13,57 341 frames / 297 




管理者ビューワ（一 P .4-65) 


本機の管理者向けビューワです。カメラ制御権の独占、外 
部デバイスや動き検知の操作など、 PC 用ビューワ /Java 
用ビューワにはない特権的な機能びあります。可視範囲や 
プ IJ セツトを設定する際に利用します。 
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VB 管理ツールを起動する 



-① 

-② 

-③ 

-④ 

-⑥ 


.⑥ 


.⑦ 


① ホスト名（一 P .3-6) 

本機の IP アドレスまたはホスト名を指定します。 

② 管理者アカウント 

本機に設定されている管理者アカウント root を入力します。 

③ 管理をパスワード（一 P .3 -已） 

P .3 -己で設定した管理者パスワードを入力します（工場出荷時の設定は V 巨 - C 己 Oi / VB - C 己0旧ともに 
「 V 巨 - C 己 Oi 」）。 

④ HTTP ポート番号（一 P .3-18) 

本機に設定されている HTTP ポート番号を入力します（工場出荷時の設定は80番)。 

⑥ 設定用 URL 

本機に設定されている管理者用 URL は 「 admin 」 で変更でさません。 

⑥プロキシ 

※プ□キシの設定については、ネットワーク管理者にご確認ください。 

.[ HTTP プ□キシサー八‘を経由ずる] 

プ□キシサーバを経由して本機に接続する場合、チェックします。 

-ホスト名 

プ□キシサーバのホスト名または IP アドレスを指定します。 

-ポート番号 

プ□キシヴーノ くのポート番号を入力します（デフォルトは8080番)。 

- [ IE ①プ□キシ情報を取り込む] 

ク U ックすると 、 Internet Explorer で設定されているプ□キシサーパ'の情報を自動的に取り込みます。 


起動のしかた 


デスクトップ上の rvB 管理ツール」アイコンを 
ダブルクリック、または「スタートメニュー」の 
rvB 管理ツール」を選択して起動します 


デスクトップ上のアイコンから起動 


VB 昔巧ツ-ル 


またはスタートメニューか 5 起動 


V 巳昔巧ツ-ル 
磁昔巧电ピュ-ワ 


2. 接続巧サーバの指定ダイア□グび表示されます 

V 巨管理ツールを利用するには、まず本機へ接続する必要びあります。各項目を入力して 
[0 K ] ボタンをク U ックします。 


m 


VB 管理ツ—ル 































VB 管理ツールを起動ずる 


⑦ FTP 

VB 管理ツールのパノラマ作成ツール、□グビューワを使用するには、本機と FTP 接続する必要びあり 
ます。 FTP 接続のモードは、 PASV モードと PORT モードを選択することびでさます。 

.[PASV モードを使用ずる ] 

PASV モードを選択する場合、チェックします。通常は、 PASV モードでご使用ください。チェック 
を外すと、 PORT モードで接続します。 


3. VBAdmin 起動パネルび起動します 

起動パネルから各ツールのボタンをク U ツクして「パ 
ノラマ作成ツール」「可視範囲設定ツール」「プ U セツ 
卜設定ツール」「スケジュール設定ツール」「□グ 
ビューワ」「管理者ビューワ」の6つのツールを起動 
することびでさます。 


V 巨 Admin 起動パネルび起動後に接続び切断された場 
合などには、メニューバーの「ファイル」から「接続」 
を選択すると「接続先サーバの指定」ダイア□グび表 
示されます。 



m ♦「パノラマ作成ツール」「可視範囲設定ツール」「プ U セット設定ツール」「スケ 
^ ジュール設定ツール」はそれぞれ同時に起動することはできません。「□グビュー 

ワ」と「管理者ビューワ」は同時に起動することび巧能です。 

♦プ□キシサーバを経由して本機に接続した場合、「パノラマ作成ツール」「□グ 
ビューワ」「管理者ビューワ」は使用でさません。 

♦ 本機！;(外のネットワークカメラヴーバに接続した場合、 V 目 Admin 起動パネルは、 
一部、本機に接続した場合と異なって表示されます。 
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パノラマ作がツール 《 V 目 - C 日日 FSi / V 目 - C 己日 Fi では使用できません。 


パノラマ作成ツールは、本機のパノラマ画像を撮影•作成するためのツールです。作成しておく 
と、ビューワからアクセスした際に、パノラマ画像を表示することびできます。 





l\- t 




、一 V 


ノ くノラマ作成ツールでノ くノラマ画像を 
撮影-作成し、本機に營録 



刮逗 IMI 


ま： Canon VB-C50i 银を日か 2004/03/29 13:42:44 


] に; S 


巧マ神公の广巧期力巧のま(が 


ノ くノラマ画像なしの場台 

^ ■ 

ファイル(りま示贼プ化ツトを）ヘルプ祖） 


パノラマ画像ありの場合 


jnijMJ aj 曲 . 因 1 「 
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パノラマ作成ツール 


パノラマ作ぶツールの表巧画面について 


パノラマ作成ツールを起動して表示された GUI の機能の概要を説明します。 


②③ 



④ 

⑥ 


⑥ 


① [接続情報の表示]ボタン 

本機の接続情報をダイア□グに表示します。 


② [カメラ情報の再取得]ボタン 

カメラ情報およびパノラマ情報を再取得します。本ツール起動降に本機の設定を変更した場 
合、最新の情報を取得でさます。 


③ [パノラマ画像の更新]ボタン 

撮影したパノラマ画像を本機に送信し、パノラマ画像の更新を行います。 

ノ くノラマ画像撮影後は必ず更新を行ってください。 

④ カメラ選択ボックス 

本機では選択でさません。 

⑥ カメラ機種•撮影日付表示 

現在接続しているカメラの機種、パノラマ画像び撮影済みの場合にその撮影された曰付を表示します。 


⑥ パノラマ画像表示 

撮影されたパノラマ画像を表示します。 

⑦ [撮影]ボタン 

パノラマ画像を撮影します。 

⑧ [削除]ボタン 

パノラマ画像を削除します。 

⑨ AE □ックの位置切り替え 

AE □ックの位置を[パノラマの中必]または[初期カメラ位置]に切り替えます。 AE □ッ 
クは設定した位置の明るさを基準にして撮影を行ラ機能です。 

⑩ 逆光補正切り替え 

「オン」を選択すると逆光補正を行います。映像び逆光で暗いときに使用すると効果びあります。 
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パノラマ作成ツール 


固 

メモ 


パノラマ画像表示はカメラの機種によって撮影巧能範囲び異なるため、表示範囲ち異 
なります。 


当这 1 图 


超 




わ(の P オフり） P ルラマのわ:、(目 r 湖肋巧位宙姐 

刖除⑩ I 規厚 ………I 


VB - C 已 Oi のパノラマ画像 


过旦|画 




犯 


バノラマの中心の广巧巧れ巧位きお） 


ち I 燃が J [: m ^： 


VB - C 已〇旧のパノラマ画像 


パノラ7画像を撮影する 


回 

お願い 


可視範囲設定卜 P.3-1 日、 4-12) を行っていても、ビユーワから本機にアクセス 
して映像を表示していると、パノラマ画像撮影中は撮影巧能な全領域を撮影 • 表示し 
てしまうので、第兰者に本来は見せたくない映像を見せてしまう可能性びあります。 
パノラマ画像の撮影-表示を行ラ際は、十分に配慮してください。 


撮影のしかた 

AE □ックの位置および逆光補正を切り替えて、 
[撮影]ボタンをクリックします 



2. 撮影び開始されます 

途中で撮影を中止したい場合は[中断]ボタンをク 
U ックします。 



VB 管理ツ—ル 
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パノラマ作成ツール 


3. 撮影び完了し、その画像でよければ [0 K ] ボタ 
ンをクリックします 

撮影をとりやめる場合や 、 AE □ックの位置および逆 
光補正を再度設定し直す場合は[キャンセル]ボタン 
をク U ックすると、撮影した画像を破棄して初期画面 
に戻ります（一 P .4-8)。 

撮影し直す場合は[再撮影]ボタンをク U ックします。 
また、表示された格テの各部分をダブルク U ックする 
と、その部分のみ再撮影することびでさます。 




パノラマ画な上がブルクリックすると、その懼巧を再巧きミします。 


..JL. 


■I ■画曲必 .~.y 芭 g 
必 註！ 

再祐をの… I 中が賦」 f [ OK ~ I ) キャンむレ J 


パノラマ画像を更新/削除ずる 


撮影び完了したら、本機に送信してパノラマ画像を更新することで、画像び反映されます。 
また、パノラマ画像を削除した場合にも、更新を行います。 

更新のしかた 


[パノラマ画像の更新]ボタンをクリックします 

またはメニューバーの「サーバ」から「パノラマ画像 
の更新」を選択します。 

パノラマ画像の更新び終了すると、本機は自動的に再 
起動を行い、 V 目管理ツールとの接続を中止します。 
再起動後に再び本機と接続するかを問うダイア□グび 
表示されます。[日ロボタンをク U ックすると、再接 
続します。パノラマ作成ツールは再接続したままで終 
了しても、再接続しないで終了しても構いません。 


削除のしかた 

撮影したパノラマ画像を削除したい場 S ホ、[削 
除]ボタンをクリックし、[パノラマ画像の要 
新]ボタンをクリックします 

本機に保存されたパノラマ画像び削除されます。 
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パノラマ作成ツール 


再接続する 


本機との接続び中断された場合、再接続を行います。 

再接続のしかた 

メニューパ’一の「ファイル」か5「再接続」を 
選択します 


1 ファん唯）サーバ设ヘルプ姑 
C . 巧按椅(の^ 


P 月く凶... 
なな城.. 


パノラ7画像を画像ファイルか6開く/画像ファイルとして巧巧する 

画像ファイルをパノラマ画像として開いたり、また、撮影したパノラマ画像を画像ファイルとし 
て保をすることびできます。扱える画像ファイルはともに JPEG 画像のみです。 

画像ファイルか6の開をかた 

メニューバーの「ファイル」か5「開く」を選 
び、表示されたダイア□グで、使用したい画像 
ファイルを選択します 


^ r -I 口 I xi 

I ファイルのサーバ域ヘルプ诚 

再巧爲(の 

ぅ品.つ 

S 巧み. 



が了 (り 


巧巧のしかた 

メニューバーの「ファイル」か5「保存」を選 
び、表示されたダイア□グで、保をするフォル 
ダを選択し、ファイル名を入力します 


接続情報を表巧ずる 


接続中の本機との、接続情報を表示します。 

表巧のしかた 

メニューバーの「サーバ」か5 r 接続情報」を 
選択します 


ファイル松 r サーバ泣ヘルプが一 

奇亦 ■ 


接続情報を表示するダイア□グび表示されます。 

ホスト名は本機に設定した IP アドレスび表示されま 
す(- P .3-6) o 映像ポート番号、カメラ制御ポート 
番号、 HTTP ポートき号は 「 HTTP ヴーノしカメラ- 
才ーデイオヴーバを設定する」 (一 P .3-1 8, 3-19) で 
設定した値び表示されます。 


x ] 


ホストを 1192.168 .100.1 

峽巧ポ-卜を号： 16531^" 

カメラ制御ポ-卜番号： 

HTTP ポ-卜番号： 


165311 




医 
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可視範囲設定ツールは、ユーヴに見せることびでさる映像の領域を、より視覚的に、容易に設定 
することのできるツールです。パノラマによるプレビューを参照しなびら、マウス操作での設定 
び行えます。 



の視野に制限をかけたいようなケー 
ス では、可視節囲設定 ツールで 簡単 
に可視節囲を設定でをます。 


ビューワでは、可視節囲設定さ 



可視節囲設定ツール 
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可視節囲設定ツール 


可視範囲設定ツールを起動して表示された GUI の機能の概要を説明します。 
①②③ ④ 



-⑥ 

-⑥ 


-⑦ 


-⑧ 


① [設定情報の読み込み]ボタン 

本機の現在の可視範囲設定値を読み込みます。 

⑤ [設定情報の保存]ボタン 

本ツールで設定-適用した可視範囲設定値を本機に保をします。 

可視節囲設定を行った勵ホ、必ず[設定情報の保存]ボタンで設定値を本機に保存してください。 



③ [通信の中断]ボタン 

本機との通信中にこのボタンをク U ックすると、通信を中断します。 

④ パノラマプレビュー 

本機に登録されているパノラマ画像び表示されます。また、可視範囲設定値を再現した巧視範 
囲制限プレビュー枠び表示され、ドラッグ操作で枠の変形を行い、可視範囲設定値に反映する 
ことびでさます。 

♦ 可視節囲制限プレビュー枠 

パン-チルトプレビュー枠（赤色枠）•••- 上•下•左-ち端の視野の範囲 

広角プレビュー枠（緑色枠） . 広角制限設定（撮影枠の制限） 

望遠プレビュー枠（黄色枠） . 望遠制限設定（最大倍率の制限） 


可視轟囲設定ツールの表巧画面について 
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可視範囲設定ツール 


⑥ カメラ選択ボックス 

本機では選択でさません。 

⑥ [可視節囲制限を適用ずる] 

チェックを入れると可視範囲設定び適用されます。 

⑦ 可視節囲設定値入カボックスおよび[取込]ポタン 

可視範囲設定値入カボックスに数値を入力することで設定値を変更でさます。[取込]ボタン 
をク U ックすると、カメラの現在の撮影画角を各設定値に取り込むことび巧能です。 

♦可視節囲設定値 


上端 . 可視範囲の上端限界値。[取込]ボタンで撮影画角の上端値を取得。 

下端 . 可視範囲の下端限界値。[取込]ボタンで撮影画角の下端値を取得。 

左端 . 可視範囲の左端限界値。[取込]ボタンで撮影画角の左端値を取得。 

ち端 . 可視範囲のち端限界値。[取込]ボタンで撮影画角のち端値を取得。 

望遠 . 可視範囲の望遠限界値。[取込]ボタンで撮影画角のズーム値を取得。 

広角 . 可視範囲の広角限界値。[取込]ボタンで撮影画角のズーム値を取得。 


⑧ [適用]ボタン 

現在の可視範囲の設定を本機に適用します。この時点では本機に設定値は保をされません。必 
ず「設定情報の保を」を行ってください。 

⑨ [プレビュー]ボタン 

可視範囲設定値入カボックスの設定値を可視範囲制限プレビュー枠に反映させます。 

⑩ [管理をビューワ]ボタン 

管理者ビューワを起動します。 

⑩ ステータス リスト 

本ツールと本機で行われた通信の結果を表示します。 

警告メッセージは青色、エラーメッセージは赤色で表示されます。 



♦外付けカメラに可視範囲を設定することはできません。そのため、カメラ選択 
ボックスで選択でさるカメラは、「カメラ]」のみとなります。 

♦ [適用]ボタンをク U ックしただけでは、編集内容は本機に保存されません。編集 
内容を有効にするには[設定情報の保存]ボタンをク U ックしてください。 
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可視節囲設定ツール 


可視節囲を設定する 


可視範囲は、可視範囲設定値入カボックスに数値を入力するか、次の2種類の方法で設定でさま 
す。お使いの環境またはお好みに応じて選択してください。 

■ 可視節囲制限プレビュー砕か S 設定値を変更ずる 

パノラマ画像上のプレビュー枠を利用して、可視範囲を設定します。 


設定のしかた 

1. [可視節囲制限を適用する]にチェックを入れ 
ます 


力巧： 


I 力六ラ 1 ▼] 機桂 ： Canon VB-C50i 


2. パノラマ画像の上に表示された「パン•チルト 
プレビュー枠（赤色枠)」 r 望遠プレビュー枠（黄 
色枠)」「広角プレビュー枠（緑色枠)」をドラッ 
グして変おし、可視節囲を設定します 

望遠-広角プレビュー枠は拡大-縮ルの際、縦横比は 
一定になります。 

このとさ、可視範囲設定値入カボックスに数値を入力 
して設定することをできます。 



3. [適用]ボタンをクリックします 

ステータス U ストで正しく適用されたことを確認し 
て、[設定情報の保を]ボタンをク U ックすると、本 
機に設定値び保存されます。 
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可視範囲設定ツール 


■管理ちビユーワのカメラアングルか S 設定値を変更ずる 

管理者ビューワを起動し、映像で位置を確認しなびら、可視範囲を設定します。 

設定のしかた 


1. [可視節囲制限を適用する]にチェックを入れ 
ます 


2. [管理者ビュー ワ] ボタンを クリックして、 管 巧者ビュ-ワ T " で ブレビュ -I I 删 I 

理者ビューワを起動します 


力六ラ： I カイラ 1 こ ] 機桂： Canon VB-C50i 


3. 管理者ビューワで[コント□ール開始]ボタン 
をクリックして、カメラの制御権を取得します 



4. カメラを操作し、上端-下端-左端-ち端- 
望違•広角を設定したい位置に合わせて、各 
[取込]ボタンをクリックします 

取り込まれた可視範囲は可視範囲設定値入カボック 
ス、または可視範囲制限プレビュー枠で確認でさま 
す。 

このとさ、可視範囲設定値入カボックスに数値を入力 
して設定することもできます。 


上端： I 

(-29.30~105.4 8) 

巧込1 

下端： I 

(-45.52~89.26) 

巧込 1 

左端： I 

(-120 ぶ〜99.0 1) 

取込1 

右端： I 

卜99.01〜120.6 3) 

巧込 J 

望速： I 

(1.97 〜41.2 6) 

取込 1 

なち： I 

(1.97 〜41.2 6) 

巧这 1 


昔巧者ビューワ ... 

1 ブレビュー 1 1 

適巧 



己.[適用]ボタンをクリックします 

ステータス U ストで正しく適用されたことを確認し 
て、[設定情報の保存]ボタンをク U ックすると、本 
機に設定値び保存されます。 
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可視範囲設定ツール 


パノラマプレビューは実際の映像と若干異なる場合びあります。可視範囲設定を行つ 
»たのち、必ずビューワで可視範囲設定び正しく反映されているかどうかの確認を行つ 
てください。管理者ビューワから確認する場合は、メニューバーの「特権」から「可 
視範囲制限」-「あり」を選択してください（一 P .4-68)。 


m ♦可視範囲制限設定をしていても、可視範囲の境界付近にカメラを制御した場合、 
^ 一瞬可視範囲外び映り込むことびあります。 

♦ 可視範囲設定を解除したい場合は、[可視範囲制限を適用する]のチェックをはず 
して[適用]ボタン、[設定情報の保存]ボタンをク U ックします。 

♦ [可視範囲制限を適用する]にチェックを入れた状態で設定値を空欄にすると、最 
大巧視範囲び設定されます。 

♦ 可視範囲設定についての詳細は P .3-10 を参照してください。 
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プリセット設定ツール 


プ U セット設定ツールは、プ U セットやホームポジションの設定を、より視覚的に、容易に行う 
ことのでさるツールです。パノラマによるプレビューを参照しなびら、マウス操作での設定び行 
えます。また、指定した時間帯に、複数のプ U セツトを巡回して監視を行う「プ U セツト巡剧の 
設定を行うことびできます。 



プリセットを設定後、プリセット 
巡回を設定します 


ビューワに反映 


乃イルのま示がプリセットを） AJ レブお） 

\ ■ 斗 

因 I 図 I 図 IWfl 过 I I 

d 


プリセツト巡回を実行 
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プ u セツト 設定 ツール 


プリセツト巡回 
設定エリア—— 
(一 P .4-24) 


⑩ ⑩⑩⑩ 

① [設定情報の読み込み]ボタン 

本機の現在のプ U セツトおよびプ U セツト巡回の設定値を読み込みます。 

② [設定情報の保存]ボタン 

本ツールで設定-適用したプ U セツトおよびプ U セツト巡回の設定値を本機に保をします。 

プリセツトおよびプリセツト巡回の設定を行った際は、必ず[設定情報の保存]ボタンで設定 


プ IJ セット設定ツールの表示画面は、「プ U セット設定エ U ア」と「プ U セット巡回設定エ U ア」 
とに分けられます。「プ U セット設定エ U ア」では、パノラマによるプレビューを参照しなびら最 
大2日個のプ U セットとホームポジションの設定を行います。「プ U セット巡回設定エ U ア」では、 
指定した時間帯に複数のプ U セットを巡回して監視を行う「プ U セット巡回」の設定を行います。 
ここでは、「プ IJ セット設定エ U ア」の表示画面について説明します。 

「プ IJ セット巡回設定エ U ア」については、 P .4-24 をご覽ください。 

■プリセツト設定エリアの表示画面について 


⑥ 


⑥ 


プリセット 
設定エリア 


ブリ t ット：巧7たット1 _£] 

W 巧巧き程のみでほ巧する 
ブリたットる牌巧巧数す） 

ブリたットが E 


IPresetl 


邑旧本語）： 

防ラ1 


■狐04〜抑 .00) 
1.97 〜41 .2 的 




-⑦ 

-⑧ 

-⑨ 

-⑩ 




値を保存してください。 

③ [通信の中断]ボタン 

本機との通信中にこのボタンをク U ックすると、通信を中断します。 

④ パノラマプレビュー 

本機に登録されているパノラマ画像び表示されます。また、プ U セット設定値を再現したプ U 
セットプレビュー枠演色）び表示され、ドラッグ操作で枠の変形•移動を行い、プ U セット 
設定値に反映することびでさます。 

可視範囲制限び設定されていると可視範囲制限プレビュー枠び青色(可視範囲内）または赤色 
(可視範囲外）で表示されます。 


プリセツト設定ツールの表示画面について 
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プ u セツ ト 設定 ツール 


⑥ プリセット選択ボックス 

設定を行うプ U セットまたはホームの選択をします。「ホーム」は、ホームポジションの設定です。 

⑥ [映像蓄積のみで使用する] 

チェックを入れると映像蓄積でのみプ U セットを使用し、チェックを外すと映像蓄積だけでな 
くビューワからもプ U セットを使用することびできます。「プ U セット選択ボックス」で「ホー 
ム」を選択した場合は、本設定はグレーアウト表示（設定不可）になります。 

⑦ プリセット名 

プリセット名を入力でさます。日本語と半角英数字の名称び設定でさます。「プリセット選択ボッ 
クス」で「ホーム」を選択した場合は、本設定はグレーアウト表示（設定不可）になります。 

⑧ カメラ選択ボックス 

本機では選択でさません。 

⑨ カメラパラメータ 

「パン」、「チルト」でセットしたいアングルの中必の角度を入力してください。「ズーム」は視 
野角を入力して < ださい。 

♦カメラアングル 

パン . カメラのパン位置を設定します。 

チルト . カメラのチルト位置を設定します。 

ズーム . カメラのズーム視野角を設定します。 

♦明るさ 

カメラの自動露出の目標値を設定します。逆光などで映像び暗くなる場合は、「明るく」を 
選択します。 

⑩ [取込]ボタン 

本機で選択されているカメラの現在の撮影画角をカメラパラメータとして取り込みます。 

⑩ [適用]ボタン 

現在のプ U セットおよび巡回スケジュールの設定を本機に適用し、続けて次のプ U セットの設 
定び行えます。この時点では本機に設定値は保存されません。必ず「設定情報の保を」を行つ 
て < ださい。 

⑩ [プレビュー]ボタン 

カメラパラメータの設定値をプ U セットプレビュー枠に反映させます。また本機のカメラアン 
グルびこのプ U セットに切り替わり、管理者ビューワから確認でさます。 

⑩ [管理者ビューワ]ボタン 

管理者ビューワを起動します。 

⑩ ステータス リスト 

本ツールと本機で行われた通信の結果を表示します。 

警告メッセージは青色、エラーメッセージは赤色で表示されます。 


^ [適用]ボタンで編集した内容を本機に送信した段階では、編集内容は本機にアクセ 
スしたビューワには反映されません。編集内容を確認した後、必ず[設定情報の保を] 
ボタンで本機に設定を保をしてください。 
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プリセツ ト 設定 ツール 


プ IJ セットを設定する 


プ IJ セットは、カメラパラメータに数値を入力するか、次の2種類の方法で設定でさます。お使 
いの環境またはお好みに応じて選択してください。 

■プリセットプレビュー砕か S 設定値を変更ずる 

パノラマ画像上のプレビュー枠を利用して、プ U セツトを設定します。 


設定のしかた 

設定するプリセットをプリセット選択ボックス 
か5選択し、「プリセット名」を入力します 


ブ U たット： I ブ U たット1こ！ 

17 B 央なま程のみで使用する 
ブリわットを(半巧ち数字 ）： IPresetl 


ブリたットをの本語）： I ブリたソト 1 


2. パノラマ画像の上に表示されたプリセットプレ 
ビュー枠をドラッグして移動-変おしてプリ 
セットを設定します 

画像上をク U ックすると、その地点を中むとするよう 
にプレビュー枠び移動します。 

このとき、カメラパラメータに数値を入力して設定す 
ることちでさます。 



3. [適用]ボタンをクリックします 

ステータス U ストで正しく適用されたことを確認し 
て、[設定情報の保存]ボタンをク U ックすると、本 
機に設定値び保をされます。 


昔巧をビューワ ... 」 

母!詹）の I 


ブレビュー」年適巧 "b 
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プ u セツ ト 設定 ツール 


■管理ちビューワのカメラアングルか S 設定値を変更ずる 

管理者ビューワを起動し、その撮影画角をプ U セットに設定します。 

設定のしかた 

1. 設定するプリセットをプリセット選択ボックス 
か5選択し、「プリセット名」を入力します 


2. 憎理者ビューワ]ボタンをクリックして、管理 cTii " をピュ-"^プレピュ- I 適巧 I 
者ビューワを起動します 


ブリたット：トリ tz ット1 ▼J 

17 B 央をまちのみでほ吊する 
ブリたツトる(半ち莫数字）： | Preset 1 
ブリたットを(日本語 〉：I ブリ tZ ット1 


3. 管理者ビューワで[コント□ール閱始]ボタン 
をクリックして、カメラの制御権を取得します 



4. カメラを操作し、設定したい位置に合わせて、 
[取込]ボタンをクリックします 

取り込まれた値は、プ U セット設定値入カボックス、 
またはプ IJ セツトプレビュー枠で確認でさます。 
このとき、カメラパラメータに数値を入力して設定す 
ることちでさます。 


カメラ： r カメラ1 二]碟桂 ： Canon VB - C 50 i 

い•ン： 135.56 (-1 孤加〜100加） 

チルト： 132.92 (-30.04~90.00) 

ズーム.' 141.26 (1.97-41.26) 

B 月るさ： fH 三] 巧を I 

_首巧をビューワ…」_ブレビュー I 適用 I 


日.[適用]ボタンをクリックします 


管巧者ビューワ ... I ブレビュー l<f 適用 r> 


ステータス U ストで正しく適用されたことを確認し 
て、「設定情報の保存」ボタンをク U ックすると、本 
機に設定値び保存されます。 


每 I 質の I 
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プリセツ ト 設定 ツール 


•プ U セットは最大2日個まで設定することびできます。 

•プ U セットの設定変更は、接続中のビューワには反映されません。 

•可視範囲制限を行っている場合は、プ U セットプレビュー枠（黄色枠）び巧視範 
囲枠（青色枠）からはみ出さないようにしてください。 

♦ パノラマプレビューを使ったプレビューは実際の映像と若干異なる場合びありま 
す。プ U セット設定を行ったのち、必ずビューワでプ U セット設定び正しく反映 
されているかどうかの確認を行ってください。 

♦プ U セット設定は一旦設定すると、削除することびでさません。設定したプ U 
セットを使用させないようにするには、[映像蓄積のみで使用する](^ド.4-2日)に 
チェックを入れることで PC 用ビューワでのプ U セットを利用でさなくすること 
びでさます。 


VB 管理ツ—ル 
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プ u セツト 設定 ツール 


すでに設定した複数のプ U セツトを巡回して監視を行う、プ U セツト巡回を設定します。 

3章「基本設定をしましよう」の「ベストシヨツトをプ U セツトする」でも設定できます（一 P .3- 
13)。 

■プリセツト巡回設定エリアの表示画面について 

① ②③ ⑥ 

自なブリわットぷ回： I 使用しむぃ i 


プ IJ セット巡回設定をしたプ U セットの一覽び表示されます。 

② [追加]ボタン 

設定したプ U セットを巡回スケジュールー覽に追加します。 

③ [上へ]-[下へ]ボタン 

一覧のプ U セットを選択し、[上へ]または[下へ]ボタンをク U ックすると、プ U セット巡 
回の順序を変更します。プ U セット巡回は上から順に行われます。 

④ [削除]ボタン 

選択したプ U セットを削除します。 

⑥ [プレビュー]ボタン 

選択したプ U セット設定値をプ U セットプレビュー枠に反映させます。また、本機のカメラア 
ングルびこのプ IJ セットに切り替わり、管理者ビューワから確認でさます。 

⑥ 自動プリセット巡回 

プ IJ セット巡回を行うタイミングを下から選択します。 

「使用しない」 

プリセット巡回は作動しません。 

「ビューワ接続中」 

」 ava 用、 PC 用、管理者ビューワのいずれかを接続しているとさに作動します。 

「常時」 

プ U セット巡回は常に作動します。 

⑦ [プリセット巡回時間を設定する] 

チェックを入れると、プ U セット巡回の開始時刻と終了時刻を設定することびできます。 

⑧ 移動速度 （ PT ) 

パン-チルトを行う際のカメラの移動速度を]〜8の範囲で設定します。スライドバーを左 
からちへ移動すると、数値び大さくなり、速度は速くなります。 


ブリたッ h 地凹巧間を鼓疋する 


開妃時刻： 

118:00 ^ 

が了時刻： 

1抓:孤ゴ 


巧か速度かで： 
なお)速度®: 
封 itB う間ホが： 


ぷ回スケジュール 


ブリ tz ット I 法度: nT 速居: zl 舒止均聞1 巧加 i | 



④ ⑥ 

① 巡回スケジュールー覧 


プリセット巡回について 


⑦⑧⑨⑩ 
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プリセット設定ツール 


⑨ 移動速度 （ Z ) 

ズームを行う際のカメラの速度を]〜8の範囲で設定します。スライドバーを左からちへ移 
動すると、数値び大さくなり、速度は速くなります。 

⑩ 静止時間（砂） 

プ IJ セツト位置にカメラび停止する時間を日〜] 2日秒の範囲で己秒単位で設定します。 


下の警告表示び出た場合には、下表を参考に設定内容の変更を検討して下さい。 


回 

警告画面例 


み 


ごを意 

現在のブリたット巡回設ミでは、パン•チルト機構び短期問で交換修理が必敦こなる可能 I 性がありまず。 
なわ、パン • チルト機構などの消耗機構部品は保証の巧象かとなる場合がありまず。 

推奨回避でぶ 

-「開始時間」と「お了時問」の設定で巡回時間を8時間10分丄内へをちしてください 
-が回スケジュールの設定などでお動呈（ち度)を減らしてください 
-静止時問を長くしてください 

誌定面面に戻る場合は「キャンたル」をウリッウして下さい。 

[[ OK i | キ*ンた儿 J 


* 画面内の巡回時間は設定により変わります。 

キャンセルを巧すと設定画面に戻ります。 

OK を巧すとそのまま設定データは保をされます。 

(プ U セット設定ツールをご使用の場合、設定ぺージの「保初をク U ックして下さい。） 

パン • チルト機構の耐义目安はフル角度作動時で]日万往復です。総巡回時間は移動速 
度/移動範囲/静止時間の組み合わせでみまります。下表を参考に設定して下さい。 

パンち向のプ U セツト巡回び]日万往復相当に至るまでの総巡回時間（目安） 


移動速度 ( PT ) 1の場合 


移動速度 ( PT ) 2の場合 


静止時間 
(秒） 

パンち向移動範囲（度） 

+已〇 

+ 100 

±]已日 

0 

3872 

382已 

3809 

10 

已666 

4722 

4407 

20 

7已已已 

已666 

己037 

30 

9444 

6611 

已666 


静止時間 
(秒） 

パンち向移動範囲（度） 

+已〇 

+ 100 

±]己日 

0 

1983 

1936 

1920 

10 

3777 

2833 

2518 

20 

已666 

3777 

3148 

30 

7已已已 

4722 

3777 


(単位：時間） 


(単位：時間） 


例：移動速度 （ PT ) : ] 、静止時間： 3日秒、パンち向の移動範囲（角度）：+己日度 
の場合、9444時間で]日万往復相当に至ります。 


固 

メモ 


PC 用または管理者ビューワ等でカメラ制御び行われているときは、プ U セツト巡回 
は行われません。 


VBAdmin ブリかット設定ツール 


VB 管理ツ—ル 
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プリセット設定ツール 


■プリセット巡回を設定する 


設定のしかた 


1. 「自動プリセット巡回」か5巡回方法を選択します 

「ビューワ接続中」または「常時」を選択してください。 


进回スケジュール 


ブリわット1速度: PTI 速度: ZI 封止時巧1 

剧口 1 


上へ1 

下へ 1 

削除 1 

ブレピュー 1 


自かブリ t ットが回： I ほ用しない こ j 



が了時刻：い4:18ゴ 


なか速度 （ PT ) : r 

巧执速度 2) : t 

詩止時間ホが： i - 


2. プリセット設定エリアの「プリセット」か!5、巡 
回スケジュールに加えたいプリセット番号を選 
択し、[追加]ボタンをクリックします 

巡回スケジュールー覧にプ U セットび登録されます。 
最大2日個まで登録でさます。 

3. 巡回スケジュールー覧でプリセットを選択し、 
r 移動速度 （ PT )」、 「移動速度に)」、「静止時間 
(秒)」のスライドバーで各プリセットのパン- 
チルト- ズームの速度と、プリセツト位置で詩 
止する秒数を設定します 


逊回 スケジュール 

ブ J か卜 1 »を PTi なを: Zl 巧 1 り時聞 1 

L 適]日 1 

ブリか卜1 1 1 0 

上へ 1 

下へ 1 

wm 1 

ブ Uf ュー1 


お旣速度 （PT) : 

J - 

移旣速度拉）： 

J - 

自争止時間渺）： 

J - 


[プレビュー]ボタン(一 P .4-24) をク U ックすると、 
プ U セット設定エ U アに設定値び表示されます。ま 
た、カメラアングルびプ U セツトに切り替わり、管理 
者ビューワから確認でさます。 


4. プリセット巡回を行う時間帯を設定するには、 
[プリセット巡回時間を設定する]にチェックを 
入れ、開始時刻と終了時刻を入力します 

開始時刻と終了時刻を同じ時刻に設定することはでき 
ません。 


17試リ颗.ド逃旧憐簡猜 

閉化時刻： 

109:00 :±1 

が了巧刻： 

|18如ゴ 


日.[適用]ボタンをクリックします 

ステータス U ストで正しく適用されたことを確認して、「設定情報の保を」ボタンをク U ック 
すると、本機に設定値び保をされます。 


^ホームポジションを巡回スケジュールー覧に追加することはできません。 

メモ 
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2. 各ヴービスの設定を行います（一 P .4-38) 

• タイマー • 

指定した時間ごとに撮影した静止画像お 
よび音声を本機に蓄積したり、音声再生 . 

を行います 
(一 P .4-39)。 

♦動を検知 

被写体び動< ことで映像の一部に変化び 
あった場合、映像蓄積や自動追尾、録音、 

音声再生などを行います （^ P .4-41)。 



♦ナイトモード 

暗闇に対応した撮影を行います (- P .4-52 )o 

♦外部デバイス入力 

外部デバイスの入力に対するカメラ動 
作を設定します（一 P .4 -己4)。 

♦外部デバイス出力 

外部デバイスへの出力時間や繰り返し実 
行間隔などを設定します （^ P .4-57)。 


3. 設定を行った5、[設定情報の保巧]ボタンをクリックして設定を保巧し、各ヴービ 
ス設定画面を終了します 

4. すべてのスケジュールを設定した5、スケジュール設定画面の[設定情報の保存] 
ボタンをクリックして設定を保存し、スケジュール設定ツールを終了します 


固 

メモ 


♦ 映像-音声は本機のメモ U に蓄積されます。蓄積でさるデータ量は、本機のメモ 
U 空き領域によって異なります。多くのデータを蓄積する場合は、 V 目 Collector 
(一 P .6-11) をご使用ください。 

♦ メモ U の空き領域と蓄積枚数•蓄積時間は、設定ページの「管理ツール」 (- P .3- 
30) で確認することびでさます。 


スケジュール設定ツール 


スケジュール設定ツールは、タイマー、動さ検知、ナイトモード、外部デバイス入力、外部デバイ 
ス出力のサービスを、指定した曜日または日時の時間帯に、自動で行ラように設定するためのツー 
ルです。スケジュール設定画面のカレンダー上で、時間帯やサービス内容を設定でさます。 


1. 通常スケジュールまたは特定スケジュールを選択し、スケジュールの設定を巧います 


I 通常スケジュール 

曰曙曰から±曜曰までの一週間単位で 


• 特定スケジュール 

指定した特定曰一曰の 


スケジュールを設定します。 


スケジュールを設定します。 



iJteM ぶ。 r 



m 
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スケジュール設定ツール 


スケジュール設定ツールの表示画面（ツールバー)について 

スケジュール設定には、通常スケジュール設定と特定スケジュール設定の2種類びあり、ツール 
バーの1；(下のボタンは共通の内容となっています。 

これらのボタンを使って、設定情報の読み込み、保を、通信の中断、通常スケジュール (- P .4- 
29) 特定スケジュール（一 P .4-33) の選択、また各ヴービス設定画面の起動（一 P .4-39、4- 
4]、4-已2、 4-54. 4-57) を行^し、ます。 



①②③ ④⑥ ⑥⑦⑧⑨⑩ 


① [設定情報の読み込み]ボタン 

本機の現在のスケジュール設定値を読み込みます。 

② [設定情報の保存]ボタン 

本ツールで編集したスケジュール設定値を本機に保をします。 

スケジュール設定を行った際は、必ず r 設定情報の保存」ボタンで設定値を保存してくださし、。 

③ [通信の中断]ボタン 

本機との通信中にこのボタンをク U ックすると、通信を中断します。 

④ [通常スケジュール]ボタン 

通常スケジュール画面を表示します（一 P .4-29)。 

⑥ [特定スケジュール]ボタン 

特定スケジュール画面を表示します（一 P .4-33)。 

⑥ [タイマー設定ツール]ボタン 

タイマー設定ツールを起動します（一 P .4-39)。 

⑦ [動を検知設定ツール]ボタン 

動き検知設定ツールを起動します （^ P .4-41)。 

⑧ [ナイトモード設定ツール]ボタン 

ナイトモード設定ツールを起動します（一 P .4 -己2)。 

⑨ [外部デバイス入力設定ツール]ボタン 

外部デバイス入力設定ツールを起動します（一 P .4 -己4)。 

⑩ [外部デバイス出力設定ツール]ボタン 

外部デノくイス出力設定ツールを起動します（一 P .4 -己 7) 。 


^設定を行った後は、必ず[設定情報の保を]ボタンで本機に設定を保をしてください。 

お願い 
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スケジ ュール 設定 ツール 


通常スケジュール 


通常スケジュールは、日曜曰から±曜日までの一週間単位でスケジュールを設定します。たとえ 
ば、社内に人びいなくなる週末の時間帯（例：金曜曰の] 8:00から月曜日の日9:日日）を指定し、 
「動き検知サービス」を設定すると、毎週、指定された時間帯に「動き検知サービス」び作動し、 
自動的に監視を行います。 

■通常スケジュール表示画面について 


① ② 



① スケジュール選択チェックボックス 

チェックを入れて、設定したいスケジュール番号を選択します。最大] 6個までのスケジュー 
ルを設定することびできます。 

② スケジュール名 

選択しているスケジュールの名前を表示します。 

③ 週間カレンダー 

曜日と時間帯別に、設定されたスケジュールを表示します。 

④ スケジュールトラック 

スケジュールトラックは、スケジュールをカレンダー上にグラフ化したものです。ダブルク 
IJ ックするとサービスや時間帯を設定でき、スケジュールき号によって色別で表示されます。 

⑥ スケジュールトラックの設定内容表示 

カレンダー上でドラッグしたスケジュールトラックの設定内容び表示されます。 


VB 管理ツ—ル 
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スケジュール設定ツール 


■通常スケジュールを設定ずる 


設定のしかた 


1. 通常スケジュールを表示した状態で、任意のス 
ケジュール番号を選択します 

選択した番号のスケジュールトラックび、週間カレン 
ダーに表示されます。この段階では、スケジュールト 
ラックに正しい時間帯や、ヴービスび設定されていま 
せん。 


pm 厂 m 厂 m 厂 m 厂 m 厂 m 

rm 广 G 因 rrm run 广巳互 run 


0 

2 

4 

6 

Sun 








Mon 

1 






1 

1 

1 



^スケジュール番号をちク U ックして「配色の設定」を選択すると、スケジュールト 
媒 ラックの色を変更することびでさます。 


2. スケジュールトラックをダブルクリックします 

通常スケジュール設定ダイア□グび表示され、スケ 
ジュール内容の設定を行います。 



3. スケジュール名（英語名•日本語名）を入力します 

スケジュール名は、各]己文字まで入力でさます。 


4. [スケジュール]タブを表示させ、スケジュール 
の曜日や時間帯の設定を行います 

設定できるスケジューレの時間帯には、次の3種類び 
あります。 

常時： 曰曜曰から±曜曰までの全時間帯に対してスケ 
ジュールび有効になります。 

曜日指定： 月曜曰の] 3:日日から乂曜日の日7:日日ま 
でのように、スケジュールを開始または終了する曜日 
と時刻を設定でさます。開始と終了の曜日と時刻を入 
力して < ださい。 


なジ-な I 

r 巧 B がじ 广昭日おち地） ( S - 巧到哇日お走ぬ） 

厂日月广义 F 水广木 I 7 を厂± 


閉賠を)： 

1月巧曰 

d 

|08：30 

が了を)： 

1巧昭日 

J 

|17：30 
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スケジュール設定ツール 


複数曜日指定： 月、水、金曜日の日8:3日から] 7:3日までのように、複数の曜日に対して同 
じ開始時刻と終了時刻を設定でさます。設定したい曜日と開始-終了時刻を入力してくださ 
い。なお、開始時刻から終了時刻までは24時間！;(内に制限されます。 


m • 曜日指定で、開始時刻と終了時刻を同じ曜日の同じ時刻に設定すると、終了は翌 
^ 週の同時刻となり、全ての時間帯にスケジュールび適用されます。 

♦複数曜日指定で、開始時刻と終了時刻を同じに設定すると、終了は翌日の同時刻 
となります。 

♦開始•終了時刻に「24:日日」を入力すると、「23:己9」と登録されます。 

「24:日日」と設定するには翌日の「日日:日日」と入力してください。 


日.[サービス]タブを表示させ、使用するサービス 
の設定を行います 

使用するサービスのチェックボックスにチェックを入 
れ、設定番号を選択します。次に[詳細]ボタンをク 
IJ ックするとサービス設定ツールび起動し、サービス 
の詳細を設定します。 

設定でさるサービスは、次の已種類です。各サービス 
の設定ち法および詳しい内容については、参照ページ 
をご覧ください。 

タイマー； （一 P.4-39) 

動き検知： （一 P.4-41) 

ナイトモード： （一 P.4 -己 2) 

が部デバイス入力： （一 P.4 -己 4) 

が部デバイス出力： （一 P.4 -已 7) 

各サービスツールの設定び完了したら、設定を保存して、サービス設定ツールを終了します。 


♦ 各設定番号には、それぞれ異なった設定を登録でさます。登録巧能な設定番号の 
数は、サービスによって異なります。 

♦ 各サービス設定画面は、ツールバーの各起動ボタンをク U ックしてち表示するこ 
とびでさます。 

•スケジュール設定画面の[サービス]タブから各サービスの設定を行ラ場合、 
各サービス設定画面において設定番号を変更することはでさません。 


巧ぺージへ続< 時 



スケジュール, 




巧厂をイマ ー (£):1 
ぶ厂めきお知屯)： 
田厂ナイトモード(凶)： 
] ホがデバイス入力 



つ 


つ 


つ 


つ 


つ 


つ 


つ 
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スケジュール設定ツール 


目.スケジュールトラックの設定び完了した5、 
[0 K ] ボタンをクリックします 

複数のスケジュールトラックを設定したい場合は、ス 
ケジュール選択チェックボックスの任意の番号に 
チェックを入れ、同様の設定を行ってください。 




♦ 各設定番号には、それぞれ異なった設定を登録でさます。登録巧能な設定番号の 
数は、サービスによって異なります。 

♦設定を行うと、カレンダーのスケジュールトラックに、設定したサービスのアイ 
コンび表示されます。ただし、スケジュールトラックび短いと全てのアイコンび 
表示されない場合びあります。 

サービスごとに表示されるアイコンは下の通りです。 


巧 [タイマー] ぷ [動さ検知] 旧 [ナイトモード] 

国 [外部デバイス入力] 贿 [外部デバイス出力] 


♦ スケジュールタブで設定した曜日や時間帯は、スケジュールトラックの位置や長 
さに反映されます。スケジュールトラックを直接ドラッグすることで、位置や長 
さを変更することもできます。ただし、スケジュールトラックは最短幅で]日分 
を表し、これより短い場合にも]日分の長さで表示されます。 

♦ 同じ時間帯に同じサービスを設定することはできません。設定すると、重複警告 
メッセージび表示されます。 


7. 全てのスケジュールトラックを設定した5、[設定情報の保存]ボタンをクリックし 
て、スケジュールを保存します 



通常スケジュールと特定スケジュール (- P .4-33) び同じ時間帯に設定されている 
場合、特定スケジュールは通常スケジュールに優先して実行されます。 


通常スケジュールの設定は終了です 
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特定スケジュール 


特定スケジュールは、指定した特定曰一日のスケジュールを設定します。たとえば、祝日のため 
週末！;(外に社内び不在となる場合、この日付のみを指定し、サービスを設定でさ、自動的に監視 
を行います。 

■特定スケジュールの表巧画面について 


① ② 


フパルのの 

刻 豆 |。1 呂圆と 

ms 

到刘 E 

到 田1(; 



画 

1 巧ち日4$査巧する- 

!F1 瓶日- た 1 巧ち日 
< 1 2004/10 固 口 

の雨品1'7( - 

に |4 |6 |8 I 1 Q 112 114 116 118 に □ i の 


Sun 

26 

Mon 

21 

Tue 

20 

Wed 

29 

Thu 

扣 

Fri 

Sat F rs 
z 困 P i 

1 1 1 h I III I U 由丄 


3 

の 

10 

旧 

4 

11 

固 

5 

12 

6 

13 

7 

14 

0 

15 

9 特定日 

因 [F~ 

16 P 亞 

店） r i 

固 SpeciaTB - 

2 b 信1日—卜〇 「12か]16卜8 「20 I を 


17 

固 

24 

面 

31 

旧 

18 

巧 

19 

26 

2 

2 D 

27 

3 

21 

28 

4 

22 

29 

5 

23 r 

恃就 

如 r~ 

も 

U U U 

|2 r la ho 

12 114 1161 

- M - 

18 20 22 


WSSXWO- 2401 

曾;;; 

1214161 

IB 20 22 



① 登録特定曰選択ボックス 

登録したい特定曰を A 〜 D から選択します。または、「登録を削除」を選択します。 

② [特定曰一覧]ボタン 

ク U ックすると特定曰一覧ダイア□グび表示され、各特定曰び登録されている日付を一覧表示 
します。また、日付の追加、削除、編集、すべて削除を行ラことびでさます。 

③ 月別カレンダー 

各曰付に登録された特定曰び表示されます。 

④ 特定曰スケジュール 

各特定曰の設定内容び表示されます。特定曰スケジュールは A 〜 D から最大4つまで設定で 
さます。 

⑥サブスケジュールトラック 

サブスケジュールトラックは、スケジュールを特定曰スケジュール上でグラフ化したちので 
す。ダブルク U ックするとサービスや時間帯を設定でさます。各特定曰スケジュールで、最大 
4つのサブスケジュールトラックを設定でさます。 

⑥ サブスケジュールトラックの設定内容表示 

特定曰スケジュール上でドラッグしたサブスケジュールトラックの設定内容び表示されます。 
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■特定スケジュールを設定ずる 

設定のしかた 

1. 特定スケジュールを表示した状態で、特定曰選択ボックスか5スケジュールに登録 
を行いたい特定曰を選択します 

スケジュールを登録したい日付をク U ックすると、選択した特定曰び登録されます。 


巧ちスケジュール設定 


巧ち日 A ぞ登録する_ 

I 、迎聲置典^^^^^ ■ 


巧定日 C を登録する 
巧ち日 D を登録する 
巧ち日お定ぞ肖り除する 


29 

30 

31 

1 

2 

5 

6 

7 

8 

9 

12 

13 

14 

15 

16 


特定スケジュール試ち 
I 織 お — こ J 

_今月 _ I < 1 2004 


Sun 

Mon 

Tue 

Wed 

Thu 

29 

30 

31 

1 

2 

5 

6 

7 

面 

8 

9 

12 

13 

14 

15 

16 


m • 1曰に設定でさる特定曰は、一種類のみです。 

^ • 1つの特定曰は、最大32曰分設定できます。 

♦ カレンダーの日付上で、ちク U ックをしてスケジュールを設定することをできます。 
♦ [特定曰一覧]ボタンをク U ックして表示される特定曰一覽ダイア□グ画面から 
ち、曰付の追加-削除-編集-全て削除を行ラことびでさます。 


2. 使用する特定曰スケジュールか5任意のサブスケジュールトラックを選択します 

各特定曰スケジュールには、あらかじめ4つのサブスケジュールトラックび準備されていま 
す。チェックを入れて選択したサブスケジュールトラックび有効となります。 
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スケジ ュール 設定 ツール 


3. サブスケジュールトラックをダブルクリックし 
ます 

特定スケジュール設定ダイア□グび表示され、スケ 
ジュール内容の設定を行います。 



4. 特定曰のスケジュール名（英語名-日本語名）を入力します 

特定曰のスケジュール名は、各]已文字まで入力でさます。 

ここで入力するスケジュール名は、特定曰 （ A 〜 D ) のスケジュール名で、サブスケジュール 
名とは異なります。サブスケジュールに名前を設定することはでさません。 


日.[スケジュール]タブを表示させ、スケジュ- 
の開始時間と終了時間を入力します 



固 • 

メモ 


スケジュールは日:日日〜24:日日の間で入力してくださし V ただし、終了時刻は開 
始時刻よりも後の時刻に設定する必要びあります。 

開始時刻に24:00は入力でさません。 


目.[サービス]タブを表示させ、サービス設定を行います 

設定できるサービスについては、 P .4-3 1を参照してください。 


固 

メモ 


各サービス設定画面は、ツールバーの各起動ボタンをク U ックしても表示するこ 
とびでさます。 

スケジュール設定画面の[サービス]タブから各サービスの設定を行ラ場合、 
各サービス設定画面において設定番号を変更することはでさません。 


巧ページへ続< I 
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7. ヴブスケジュールトラックの設定び完了した!5、 
[0K] ボタンをクリックします 

複数の特定曰を設定したい場合は、特定曰選択ボック 
スから任意の特定曰を選択して、同様の設定を行って 
<ださい。 




♦設定を行うと、カレンダーのサブスケジュールトラックに、設定したサービスの 
アイコンび表示されます。ただし、サブスケジュールトラックび短いと全てのア 
イコンび表示されない場合びあります。 

サービスごとに表示されるアイコンは I ソ下の通りです。 


巧 [タイマー] ぷ [動き検知] が1[ナイトモー円 

[,』 [外部デバイス入力] 输 [外部デバイス出力] 


♦ スケジュールタブで設定した曜日や時間帯は、サブスケジュールトラックの位置 
や長さに反映されます。サブスケジュールトラックを直接ドラッグすることで、 
位置や長さを変更することちでさます。ただし、サブスケジュールトラックは最 
短幅で]己分を表し、これより短い場合にも]己分の長さで表示されます。 

♦ 同じ時間帯に同じサービスを設定することはできません。設定すると、重複警告 
メッセージび表示されます。 

♦ 特定曰の情報を他の特定曰にコピーして貼り付けることびでさます。 

例えば、設定を行った特定日 A の情報を特定日巨にコピーするには、特定日 A の 
スケジュール内でちク U ックし「特定曰 A のコピー」を選択します。次に、特定 
曰目のスケジュール内で、同様に右ク U ックし「特定曰 B に貼り付け」を選択し 


ます。 
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スケジ ュール 設定 ツール 


8. すべてのスケジュールを設定した5、[設定情報の保巧]ボタンをクリックして、ス 
ケジュールを保存します 


固 

メモ 


通常スケジュール（一 P .4-29) と特定スケジュールび同じ時間帯に設定されて 
いる場合、特定スケジュールは通常スケジュールに優先して実行されます。 

毎年同じ月日に特定曰スケジュールを実行 させたい ときは、月別カレンダーの曰 
付に登録した特定曰をちク U ックし、 r 毎年」を選択します。その場合、カレンダー 
上の特定曰はホく表示されます。 

うるう年の2月29曰には、「毎年」の設定を行うことはできません。 


特定スケジュールの設定は終了です 


スケジュール設定を初期化ずる 


設定したスケジュールの初期化を行います。 

1. 通常/特定スケジュール設定画面で、メニューバーの「編集」か5「通常（特定) 
スケジュールを初期化する」を選択します 


通常スケジュールと特定スケジュールを一度に初期化する場合は、メニューバーの 
^ 「編集」から「全てのスケジュール設定を初期化する」を選択します。 
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スケジ ュール 設定 ツール 


サービス設定を行う 


設定したスケジュール内で行われるヴービスの設定を行い スケジュール設定画面の[ヴービス]タブ 


ます。 

各サービス設定画面を起動するには、スケジュール設定画 
面の[サービス]タブで、設定したいサービスにチェック 
を入れ、設定番号を選択して[詳細]ボタンをク U ックし 
ます。 



設定したい サービスに チェック 
を入れ、設定番号を選択して 
[詳細]ボタンをクリック 


設定でさるヴービスには次の己種類びあります。 

♦ タイマー：指定した時間ごとに撮影した静止画像および音声を本機に蓄積したり、音声再生を 
行います（一 P .4-39)。 

•動さ検知：被写体び動くことで映像の一部に変化びあった場合、映像蓄積や自動追尾、録音、 
音声再生などを行います （^ P .4-41)。 

♦ ナイトモード：暗闇に対応した撮影を行います（一 P .4 -己2)。 

•外部デバイス入力：外部デバイスの入力に対するカメラ動作を設定します （^ P .4-54)。 
•外部デバイス出力：外部デバイスへの出力時間や繰り返し実行間隔などを設定します (- P .4 - 
己7)。 


♦ 各サービスの設定を行ったら、[設定情報の保を]ボタンをク U ックして設定を保 
をしてから、設定画面を終了してください。 

♦ ツールバーから各サービス設定画面を起動することもできます（一 P .4-28)。 そ 
の場合、各サービス設定画面で、設定番号を選択して<ださい。 
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スケジュール設定ツール 


指定した時間ごとに静止画像と音声を撮影し本機に蓄積する「映像蓄積機能」と、音声を再生する 
「音声再生機能」について説明します。 

■ タイマー設定ツールの表お画面について 

①②③ 

I I I 


ゴイル( I ;哥ごパがツールのヘルプが 


[ f をちをち1 

巧巧ぎ话： 


P 封止画を巧得する • - 

カメラ位ま： pPresetl) j 

封ム函巧巧巧ち時間： 巧の〜 10)• - 

級 jii し実巧間 p 忌： 時間厂^がゎ 

17本ームポジションへのおれおよ认ブリたットが回を無さがなる参一 

17ま宿巧に音声を録音する • - 

ま宿前緑音巧間： 巧の〜 10) • - 

蓄宿な録音巧 P 占： r~^ 秒の〜孤） • - 


7 音声を再生する 


(- 


i さミをち1 i 捕惟の!就•込みに前力しました。~ 

設定をち 2:i ミち巧の读みをみに巧巧しました。 
記ちをち 3:i さち植の活みをみ(こ前力しました。 
設ミをち4哉ち値の读み込みじぶ巧しました。 


① [設定情報の読み込み]ボタン 

本機の現在のタイマー設定値を読み込みます。 

② [設定情報の保存]ボタン 

本ツールで編集したタイマー設定値を保存します。 

タイマー設定を行った際は、必ず[設定情報の保存]ボタンで設定値を保存してください。 

③ [通信の中断]ボタン 

本機との通信中にこのボタンをクリックすると、通信を中断します。 

④ 設定番号選択ボックス 

使用する設定番号を選択します。 

⑥静止画を取得ずる 

チェックを入れると、設定した繰り返し間隔で静止画を撮影し、本機への蓄積を行います。 

⑥ カメラ位置 

映像蓄積を行う際のアングルを選択します。「指定しない」または「設定済みのプリセット名」から選択して 
<ださい。 

⑦ 静止画取得待ち時間 

カメラ動作の安定を考慮して、ここで設定する時間を待ってから、繰り返し撮影を開始します。最大は10 
秒で、〇〜10の整数を入力します。 

⑧ 繰り返し実行間隔 

映像蓄積を繰り返し行ラ時間の間隔を設定します。最大23時間曰9分己9秒まで設定することびでさます。 
また、繰り返し実行間隔を0秒に設定すると、スケジュール開始時に1回のみ静止画蓄積び行われます。 

⑨ ホームポジションへの移動および、プリセット巡回を無効にずる 

チェックを入れると、映像蓄積はホームポジションへの移動および、プ U セット巡回を行いません。「カメラ 
位置」でプ U セットび指定され、かつ繰り返し実行間隔び30秒！;(上に設定されているとさのみ、チェック 
を入れることびでさます。 

⑩ 蓄積時に音声を録音ずる 

チェックを入れると、設定した時間、音声を録音します。1；(下で、蓄積前録音時間、蓄積後録音時間を設定 
して < ださい。 


タイ7-設定ツールについて 
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スケジ ュール 設定 ツール 


⑩ 蓄積前録音時間 

映像蓄積を行ラ前に、設定した時間、音声を録音します。〇〜10秒の範囲で設定します。 

⑩ 蓄積後録音時間 

映像蓄積を行った後に、設定した時間、音声を録音します。〇〜30秒の範囲で設定します。 

⑩音声を再生ずる 

チェックを入れると、設定した繰り返し実行間隔で音声を再生します。で、再生音名、音量繰り返し 
実行間隔を設定してください。 

⑩ 再生音名-音量 

再生する音声を選択します。登録済みの再生音名から選択します。また、再生する音声の音量を、1〜100 
の範囲で入力します。 


够 繰り返し実行間隔 

音声再生を繰り返し行ラ時間の間隔を設定します。最大23時間曰9分曰9秒まで設定することびでさます。 
また、繰り返し実行間隔を0秒に設定すると、スケジュール開始時に1回のみ音声び再生されます。 



♦ 音声を連続して録音する場合は、蓄積前録音時間と蓄積後録音時間の合計び繰り 
返し実行間隔を超えるよラに設定します(録音処理を終える前に、次の録音び開始 
されるように設定してください)。連続して録音した音声ファイルは、]2日秒ご 
とに分割して作成されます。 

♦ 音声録音の音量、ノイズキャンセラ、ス□ープフィルタは「オーディオサーバ」の 
設定ページ（一 P .3-2 日）で指定してください。 

♦ 蓄積前録音時間と蓄積後録音時間をどちらも日秒に設定することはでさません。 


■映像蓄積を設定する 

設定のしかた 

1. スケジュール設定ツールで、タイマー設定ツールを起動します 

通常/特定スケジュール設定画面の[サービス]タブで、[タイマー]にチェックを入れ、設 
定番号を選択して[詳細]ボタンをク U ックします(- P .4-38 )o 

2. [静止画を取得する]にチェックを入れ、 r カメラ位置」、 r 静止画取得待ち時間」、 r 繰 
り返し実行間隔」、[ホームポジションへの移動および、プリセット巡回を無効にす 
る]、[蓄積時に音芦を録音する]、[蓄積前録音時間]、[蓄積後録音時間]を設定します 

3. [設定情報の保巧]ボタンをクリックし設定を保巧してか5、タイマー設定画面を終 
了します 

■音声巧をを設定ずる 

設定のしかた 

1. スケジュール設定ツールで、タイマー設定ツールを起動します 

通常/特定スケジュール設定画面の[サービス]タブで、[タイマー]にチェックを入れ、設 
定番号を選択して[詳細]ボタンをク U ックします(- P .4-38 )o 
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2. 「音芦を再生する」にチェックを入れ、「再生音名」、「音量」、「繰り返し実行間隔」 
を設定します 

3. 「設定情報の保巧」ボタンをクリックし設定を保巧してか5、タイマー設定画面を終 
了します 


i ： 


音声再生用のサンプルファイルは、付属の CD - R 日 M に収められています。 

音声ファイルの登録や削除などの設定については「再生音の設定ダイア□グ」 （- 
P .4-61) を参照してください。 


動を巧知設定ツールについて 


被写体び動くことで映像の一部に変化びあった場合、映像蓄積や外部デバイスへの出力、□グの 
記録などを行う「動さ検知機能」と、動いている被写体をカメラび追尾して撮影を行う「自動追 
尾機能」について説明します。 


回 

お願い 


本機ご利用上のま意事項 

動さ検知機能および自動追尾機能は高い信頼性び巧められる用途には適していませ 
ん。監視などで常に高い信頼性び要求される用途では、使用しないことをおすすめし 
ます。動さ検知機能および自動追尾機能の動作の結果生じた事故などについて、キヤ 
ノンは一切の責任を負いません。 


■動を巧知設定ツールの表示画面について （ Live モード） 

①②③ 


④ 

⑥ 

⑥ 

⑦ 

⑧ 



-⑨ 

-⑩ 


-⑩ 


① [設定情報の読み这み]ボタン 

本機の現在の動さ検知設定値を読み込みます。 

⑤ [設定情報の保存]ボタン 

本ツールで編集した動さ検知設定値をイ呆存します。 

動き検知設定を行った際は、必ず[設定情報の保存]ボタンで設定値を保存してください。 
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③ [通信の中断]ボタン 

本機との通信中にこのボタンをク U ックすると、通信を中断します。 

④ モードタブ (Live - Video ) 

• Live モード 

映像表示とカメラ制御を行います。また、表示された映像の録画を行います。 

. Video モード 

Live モードで録画した映像を再生しなびら、動き検知感度の調整を行うことびでさます （一 P.4 -日 1 )。 

⑥ カメラ選択ボックス 

カメラを選択します。 

⑥ ビューヮ 

映像表示とカメラ制御を、通常のビューワ同様に行います。 

⑦ 動き検知領域枠 

動さ検知を行ラ範囲を、点線の枠で表示します。ドラッグ操作で枠の変形•移動びでさます。 

⑥ [録画開始]ボタン 

映像の録画を開始します。 

⑨ 設定番号選択ボックス 

使用する設定番号を選択します。 

⑩ 設定タブ（カメラ-領域-映像蓄積-外部出力-音芦/追尾） 

•カメラタブ 

フレームレートとプ U セット位置を設定します （一 P .4-44)。 

-領域タブ 

動さ検知を行ラ領域の選択や、各領域の感度•面積比•継続時間の設定をします (- P .4-45 )o 

-映像蓄積タブ 

本機び「検知日 N 」 の状態になったとき（日 N イベント）または「検知日 N 」 の状態を終了したとき （OFF 
イベント）に行われる映像蓄積の時間や、音声の録音時間、蓄積間隔の設定をします （^ P .4-47)。 

-外部出カタブ 

外部デバイスへの出力の設定をします （一 P .4-48)。 

-音声/追尾タブ 

音声再生と自動追尾の設定をします （^ P .4-48)。 


⑩ サーバの動さ検知結果を表示ずる 

チェックを入れると、サーバの動さ検知結果を表示します。設定値び本機で有効かどラか確認でさます 
P .4-49)。 
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■動を巧知設定の流れ 

動さ検知の手順について、こ概説します。詳細な設定内容については、各参照ページをご覧 
<ださい。 

1. 動きお知ツールを起動します 

動さ検知設定画面び表示されます（「動さ検知設定 
ツールの表示画面について」（一 P .4-41)。 

動さ検知の設定は、画面ちの設定タブで行います。設 
定タブには、[カメラ]、[領域]、[映像蓄積]、[外部 
出力]、[音声/追尾]の己つのタブびあります。 

2. カメラのフレームレートと、検知したいカメラ 
位置を設定します（[カメラ]タブー P .4-44) 

3. 検知領域を設定します（[領域]タブ^ド.4-4己） 

4. どの程度の画像の変化で r 検知 ON 」 となるかの動き検知感度を設定します（[領域] 
タブー P .4-45) 

日. r 検知 ON 」 となった場合の動作設定を行います（[映像蓄積]タブー P .4-47) 

目.必要に応じて、外部デバイスへの出力や音芦再生、自動追尾を設定します（[外部出 
力]タブ^ド.4-48、[音芦/追尾]タブ^ド.4-48) 

7. 設定を保存します 


m • [領域]タブでは、画面左のビューワ画像を確認しなびら動き検知度を設定するこ 
^ とびでさます。その際の画面表示等については、「『検知日 N 』 状態と画面表示に 
ついて」（^ド.4-已日）を参照してください。また、 Live モードで録画した画像を 
Video モードで再生しなびら動さ検知度の調節も行えます（一 P .4 -己1)。 

♦ 動さ検知機能について 

•解像度、画質、被写体の状況により、検知レベルび異なります。実際に検知を行 
し、、検知レベルを確認してください。 

-動さび速い物体や暗いとさには動さ検知びでさない場合びあります。 

-光や風などの影響により画面に変化び生じた場合は、誤って検知する場合びあり 
ます。 



VB 管理ツ—ル 


4-43 





















スケジ ュール 設定 ツール 


■動を巧知を設定ずる 

設定のしかた 

1. スケジュール設定ツールで、動き検知設定ツールを起動します 

通常/特定スケジュール設定画面の[サービス]タブで、[動さ検知]にチェックを入れ、設 
定番号を選択して[詳細]ボタンをク U ックします(- P.4-38)o 


2. カメラのフレームレートと検知したいカメラ位 
置を設定します（[カメラ]タブ） 

カメラのフレームレートとカメラ位置を設定します。 
カメラ位置は、 Live モードのビューワで任意の検知 
場所を設定するか、[カメラ]タブでプ U セットを選 
択します。 


①フレームレートを 設定する 

チェックを入れると、カメラび映像を撮影するフレーム 
レート値を設定でさます。 0.5 〜 30.0 fps の範囲で入力 
して < ださい。 


カブラ I 領域い央なま程 I かが出力 I 音吉/ち尾 I 

フレームレートを i 巧ちする • - 

フレームレート： I 30.0 fps の占〜30.扣 

口づリわノトを指をする • - 

ブリたット： |(PresetO ，| 


① 

② 


②プリセツトを指定ずる 

チェックを入れると、カメラ位置をプ U セツトから選択で 
さます。 


r ^3 「最大 フレームレート(- ► p . s - i 9) j の 設定値び、本 ツールのフレームレートの 設定 
^値よりも大きな値である必要びあります。 


m • ネットワークの負荷び重い場合は、設定したフレームレートび得られない場合び 

罪 あります。 

♦ 遅いフレームレートに設定することで、キヤプチヤした映像から間引いた映像び、 
動さ検知の対象となります。これにより動さの遅い被写体などでち動さ検知する 
ことびでさます。 

♦ ここで設定したフレームレートは、動き検知に対してのみ適用されます。 
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① 使用領域 

使用する動さ検知領域の番号にチェックを入れると、検知 
領域枠びビューワ内に表示されます。最大4つまで検知領 
域を作成することびでさます。 


カタラミ I 域 I B 央巧まち I かが化力 I 音声/おち I 
mmnm : p 誰寶腳 「 i 賊じ] 

厂$賊 [3] 厂巧域 [4] 


設定巧巧： 


两域 [1] 


fW 


边 IT 


面宿比嘶： 厂 12.日 

抛病時間ホが ： noF 


4. 動き検知領域の動き検知度を設定します（[領域]タブ） 

動さ検知度は、ビューワ上の動さ検知領域枠内の映像に変化び生じた場合、「どの程度変化し 
たら憾獻」、懷化した部分の面積びどのくらいの割合になったら（面積比)」、「変化の継続 
びどのくらいの時間に達したら（継続時間)」、本機び「検知日 N 」 状態となり、映像蓄積など 
の設定した動作を実行するか決めるものです。 

本機では、 Live モードで録画した映像を Video モードで確認しなびら、動き検知度の設定を 
行うこともできます（一 P .4 -己1)。 

⑨ 設定領域 

複数の動さ検知領域枠を作成した場合、各領域枠に個別の動さ検知度を設定することびでさます。ここ 
では、 lU 下で設定を行いたい領域番号を選択します。 

③ 感度 

動さを検知する感度を1〜25目の範囲で設定します。数値を入力するか、スライドバーをドラッグし 
て値を設定します。数値び大さくなるほど高感度で検知を行います。 

④ [自動]ボタン 

感度設定を自動で行います。[自甄ボタンをク U ック後の数秒間、本機は動き検知領域内の映像を動き 
のない状態と仮定し、その情報をもとに、カメラを最適な感度に自動設定します。動さのないタイ三ン 
グを選んで設定を行ってください。 

⑥ 検知インジケータ 

本機び検知した動きの面積比を、リアルタイムでグラフ表示します（一 P .4-50)。 

⑥ 面積比 

選択した検知領域枠（青の実線枠）の面積に対し、本機び変化を検知した領域（ホまたは黄色の矩形で 
表示）の面積の割合び、ここで設定した値を超えたとさ、本機は「検知日 N 」 の状態となり、設定した 
映像蓄積などを実行します（ただし、設定した面積比の値を超えてち、「継続時間」で設定した秒数に満 
たない場合は「検知日 N 」 の状態にはなりません)。数値を入力するか、スライドバーをドラッグして、 
〇〜100%の範囲で設定します。 


3. 動き検知領域を作成します（[領域]タブ） 

ビューワ上で動き検知を行う範囲（動き検知領域）を作成します。動き検知領域は、最大4つ 
まで作成でさ、各領域枠をドラッグして変形-移動させます。変形は枠の四隅四辺の■をド 
ラッグ、移動は枠内をドラッグして行います。また、各領域に個別の動き検知度の設定び可能 
です。動さ検知度の設定ち法は、手順4をご覧ください。 


①還③④⑤⑥ 3 
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スケジ ュール 設定 ツール 


⑦ 継続時間 

動さび面積比！;!上の状態び継続時間!;(上続いたとさに、本機は「検知日 N 」 の状態となり、設定した映 
像蓄積などを実行します。数値を入力するか、スライドバーをドラッグして、〇〜曰秒の範囲で設定し 
ます。 



♦ どんなにビューワ上の動さ検知領域枠の映像に変化び生じてち、「感度」び低<設 
定されていては、本機はそれを「動さ」とは認識しません。また、感度を上げて 
も、領域枠における動さのあった部分の「面積比」や、動さの「継続時間」び設 
定した値に達しないと、本機は「検知日 N 」 の状態にはならず、映像蓄積などの 
設定した動作は実行されません。 

♦ 設定したい動さ検知領域枠をビューワ上でク U ックすることによってち、設定領 
域の選択は可能です。選択された検知領域枠は、青い実線枠で表示されます。 

♦ 設定領域を「選択なし」にすると、作成したすべての動さ検知領域の検知結果び、 
各領域枠に表示されます。また、ビューワ上でいずれの動さ領域枠にも当てはま 
らない領域をク U ックしても、設定領域は「選択なし」になります。 


4-46 





スケジュール設定ツール 


① ON イベント時に映像蓄積ずる 

チェックを入れると、「検知日 N 」 の状態になったとき （ON 
イベント）に、映像蓄積を行います。 

② OFF イベント時に映像蓄積ずる 

チェックを入れると、本機び「検知日 N 」 の状態を終了したとき （ OFF イベント）に、映像蓄積を行い 
ます。 

イベント前蓄積時間（秒） 

日 N •日 FF イベント発生時に、さかのぼって映像蓄積を行ラ場合は、必要な秒数を〇〜10秒の範囲で 
入力します。 

イベント前蓄積間隔（秒） 

日 N • 日 FF イベント前に映像蓄積を行う時間間隔を、 0.1 〜1 .0 秒の範囲で設定します。 

イベント後蓄積時間（秒） 

日 N •日 FF イベント後に、一定時間継続して映像蓄積を行ラ場合は、必要な秒数を〇〜10秒の範囲で 
入力します。 

イベント後蓄積間隔（秒） 

日 N • 日 FF イベント後に映像蓄積を行う時間間隔を、 0.1 〜1 .0 秒の範囲で設定します。 

③ 蓄積時に音芦を録音ずる 

チェックを入れると、映像蓄積に設定された時間、音声を録音します。イベント前蓄積時間とイベント 
後蓄積時間をどちらも0秒に設定した場合、音声はイベント前蓄積時間二1秒、イベント後蓄積時間二 □ 
秒で録音されます。 

④ 蓄積時にメール通報ずる 

チェックを入れると、イベントの日 N •日 FF に連動して蓄積映像をメール送信します。メール送信は、 
イベント発生直後の1回のみです。 

⑥ ON イベントか5 OFF イベントまでの間映像蓄積ずる 

チェックを入れると、本機び「検知日 N 」 の状態のとさ（日 N イベン!-〜日 FF イベントの間）、映像蓄積 
を行います。 

ON ①間の蓄積間隔（秒） 

本機び「検知日 N 」 の状態のとき（日 N イベント〜日 FF イベントの間）、映像蓄積を行う時間間隔を、1 
〜10秒の範囲で設定します。 


固 

メモ 


各項目の日 N • OFF の関係については、「イベント日 N • OFF と映像蓄積-音声 
録音の関係」(- P .4-59) を参照してください。 

送信するメールの宛先や通信ち法については「ネームサーバアドレスやメールな 
どを設定する」（一 P .3-27) を、メール内容の設定については「メール通報内容 
の設定ダイア□グ」(- P .4-60) を参照してください。 


己.本機び「検知 ON 」 の場合の映像蓄積設定を行 
し、ます（[映像蓄積]タブ） 

本機び「検知日 N 」 の状態になったとき（日 N イベン 
卜）または「検知日 N 」 の状態を終了したとき （OFF 
イベント）に行われる映像蓄積の時間や、蓄積間隔の 
設定をします。 


カイラI锦巧 B かままちIホが化力1音声/お尾I 

戸 ON イベント巧にま宿する • - 

「 OFF イベント巧(こま宿する • - 

イベントおま话時間 


ま语巧間： 
ま宿間隔： 


「 4ご3巧の〜 10) 

I W 巧の；!〜 1.0) 

I~^枚の〜 10) 
r 1.0 巧の；!〜 1.0) 


— ま宿時に音声を緑音する i 
-ま衙寺にイール潑时る i 


护 ON イペントから OFF イベントまでの Pb ザ央がま程する • — 
ON の Pb 5 のま括間隔： I~巧3抄 (1-10) 
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目.本機び「検知 ON 」 の場合の外部デバイス出力 
を行います（[外部出力]タブ） 

《この手順の設定は必須ではありません。 

本機び「検知 ON」 の状態になったとき（日 N イベン 
卜）または「検知 ON」 の状態を終了したとき （OFF 
イベント）の、外部デバイスへの出力について設定し 
ます。 

① が部デバイス1〜3に出力ずる 

チェックを入れると、外部デバイス1〜3への出力を行います。 

② OFF イベント後出力時間（秒） 

外部デバイスへの出力を行ラ際、[検知日 FF ] 状態になった後に、出力を日 N にし続ける必要びある場合、 
その時間を〇〜20秒の範囲で設定します。 

7. 本機び「検知 ON 」 の場合の音芦再生と自動追 
尾の設定を行います（[音芦/追尾]タブ） 

《この手順の設定は必須ではありません。 

本機び「検知 ON」 の状態になったとさ（日 N イベン 
卜）または「検知 ON」 の状態を終了したとき （OFF 
イベント）の、音声再生や自動追尾について設定しま 
す。自動追尾は、本機び「検知 ON」 の状態にある 
とさ、動さのある被写体をカメラび追尾して映像蓄積 
を行う機能です。 


カタラ I $目巧 I 峽なま稽 I かが出力音声/拒虽 I 


17 ON ィペント時に再をする •一 
「 OFF イペント時こちをする •- 
再を音る： ~ 


■alarmOl 

I 如ゴ ( 


カゴラ I 锦巧 い 央巧ま括ホ gPiii 力 I 音声/お居 I 

口かき防"バイス II こ出力する;#- 

OFF イベント巧化力巧間： I ~巧の〜如》 • 

广かがデパイス21こ化力する 

OFF イ;ホ後出力時間： I ~〇巧の〜 20) 

厂かがデバイス31こお力する 

OFF イベント後出力時間： I ~〇抄の〜 20) 


: i 


① ON イベント時に再生ずる 

チェックを入れると、「検知日 N 」 の状態になったとき（日 N イベント）に、音声再生を行います。 


⑨ OFF イベント時に再生ずる 

チェックを入れると、本機び「検知日 N 」 の状態を終了したとき （ OFF イベント）に、音声再生を行い 
ます。 

再生音名-音量 

再生する音声を選択します。登録済みの再生音名から選択します。また、再生する音声の音量を、！〜 
100の範囲で入力します。 

③ ON イベント時に自動追尾を開始ずる 

チェックを入れると、本機び動さ検知を開始した際（日 N イベント）に、自動追尾を行います。 

④ 最大追尾時間（秒） 

自動追尾を続ける時間を設定します。1〜300秒の間で設定します。 


m • 音声ファイルの登録や削除などの設定については「再生音の設定ダイア□グ」（一 
^ P.4-61) を参照してください。 

♦ 同樹こ2つな上の被写体び動いている場合、本機は最も動きの大きい被写体を追尾します。 
♦ 連続追尾時間を超えた場合は通常の動さ検知モードに戻ります。 
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8. サーバの動き検知結果を確認します 

設定した内容で動さ検知の動作レベルを確認するには、[サーバの動さ検知結果を表示する] 
にチェックを入れてください。動さ検知結果び下のアイコンで表示されます。 

なお、[サーバの動さ検知結果を表示する]にチ I ックを入れた状態では設定の保をびでさま 
せん。設定の保ををする場合はチェックをはずしてください。 

M [検知無効] 


ぶ [検知日 N ] 


上 [検知 OFF ] 


n • プ□キシを経由している場合、プ□キシの負荷によっては映像配信フレームレー 
yif 卜び低下する場合びありますので、設定中はプ□キシを経由しないで接続するこ 
とをおすすめします。 

♦ 動さ検知度の設定は、でさる限り実際の運用に近い状態で調節-設定することを 
おすすめします。 

♦ 具体的な設定ち法については、 P .6-8 を参照してください。 


m • 本ツールの「検知日 N (ピークブ□ック表示)」と「サーバの動さ検知結果」の表 
^ 示、および本機での実際の動き検知状態は、完全に一致しない場合びあります。 
♦ [サーバの動さ検知結果を表示する]びチェックされている間は、外部デバイスへ 
の出力、□グ出力や映像蓄積は行われません。 

♦ 動さ検知機能は連続したフレームの画像を比較することで検知を行いますので、 
映像品質(- P .3-7) び低い場合には微ルな変化を検知しにくくなります。 

♦ 本機の動さ検知機能有効時は本機の処理負荷び高いため、無効時に比べ、映像配 
信フレームレートび低下する場合びあります。 


9. [設定情報の保存]ボタンをクリックし設定を保巧してか！5、動き検知設定画面を終 
了します 

動を巧知の設定は終了です 
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^ r 巧知 ONJ が態と画面表示について 


メモ 



本機び動さ検知を行っている領域枠は、 
ビューワ上に青い実線枠で表示されます。 

設定した感度で本機び動さを検知している領 
域は、動さ検知領域枠内に黄色またはホい矩 
形で表示されます。 

黄色い矩お: 本機は動さを検知したび、「面 
積比」または「継続時間」び設定値に達し 
ないため、 r 検知日 N 」 の状態にはない場合 
ホい矩お： 本機は動きを検知し、かつ恼 
積比」および「継続時亂び設定値に達し、 
「検知日 N 」 の状態にある場合 



潮き面積比) 


映像に変化びあった場合、インジケータ内に 
は、「面積比」で設定した値び縦棒で表示され 
ます。インジケータの色表示には、似下の2 
とおりびあります。 

緑色； 本機び検知した動さの面積び「面積 
比」に達していない場合 
黄色： 本機び検知した動さの面積び「面積 
比」に達した場合 


「面積比」、「継続時間」とをに条件を満たし、 
本機び「検知日 N 」 の状態となり、映像蓄積 
などの設定した動作を実行している場合、ホ 
色のピークブ□ックび表示されます。どの程 
度の動さに対してピークブ□ックび表示され 
るかを実際に確認しなびら動さ検知度を設定 

U よ 9 〇 


設定値む上 
設定値未満 
インジケータ色 

検知結果 



11 


11 





緑 


黄 


緑 


1 ピークブ□ック表示（ホ）1 

i 


検知 OFF 

検知 ON 

検知 OFF 


時間 


動きび面積比！;(上の状態び継続時間1；(上続いたときに、「検知日 N 」 の状態になり、ピーク 
ブ□ックび表示されます。ピークブ□ックび表示される「検知日 N 」 の状態で、設定した面 
積比未満になってち、継続時間だけ「検知 ON 」 の状態を維持します。 
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^録画した画像を確認しながん動き巧知度を設定する 

メモ 

本機び「検知日 N 」 となる動さ検知度を設定するには、ビューワで実際の動作を確認しなび 
ら、設定値を調節することび有効です。本機では、モードタブの Live モード（一 P .4-42) 
で録画した映像を、 Video モードで確認しなびら動さ検知度の設定びでさるため、カメラ 
の前で実際の動作を繰り返し行ラ必要びありません。 

1. メニューバーの「ツール」か！5「録画オプション設定」を選択すると録画オプ 
ション設定ダイア □ グび表示されます 

録画オプション設定ダイア□グ 


録画がシも 


最太録国時間 ( M ) : 
たルつタイマーを): 



① 最大録画時間 

最大録画時間を設定します。目 0- 


-300秒の間で設定します。 


②セルフタイマー 

[録画開始]ボタンをクリックしてから、録画を開始するまでの時間を設定します。〇〜30秒の間で 
設定します。 

2. カメラ位置を合わせ、 Live モードの[録画開始]ボタンをクリックします 

ビューワに表示されている映像の録画び開始されます。カメラの前で動作を行ラなどし 
て、動さ検知度の調整に必要な映像を録画します。 

録画を停止するには、[録画停止]ボタンをク U ックします 


3. Video モードで映像を確認しなが!5、[領 
域]タブで動き検知度の調整を行います 

① 映像リスト 

録画した映像の一覽を表示します。 

② 梢 ij 除]ボタン 

映像 U ストで選択した映像を削除します。 

③ コント□—ルボタン 

左から、「先頭へ移動」、「巻さ戻し」、「再生」、「早送り」、 
「末尾へ移動」を行います。[ループ再生]にチェックを 
入れると、映像を繰り返し再生します。 
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スケジュール設定ツール 


ナイトモード設定ツールについて 


暗闇に対応した撮影び可能な「ナイトモード機能」について説明します。 


I ナイトモード設定ツールの表示画面について 


①②③ 

I I I 


VBAdmin ナイトモード設定ツール- 192.168.100.1 


づィル( I サト惟）ヘルプお) 

词与!句 


」口I x| 


ナイトモード設定： 


I 記ち番号 1 




17 國！ 

厂ホかもきライトを ON にする•- 
厂スローシャッターにする： I 




關 S 謂謹}諮 il 鷄總識據擦 


① [設定情報の読み这み]ボタン 

本機の現在のナイトモード設定値を読み込みます。 

② [設定情報の保存]ボタン 

本ツールで編集したナイトモード設定値を保存します。 

ナイトモ^ド設定を行った際は、必ず[設定情報の保存]ボタンで設定値を保存してください。 

③ [通信の中断]ボタン 

本機との通信中にこのボタンをクリックすると、通信を中断します。 

④ 設定番号選択ボックス 

使用する設定番号を選択します。 

⑥ ホが線カットフィルタを解除ずる 

チェックを入れると、カメラの赤外線カットフィルタび外れ、赤外線による撮影を行います。この場合、画 
像は白黒になります。 

⑥ 赤外線ライトを ON にずる 

チェックを入れると、赤外線ライトを使用して撮影を行います。暗闇で、より鮮明な映像を見ることびでさ 
ます。 

⑦ ス□—シャッターにずる 

チェックを入れると、カメラのシャッタースピードを選択でさます。 


④ ⑥⑥⑦ 
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スケジ ュール 設定 ツール 


■ナイトモードを設定する 

設定のしかた 

1. スケジュール設定ツールで、ナイトモード設定ツールを起動します 

通常/特定スケジュール設定画面の[サービス]タブで、[ナイトモード]にチェックを入れ、 
設定番号を選択して[詳細]ボタンをク U ックします（一 P .4-38)。 またはツールバーの[ナ 
イトモード設定ツール]ボタンをク U ックして起動します。 

ツールバーから起動した場合、ナイトモード設定画面の設定番号選択ボックスから設定番号を 
選択してください。 

2. 必要に応じて[赤外線カットフィルタを解除する][赤が線ライトを ON にする][ス 
□ーシャッターにする]に適宜チェックを入れます 

3. [設定情報の保巧]ボタンをクリックし設定を保巧してか5、ナイトモード設定画面 
を終了しまず 


回 

お願い 


♦ 「ス□ーシャッターにする」を選択した場合、露出はマニュアルとなり、絞りとゲ 
インは最大になります。 

使用環境や被写体に合わせ、シャッタースピードを変更し明るさを調整してくだ 
さい。 

♦ シャッタースピードを1/3日秒より遅いスピードに設定した場合、才ートフオー 
カスは無効となります。 

♦ 「カメラと映像」(- P .3-10) でワイドコンバータの使用を設定すると、赤外線 
ライトび使用でさなくなります。 

♦ 本機をドーム八ウジングに設置している場合は、赤外線ライトは使用でさません。 
♦ 赤外線ライトの照明投射可能距離は約 3 m です。 


因 

メモ 


ナイトモードでは、オートフォーカスでピントび合いにくくなったり、ピントび 
合っていないように見える場合びあります。 

「赤外線カットフィルタを解除する」にチェックを入れると、「カメラと映像」 
P .3-8) で選択したフォーカスモードの「自動（ドーム対応)」および「無限遠に 
固定」は無効になります。 


VB 管理ツ—ル 


4-53 
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マルチターミナル(- P . M 2) に接続した外部デバイス（センサなど）からの信号び本機に入 
力された際、映像蓄積を行う「外部デバイス入力機能」について説明します。 

■か部デバイス入力設定ツールの表示画面について 

①②③ 


① [設定情報の読み这み]ボタン 

本機の現在の外部デバイス入力設定値を読み込みます。 

② [設定情報の保存]ボタン 

本ツールで編集した外部デバイス入力設定値を保存します。 

が部デバイス入力設定を行った勵ホ、必ず[設定情報の保存]ボタンで設定値を保存してください。 

③ [通信の中断]ボタン 

本機との通信中にこのボタンをク U ックすると、通信を中断します。 

④ 入力名設定 

「外部デバイス入力1〜2」を選択して、「外部デバイス入力名」を入力します。外部デバイス入力名（半角 
英数字）は必ず入力してください。外部デバイス入力名（日本語）び無指定の場合は、外部デバイス入力名 
(半角英数字）び用いられます。各1日文字まで入力でさます。（日 S によって日本語の入カボックスに入力 
でさる文字数は異なります。必ず、15文字し义^で入力してください。） 

⑥ 設定番号選択ボックス 

使用する設定番号を選択します。 

⑥ カメラ位置 

映像蓄積を行う際のカメラ位置を選択します。愼定しない」または「設定済みのプリセット名」から選択します。 

⑦ ON イベント時に蓄積ずる 

チェックを入れると、外部デバイスから日 N 入力びあったとさに、映像蓄積を行います。 


フトルをず■パ包）ツールのヘルプお〉 

も童 I 鱼 


■ -intxi 


かきげバイス入力設ミ： 


入力を設定： 同^自げ, S. イス入力1 


ホ有げ J 、"イス入力を(半ち英数字〉： 
かがデパイス入力を(日本語)： 


[1 綿ホを 

巧なま宿： 


- ON イベント時にま宿する • 


W OFF イペント呀こまちする参一 


イベントおま程時間：广^おの〜 10) 
イベント巧き程時聞：巧め〜の） 

巧こを舌を錄まする • - 


厂を程巧にち 
厂き程间こブ 


巧生音宅!： [alarmOl 

R 0M イベント時に巧生する • 一 
广 OFF イペント呀こ再生する ♦— 


] 音を：「如ゴ （1 〜10 0) 参 


厂外きげパイス1にお力する 
厂外がデバイス2にお力する 
r かきげバイス31こお力する 


OFF イベント後化力： pn3 お 
OFF イベント後化力： r ~^ お 
OFF イベント後化力： お 


か部デバイス入力設定ツールについて 


④⑥⑥⑦⑧⑨⑩⑩⑩⑩⑩祗⑩ 
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⑧ OFF イベント時に蓄積ずる 

チェックを入れると外部デバイスからの入力び日 FF になったとさに、映像蓄積を行います。 

⑨ イベント前蓄積時間-蓄積間隔 

日 N や日 FF のイベント発生時に、さかのぼって映像蓄積を行ラ場合は、必要な秒数を〇〜10秒の範囲で入 
力します。その際、映像蓄積を行う時間間隔を、 0.1 〜1.0秒の範囲で入力します。 

⑩ イベント後蓄積時間-蓄積間隔 

日 N や日 FF のイベント後に、フォ□一して映像蓄積を行ラ場合は、必要な秒数を〇〜 10 秒の範囲で入力し 
ます。その際、映像蓄積を行ラ時間間隔を、 0.1 〜 1.0 秒の範囲で入力します。 

⑩ 蓄積時に音声を録音ずる 

チェックを入れると、映像蓄積に設定された時間、音声を録音します。イベント前蓄積時間とイベント後蓄 
積時間をどちらも0秒に設定した場合、音声はイベント前蓄積時間二1秒、イベント後蓄積時間二0秒で録 
音されます。 

⑩ 蓄積時にメール通報ずる 

蓄積映像をメール送信する場合はチェックをします。 

⑩ 再生音名-音量 

再生する音声を選択します。登録済みの再生音名から選択します。また、再生する音声の音量を、1〜100 
の範囲で入力します。 

⑩ ON イベント時に再生ずる 

チェックを入れると、外部デバイスから日 N 入力びあったとさに、音声再生を行います。 

⑩ OFF イベント時に再生ずる 

チェックを入れると、外部デバイスからの入力び日 FF になったとさに、音声再生を行います。 

⑩ 外部デバイス 1 〜 3 . OFF イベント後（秒） 

日 FF イベント時に、外部デバイスに出力を行う場合はチェックします。その際、出力を行う時間を〇〜30 
秒の範囲で入力します。 


■ か部デ^ V イス入力を設定する 

設定のしかた 

1. スケジュール設定ツールで、外部デバイス入力設定ツールを起動します 

通常/特定スケジュール設定画面の[サービス]タブで、[外部デバイス入力]の[入力 1] 
または[入力 2] にチェックを入れ、設定番号を選択して[詳細]ボタンをク U ックします 
(一 P .4-38)。 またはツールバーの[外部デバイス入力設定ツール]ボタンをク U ックして起 
動します。 

ツールノ く一から起動した場合、外部デノ くイス入力設定画面で、外部デノ くイス入力名と設定番号 
を選択してください。 

2. 映像蓄積の動作設定を行います 

[日 N イベント時に蓄積する]または [ OFF イベント時に蓄積する]にチェックを入れ、カメ 
ラ位置を選択します。 

また、イベント ON • OFF の前後に映像蓄積を行う場合は、必要な秒数と、時間間隔を入力 
します。 

[蓄積時に音声を録音する]にチェックを入れると、映像蓄積に設定された時間、音声び録音 
されます。 

[蓄積時にメール通報する]にチェックを入れると、イベント発生時の蓄積映像をメールで送 
信でさます。メール送信は、イベント発生直後の]回のみです。 
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wm 送信するメールの宛先や通信ち法については「ネームサーバアドレスやメールなどを 
^設定する」（一 P .3-27) を、メール内容の設定については「メール通報内容の設定 
ダイア□グ」（一 P .4-6 日）を参照してください。 


3. 音芦再生の動作設定を行います 

[ ON イベント時に再生する]または [ OFF イベント時に再生する]にチェックを入れ、再生 
音名と音量を選択します。 


固 

メモ 


音声ファイルの登録や削除などの設定については「再生音の設定ダイアログ」 
P .4-61) を参照してください。 


4. 外部出力の動作設定を行います。 

[外部デバイス]に出力する]〜[外部デバイス3に出力する]にチェックを入れ、「日 FF イ 
ベント後出力」を設定します。 

日.[設定情報の保巧]ボタンをクリックし設定を保巧してか！5、外部デバイス入力設定 
画面を終了します 



各項目の日 N • OFF の関係については、「イベント日 N • OFF と映像蓄積-音声録 
音の関係」（一 P .4 -己 9) を参照してください。 
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① [設定情報の読み这み]ボタン 

本機の現在の外部デバイス出力設定値を読み込みます。 

② [設定情報の保存]ボタン 

本ツールで編集した外部デバイス出力設定値を保存します。 

外部デバイス出力設定を行った際は、必ず[設定情報の保存]ボタンで設定値を保存してください。 

③ [通信の中断]ボタン 

本機との通信中にこのボタンをクリックすると、通信を中断できます。 

④ 出力名設定 

「外部デバイス出力1〜3」を選択して、「外部デバイス出力名」を入力します。外部デバイス出力名伴角 
英数字）は必ず入力してください。外部デバイス出力名（日本語）び無指定の場合は、外部デバイス出力名 
(半角英数字）び用いられます。各1己文字まで入力でさます。（日 S によって日本語の入カボックスに入力 
でさる文字数は異なります。必ず、15文字し^内で入力してください。） 

⑥ 設定番号選択ボックス 

使用する設定番号を選択します。 

⑥ [外部デバイスへ出力ずる] 

選択した外部デバイスへ出力を行います。 

⑦ 出力時間 

選択した外部デバイスへ出力する時間の長さを設定します。最大23時間己9分己9秒まで設定することび 
でさます。 

⑧ 繰り返し実行間隔 

出力を実行する時間間隔を設定します。最大23時間己9分己9秒まで設定することびでさます。 

また、繰り返し実行間隔を0秒に設定すると、スケジュール開始時に1回のみ出力び行われます。 


マルチターミナル（一 P .1-12) に接続した外部デバイスへの出力設定について説明します。 

■か部デバイス出力設定ツールの表示画面について 


①⑨③ 





かがデバイス化力設定： 


两宜げバイス化力1 ふ 


かがデ J i イス化力を < 半ち巧数字>: 
か部デバイス出力を(日本語>: 


(1 巳文す lU 巧） 
■(15 文宇 1 U 內） 


I 設定ホち1 


つ • 


17か部デパイスへ化力する《- 

化力時間： no B ろ間 ろ 

涼り巧し実巧間隔： I ~〇3巧間 I ~〇3う 


「日二 J ぉ加册0日〜23胡石が •一 
「0三 j おの0柳加〜23:妨朗〉 •一 


ミミをを1: 

をちをち2: 
をち吞ち3: 
ミ定まち< 
さちホち i 
ミち#号6: 


ミ定 f 垣の読みをみに巧功しました。 

ちお直の话みをみじぶ巧しました。 
さお度の话みをみに巧巧しました。 
を走 f をの!売みをみじが巧しました。 
"* lf をの i 売み込みじぶ巧しました。 
封直の话みをみに巧巧しました。 


か部デバイス出力設定ツールについて 


VB 管理ツ—ル 


④ 


逼逼3逼 


4-57 































スケジ ュール 設定 ツール 


■ か部デ/ V イス出力を設定ずる 

設定のしかた 

1. スケジュール設定ツールで、外部デバイス出力設定ツールを起動します 

通常/特定スケジュール設定画面の[サービス]タブで、[外部デバイス出力]の[出力]〜 
3] にチェックを入れ、設定番号を選択して[詳細]をク U ックします（一 P .4-38)。 また 
はツールバーの[外部デバイス出力設定ツール]をク U ックして起動します。 

ツールバーから起動した場合、外部デバイス出力設定画面で、外部デバイス出力名と設定番号 
を選択してください。 

2. [外部デバイスへ出力する]にチェックを入れ、「出力時間」と r 繰り返し実行間隔」 
を設定します 

3. [設定情報の保巧]ボタンをクリックし設定を保巧してから、外部デバイス出力設定 
画面を終了します 



「出力時間」び「繰り返し実行間隔」1;(上に設定されると、連続して外部デバイス出 
力を行います。 


4-S8 





スケジュール設定ツール 


固 

メモ 


イベント ON，OFF と映像蓄積-音声録音の関係 


ON 

OFF 


動さ検知と外部デバイス入力による映像蓄積•音声録音は、イベント日 N •日 FF のタイミン 
グを基準とする！;(下のち法 （ A 〜 D ) びあります。 


1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

广 

1 

1 

1 

1 1 

II 

1 1 

II 

(A 

E 一 

B 

C 

D 


OFF VON// 

一 M 


\1 



OFF VON// 

一 M 


\1 



A : ON イベントのイベント前蓄積 

映像：日 . 1〜1.日秒間隔で日〜]日秒 
音声：日〜]日秒 


目：日 N イベントのイベント後蓄積 

映像：日.1〜].日秒間隔で日〜]日秒 
音声：日〜]日秒 




C ; OFF イベントのイベント前蓄積 

映像：日 . 1〜1.日秒間隔で日〜1日秒 
音声；日〜1日秒 


D :日 FF イベントのイベント後蓄積 

映像； 0. 1〜1.日秒間隔で日〜]日秒 
音声：日〜]日秒 


► A と C はイベント前蓄積時間、目と D はイベント後蓄積時間で制御されます。 

►動さ検知設定で「日 N イベントから日 FF イベントまでの間映像蓄積する」にチェック 
を入れると、イベントび日 N になっている間（目と C の間）にを映像蓄積を行うことび 
できます（一 P .4-47)。 

►「蓄積時に音声を録音する」にチェックを入れると、映像蓄積の設定と同じ時間、音声 
を録音することびできます（一 P .4-47)。 
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スケジ ュール 設定 ツール 


^ メール通報内容の設定タイアログ 

映像蓄積を行ったとさ、蓄積した映像や情報をメールで送信することびでさます。 
メールの送信に関する設定は、メール通報内容の設定ダイア□グで行います。 

動さ検知設定画面または外部デバイス入力設定画面でメニューバーの「ツール」から 
「メール通知内容の設定」を選択すると、ダイア□グび表示されます。 



タール斌反巧客贿綻地)… 
再生:音の設定边)… 

録函オプション設定但) ... 


① 通報種別 



通報内容を「テキストのみ」または「テキストと蓄積映像」から選択します。 


② 表題 

乂 一) レ送信時の表題を入力します(半角英数字)。 

③ 本文 

メール送信時の本文（テキスト）を入力します。テキストにはし^下の「％文字」によるパラメー 
夕記述び巧能です。 


%n 

撮影理由（番号） 

1 (接点入力 1 ) 1 2 (接点入力 2) 1 129 (動さ検知） 

%N 

撮影理由（文字列） 

「外部デバイス入力名（半角英数字)」 

(省略時は External Device Input 1/2) | Motion Detection 

%X 

画像の幅 

横ち向の画素数 

%Y 

画像の高さ 

縦ち向の画素数 

%Q 

画質 

10〜100 

%C 

カメラ番号 

1〜2 

%D 

カメラ名 

「カメラ名（半角英数字)」の設定値 

%P 

パン位置 

-179.99 〜 180.00 

%T 

チルト位置 

-179.99 〜 180.00 

%Z 

スーム位置 

0.1 〜300 

%V 

カメラサーバ 

V 目 -C 已 Oi 

%y 

撮影時刻の年 

2000〜2038 

%m 

撮影時刻の月 

] 〜12 

%d 

撮影時刻の曰 

1 〜 3] 

%w 

撮影時刻の週曰 

〇〜日（日曜〜±曜に対応） 

%H 

撮影時刻の時 

00〜23 

%M 

撮影時刻の分 

00 〜已 9 

%S 

撮影時刻の秒 

00 ~ 59 

口/ oZ 

撮影時刻のタイムゾーン 

-1200〜+ 1200 

%a 

撮影時刻の週曰名 

Sun 1 Mon 1 Tue | Wed | Thu | Fri | Sat 

%b 

口 /。 t 

%q 

%% 

撮影時刻の月名 
タブ 

（二重引用符） 

ザ。， 

Jan 1 Feb 1 Mar 1 Apr 1 May 1 Jun 1 Jul 1 Au 吕 1 Sep 1 Oct 1 Nov 1 Dec 


《未定義の文字については、％び削除されます。 

《％ t 、％ q 、 ％%を除いて、同じ行に同じパラメータを複数用いることはでさません 
(2 個目 I ソ降は％を含めて無視)。 
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スケジ ュール 設定 ツール 


^再生音の設定ダイアログ 

メモ 

音声再生を行ラ場合、再生する音声ファイルを登録する必要びあります。音声ファイルの登 
録や削除の設定は、再生音の設定ダイア□グで行います。 

タイマー設定画面、動さ検知設定画面、外部デバイス入力設定画面でメニューバーの「ツー 
ル」から「再生音の設定」を選択すると、ダイア□グび表示されます。 


© 「ツ-ルのヘルブ(ぶ 
—_巧を音の設定…(が J 


[1 さちを号1 二] 


1. 再生音の設定ダイア□グの「再生音の一覧」か5、「未登録」の項目を選択し 
て[編集]ボタンをクリックします 

2. 再生音の編集ダイア□グび表示されるので、[参照]ボタンをクリックして、設 
定したい再生音を選択します 



3. 「再生音名」を入力して[送信]ボタンをクリックします 

再生音の設定ダイア□グで「閉じる」ボタンをク U ックして、ダイア□グを閉じます。 
♦設定できる音声ファイルは、再生時間び12日秒まででファイル形式び r . wav 」 または r.auj 
( A /- law、PCM 8ビット。サンプ U ング周波数8日日日 Hz 、 モノラル）のみです。 

♦上記しソ外のフォーマット形式の音声ファイルをご利用の際は、フォーマット変換び必要になり 
ます。変換ち法はホームページをご確認ください。 

製品紹介ホームぺージ； canon . jp/webview 

♦登録済みの音声を削除するには、「再生音の一覧」から削除したい再生音を選択し、梢り除]ボタン 
をク U ックします。 
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□グビューワ 


□グビューワは、□グファイルをダウン□ー ドし、本機の動作状況の閲覧や管理を行うためのツー 
ルです。これにより不正アクセスの監視、障害への対処などび行えます。 


♦ □グビューワは□グの閲覧を行う機能のみで、□グの削除はできません。 

♦ □グの保存は、メニューバーの「ファイル」から「保を」を選択します。テキス 
卜形式で保存でさます。 


■ □グファイルをダウン□—ドずる 

ダウンロードのしかた 

1. VBAdmin 起動パネルか5、□グビューワを起 
動すると、自動的に最新の□グファイルを取得 
し、表のします 

新たに□グファイルの一覧を取得するには、メニュー 
バーの「ファイル」から「ダウン□ード」を選択しま 
す。 


一覧の取得び完了すると、□グファイルの一覧をダイ 
ア□グ表示します。閲覽したい□グファイルを選択 
し、[ダウン□ー ド]ボタンをク U ックすると、選択 
した□グファイルをダウン□ー ドします。 


ダウン□ー ド実行中に、ダイア□グの[中断]をク U ツクすると、ダウン□ー ドを中 

ぺモ I 卜し9 〇 



ま示(の 


1乃イル(日漏集の 

ヘルプ拙 

こ3^ゥン□ー ド(の... 

〔 trI+D つ 

メ。トツ 


Ctrl+0 

System settings updated 

脈®... 

Ctrl+S 

LS/H@192il68J3i57 dosed 

が下が i 

LS/H@192.168.13.57 1733 frames /15101693 





ィ JK り 

お魚已巧示 fti) 

W レブ拙 




直 

-K 1 

日巧 1 

04/02 10:31:12 

1かセーつ 



-1 

! 

Ia016 

'A012 

iA012 

IA016 

AO に 

IA016 

|A012 

04/02 10:26:14 
04/02 10:26:14 
04/02 10:25:14 
04/0210; 化;沉 
04/02 10:16:38 
04/02 10:16:32 
04/02 10:15:51 
04/02 10:15:51 
04/02 10:15:39 
04/02 10:15:03 
04/02 10:15:03 

LS/h^l 92.168 
LS/H@192.168 
LS/H@192.168 
L5/H@192.168 
LS/h^ 192.168 
L5/H@192.168 
LS/H@192.168 
L5/H@192.168 
LS/h^ 192.168 
LS/H@192.168 
LS/H@192.168 

13.57 closed 

巧. 571733 frames / 。の化拍 bytes in 60 seconds 
口. 57 connected 

13.57 closed 

。ぶ 7159 Frames /1380475 bytes In 6 seconds 
巧. 57 connected 

13.57 closed 

巧 i57 341 frames / 2977324 bytes in に seconds 
巧. 57 connected 

13.57 closed 

13.57 815 Frames / 7168151 bytes in 28 seconds 

1 
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〇グビューワ 


ログを閲覧する 


□グには！;(下の内容び表示されます。 

•コード 

エラーコードび表示されます。エラーコードは「□グメッセージー覽」（一 P .7-4) を参照して 
<ださい。 

エラーコードとともに、そのレベルに応じた4種類のアイコンび表示されます。 


固 

画 


脂報レベル] 


[警告レベル] 


国 

國 


[エラーレベル] 


坏閒 


•曰時 

□グの発生日時び表示されます。 

♦メッセージ 

□グのメッセージび表示されます。 

■□グをファイルに保巧/保巧したファイルを開く 

表示されている□グをファイルに保をしたり、政前に保をした□グファイルを閲覧することびできます。 

巧巧のしかた 


メニューバーの「ファイル」か5「保存」を選 
択します 

閲覧のしかた 

メニューバーの「ファイル」か5「開く」を選 
び、閲覧したい□グファイルを選択します 


b ァィ而反漏集 ® ま示 ( のヘルプ(の 
巧ウシ □ ード做 .. Ctrl+D 
聞くのし . arl+Q 


巧巧の … 


如セージ 


System settings updated 

。が @192.168. 巧 .57 closed 

。が @192■ 化 8.。.571733 frames /15101693 


■□グのコピーや巧索 

表示されている□グのコピーや検索びでさます。 

コピーのしかた 

コピーしたい□グをクリックで選択し、メ 
ニューバーの「編集」か5「コピー」を選択し 
ます 

巧索のしかた 



— わ .168.13 .57 1733 frames /15101693 

[BIA012 04/02 10:25:14 LS/H@192.16843.57 connected 

画 A012 04/02 10:16:38 1_5 が @192.168.。.57 dosed 

因 A016 04/02 10:16:38 LS/H@192.168 . 口 .57159 frames / 1380475 by 

间 An 


VB 管理ツ—ル 


メニューバーの r 編集」か5「検索」を選択し、検 
索する文字列を入力して[検索]ボタンをク 
リックします 
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ロヴビューワ 


■条件で□グを選別して表おずる 

エラーの種別、コード、日時でフィルタ U ングし、必要な情報だけを表示させることびできます。 

設定のしかた 

1. メニューバーの「表示」か5「フィルタ」を選 
択します 


2. フィルタダイア□グび表示されます 

下の条件を設定して [0 K ] ボタンをクリック 
すると、設定した条件に合致する□グのみ表示 
されます 

フィルタ U ングしない場合は[キャンセル]ボタンを 
ク IJ ックします。 

エラー 種別 

エラーの種別でフィルタ U ングする場合は[種別を指定する]または[コードを指定する]に 
チェックを入れます。また、しない場合は[指定しない]にチェックを入れます。 

♦種別を指定する 
□グのレベルを指定 

[エラー] [警告][情報]の エラー レベルで、表示させるレベルにチェックを入れます。 

□グを出力したモジュールを指定 

[アプ U ケーシヨン] [ HTTP サーバ][システム][ドライバ]の、モジュールで、表示さ 
せる出力元モジュールにチェックを入れます。 

♦コードを指定する 

□グの エラーコー ドを指定します。入力された文字と比較して、該当する エラーコー ドの □ 
グのみを表示します。たとえば、「八日」と入力した場合、コードの先頭び「八日」の□グを 
表术します。 


VBAdmin Log Vi < 


ファイルの 

漏集の1 

ま示(のヘルスの 

つード 

1日時 

フィルタ(り... Ctrl+F 

国] 5005 

04/0210 

おのファイルの Ctrl+P 

国 A 012 

04/0210 

放のフ7イル(の Ctrl+N 

国 A 016 

04/0210 

再!売み込み(の F 5 



[日時] 

♦開始日時を指定する 

チェックを入れ、曰時を入力すると、指定された曰時 ly 降に発生した□グび表示されます。 

参終了日時を指定する 

チェックを入れ、曰時を入力すると、指定された曰時前に発生した□グび表示されます。 



♦ VB - C 己 a / VB - C 日日旧では、[ドライバ]に関する□グメッセージはありません。 
♦ [アプ U ケーシヨン][システム]は□グメッセージー覽（一 P .7-4) に対応して 
います。 

♦ [アプ U ケーシヨン]:アプ U ケーシヨン関連の□グメッセージ（一 P .7-4) 
WebView 、 映像蓄積、音声などアプ U ケーシヨンに関する□グメッセージです。 
♦ [システム]:システム関連の□グメッセージ（一 P .7-8) 

システムに関する□グメッセージです。 
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管腊ビユーワ 


管理者ビューワは、本機の管理をする機能を持ったビューワです。カメラ制御権の独占、外部デ 
バイスや動き検知の操作など、 PC 用ビューワや Java 用ビューワにはない特権的な機能びありま 
す。可視範囲やプ U セットを設定する際に使用します。 


乃イルの表示がブ化ットの 


抽 [III 围 I 懲階 I 益 I 


r 


管理者ビューワの特権 

♦サービス時間！;(外でも接続できます（一 P .3-1 7)。 

♦接続時間び無制限となります。 

♦ カメラ制御権の独占、他のビューワの保持制御権およ 
び獲得要求を無効化します。 

♦ 可視範囲設定を無効化します。 

♦外部デバイスや動さ検知を操作します。 

♦ 外部デノ くイス入力や動さ検知を通知します 
(一 P .4-66)。 

♦ダイア□グやク U ックによるカメラ操作び行えます 
(一 P .4-69)。 

♦カメラ固有機能、音声の送受信の設定びでさます。 

♦接続び切断された場合に、自動再接続を行う設定びできます(- P .4-73 )o 
♦終了時に露出とフォーカス設定を初期値に戻す設定びできます (- P .4-73 )o 

[コント□ール開始]ボタン 
クリックすると、カメラ制御権を取得します。 



Canon VB-C50i 巧 20x240) 28.75 fps 


回 

お願い 


管理者の特権について 

管理者ビューワは、 PC 用ビューワや Java 用ビューワと比べて特権を有するため、 
の点に留意してご使用ください。 

•接続時間び無制限ですので、閲覽び終わった際には、終了してください。 

-カメラ制御権を獲得すると、強制的に獲得し続けます。閲覧び終わった際には、必 
ず終了するか、制御権ボタンを再度ク U ックして、制御権を解放してください。 

-管理者ビューワで可視範囲外にカメラを操作すると、同時に接続している PC 用 
ビューワや Java 用ビューワにも可視範囲外の映像び表示されます。設定時にはご 
を意< ださい。 

. 音声を受信する際には、「音声に関するを意事項」 (- P . iii ) をよくお読みください。 


因 

メモ 


なカメラコント□ールなどについては、ここでは割愛いたします。本節では、管理者 
ビューワに特有な機能•操作についてのみ解説いたします。ビューワソフトウエアの 
使用説明書は付属の CD-ROM にあります (Viewer-J.pdf ) 〇 
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管理ちビューワ 


管埋をビューワを起動ずる 

起動のしかた 

1. VBAdmin 起動パネルか！5憎理者ビューワ]をクリック、またはデスクトップの 
「管理者ビューワ」アイコンをダブルクリックして起動します 


Admin Livescope ウィンドウび表示されたら、メニューバーの「ファイル」から「接続」を 
選択すると、接続先サーバの指定ダイア□グび表示されます。 

♦ホスト名（本機に設定した IP アドレスー P .3-6) 

♦ユ ーヴ名 ( root ) ♦パスワード （一 P .3 - 己） 

上記の項目を入力して[日のボタンをク U ックすると映像び表示されます。 


か部デバイスと動を巧知の操作 

■か部デバイス入力と動ま巧知のが態変化の通知設定 

外部デバイス入力と動さ検知の状態に変化び生じた際に、メッセージを表示でさます。 


設定のしかた 

1. メニューパ’一の「表示」か5 r 環境設定」を選 
択します 


2. 環境設定ダイア□グび表示されるので、[映像表 
示]タブをクリックします 

[外部デバイス入力と動さ検知の通知メッセージを表 
示する]にチェックび入っているのを確認して [0 K ] 
ボタンをク U ックします。 


外部デバイス入力や動さ検知の状態に変化び生じた際 
に、メッセージび表示されます。 



乃イルを）ち顽~プリたットを）お巧(をヘルプが 


wr I 「巧 I ま示画面サイズ也） ► I -3 

き信げ巧の涯巧の ► _ z ± 





回 


外部デバイス入力と動さ検知の通知メッセージは、管理者ビューワび「全画面表示」や 
「最小化」されている場合、通常の表示に戻った後、表示されます。また外部デバイス入 
力&動さ検知ダイア□グび表示されている状態では、このメッセージは表示されません。 
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設定のしかた 

1. メニューバーの「特権」か！5「外部デバイス入 
力」を選択します 


2. 外部デバイス入力&動き検知ダイア□グび表示 
されます 

外部デバイス入力と動さ検知の状態と、□グび表示さ 
れます。 

この内容を□グとして保存するには、[保存]ボタン 
をク U ックして、保を先とファイル名を指定します。 
表示された内容をク U アするには[ク U ア]ボタンを 
ク U ックします。 

ダイア□グ表示を終了するには[閉じる]ボタンをク 
IJ ックします。 


Apr 2004 11:19:49 QMT+09：00 
Apr 2004 11:19:49 GMT+09：00 
Apr 2004 11:19:49 GMT+ 煎:孤 
02 Apr 2004 11:19: 抑 GMT+09：00 
02 Apr 2004 11:19: 抑 GMT+ 腿孤 


鐵册 

02 Apr 2004り;欄 GMT+oSoO 縮な巧 ON 
02 Apr 2004 11:19:51 QMT+09：00 巧き巧知 OFF 
02 Apr 200411：19：61 GMT+09: 邮かきなか ON 
02 Apr 2004 11:19:61 GMT+09: 邮かきなか OFF 
02 Apr 200411：19：51 GMT+09: 邮巧きなか ON 
02 Apr 2004 11:19:班 GMT+09: 孤かきがか OFF 


苗 


巧巧を〉'''」 クリアを)」にI 


■外部デバイス出力の操作 

外部デバイス出力の日 N ‘ OFF 状態を切り替えることびできます。 

設定のしかた 


1. [コント□ール開始]ボタンをクリックしてカメ 
ラ制御権を取得し、メニューバーの「特権」か 
5「外部デバイス出力」を選択します 

2. 外部デバイス出カダイア□グび表示されます 

外部デバイス出力の状態び表示されます。 

各端テのアイコンをク U ックすると、各外部デバイス 
出力の日 N •日 FF を切り替えることびでさます。 
ダイア□グ表示を終了するには[閉じる]ボタンをク 
U ックします。 


ファイル(りまモな）プリセットを）！特巧(巧ヘルプが 

^川到暨|剑空]刹 


-■か配.バイス入力か.._ 
-故張カタラ抑が直)… 


つ 


■ 


【 


ぶ J 


回 


回 


脚-2 


化力-3 


閱じるを)」 


回 

お願い 


設定内容によっては、管理者ビューワから操作できないことびあります。 


■か部デバイス入力と動を巧知のが態の表示と保巧 

外部デバイス入力と動き検知の状態を表示させ、必要に応じて□グとして保をすることびできます。 
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管理者ビューワ 


2. 拡張カメラ操作ボックスび表示されます 

① [パン*チルト/ホーム]ボタン 

各矢印の方向にパン-チルトを行います。押し続けると動 
作し、放すと停止します。中むのボタンをク U ックすると、 
カメラは正面を向さます。 

《 V 巨 - C 日日 FS ン VB - C 己0円では使用できません。 

② [ AF / MF ] ボタン 


ぶ] 


乎 

L スピード…十 


出」國 j 


-① 

-② 

-③ 

-④ 


オートフォーカスとマニュアルフォーカスを切り替えるダイア□グを表示します。 

オート： 自動焦点です。 

オート （ ドーム対応）： ドーム八ウジングを使用している場合、壁面に焦点び合わないよラにする自動 
焦点です。 

無限違固定： 無限遠にフォーカスを固定したままにでさます。 

※ナイトモード (- P .4-52. P .4-70) を設定すると、オート（ドーム対応）および無限遠固定は使 
用でさな < なります。 

マニュアル：[遠][近]のボタンを押し続けることで、フォーカスを調整でさます。 

③ [スピード]ボタン 

カメラ動作スピードを切り替えるダイア□グを表示します。 

パン/チルトスピード： カメラのパン/チルト速度を[速い]禮風[遅い]から選べます。 

ズームスピード； カメラのズーム速度を[速い][遅い]から選べます。 

フォーカススピード： 本機では使用でさません。 

《 VB - C 己 0 FS ン V 巨 - C 己 OFi では、ズームスピードのみ変更可能です。 

④ [ズーム]ボタン 

ズームイン•ズームアウトを行います。押し続けると動作し、放すと停止します。 


可視節囲制限の有効/無効 


可視範囲設定を無効にして、カメラコント□ールを行うか、設定を有効にするかを選択でさます。 

=—■ - - 1 _!□! x | 

なちのしびに フ 7 ィルのま示<^^)プリセ》卜が特宿 ( E) ヘルプ城 

Iの... なしの I _ 


叫回 I 國 I 擅 J 运」茲 J 


1.メニューパ’一の r 特権」か5 r 可視節囲制限」で、 
「あり」または「なし」を選択します 

カメラ操作 


m 


■!< ; I が..巧•ん况 

外配-パイス入力取。 

かきげ パイス化力ぬ )… r 
化張力巧 ㈱ が直)… h ! 

力巧固剧離(曲.. \ ! 

シェ-ド術 E 掛—_ LiJ • 


管理者ビユーワでは、 PC 用ビユーワや Java 用ビユーワにないカメラ操作ち法を利用することび 
でさます。 

■拡張カメラ操作 

ダイア□グから、ボタンを巧すと操作び開始され放すと停止するパン•チルト-ズーム操作およ 


びフオーカスやスピードの設定び巧能です。 

操作-設定のしかた 

1. ツールバーのけ広張カメラ操作]ボタンをク 
リックします 


ファイルのをちがプリむ)卜を）特お(をヘルプが 


m 圏閱©を]益! 


] 


固 

メモ 


無限遠固定に切り替えると、フォーカスの位置合わせのためズームび一時的に望遠側 
に移動します。 


拡長力巧を巧 


当 

う 
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■ 画面クリックによるカメラ操作 

ビューワ上でク IJ ックしたままにすると操作び開始され放すと停止するパン•チルト-ズーム操 
作び巧能です。 


操作-設定のしかた 

1. メニューバーの「表示」か5 r 環境設定」を選 
択します 


ファイルのま示曲プリむットが特椿(がヘルプ城 
まモ画面サイズ也） 

ま信が巧の进巧の 



2. 環境設定ダイア□グび表示されるので、[カメラ 
制御]タブをクリックします 

[ VB 1 己日じ(降接続時は矢印カーソルのち向にカメラ 
操作]にチェックを入れて [ OK ] ボタンをク U ック 
します。 




巧続設ミカブラが柳い央巧表示I 
画面クリックによる力 y ラ巧な—— 


V 日1加な巧、徘はちが卜 
厂 VK -64 过まけをあわせる 


:-功顾ザ 向ミな巧術 が頸 


广が了 B 巧こ巧化とフォーカス設定を巧巧個::戻す(巧 


3. 「プ□パティを反映して接続しなおします」とメッセージび表示された5、[はい]を 
クリックし、[コント□ール開始]ボタンをクリックしてカメラ制御権を取得します 

ビューワ上にマウスカーソルをのせると、8方向に移動する矢印に変化します。また中央ちで 
はマイナスアイコン、中央左ではプラスアイコンに変化します。ク U ックしたまま押し続ける 
と、パン•チルト-ズーム操作び巧能です。 

《 VK -64 使用時は rVK -64 と操作を合わせる」にチェックを入れることをおすすめします。 
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rVK -64 と操作をあわせる」にチェックを入れた場合 


4-69 




























































管理者ビューワ 


カメラ固ち機能 

露出操作やデジタルズーム、ナイトモードの設定など、カメラの固有機能を設定します。 


操作-設定のしかた 


1. ツールバーの[カメラ固有機能]ボタンをク 
リックします 


ファイルのまちプリわ》卜(已特宿 ( E ) ヘルブ(ぶ 


站 國 1 埋]遵優) 益） 1 

d 


2. カメラ固有機能ダイア□グび表示されます 

① 露出 

[自動露出]と[マニュアル露出]から選択します。 

② 自動露出 

ち隣の4つのボタンび有効になります。4つのボタンは左 
から「逆光補正日 FF 」、 「逆光補正弱」、「逆光補正中」、「逆 
光補正強」を表しており、補正び強くなるほど明るくなり 
ます。ボタンをク U ックすると、対応する逆光補正操作び 
実行されます。 

③ マニュアル露出 




回 


P 自か巧麵 xj i| aljiJ*- 



① 

② 

③ 


④ 


厂ナイトモードが） 




⑥ 


「絞り固定」、「シャッタースピード固定」、「ゲイン固定」を --- 

設定することびでさます。 

絞り固定 

スライダを左に動かすほど絞りび絞られ、映像は暗くなります。一方、ちに動かすほど絞りび開かれ、 
映像は明るくなります。 

シャッタースピード固定 

シャッタースピードを指定します。速いシャッタースピード （1/1 2己、1/2曰0など）を指定すると、 
映像は暗くなります。一方、遅いシャッタースピード（1/1、1/2など）を指定すると、明るくなりま 


す。 


ゲイン固定 

スライドバーを左に動かすほどゲイン（明るさに対する感度）び低くなり、映像は暗くなります。一方、 
ちに動かすほどゲインび高くなり、映像は明るくなります。 

④ デジタル拡大 

デジタルズームを使用して、映像を拡大することびでさます。デジタル拡大を利用すると他のビューワ 
に送信される画像も拡大されます。 

※マニュアル露出もしくはナイトモードを設定すると使用できなくなります。 

※デジタルズームは、倍率び高くなるに従い画質は低下します。 

⑥ 暗視機能 

ナイトモードを設定することびでさます。 

ナイトモード 


チェックを入れると、本機の赤外線カットフィルタび外れ、赤外線画像を見ることびでさます。その際、 
画像び白黒になります。 

※ナイトモードを設定すると、オート（ドーム対応）および無限遠固定 (- P .4-68) は無効になります。 

[赤外線ライト]ボタン 

ク U ックすると、本機内蔵の赤外線ライトを日 N にし、暗闇での映像びより鮮明にな 
ります。もう一度クリックすると、ライトは日 FF になります。 

※本機をドーム八ウジングに設置している場合は、赤外線ライトは使用でさません。 

《「カメラと映像」（一 P .3-10) でワイドコンバータの使用を設定すると、使用でさ 
なくなります。 

《 VB - C 己 OFS ン V 巨 - C 己 OFi では表示されません。 
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管理をビューワ 


音声の送受信 


本機では、管理者側のノ w コンと、カメラ側のスレチターミナルに取り付けたマイクやスピーカーを通 
じて、音声の送受信を行うことびできます。ここでは、管理者側の音声送受信について設定を行います。 

■音声を送信ずる 

管理者び本機へ音声を送信する際の設定を行います。 

操作-設定のしかた 

1. ツールバーの [マイク設定]ボタンをクリック 
します 

2. マイク設定ダイア□グび表示されます 

①[マイク]ボタン 

ク U ックすると、管理者側のマイクび日 N になり、音声を 
送信することびできます。もう一度ク U ックすると、マイ 
クは日 FF になり、送信を停止します。 


ぶ 


マイク使用時も音声を再生ずる 

チェックを入れると、[マイク]ボタンび日 N の間にも、受信した音声を再生します。このとさ、スピーカー 
の再生音びマイクから取り込まれて聞さにくい場合は、チェックをはずしておくことをおすすめします。 

② 音量スライダ 

マイク入力の音量を調整します。 

③ 無音判定を利用してネットワーク使用量を節約ずる 

チェックを入れると、音声び無音になったとさ、音声データの送信を一時的に停止します。これにより 
使用するネットワーク帯域を減らすことびでさます。 

デフォルト①検知感度を使用ずる： デフォルトの感度で動作します。 

検知感度を手動で設定ずる： スライダを動かして検知感度を設定します。左に動かすと検知感度び低 
くなり、よりルさな音でないと無音と判定しなくなります。ちに動かすと検知感度び高くなり、より 
大さな音でも無音と判定するよラになります。 



回 

お願い 

音声の送信を行ラには、 Windows 上のマイク設定を行ってください。 



♦ 下の場合では、[マイク設定]ボタンは表示されません。 

-才ーディオヴーバ設定卜 P .3-2 日）で「音声受信」を「使用する」に設定して 
いない場合。 

•環境設定ダイア□グの[起動時設定]タブで、[音声データを送受信する]に 
チェックび入っていない場合。 

. 音声をサポートしていないカメラサーバに接続した場合。 

♦ ビューワを最ル化すると、[マイク]ボタンび日 N でを音声送信を一時停止します。 
参[マイク]ボタンを日 N にしたまま、他のアプ U ケーシヨンをアクティブにすると、 
タスクバーアイコンび点滅します。 



地创阐 I 懲怕 I を I ii0r 


A 


マイクボタンを巧すと、音再の送悟を邸!をします。 


7マイクほ用時も音きぞ巧をするが 


7 無音お席をほ巧してネットワークほ用畳を巧約する嗯 • 
f? デフオルトの密度設定をほ用する屯） 

广巧知硬度をキかで設ミする(凶） 


-① 

-⑨ 

-③ 
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管理者ビューワ 


■受信した音声を巧をする 

本機からの音声を管理者び受信-再生する際の設定を行います。 

操作•設定のしかた 


ツールバーの [オーディオ設定]ボタンをク 
リックします 


ファイルの 表 プリセットを）巧をがヘルプ妙 


曲通 J 副查1里]甚 


2. オーディオ設定ダイア□グび表示されます 

① 音芦 データを 再生ずる 

チェックを入れると、カメラ側に取り付けられたマイクか 
らの音声を再生することびでさます。 

② 音量スライタ’ 

スピーカーの音量を調整します。 

③ ミュート 

チェックび入っていると、音量びオフになります。 


7 SEzE 511111 Iffl* 




因 

メモ 


1；(下の場合では、[オーディオ設定]ボタンは表示されません。 

-オーディオサーバ設定 (-P.3-20) I:「音声送信」を「使用する」に設定して 
いない場合。 

•環境設定ダイア□グの[起動時設定]タブで、[音声データを送受信する]に 
チェックび入つていない場合。 

. 音声をサポートしていないカメラサーバに接続した場合。 

ビューワを最ル化すると、音声再生を一時停止します。 

音声を再生する際には、「音声に関するを意事項」（^ド.110をょくぉ読みくださぃ。 


シエード補正 


背景び明るくて被写体び見にくい場合に、暗い部分のコントラストを変化させて被写体を見やす 
くすることびでさます。逆光補正とは異なり、明るい部分の補正を抑えるため背景の白飛びを防 
ぐことびでさます。 


操作-設定のしかた 

ツール バーの「シェード補正」ボタンをクリツ 
クします 


ファイルを）まモがプリセ》卜を） 


Wf | 画强 J 盛]过3 


2. シェード補正ダイア□グび表示されます 


① シェード補正 

チェックを入れると、シ 

② シェード補正スライダ 

シエード補正の強弱を調整します。 


ド補正を行います。 



3②遺 
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管理者ビューワ 


自動再接続機能 


自動再接続機能を ON にしておくことで、本機との接続中にネットワークトラブルや本機の再起 
動などによって接続び切断された場合に、自動的に再接続します。再接続に失敗した場合は、3日 
秒後に再び接続を試みます。また切断時に音声接続していた場合には、音声接続も自動再接続し 
ます。 

操作-設定のしかた 


1. メニューバーの「表示」か5「環境設定」を選 
択します 


2. 環境設定ダイア□グび表示されるので、[接続設 
定]タブをクリックします 

「自動再接続設定」の[自動的に再接続する]をチェック 
し、 [0K] ボタンをク U ックします。 

3. 「プ□パティを反映して接続しなおします」と 
メッセージび表示された5、[はい]をクリックし 
まず 


終了時に露出とフォーカス設定を初期値に戾す 

カメラ固有機能(一 P.4-7 日)のマニュアル露出および拡張カメラ操作い P.4-68) のマニュアル 
フォーカスの操作を行い、管理者ビューワを終了した際に、露出とフォーカス設定を初期値(自動 
露出/オートフォーカス)に戻すように設定できます。次回起動したときに、露出とフォーカス設 
定は初期値になります。 

操作-設定のしかた 

1. メニューバーの「表示」か5 r 環境設定」を選択します 

2. 環境設定ダイア□グび表示されるので、[カメラ 
制御]タブをクリックします 

「終了時設定」の[終了時に露出とフォーカス設定を初 
期値に戻す]をチェックし、 [0K] ボタンをク U ックしま 
す。 


3. 「プ□パティを反映して接続しなおします」と 
メッセージが表示された5、[はい]をクリックし 
ます 


语债設ミカイラ制彻い央なま示1 
r 画面クリックこよる力巧傲乍一 


- VB 1 如り段巧掩间まが n カーソルの方向に力六ラ ㈱ がぶ 


口 g 革?！遊軍装を 
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露出設定は、カメラ制御権を解放すると初期値に戻ります。 
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映像配信用ホームページを 
作巧しましよ5 

この章では本機を利用した映像配信のしかたを説明します。 

ホームページ上に動画や静止画を表示させたり、複数画像を表示させ 
るなどさまざまなち法で映像を配信でさます。 


映像配信用ホームぺージについて 


本機を設置して情報配信を行うためには、専用のホームページを作成することになります。本機 
で利用できるビユーワは 「 Java 用ビユーワ（カメラ制御機能あり/なし)」と 「 PC 用ビユーワ」 
びあり、それぞれ細かなパラメータの設定びでさるようになっています。情報発信者はどのよう 
なビューワをヴポートするかを決めて、それに対応したページを作成する必要びあります。 



①において映像要巧に対応する U ンクを選択した場合に、②で Web ヴーノくから本機の IP アドレ 
ス情報を含んだファイルび送られます。 Java 用ビューワを利用する場合には③の要巧に対して本 
機からビューワ PC にアプレツトびダウン□ー ドされ、映像び配信されます。 



上記ページは本機に内蔵されています。下記からアクセスでさます。 
http :// 192.16 8.100.1/ 

* 下線部は IP アドレスの入力例です。実際には本機へ設定した IP アドレスを入力してください （一 P .3-6)。 
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映像配信用ホームぺージについて 


回 

お願い 


本機には Web サーバび内蔵されています。映像配信用ホームページのコンテンツを 
本機内蔵のフラッシュメモ U に書き込んでおけば、本機]台で Web を使ったホーム 
ページ配信と映像配信び巧能です。ホームページのデータの保を方法は P .5-8 を参 
照してください。 


固 

メモ 


ブラウヴの言語設定を利用すれば、多言語に対応した Web の作成び巧能です。たと 
えば、国内向けのトップページを mdex - ja . html 、 海外向けの英語ページを 
index . html とし、 http ://1 92.168.100.1 / sample / というようにスラッシュで 
区切った URL をユーヴに案内しておけば、アクセスしてさたブラウヴの言語設定に 
応じて、適したファイルをヴーノくび発信します。言語設定機能の詳細についてはブラ 
ウヴのヘルプをご覧ください。 

* 下線部は IP アドレスの入力例です。実際には本機へ設定した IP アドレスを入力してください 
(一 P.3-6 )。 


映像配信用ホ—ムぺ—ジを作成しましよ/つ 
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ビューワにごいて 


ビューワは、 Java 用ビューワと PC 用ビューワの2種類びあります。 

ビューワの詳しい説明は、「ビューワソフトウェアについて」（一 P.2-12) または CD-ROM に収 
められている「ビューワソフトウェア使用説明書」 (Viewer-J.pdf) をご覽ください。 

Java 用ビューワ 


Java 用ビユーワには「映像表示」「カメラ制御」機能を持つ 「LiveApplet」 と「映像表示」機能 
だけを持つ 「Glimpse」 びあります。両ビユーワとも転送プロトコルには WebView-HTTP を使 
用しているので、特別な設定を行わずにファイアウオールを通過することびできます。 

LiveApplet Glimpse 



パノラマ画像 



*Java 用ビユーワを使用するには、事前に Java 
VM びインスI-ールされている必要びありま 
す。詳細はホームページをご確認ください。 
製品紹介ホームぺージ： canon.jp/webview 
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ビューワについで 


PC 用ビューワ 


PC 用ビユーワには「映像表示」「カメラ制御」機能びあります。転送プ□トコルは WebView- 
HTTP 1；(外に WebView-TCP (独自)をヴポートしています。 



フ7ィルのま示が刘を》卜を）ヘルプが_ 

図 jmI ai wii 斗 厂 


映像表示機能 
カメラ制御機能 


*PC 用ビューワのインス!-ールは、同捆の CD- 
ROM にある rVBToolsInstalI.exeJ から行つ 
てください（一 P .2-1 ])。 


パノラマ画像 



♦ ビユーワの使用説明書は同捆の CD-R 日 M にあります ( Viewer-J.pdf ) 〇 
♦ パノラマ画像の撮影は VB 管理ツールで行います（一 P.4-7)。 
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サンプルページを見る 


本機には、あらかじめ映像配信用のサンプルページび準備されており、下記の方法で見ることび 
でさます。ホームページ作成の際の参考にしてください。 


閲覧のしかた 

1.Web ブラウザを起動し、下記の URL を入力します 
http:// 192.168. 100.1 /sample/ 

* 下線部は IP アドレスの入力例です。実際に本機へ設定した IP アドレスを入力してください （一 P.3-6)。 


2. 下のページび表示され、それぞれ閲覧したい 
サンプルページをクリックします 


■サンプルページの例 



JavaApplet サンプル1 



ライブ映像を表示し、カメラ制御を行ラことびで 
きる LiveApplet のサンプルぺージです。 


JavaScript を使った静止画要ホぺージ 

~~~— ^ 


ij ファイルの煩実©友示のお新： A り的ツ-ルの W 口(出 





心_ 


左」|5 ちI W IJio ~ T」 r 巧掌 广 a 巧 

广 afe< 广中が 



ライブ静止画像を表示するサンプルページです。 



LiveApplet と Glimpse を組み合わせたサンプル 
ページです。 
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Java 用ビューワを使用して映像を配信する 


ここでは」 ava 用ビューワを使用した映像提供の方法や応用例を説明します。 

Java 用ビューワをな用したホ^ムぺージの作ぶ方法 

Java 用ビューワを使用するとさ、提供するホームページ内に使用するビューワのアプレットを組 
み込まなければなりません。しかし、特に難しいことはありません。通常のアプレットを組み込 
むように HTML を記述するだけで作成でさます。 

LiveApplet 

〈applet codebase="http:// 192.168.100.1 /-wvdoc-01-/LiveApplet/" 
code="LiveApplet.class" archive="LiveApplet.zip" 
width=4 已〇 height=380> 

<param name=url value="http://l 92.168.100.1 /"> 

<param name=cabbase value="LiveApplet.cab"> 

</applet> 

Glimpse 

〈applet codebase="http://192.168.100.1 /-wvdoc-01-/Glimpse/" 
code="Glimpse.class" a 「 chive="Glimpse.zip" 
width=l60 height=l20> 

<param name=url value="http://l 92.168.100.1 /"> 

<param name=cabbase value="Glimpse.cab"> 

</applet> 

アプレットの属性はく applet〉 ...く/ applet〉 タグの間に記述します。 

アプレットのノ（ラメータはく pa「am> タグを使用して記述します。 

* 下線部は IP アドレスの入力例です。実際に本機へ設定した IP アドレスを入力してください （一 P.3-6)o 


映像配信用ホ—ムぺ—ジを作成しましよ/つ 
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Java 用ビューワを使用して映像を配信する 


ホー ムぺ ージのデー タを巧巧する 


本機には フラッシュ メモ U び搭載されており、ホームページのデータび保をでさます。データの 
保存は、 FTP によるファイル転送で行います。データは/ usr/html/local の下にファイルとして 
置いておさます。 


デバイス 

ファイルシステム （ FTP クライアントでアクセスする場合） 

URL ( Web ブラウザでアクセスする場合） 

オンボード 
フラッシュメモ 1 」 

ftp : //IP アドレス / usr/html/local 

h け p://IP アドレス / local/ 


回 


♦ オンボードファイルシステムの空さ領域び少なくなると、書さ込み性能び低下す 
ることびあります。オンボードファイルシステムには、必要最ル限のファイルだ 
け置くようにしてください（一 P.3-3 日）。 

♦ 「工場出荷時に戻す」 (-P.3-3K 7-18) を実行すると、保をしたデータは消 
去されます。事前にデータのバックアップを取ってから実行してください。 
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Java 用ビューワを使用して映像を配信ずる 


Java 用ビューワを f ま用したホームぺーシの作巧例 


ここでは」 ava 用ビューワを使用したホームページの作成例を説明しています。 

ここで記載する作成例を応用して才 U ジナ U ティあふれるページを作成してください。 

■ Java 用ビューワを貼り込み、日本語表示を別フレームに表示ずる 

1フレームの設定 


ファイルの漏集の 


新宿アルタ前の映像です 



2日本語表示を別フレーム 
に表示 


3 Java 用ビューワを貼り 
込んだ フレーム 


固 

メモ 


IP アドレスの記述方法について 

本機に内蔵されている Web ヴーノ くの機能により、本機の Web ヴーノ くび利用する3 
種類のファイル （ html 、 wvh 、 wvp ) の記述において、 IP アドレスを 
く丄 P_A_D_D_R_ > (全て大文字、く >も含む)、またはく _W_E_B_S_E_R_V_ 
E_R_> (ただし html のみ対応、全て大文宇、<>も含む）と記述することび可能 
です。 

く丄 P_A_D_D_R_ >、く _W_E_ 目 _S_E_R_V_E_R_ >はアクセス時に実際の IP ア 
ドレスに置き換えられるので、本機の IP アドレスを変更した場合でも Web ページを 
変更する必要びありません。また、 Web ページのグ□ーバルアドレス指定により、 
NAT に対応することび可能です（一 P. 已-26)。 


映像配信用ホ—ムぺ—ジを作成しましよ/つ 
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Java 用ビューワを使用して映像を配信する 


1 sample.htm 

<html> 

<head> 

<title>SampleSite LiveApplet</title> 

</head> 

<frameset rows:' フ 0，*"> 

<frame src="header.htm"> 

<frame src="lvappl.htnn"> 

</frameset> 

</html> 

2 header.htm 

<html> 

<head> 

<title>LiveApplet comment</title> 

</head> 

<body> 

<center><h1 > 新宿アルタ前の映像でず </h 1 ></center> 

</body> 

</html> 

3 lvappl.htm 

<html> 

<head> 

<title>LiveApplet</title> 

</head> 

<body> 

<applet codebase="http://<_W_E_B_S_E_R_V_E_R_>/-wvdoc-01 -/LiveApplet/" 
code="LiveApplet.class" archive="LiveApplet.zip" 
width=4 已〇 height=380> 

<param name=cabbase value="LiveApplet.cab"> 

<param name=url value="http://<_W_E_B_S_E_R_V_E_R_>/"> 

</applet> 

</body> 

</html> 
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Java 用ビューワを使用して映像を配信ずる 


■ Glimpse と LiveApplet を組みをわせて使用ずる 

ダウン□ー ドび速い Glimpse を使用して低レートでライブ映像を表示して、興味びある映像び表 
示されたときに LiveApplet を使用して高レートでカメラを操作しなびら見ることびできるホー 
ムページを作成します。 



ボタンをクリックずると、 
LiveApplet を含むぺージ 
び表示される 


2ポップアップされる LiveApplet 


映像配信用ホ—ムぺ—ジを作成しましよ/つ 
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Java 用ビューワを使用して映像を配信する 


1 呂 limps.htm 

<html> 

<head> 

<script language="JavaScript"> 

<!■■ 

function clicked (btn) { 
uri = btn.name 

window. 叩 en (url,"LiveApplet","width=490,height=400") 

} 

//■■> 

</script> 

<title>Glimpse</title> 

</head> 

<body> 

<table> 

<form name="fo 「 m"> 

<tr><td><c 白 nt 白 r> 

<applet codebase="http://<_W_E_B_S_E_R_V_E_R_>/-wvdoc-01 -/Glimpse/" 
code="Glimpse.class" archive="Glimpse.zip" 
width=l60 height=l20> 

<param name=cabbase value="Glimpse.cab"> 

<param name=url value="http://<_W_E_B_S_E_R_V_E_R_>/"> 

</applet> 

</center></td></tr> 

<tr><td><center> 

〈input type="Button" name="popup.htm" value="click me" 
onClick="clicked (this)"> 

</center></td></tr> 

</fo 「 m> 

</table> 

</body> 

</html> 

2 popup.htm 

<html> 

<head> 

<title>LiveApplet</title> 

</head> 

<body> 

<cent 百 r> 

<applet codebase="http://<_W_E_B_S_E_R_V_E_R_>/-wvdoc-01 -/LiveApplet/" 
code="LiveApplet.class" archive="LiveApplet.zip" 
width=4 已〇 height=380> 

<param name=cabbase value="LiveApplet.cab"> 

<param name=url value="http://<_W_E_B_S_E_R_V_E_R_>/"> 

</applet> 

</center> 

</body> 

</html> 
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Java 用ビューワを使用して映像を配信ずる 


■カメラ制御をプリセットに制限した 「 LiveAppletJ を提供ずる 

カメラ制御 GUI を表示せず、プ U セツトのみ表示するホームページを作成します。 



<applet ... 省略 ... width=320 height=240> 

<param name=controller_style value="preset_only"> ① 

①カメラ制御のユーヴインタフェースを指定する。 

" normal " =通常のスタイル 
" prese し日 niy " =プ|」セット操作のみ表示 
none =表示しない 

■ 起動時の画面と切断時の画面を変更ずる 

起動時と切断時の画面を画像ファイル （ JPEG 画像または GIF 形式の画傲に変更することびでき 
ます。 

■設定なしの場合 

起動時の画面 切断時の画面 



映像配信用ホ—ムぺ—ジを作成しましよ/つ 
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Java 用ビューワを使用して映像を配信する 


■任意の画面の場合 

起動時の画面（例） 切断時の画面（例) 



特に設定しない場合は、起動時に fconnecting to hostnamej (hostname パラメータ指 
定時）または 「now connecting」 のアニメーシヨンび表示され、切断時に rdisconnected 
hostnamej (hostname パラメータ指定時）または rdisconnectedj び表示される設定に 
なっています。 

起動画面用、切断画面用の画像を用意し、パラメータで指定することで任意の画面に変更する 
ことびできます。画像の大きさは vicleo_wiclth パラメータで指定されたサイズに自動的に U ヴ 
イズされます。また、起動時の指定画面の提示時間を指定でさます。 

<param name=open_image value="/local/images/opening.jpg"> ① 

<pa「am name=open_image_time value="3000"> ② 

<pa「am name=close_image value="/local/images/closing.jpg"> ③ 

① 起動時のイメージ画面のファイル名を指定する。 

② 起動時の イメージ 画面の表示時間を指定する（単位 ms : ]/1 日日日 秒)。 

③ 切断時のイメージ画面のファイル名を指定する。 


回 

お願い 


表示する画像ファイルのパスは、絶対パス名 （7" で始まる名前）で指定してくださ 
い（一 P. 己-8)。 


固 

メモ 


♦ 起動時に、本機との接続中に表示される文字列はデフォルトで "now connecting" 
ですび、この文き列を変更するパラメータ 「connec し ms 呂」もあります。他にも 
表示文字列を変更するためのパラメータびいくつかありますので、 P. 己-17を参 
照してください。 

♦ ユーヴのサービス時間を設定している場合（一 P.3-17)、 設定されている時間 
外は、画面イメージび表示されません。 
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Java 用ビューワを使用して映像を配信ずる 


■ホスト名やフレーム数などを映像画面上に表示ずる 



-④ 


因 


回 


<param name=show_fps value="on"> - ① 

<param name=sho\/v_count 白 r valu 白 ="on"> - ② 

<param name=hostname value="CANON"> - ,_ い 

<param name=showJ 10 stname value="on"> - ' U 

<param name=comment value="VB-C 已 Oi Site"> - 1 _ い 

<param name=show_comment value="on"> - ' U 

①画面上にフレームレートを表示するか、しないかを指定する。 

"on " =表示する 
"off =表示しない 

③画面にフレーム数を表示するか、しないかを指定する。 

"on " =表示する 
"off =表示しない 

③ 画面に表示するホスト名（任意の文字列）を指定する。 

画面にホスト名を表示するか、しないかを指定する。 

"on " =表示する 

"off =表示しない 

④ 画面に表示するコメントを指定する。 

画面にコメントを表示するか、しないかを指定する。 

"on " =表示する 
"off =表示しない 


映像配信用ホ—ムぺ—ジを作成しましよ/つ 
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Java 用ビューワを使用して映像を配信する 



<param name=superimpose value="/local/logos/newlogo.gif ， 0,011> 

* 下線部は x ， y で表示する位置を指定します。 x ， y 二日，0で左上隅。省略時は中央になります。 

■背景ちを指定ずる 


<html> 

<body bgcolor=#cccccc> 

〈applet codebase=http://...code="LiveApplet.class" width=4 己 0 height=380> 
<param name=url value="http://<_W_E_B_S_E_R_V_E_R_>/"> 

<param name=bg_color valu 白 ="#cccccc"> 

</applet> 

</body> 

</html> 


■背景に画像を化 0 付ける 

<param name=bg_image value="/opt/images/back.gif"> - ① 

<param nam 白 =imag 白 _offs 白 t valu 巨 ="0,0"> - (D 


①表示する画像ファイルを指定する。 

③ x，y (下線部）で表示する位置を指定する。 
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Java 用ビューワを使用して映像を配信ずる 


Java 用ビューワのパラゾータについて 


アプレツトのパラメータを変更して、用途や表現に合ったアプレツトを提供することびできます。 
各アプレツトのパラメータの内容をよく理解して使用してください。 


■ LiveApplet 


パラメータ名 

省略 

内容 

auto_connect 

可 

アプレット起動と同時にカメラサーバとの接続を行ラか、行わないかを指定 
する。 " on " または " off を指定。 " on " でアプレット起動と同時に接続を行 
し、、動画を表示。 " off " ではアプレット起動と同時に接続を行わず、 
no _ connec し ms 呂パラメータで指定した文字列を表示。接続を行うために 
は connect 0 メソッドを呼び出す。 

bg_c 01 or 

可 

アプレットの背景色を指定するとさに使用する。パラメータの指定方法は 
"# RRGG 目巨"悠色要素は〇〜2己己までの数値を1目進で表したもの）である。 
例/白 "# FFFFFF " グレー "# AAAAAA " 緑 "#00 FF 00" 

省略したとさはデフオルトの背景色び使用される。 

bgjmage 

可 

LiveApplet のバックグラウンドに表示する画像を指定できる。 JPEG 画像ま 
たは GIF ファイルのファイル名を指定する。指定時は WebView Livescope 
の□ゴは表示されない。 

省略時はデフオルトの画像となる（表示位置については image offset を参 
照)。 

capture_size 

可 

LiveApplet 起動時の画像サイズを指定する。"80 x 60"、"160 x 120"、 
"320 x 240"、"目 40 X 480" の4種類から指定。デフオルトは「映像ヴ 
イス設定の「映像送信」に依存（一 P .3-7)。 captu 「 e _ size は PC 画面上 
の表示サイズとは無関係であり、表示サイズを変更したい場合は、 
video . width を指定する。 

click_action 

可 

動画表示領域をク U ックしたとさの挙動を指定する。" Pt " でカメラのパン- 
チルト、 " none " で無反応。デフオルトは " pt "。 

clos 白 _imag 白 

可 

切断時に映像表示部に現れる画面を指定でさる。 JPEG 画像または GIF ファ 
イルのファイル名を指定する。省略時はデフオルトの切断画面となる。 

comment 

可 

アプレット上にオーバレイして表示するコメント文字列。省略した場合はコ 
メントび表示されない。 

conn 色 ct_msg 

可 

カメラサーバとの接続中に表示する文字列を指定する。デフオルトは "now 
connectin 呂。 

control ler_style 

可 

カメラ制御用の GUI スタイルを指定する。 " normal " で通常の GUI スタイル。 
" prese し only " でプリセット操作のみ。 " none " ですベての GUI を非表示。 
"preset only " では「コント□-ル開始ボタン」「カメラ制御状況ウインド 
ウ」「プ U セット選択ボックス」「スナップショットボタン」のみ表示する。 

disconn 白 ct_ms 旨 

可 

カメラサーバとの接続び切れたとさに表示する文字列を指定する。デフオル 
卜は disconnected 。 

白 「 ror_msg 

可 

カメラサーバとの接続に失敗したとさに表示する文字列を指定する。デフオ 

J レトは can't connect "。 

font_siz 巨 

可 

connect _ ms 呂、 disconnect _ ms 旨、 eiTor _ ms 呂、 no _ connect _ ms 呂、 
t 日 o many ms 呂の表示ヴイズを指定する。デフオルトは表示領域に依存する。 

gu し type 

可 

パノラマウインドウをポップアップ表示するか、ページに埋めこんで表示す 
るかを指定する。埋め込み表示するには " embed " を指定。 " embed " 指定 
時は、アプレットタグの width と hei 呂 ht を大きめ（例： width 二日00、 
hei 邑 ht 二目目 0) に指定する必要びある。 

hostname 

可 

アプレット上で表示するホスト名。接続中などにメッセージ内でホスト名と 
して使用される。省略するとホスト名を表示しない。 


映像配信用ホ—ムぺ—ジを作成しましよ/つ 
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Java 用ビューワを使用して映像を配信する 


パラメータ名 

省略 

内容 

image_offset 

可 

b 呂 _ ima 呂 e で指定した画像ファイルの表示位置を指定する。画像左上端を 
"0,0"とし、ち方向を X、 下方向を y として " x ， y " で指定。デフォルトは 
"335,日"。 

locale 

可 

エラーメッセージやプリセット名の日本語/英語表示を切替える。 " japanese " 
または " english "。 デフォルトは " japanese "。 ただし、 " japanese " を指定 
してちブラウヴや環境により日本語の表示びでさないとさは英語表示になる。 

no_conn 巨 ct—ms 居 

可 

auto _ cormect で " off を指定し、アプレット起動後に表示する文字列を指 
定する。デフォルトは ‘‘no connectiorr 。 

op 白 n_imag 巨 

可 

最初の映像び表示されるまでの映像表示部に現れる画面を指定でさる 。 JPEG 
画像または GIF ファイルのファイル名を指定する。省略時はデフォルトの起 
動画面となる。 

openjmagejime 

可 

openjma 呂 e で初期画面を指定した場合、その表示時間を指定する。単倒ま 
ms (1/1000 秒)、デフォルト値は0。最初のライブ映像フレームび来るま 
での間提示する。指定可能な値は 0-30000 (30 秒)。 

overlay_font_color 

可 

comment および hostname で指定した文字列の表示色を指定する。色の指 
定は "# RRGGB 目"で行う。デフォルトは黄色。 

show_capture 

可 

スナップシヨットボタンを表示するか、しないかを指定する機能。 " on " また 
は " off を指定。デフォルトは " on "。 明示的に " off と指定したときのみ 
ボタンび表示されない。 

show_comment 

可 

コメントを映像上に重ねて表示する機能。 " on " または " off を指定。デフォ 
ルトは off 。ただし、 comment パラメータび指定されているときのみ有効。 

show_counter 

可 

フレーム数を映像上に重ねて表示する機能。 on " または off を指定。デ 
フオルトは " off 。 

showjps 

可 

フレームレートを映像上に重ねて表示する機能。 " on " または " off を指定。 
デフォルトは off 。 

show_hostname 

可 

ホスト名を映像上に重ねて表示する機能。 " on " または " off を指定。 

デフォルトは off 〇ただし、 hostname パラメータび指定されているとき 
のみ有効。 

showjogo 

可 

画面ち上部の "WebView Livescope " □ゴ表示を行うか、行わないかを指 
定する。 " on " で表示、 " off で非表示。 

show_panobutton 

可 

パノラマウィンドウポップアップボタンを表示するか、しないかを指定する。 

show_t 001 bar 

可 

LiveApplet 起動中に画像サイズを変更するボタンを表示する機能。 " on " ま 
たは " off を指定。デフォルトは " off 。 

superimpose 

可 

ビットマップを映像上に重ねて表示する機能。"ビットファイル名， x ， y " を指 
定する。ビットマップファイルは GIF 形式（透明 GIF サポート）。 X、 y はビッ 
トマップの配置位置を映像上の座標系で指定する。省略すると映像の中央に 
表 TJX される。 

too_many_msg 

可 

接続制限数超過のために、カメラサーバとの接続に失敗したとさに表示する 
文字列を指定する。デフォルトは " t 日日 many clients "。 

uri 

不可 

アプレットびアクセスする HTTP ヴーバの URL を指定する。 codebase 属 
性に記述されるものと同じ IP アドレスとポート番号を指定する。 

video_width 

可 

映像の表示サイズ（ピクセル単位)。横サイズで指定する。表示サイズは、80 
〜目40で、横サイズの指定は任意の値で設定する。その際、縦サイズは横ヴ 
イズの3/4になる。 

例/ Video - Width 二 "240" (縦は240 x 3/4二1 80) 


5-18 

























Java 用ビューワを使用して映像を配信ずる 


■ Glimpse 


パラメータ名 

省略 

内容 

auto_conn 百 ct 

可 

アプレット起動と同時にカメラサーバとの接続を行ラか、行わないかを指定 
する。 " on " または " off を指定。 " on " でアプレット起動と同時に接続を行 
し\動画を表示。 " off " ではアプレット起動と同時に接続を行わず、 
no _ conriect _ ms 旨パラメータで指定した文字列を表示。接続を行うために 
は connect 0 メソッドを呼び出す。 

capture_size 

可 

Glimpse 起動時の画像サイズを指定する。"80 x 60"、‘‘1目日 xl 2 日"、 
"320 x 240"、"目 40 X 480" の4種類から指定。デフオルトは「映像ヴ 
イス設定の「映像送信」に依存（一 P .3-7)。 captu 「 e _ size は PC 画面上 
の表示サイズとは無関係であり、表示サイズを変更したい場合は、アプレッ 
トタグの " width "、" height " で指定する。 

comment 

可 

アプレット上にオーバレイして表示するコメント文字列。省略した場合、コ 
メントは表示されない。 

connect_msg 

可 

カメラサーバとの接続中に表示する文字列を指定する。デフオルトは "now 
connectin 旨。 

disconn 巨 ct_ms 呂 

可 

カメラサーバとの接続び切れたとさに表示する文字列を指定する。デフオル 
卜は disconnected 。 

error_msg 

可 

カメラサーバとの接続に失敗したとさに表示する文字列を指定する。デフオ 

J レト(ま can't connect 。 

font_size 

可 

connectjns 呂、 discomectjns 呂、 errorjns 呂、 no _ connect_ms 呂の 表示 
サイズを指定する。デフオルトは表示領域に依存する。 

hostname 

可 

アプレット上で表示するホスト名。接続中などにメッセージ内でホスト名と 
して使用される。省略するとホスト名を表示しない。 

no_connect_msg 

可 

auto _ connect で " off を指定し、アプレット起動後に表示する文字列を指 
定する。デフオルトは ‘‘no connection "。 

show_counter 

可 

フレーム数を映像上に重ねて表示する機能。 " on " または" off を指定。デフオ 
ルトは " off 。 

show_hostname 

可 

ホスト名を映像上に重ねて表示する機能。 " on " または " off を指定。デフオ 
ルトは " off 。ただし、 hostname パラメータび指定されているときのみ有効。 

si 白 ep 

可 

画面び更新される時間間隔（三 U 秒単位)。省略した場合は己秒毎に更新され 
る。 Glimpse アプレットは複数サイトの一覧表示などに利用されることを想 
定しているため、負荷低減のためにこのよラなパラメータを持つ。指定可能 
範囲は0-300,000 ms (己分)。0を指定すると時間間隔調整を行わない。 

uri 

不可 

アプレットびアクセスする HTTP ヴーバの URL を指定する。 codebase 属 
性に記述されるものと同じ IP アドレスとポート番号を指定する。 


映像配信用ホ—ムぺ—ジを作成しましよ/つ 
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Java 用ビューワを使用して映像を配信する 


■アブレットタグの記述 


属性 名 

省略 

内容 

archive 

可 

アプレットのアーカイブファイル。アプレットの種類に応じて、 LiveApplet.zip 
や Glimpse . zip を指定する。 

code 

不可 

アプレットのファイル名を指定 。 "L i V e A P P 1 e t . C 1 a S S " または 
" Glimpse . class " と記述する。この設定び正しく設定されていないと、アプ 
レット （ LiveApplet または Glimpse ) のダウン□-ドび行われない。 

codebase 

不可 

アプレットび置かれているディレクト U 。 

http :// HTTP ヴーバの IP アドレス：ポートき号/ディレクトリ/ 

この設定び正しく設定されていないと、アプレット （ LiveApplet または 
Glimpse ) のダウン□ー ドび行われない。ディレクト U はアプレットごとに固 
定されている。 

ディレクトリ ( LiveApplet ) 二- wvdoc -0 1 -/LiveApplet 
ディレクトリ ( Glimpse ) 二- wvdoc -0 1 -/Glimpse となる。 

height 

不可 

アプレット用に取られる領域の大ささ（ピクセル単位)。 

LiveApplet の場合、アプレット描画領域よりルさい値を指定した場合は、正 
しく表示されないことびある。カメラ制御機能の GUI を付加する場合 
( controller _ style 二 normal ) は、+140び目安となる。 

イ列/画像320 X 240の場合、 hei 呂 ht 二3吕〇 

Glimpse の場合、アプレット用領域と映像表示領域び等しいので、画像サイ 
ズの縦と同じ値を指定する。 

イ列/画像320 X 240の場合、 hei 邑 ht 二240 

width 

不可 

アプレット用に取られる領域の大ささ（ピクセル単位)。 

LiveApplet の場合、アプレット描画領域より小さい値を指定した場合は、正 
しく表示されないことびある。カメラ制御機能の GUI を付加する場合 
( controller _ style 二 normal ) は、+130び目安となる。 

例/画像320 X 240の場合、 width 二4日0 

Glimpse の場合、アプレット用領域と映像表示領域び等しいので、画像サイ 
ズの横と同じ値を指定する。 

例/画像320 X 240の場合、 width 二320 



アプレツトタグの codebase 屬性、および LiveApplet の uri パラメータに含まれる 
アドレスは、クライアントからアクセスできるものを指定してください。とくに 
NAT をご利用の場合、注意び必要です（一 P . 己-26)。 
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PC 用ビューワを使用して映像を配信する 


ここでは PC 用ビューワを使用した映像提供の方法や応用例を説明します。 

クライアントび PC 用ビューワを使用して映像を受信する場合、映像配信側では Web サーバの 
設定と wvh ファイルの作成び必要です。 


固 

メモ 


本機に内蔵されている Web ヴーノ くを利用する場合は、下の設定は必要ありません。 
ホームページでのデータの保を方法は P .5-8 を参照してください。 


Web サーバを設定する 


情報発信用のホームページを保存しておく Web サーバの設定を行います。 Web サーバソフトに 
MIME タイプを追加して、拡張テを設定します。詳細はご使用の Web ヴーバソフトのマニュアル 
を参照してください。 


MIME タイプ video / x - webview-h 
拡張子 wvh 


Apache の場合 

Apache で MIME マップを追加設定するには、 

conf ディレクト U にある mime . types というファイルを編集します。 

•次の構文を使って、コンピュータに必要な MIME TYPE を追加します。 

type/subtype extension 

♦ビューワ用の設定は、次のようになりまず。 
video/x-webview-h wvh 


回 

お願い 


Web ヴーバに MIME 設定び正しく行われていないと、 PC 用ビューワび起動できな 
い場合びあります。必ず設定を行ってください。 


映像配信用ホ—ムぺ—ジを作成しましよ/つ 
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PC 用ビューワを使用して映像を配信ずる 


2. テキストファイルを保存、テキストエディタなどを終了した後、ファイル名と拡張 
子を変更することで wvh ファイルを作成します 

" WebView . wvh " のように必ず扳:張テ （. wvh ) を付けてください。 


固 

メモ 


PC 用ビューワは 、 WebView Uvescope プ□トコルと HTTP プロトコルの2つの 
プロトコルをサポートしています。 

♦ WebView Livescope プロ トコル 

ファイアウォールを透過してご覧になれません。主にインターネットに直接接続 
しているクライアント向けプロトコルです。 

♦ HTTP プロトコル 

一般に Web ブラウヴなどで利用するプロトコルです。このプロトコルを利用する 
ことにより、ファイアウォール内のクライアントからも映像をご覧いただくこと 
びでさます。 」 ava 用ビューワもこのプロトコルを利用しています。 


wvh ファイルを作ぶする 


PC 用ビューワのアプ U ケーシヨンを起動するために必要な wvh ファイルを作成します。 

1. テキストエディタなどを使用して、テキストファイルを新規に作成し、テキスト 

ファイルに、次のように記述します 

( 例） 192.168 .100.1 65310 
192.168 .100.1 巨日 311 
wvhttp: 192.168 .100.1 80 
wvaudio: 192.168 .100.1 80 

* 下線部は IP アドレスの入力例です。実劇こ本機へ設定した IP アドレスを入力してください卜 P .3 -目)。 

♦] 行目は本機に設定した IP アドレス（またはホスト名）と映像送信用の TCP ポート番号で 
す。6己31日び出荷時設定です卜 P .3-1 9)。特に指定びなければこのままご利用ください。 

♦ 2行目は本機に設定した IP アドレス（またはホスト名）とカメラ制御用の TCP ポート番号で 
す。6已311び出荷時設定です卜 P .3-19)。 特に指定びなければこのままご利用ください。 

♦ 3行目は PC 用ビューワび HTTP プ□トコルを利用するための設定です。 [ wvhttp :] に続 
けて本機に設定した IP アドレスと HTTP ポート番号8日を記述します。これにより、本 
機からの映像びファイアウォールを透過してご覽いただくことび巧能です。 

♦ 4行目は PC 用ビューワび音声を利用するための設定です。 [ wvaudio :] に続けて本機に 
設定した IP アドレスと HTTP ポート番号8日を記述します。これにより、本機からの音 
声を受信することび巧能です。音声受信を行うには、オーディオサーバの設定で「音声送 
信」を「使用する」に設定する必要びあります(- P .3-20 )o 
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PC 用ビューワを使用して映像を配信ずる 


PC 用ビューワを®用したホームぺージの作が巧 IJ 


ここでは PC 用ビューワを使用したホームページの作成例を説明しています。 


ファイルの編集を）ま示が 


映儀を見る!！ 


a 


帷）お尉こ入り堪）ペレブお） 

ファイル©ま示 Qi ? プリむツトを）ヘルプ祖） 


図 ImJ 圏 jw [ j 这 I 





フレームレート： 28.75 fps サイス'': 320x240 フで卜]ル： W-TCP 


1リンクをクリックすると、ビューワび起動ずる 

ホームページ内の画像またはテキストに wvh ファイルを U ンクするタグを記述します。 

1 く A HREF 二" WebView . wvh "> 映像を見る！!く/ A > 


固 

メモ 


本機のサンプルページのテンプレートを使用して映像を提供するには、 

く A HREF = http :// 本機の IP アドレス/ top / default . wvh 〉 を指定します。 


映像配信用ホ—ムぺ—ジを作成しましよう 
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ブラウザだけを使用して映像を配信する 


WebView - HTTP プ□トコルを利用してブラウヴに直接本機からの映像を提供することびできま 
す。ここではその使用例を説明します。 


アクセス時のライブ映像を静止画として表示ずる 


クライアントび映像を提供するホームページにアクセスし 
たタイミングで、カメラび写した映像を静止画として提供 
することびでさます。 



<IMG SRC=http://1 92.168.100.1 /-wvhttp-0 1 VGetS 川 llmage> 
(または） 

<IMG SRC=http://l 92.168.100.1 /-wvhttp-01-/GetOneShot> 


* 下線部は IP アドレスの入力例です。実際に本機へ設定した IP アドレスを入力してください （一 P .3-6)。 


アクセス時のライブ映像を指定フレーム数分の動画として表示する 


Netscape 社の拡張機能であるヴーバプッシュ形式で複 
数フレームの映像を配信できます。ただし 、 Netscape 
Navigator でしか表示することはできません。作成例は 
クライアントびアクセスした時点から]日日フレーム分の 
ライブ映像を配信するちのです。 



<IMG SRC=http://1 92.168.100.1 /-wvhttp-0 1 -/GetOneShot?frame_count= 1 00> 

* 下線部は IP アドレスの入力例です。実際に本機へ設定した IP アドレスを入力してください （一 P .3-6)。 


固 

メモ 


frame_count 二 nojimit 

とすると映像フレーム数は無制限になります。 
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ブラウザだけを使用して映像を配信ずる 


指定したアングルのライブ映像を静止画で表示する 


カメラのアングルをあらかじめ HTML でパラメータ指定することで、指定したアングルの映像を 
表示することびできます。ここではパン=ち4日度、チルト=下]日度の静止画像を表示してい 
ます。 

<IMG SRC=http://l 92.1 68.1 00.1 Awvhttp-0 1 -/Gets 川 llmage?p=40&t=- 10> 


* 下線部は IP アドレスの入力例です。実際に本機へ設定した IP アドレスを入力してください（一 P .3-6 )o 


■ GetStilllma 呂 e のパラメータについて 


パラメータ 

説明 

P または pan 

カメラのパンを指定する。 P は r 単位、 pan は 0.or 単位。 

たとえばち20°にパンするには、 P 二20または pan 二2000とする。省略時はパン 
は制御されない。 

t または tilt 

カメラのチルトを指定する。 t は r 単位、川 t は o.or 単位。省略時はチルトは制 
御されない。 

z または zoom 

カメラのズームを指定する。 Z は最大広角に対するズーム倍率の 10 倍、 zoom は 
o.or 単位の画角（横方向）。省略時はズームは制御されない。 

b または backjight 

カメラの逆光補正を指定する。 on のとき明るい映像、 off のとき暗い映像になる。省 
略時は逆光補正は制御されない。 

delay 

カメラのフオーカスなどび安定するまでの待ち時間（ミ U 秒単位)。 

〇〜 10000 の範囲で指定する。 

option 

エラー発生時の処理を指定する。 skip _ on _ erTor び指定されたときは処理び続行さ 
れ、 qui し on _ error び指定されたとさは処理び中止される。起こりラるエラーは、力 
メラ制御権確保の失敗、カメラ制御権の剥奪、カメラ選択の異常、カメラ制御の異常 
である。省略時は qui し on error 。 

seq 

ちい静止画の表示を避けるため任意の番号（シーケンスま号）を指定する（整数値)。 

V または ima 旨 e_size 

映像の表示サイズを指定する。目40 X 480、320 X 240、160 x 120び設定可 
旨良。 V と image _ size では書式び異なり、 V は "v 二目 40" のように横サイズのみ指 
定。 image _ size は " image _ size 二320 x 240" のように横 x 縦サイズで指定。 


ちい静止画び表示されてしまう場合には 、 seq ノ（ラメータで任意のシーケンス番号を 
設定することで回避できます。 



映像配信用ホ—ムぺ—ジを作成しましよ/つ 
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グローパルアドレス1個による映像配信の例 


本機でインターネットにライブ映像を公開する場合、固定のグ□ーバルアドレスび]個必要です。 
プ□バイダの接続サービスで固定のグ□ーバルアドレスを]個提供してくれるサービスびあります 
び、これを利用することびでさます。この場合、 NAT 機能を持ったルータび必要となります。 


例；ここでは仮にプ□バイダから割り振られたグ□ーバルアドレスび、192.16狂 1.1 日とします。 

さらに本機には□一カルアドレス 192. T 68.] 日日.2を設定するとします（ルータは 
192.16泣100.1)。 



本機のサンプルページは、実際に割り振られた IP アドレス（ここでは] 92.168 .1 日日. 2) をも 
とに自動生成します。この場合、インターネット経由で http :// 192.16 8.1 日日. 2/ sample / に 
アクセスしても Java 用ビューワや PC 用ビューワは表示でさません。 「 Web ページのグ□ーバ 
ルアドレス」（一 P .3-18) に] 92.168 .1.1 日を設定してください。また、本機の Web サーバ 
を利用しない場合、映像配信用ホームページは1；(下のように記述してください。 

Java 用ビューワの記述（一 P . 已 -7) は、次のようにしてください。 

〈applet codebase="http:// 192.1 68.1.10/-wvdoc-0 1 -/LiveApplet/" 
code="LiveApplet.class" archive="LiveApplet.zip" 
width=4 已〇 height=380> 

<param name=url value="http:// 192.168.1.10 /"> 

<param name=cabbase value="LiveApplet.cab"> 

</applet> 

PC 用ビューワの wvh ファイル記述（一 P . 己- 22) は、次のようにしてください。 


192.168 .1.10 6 已 310 
192.168 .1.10 65311 
wvhttp: 192.168 .1.10 80 
wvaudio: 192.168 .1.10 80 

下線部は IP アドレスの入力例です。実際に本機の 「 Web ページのグ□ーバルアドレス」に設定した値を記述 
して<ださい（一 P .3-18)。 



ルータの設定については、各メーカーにお問い合わせください。 
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携帯電話へ静止画を配信する 


携帯電話の Web サービスを利用して、静止画の閲覧やカメラ制御び行えます。携帯電話向けの静 
止画配信用ページは、 still . jp 旨のコマンドを用いた HTML を記述することで、簡単に作成するこ 
とびできます。本機には、携帯電話向けの静止画配信用サンプルページびあらかじめ用意されてお 
り、下記の方法で見ることびでさます。 

1. ブラウザを起動して下記の URL を入力します 

http :// 1 92.168.100.1:80/ mobile / index - ja.html 


* 下線部は IP アドレ又 HTTP ポート番号の入力例です。実際に本機へ設定した IP アドレスと HTTP ポー 
卜番号を入力してください（一 P .3-6、 3-18)。 

2. 言語を選択します(日本語/英語） 

3. サンプルページび表示されます 

サンプルページは、カメラの向きやズーム、明るさの調整などのカメラ制御び行えるよう作成 
されています。携帯電話のダイヤルキーを巧すことにより、各キーに対応した操作を実行する 
ことびでさます。 



(4) 卜忘- 


の） 

の) B 月る夕 
(が 补巧け:う 



回 

お願い 

1携帯電話の機種によっては、映像び表示されなかったり、カメラの制御びできない場 

1合びあります。 



因 

メモ 

♦ 他のユーヴびカメラの制御権を取得していない場合のみ、カメラ制御び行えます。 

♦ 上記のサンプルページは本機のカメラを使用したとさのものです。外付けカメラ 
を使用した場合、カメラ制御用の U ンクは表示されません。 


^映像配信用ホ—ムぺ—ジを作成しましよ/つ 
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携帯電話へ静止画を配信ずる 


ポジション指定によるカメラ制御を巧う 


CD - R 日 M に収められているサンプルページを使用すると、プ U セツトと同様の絶対位置指定によ 
るカメラ制御び行えるようになります。 

CD - ROM 内のサンプルページを使用するには、下記の方法で本機にファイルを転送します。 


1. エクスプ □- ラなどで、 CD - ROM 内の vbfiles / VBC 日日 i / mobile / VB - C 日 Oi (ま 
たは VB - C 己0旧）にアクセスします 

2. 表示されている 「 mobile 」 フオルタをコピーし、「ホームぺージのデータを保存す 
る」（一 P . 日- 8) を参照して本機に串ち送します 



♦ V 巨 - C 己日 i と V 巨 - C 己日旧では、参照する CD - R 日 M のサンプルページび異なり 
ます。 

♦ 上記手順で転送したサンプルぺージを見る場合には、1；(下の URL からアクセスし 
て < ださい。 


h け p://l 92.1 68.100.1:80/ local / mobile / index - ia.html 


* 下線部は IP アドレ又 HTTP ポート番号の入力例です。実際に本機へ設定した IP アドレス 
と HTTP ポート番号を入力してください （一 P .3-6、 3-18)。 
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携帯電話へ静止画を配信ずる 


サンプルページを書を換える 


CD - R 日 M の 「 mobile 」 フォルダ1；(下の HTML ファイルを書き換えることで、画面表示や操作内 
客を変更することびでさます。 

<IMG 

SRC="/-wvhttp-0 1 -/still.jpg?camera_id= 1 & 

pan=-6666Sitilt=7000SiZOonn=6135&innage_size=160x120Sioption=skip_on_error" 

ALT=" ポジション 1"><BR> 


例えば、ポジション [1] の制御位置を変更するには、 「 pos 1. html 」 の下線部の値を書き換えま 
す。 Still . jp 呂コマンドのパラメータについては、下表を参照してください。 


回 


•サンプルページを書さ換える場合は、 「 mobile 」 フオルダを PC にコピーしてか 
ら行ってください。 

♦ 本機に 「 mobile 」 フオルダびすでに保をされている場合はあらかじめ削除してお 
いて <ださい。 


■ still.jpg のパラメータについて 


コマンド 

説明 

cam 白 ra_id 

カメラ切り替え時のカメラの指定をする。 1 は本体カメラ、2は外付けカメラ 
を指定。指定びない場合は、現在のカメラび指定されたことになる。 

P または pan 

カメラのパンを指定する。 P は r 単位、 pan は 0. or 単位。 

t または tilt 

カメラのチルトを指定する。 t は r 単位、川 t は o.or 単位。 

z または zoom 

カメラのズーム倍率を指定する。 Z は最大広角に対するズーム倍率の10倍、 
zoom は0.01 D 単位。 

b または backjight 

カメラの逆光補正を指定する。 on のとさ明るい映像、 off のとさ暗い映像に 
なる。省略時は逆光補正は制御されない。 

V または innage_size 

映像サイズを指定する。640 X 480、320 X 240、160 x 120び設 
定可能。 V と image _ size では書式び異なり、 v は "v 二目 40" のように横 
サイズのみ指定 。 image size は "image size 二 320 x 240" のように 
横 X 縦サイズで指定。 

option 

エラー発生時の処理を指定する。 sl < ip _ on _ erTor び指定されたときは処理び続 
行され、 qui し 日 n_err 日 r び指定されたとさは処理び中止される。起こりラるエ 
ラーは、カメラ制御権確保の失敗、カメラ制御権の 剥奪、 カメラ選択の異常、 
カメラ制御の異常である。省略時は qui し 日 n _ eiTor 。 


固 

メモ 


P ( pan)、t ( tilt)、z ( zoom ) については、現在位置を表す" d " と、現在の画角 
に対する割合を表す " C (パーセンテージ)"による指定も巧能です。 

例えば、 

P 二 d+cl 日日は、現在位置から]画面分もにパン 
t = d - c 50 は現在位置から半画面分下にチルト 
z = c 200 はズーム倍率を現在の2倍に設定します。 


映像配信用ホ—ムぺ—ジを作成しましよ/つ 
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映像蓄積お能を巧つてみましよう 

この章では本機を利用した映像蓄積機能の具体的な運用事例を紹介し 
ます。外部デバイスからの入力や動き検知、スケジュール設定によつ 
て自動的に静止画や音声を蓄積することびできます。 


外部デ/ V ’イスと連携して静止画蓄積機能を運用する 


「外部デバイス入力」設定による運用によって、各種センサやスイッチを組み合わせ、外部の変化 
に対応して稼動する監視システムを構築することびでさます。撮影された静止画は本機のメモ U 
に蓄積されます（一 P .3-3 日)。 

ドア開閉センサと組み合わせた応用が J 


夕ち己時から朝6時までの間、ドアび開いたら天井に設置した V 巨 - C 己日旧で、ドアび開く 3秒 
前から7秒後までの画像を]秒おさに撮影する監視システムです。マルチターミナルの各コネク 
夕に下の機器を接続し、設置します。なお、マルチターミナルはオプション製品となっていま 
すので、別途お買い巧めください。 


設置例 



ドアに付けたセンサ巨びドアを開いてセンサ A と離れると、接点入力 IN +、 IN - に日 N イベント 
び発生します。 

このイベントに対して、 VB - C 已日旧による入□撮影-映像蓄積を行います。 


^本機とマルチターミナルの接続ち法についてはマルチターミナルの取扱説明書を参照 
^してください。 
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外部デノ ス と連携して静止画蓄積機能を運用ずる 


設置例 

r カメラと映像 J の設定ぺージに設定する撮影祭件（一 P . 3 - 7 ) 

使用している V 目 - C 己日旧の設定を適宜行います。 

r プリセット J の設定ぺージに設定する撮慕爱件（一 P . 3 - 13 ) 

開いた戸口び映るカメラアングルをプ U セット]として設定しておきます。 

r 外部デバイス入力設定ツール J で設定する撮慕爱件（一 P . 4 -已 4 ) 


巧苗スケジュール H 
ま語る (0 : [Normal 14~ 

日本語を(ぶ：I 
スヶジュ-ルIサ-むI 

广苗巧お 广巧日ち定地） 口黃丽 巧簡驟 

17日17巧17火 17水17木 口を17 ± 

輒跑)： 「日强日 二]町細 

が了 (目： 「日昭日 二]|06:00 


0 K 」キャンセル I 


♦「通常スケジュール設定画面」 (- P .4-30) で任意のスケジュールを選択し、[スケジュール] 
タブで「複数曜日指定」を選択します。また、すべての曜日にチェックを入れ、開始時刻を「17; 
日日」、終了時刻を「日氏日日」に設定します。 

♦[サービス]タブで[外部デバイス入力]の「入力1」にチェックを入れ、「設定番号」を選択 
し、[詳細]ボタンをク U ックします。 

♦ 外部デノ くイス入力名を入力します。 

♦撮影する「カメラ位置」は「プ U セット]」にします。 

♦[日 N イベント時に蓄積する]にチェックを入れます。 

♦ 「イベント前」を「3秒」、「間隔」を「1秒」に設定します。これでドアび開く 3秒前から]秒 
おさに映像び蓄積されます。 

* イベント前蓄積では、外部入力び日 N になった瞬間は映像蓄積び行われません。 

♦「イベント後」を「7秒」、「間隔」を「1砂」に設定します。これでドアび開いた瞬間から7秒 
間、]秒おきに映像び蓄積されます。 

* イベント後蓄積では、外部入力び ON になった瞬間から映像び蓄積されます。 


ファイルのサ-バを）ツ-ルのヘルプ(が 

到心苗 


か含げバイス入力設定： 


「かがデバイス入力1 J 

ホ巧デ^ y イス入力を(半ち莫数す)： 
か邑げバイス入力る(日本語)： 


[1 さちを号1 

BA 巧ま宿： 


つ 

カタラ位虽： 


I ブリ t ッ M 
W ON イベント時 I こまちする 
r OFF イベント均に岳宿する 

イペントお藍括巧間： I 3ゴおの〜 10) ま括閒お： I~ 巧■おの.1〜 1.0) 
イベント後ま宿時間：秒のぺのま桂間隔 ：I ~~なおの.1ぺぶ 
r ま宿巧に音声を緑音する 
厂 ま程時にメール巧節する 
再を音を： \ 7 ~ 

厂 ON イペント呀こ再をする 
广 OFF イベント呀こ再をする 


音量：「如ゴ (1-100) 


广かがデバイス1に化力する 
厂か S げパイス2に出力する 
广ががデパイス3にお力する 


OFF イベント傲£力： I n-j 巧め〜泌） 
OFF ィベント後化力： 「〇わの〜沉） 
OFF イペント徽1は)： 厂53わの〜沉） 


設定吉言 i 細定也脱細おみにおかしましを。 

設定 ま 号2敦ミ値の结みをみ(こ脚力しました。 
設定ホを3:設定値の窝み込みじぶ巧しました。 
設ミ#号4敦ミ値の镜みをみに前力しました。 


^映像一囊霞を使つてみましょラ 
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か部デバイスと連携して音声再生-録音機能を運用する 


「外部デバイス入力」設定の音声再生、音声の録音機能を利用した運用によって、外部の変化に対 
応して音声による警告、映像と音声を取得する監視システムを構築することびでさます。警告音 
はあらかじめ本機のメモ U に保をしておいた音声を使用し、撮影された静止画と録音した音声は 
本機のメモ U に蓄積されます（一 P .3-3 日）。 

ドア開閉センサとスピーカ^、マイクを組み合わせた応用側^ 

夕ち己時から朝6時までの間、ドアび開いたら警告音を発し、天井に設置した V 目 - C 己日旧で、ド 
アび開く3秒前から7秒後までの画像を]秒おさに撮影、その間の音声を録音する監視システム 
です。マルチターミナルの各コネクタに政下の機器を接続し、設置します。 


設置例 



ドアに付けたセンサ B びドアを開いてセンサ A と離れると、接点入力 IN +、 IN - に ON イベント 
び発生します。 

このイベントに対して、 V 巨 - C 己日旧に保をされた警告音をアンプ付スピーカーから発し、 VB - 
C 已日旧による入口撮影-映像蓄積およびマイクから入力される音声の録音蓄積を行います。 


^本機とマルチターミナルの接続ち法についてはマルチターミナルの取扱説明書を参照 
^してください。 
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外部デバイスと連携して音芦再生 • 録音機能を運用ずる 


設置例 

r カメラと映像 J の設定ぺージに設定する撮影祭件（一 P .3-7) 

使用している V 目 - C 己日旧の設定を適宜行います。 

r プリセット J の設定ぺージに設定する撮慕爱件（一 P .3-13) 

開いた戸口び映るカメラアングルをプ U セット]として設定しておきます。 

r 外部デバイス入力設定ツール J で設定する撮慕爱件（一 P .4 -已 4) 




♦「通常スケジュール設定画面」 (- P .4-30) で任意のスケジュールを選択し、[スケジュール] 
タブで「複数曜日指定」を選択します。また、すべての曜日にチェックを入れ、開始時刻を「17: 
日日」、終了時刻を「日氏日日」に設定します。 

♦[サービス]タブで[外部デバイス入力]の「入力1」にチェックを入れ、「設定番号」を選択 
し、[詳細]ボタンをク U ックします。 

♦ 外部デノ くイス入力名を入力します。 

♦撮影する「カメラ位置」は「プ U セット]」にします。 

♦ [ ON イベント時に蓄積する]にチェックを入れます。 

♦ 「イベント前」を「3秒」、「間隔」を「1秒」に設定します。これでドアび開く 3秒前から]砂 
おさに映像び蓄積されます。 

* イベント前蓄積では、外部入力び日 N になった瞬間は映像蓄積び行われません。 

♦「イベント後」を「7秒」、「間隔」を「1砂」に設定します。これでドアび開いた瞬間から7秒 
間、]秒おきに映像び蓄積されます。 

* イベント後蓄積では、外部入力び ON になった瞬間から映像び蓄積されます。 

♦[蓄積時に音声を録音する]にチェックを入れます。 

♦ 「音声再生」の [ ON イベント時に再生する]にチェックを入れ、[再生音名]を選択します。再 
生音はあらかじめ登録しておきます （^ P .4-61)。 [音量]は再生される音を確認して、最適 
な音量を設定してください。 


^映像一囊霞を使つてみましょラ 
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スケジユールを巧めて静止画蓄積機能を運用する 


「スケジュール」設定による運用によって、あらかじめ決められたスケジュールどおりに映像を取 
得する監視システムを構築することびでさます。撮影された静止画は本機のメモ U に蓄積されま 
す（一 P .3-3 日）。 

スケジュール設定による応用が IJ 


美術館などでの、展示作品を監視するためのシステムです。 ] 日分ごとに、天井に設置した VB - 
C 己日旧で静止画像を撮影します。 

設置例 



あらかじめ設定したスケジュールに従って、 VB - C 己日旧による撮影-映像蓄積を行います。 
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スケジュ —ルをミ尖めて静止画蓄積機能を運用ずる 


設置例 

r カメラと映像 J の設定ぺージに設定する撮影祭件（一 P .3-7) 

使用しているV目 -C 己日旧の設定を適宜行います。 

r プリセット J の設定ぺージに設定する撮慕爱件（一 P .3-13) 

作品び映るカメラアングルをプ U セット]として設定しておきます。 

r タイマー設定ツール J で設定する撮影爱件（一 P .4-39) 



吗 I 鸟 I 


口 

-ま銜守; 


Iブ U 它ット1 三 

I己ゴ巧の〜 10) 

厂巧時間9「巧巧 

ホームポジシ3ンへのな*姑なび' ブリたット述回を巧如こする 
る 

I ~~^巧の〜 10) 

I od 软。〜 30) 


再生音る： 

級 J 巧し実巧励き： 


巧巧ち1 j 插田の玩みなみに巧巧しました。 

i 锭者お: i 樹宙の巧みをみ【こぶ功 b* しを。 
S 曼ミ#号3!結化の!充み泣み【こ巧巧しホした。 
巧走#ち4;設定化の巧みをみに巧巧しましを。 


♦「通常スケジュール設定画面」（一 P.4-3 日）で任意のスケジュールを選択し、[スケジュール] 
タブで「常時」を選択します。 

♦ [サービス]タブで[タイマー]にチェックを入れ、「設定番号」を選択し、[詳細]ボタンをク 
U ックします。 

♦[静止画を取得する]にチェックを入れます。 

♦撮影する「カメラ位置」は「プ U セット]」にします。 

♦カメラび撮影位置で安定してから撮影するように、「静止画取得待ち時間」を「已砂」に設定し 
ます。 

♦「繰り返し実行間隔」を「1日分」に設定します。 


回 

お願い 


映像サイズによって蓄積でさる静止画の枚数は変わります。あらかじめ静止画] 
枚当たりの平均的なファイルサイズを確認してください（一 P.3-7、3-3 日）。 

本機に蓄積された静止画をダウン□-ドする VBCollect 日「を使用すると、多数の 
静止画を蓄積することびできます (-P.6-1 1)〇 


^映像一囊霞を使つてみましょラ 
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ドア手前に向けられたカメラび 
変化をとらえると ON イベント 
び発生します。 

そのイベントに対して、 Outl 
の制御で警報音を発報し、カメ 
ラによる入□撮影•映像蓄積を 
行います。 


Ethernet 


な 

発報装置 




動き検知 


VB-C50 旧 



固 

メモ 


本機とマルチターミナルの接続ち法についてはマルチターミナルの取扱説明書を参照 
してください。 


スケジュールを利用した動を検知機能を運用する 


動き検知機能のスケジュールの運用によって、あらかじめ決められたスケジュールどおりに、力 
メラびとらえる場所の映像の変化で、その映像を取得する監視システムを構築することびでさま 
す。撮影された静止画は本機のメモ U に蓄積されます (- P .3-30 )o 

警報装置を組み合わせた応用が J 


ドアから侵入者びあったときに警報音を発報し、天井に設置した VB - C 己日旧カメラで静止画像を 
撮影する監視システムです。マルチターミナルの各コネクタに下の機器を接続し、設置します。 

設置例 



1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

IL ： 

!源 

ニット 


発報装置の 
_オン-オフ 
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ス ケジュ~ルを利用した動き検知機能を運用する 


設置例 

r カメラと映像 J の設定ぺージに設定する撮影祭件（一 P .3-7) 

使用している VB-C 己日旧の設定を適宜行います。 

r プリセット J の設定ぺージに設定する撮影祭件（一 P .3-13) 

ドア手前び映るカメラアングルをプ U セット]として設定しておきます。 

r 動き巧知設定ツール J で設定する撮影祭件（一 P .4-41) 


• 「通常スケジュール設定画面」（一 P.4-3 日）で任意の 
スケジュールを選択し、[スケジュール]タブで「曜曰 
指赴を選択します。開始を「金曜日」のに2:日日」、 
終了を「月曜日」の「日7:日日」に設定します。 

• [サービス]タブで「動さ検知」にチェックを入れ、「設 
定番号」を選択し、[詳細]ボタンをク U ックします。 


英語をに〉： [Normal 2 
日本語を(ぶ ：I 
スケジュ-ル I トピス1 


广巧数巧日おち(が 
■木广を厂± 


邸!をを)： 
が了を)： 


I を Bi 曰 Zl I 22 : 口口 

fHi 3 


[カメラ]タブ (-P.4-44) で動さ検知をする場所を 
「プ IJ セット]」にします。 

[領域]タブ (- P.4-45) で設定領域を「領域1」に 
設定します。 


カタラ欄 
使用巧が: 


I a 央橡ま括 I 外が化力 I 音声/お尾 I 
17巧规 1] 厂巧巧に] 

厂巧规 3] 广巧が [4] 


設定巧が： 

1;賊 [1] 

巧度： 

flsT 


白田} 1 

面ち比泌)： 


地爲時間ホが： 

foT 


つ 


♦ 動さ検知度は実際に撮影している状態で、侵入者と認 
められる変化を再現し、 ON イベントになるように設 
定します。 

このケースでは、ドアび開いて侵入者び認められるよ 
ラな映像の変化を捉えるため、動さ検知領域枠をドア 
中央部に設定します。 



^映像一囊霞を使つてみましょラ 
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ス ケジュ~ルを利用した動き検知機能を運用ずる 


♦ 次に感度-面積比-継続時間を設定します。 

無関係な光のちらつさやル動物の動さに反応させない 
ため、]秒程度下の映像の変化では「検知あり」と 
しないよう継続時間を設定し、領域内の3日％程度1；( 
下の映像の変化では「検知あり」としないよラ面積比 
を設定してみます。 


rioo" 


] I— r 


noo" 


雄続巧間渺)：广 1.0 



♦ 実際に侵入の様テを再現する、または録画した画像を 
用いてまずビューワ上の黄色い矩形で映像の変化の状 
態を捉えているか確認します。捉えられていない場合 
は感度を上げます。また逆に映像の変化びないにもか 
かわらず黄色やホの矩形び表示される場合には、感度 
を下げます。 



♦ ビューワ上の黄色い矩形び侵入者を的確に捉えられた 
ら、その状態び検知インジケータのピーク表示で「検 
知あり」としているかを確認します。「検知あり」の場 
合、ビューワ上ではホい矩形で表示されます。「検知あ 
り」にならない場合は、感度、面積比、継続時間を調 
節します。 

[サーバの動さ検知結果を表示する]にチェックを入れ 
ると、アイコンで検知結果を表示します（一 P.4-49) 。 


♦ [映像蓄積]タブ（一 P.4-47) で[日 N イベント時に 
映像蓄積する]にチェックを入れます。 

♦ 「イベント前蓄積時間（秒)」を「4秒」、「イベント前 
蓄積間隔（砂)」を「1.日秒」に設定します。これで動さ 
を検知する4秒前から]秒おさに映像び蓄積されます。 

♦ 「イベント後蓄積時間」を「8秒」、「イベント後蓄積間 
隔（秒)」を「1.日秒」に設定します。これで動きを検知 
した瞬間から8秒間、]砂おきに映像び蓄積されます。 

♦ [ON イベントから日 FF イベントまでの間映像蓄積す 
る]にチェックを入れ、 「ON の間の蓄積間隔（秒)」を 
「1日秒」と設定します。 

* 「検知あり」の状態の間は1日秒間隔で映像を蓄積します。 

♦ [外部出力]タブ （^P.4-48) で[外部デバイス]に 
出力する]にチェックを入れ、 「OFF イベント後出力 
時間（秒)」を「1日秒」と設定します。 

* 警報装置（外部デバイス 1) は「検知あり」と同時に 
発報し、イベントび日 FF になってから]日秒後に消え 
るよラにします。 



カタラ I $自域 iJWSi まな I かが出力 I 音声/お尾 I 
17 ON イぺント時にまなする 
「 OFF イペント巧にま宿する 
イペシトおま悟時間： 

まち間隔： 

イペントなまち時間： 

ま语間陽： 

广ま宿時に音靑を録音する 
广まな巧(こブール巧報する 
17 ON イベントから OFF イぺシトまでの間けほまちする 

ON の間のま程間隔： I~巧3巧（1~1〇) 


「 4ゴ けの〜 10) 

I 10 巧の .1 〜 1.0) 
I ^ けの〜 10) 

I—^ け (0.1~1.0) 


カブラ I 巧巧 I B 央像ま程ホ SR 
17かがデバイス1に化力する 
OFF イベントほ出力時間： 
r かがデバイス2に化力する 
0昨ィみ卜像化力時間： 

厂かがデバイス3に化力する 
OFF イ心淵力時間： 


] Iま青尸施I 
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VBCollector は、本機の映像蓄積機能により、外部デバイス入力、タイマーあるいは動き検知に 
基づいて蓄積された静止画や音声を収集、表示-再生するツールです。曰、週、月単位など特定 
の時刻にサーバへアクセスし、蓄積画像と蓄積音声のダウン□ー ドを行います。これにより、蓄 
積画像と蓄積音声は逐次 PC に保をされるので、ダウン□-ドした画像や音声を VBCollector で 
容易に閲覧-再生することびでさます。本機に蓄積でさる画像数-録音時間の許容量を超えた分 
のデータ保をび巧能になります。また、タスクの実行に関する□グを書さ出すこともでさます。 



本機の映像害積機能によ0 
蓄積された画像と録音され 
た音声 



タスクにより、定期的な 
自動画像収集 




画!^画齡画 

1336:00册 13:36:0135 13：36成瓜 1を3加4沉 1336:0535 

画酵画酔画 


ド術 bytes 


ダウン□ー ドしたデータの表示 



二に J ぶ] 



VBCollector をほう 


.VBCollector タスクー廣 Ver. 3.0 


^映像一囊籠を使つてみましよラ 
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VBCollector を使う 


VBCollector をインストールする 


第2章「セットアップしましよう」の「已.ソフトをインス!-ールしましよう」（一 P .2-11) で、 
カスタムインス! -- ルを選択し、 「 VBCollector 」 にチェックを入れてインス! -- ルしてくださ 
し、。「スタート」メニューから「プ□グラム」一 rWebView LivescopeJ を選択すると、シヨー 
トカツ 卜び作成されています。 


回古いバージヨンの VBCollector について 

♦ VBCollector Ver . 3.日では、 Ver .2.1 1；(前のバージョンでダウン□-ドした画 
像を閲覽することびでさません。 Ve 「.2.1 前のバージョンびインス!-ールされ 
ている場合、ちいバージョンを残すかアンインス!-ールするかを「質問」ダイア 
□グから選択でさます。ちいバージョンで保をされた画像を閲覧する場合は「は 
しりを選択してください。 



ちいバージョンをアンインス!-ールしたい場合は「いいえ」を選択すると、ちい 
バージョンをアンインス I ルしたのち 、 VBCollector Ve 「.3 .日びインス I ル 
されます。 

[ ちいバージョンをアンインストールずる前に] 

•ちいバージョンをアンインストールしてを、蓄積された画像は、削除されません。ま 
た VBCollector Ver .3.0 から削除することもできません 。 VBCollector Ver .3.0 
をインス I -ールする前に、ちいノ（ージョンで削除してください。 

[設定情報の引き継ざ] 

ちいバージョンを残しても、アンインス I -ールしても設定情報は、政下の項目を除い 
て V 己 Collector Ver . 3.日に引き継びれます。な下の項目は、インス! -- ル後、設定 
を行ってください。 

-「指定した空き容量を下回った時の対応」(一 P .6-36) 

• 「1回あたりにダウン□ー ドするデータ数の上限を指定する」(一 P .6-36) 

設定後は、各タスクび正しく運用されるか、事前に十分なテストを行ってから運用を 
開始してください。 

[ ちいパ’ージョンを残した場合] 

•ちいバージョンは、「スタート」メニューの rv 目 Collector タスクー覧」から起動 
でさます。 

-ちいバージョンを起動してを、ちいバージョンのタスクは稼働しません。 

-ちいバージョンをアンインス I ルしたい場合は、再び VBCollector Ver .3 .日のイ 
ンス I ラを用いてちいバージョンをアンインス!ルしてください。 Windows の 
「アプ U ケーシヨンの追加と削除」からは、正しくアンインス!-ールでさません。 
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VBCollector を使う 


VBCollector Ver .3.0 をアンインス I ルする場合は、 VBCollector Ver .3.0 
のインス I -ーラで現在インス I -ールされている Ver .3.0 をアンインス I -ールし、 
その後インス I -ールを中止することでアンインス I -ールします。 Windows の「ア 
プ U ケーションの追加と削除」からアンインストールを行った場合、 
VBCollector Ver .2.1 じ(前のバージョンをインス I -ールすることびできなくなり 
ます。 

MV Ver . 2.日じ(降びインス!ルされている PC には、 VBCollect 日「をインス 
I -ールでさません。 


VBCollector を起動する 


VBCollector は、スタートメニューから選択して起動します。 

起動のしかた 


r スタート」メニューか！5「プログラム」- 
rWebView LivescopeJ - 「VBCollector タスク 
—覧 Ver . 3.0」を選択して起動します 


@ PC 巧ピュ-ワ 
泣！ VB 管理 ツール 
慶昔巧をむ-ヮ 
墙 VBCollector タスクー監 Ver. 3.0 




I'MUjMifTtwpj Ttnakpie* r がエラ-! «■! r スがュール _ 

20CH/04/08 19:05 放力けした 20W かが1己;巧脚を巧を1:2004の4/の19; 

2004/04/08 17:00 巧功怖さ巧别 ;2004 がが 口 :I 
脚)け 


2004 AM か 17102 B. 


励紙别;2加4の4惦 


サーパを登録する 


VBCollector を使用して、ネットワークカメラヴーパ' aU 下ヴーバ）に蓄積された画像や音声を 
ダウン□ー ドするには、あらかじめヴーノくを登録する必要びあります。 

■ サーバを 追加ずる 

VBCollector でデータをダウン□-ドするヴーノくを新規に追加します。 


追加のしかた 

ヴーノ（を追加するにはメニューノ（一の「ヴーバ」 
か5「追加」を選択する、または「編集」を選 
択して表示された「サーバー覧」ダイア□グの 
[追加]ボタンをクリックします 


I Mfe _ rwn： こ •=* ffc'z- iwi r む.,ュル 










192.168.1380 
19么1的.0.20 


測日…」 [ 棘… 


瞧」— P 乱;る」 
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V 巨 Collector を使う 


2. 各項目を入力して [0 K ] ボタンをクリックしまず 

①ヴーバ名 

ヴーノ くを識別するための名称を任意に設定します。 


② データの保存巧 

ダウン□ー ドしたデータを保存するフオルダ名を入力、ま 
たは[参照]ボタンをク U ツクしてフオルダを選択します。 
ネットワーク上の共有フォルダにデータをダウン□ー ドす 
る場合は下記のメモを参照してください。 



① 

② 

③ 


④ 


[サーバ上のデータを消去ずる] 

チェックを入れると、ダウン□ー ドしたデータをサーバか 
ら削除します。 

③ サーバ情報 

ホスト名（一 P .3-6) 

IP アドレスまたはホスト名を指定します。 

HTTP ポート番号（一 P .3-18) 

サーバに設定されている HTTP ポート番号を入力します。 

管理者アカウント 

サーバに設定されている管理者アカウントを入力します （ root )。 

管理者パスワード（一 P .3-5) 

サーバに設定されている管理者パスワードを入力します（出荷時設定は V 目 - C 己 Oi )。 

設定ページのパス名 

サーバに設定されている設定タイトルページへの 「 path 」 部分を入力します （ admin )。 

④ プロキシ 


[ HTTP プロキシサーバを経由ずる] 

プ□キシサーバを経由して接続する場合、チェックします。 

ホスト名 

プ□キシサーバのホスト名または IP アドレスを指定します。 

ポート番号 

プ□キシサーバのポート番号を入力します（デフオルトは 8080 番)。 


• Powe 「 Use 「 slU 上の権限で VBCollecto 「を運用してください。 

♦ インス!-ール先フォルダ、およびデータの保を先フォルダび存在するボ U ューム 
のファイルシステムには、 NTFS をおすすめします。 

♦ ファイルシステムに NTFS をご利用の際は、インス!-ール先フォルダおよびデー 
夕の保存先フォルダの読み書さを許巧する設定にして運用してください。権限び 
ない場合は、機能び制限されます。 



ネットワーク上の共ちフォルダにデータをダウン□—ドする 

♦ 「データの保を先」にネットワークドライブを使用したパス名は指定でさません。 
UNC 表記でノ（ス名を指定してください。 

¥¥コンピュータ名¥共有ディレクト U 名 [¥ パス] 

(例） ¥¥ Server ¥ Share¥path 
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VBCollector を使う 


「データの保を先」フォルダを VBCollector びインス!ルされている PC から 
読み書きでさるよラに、フォルダのアクセス権を設定してください。 

下の手順でダウン□-ドの実行アカウント設定を行ってください。卜 P .6-36) 
設定を行うためには、 Administrator 権限び必要です。 

1. メニューバーの「ツール」から「オプション」を選択します。 

2. オプションダイア□グの、「詳細設定」-[ダウン□ー ドの実行アカウントを指 
疋する]をチェッソします。 

3. ユーヴ名とパスワードを入力します。 

4. [0 K ] ボタンをク U ックします。 

※ダウン□ー ド先の PC へ□グオン可能なアカウントを指定してください。 
※ダウン□-ドの実行アカウントび VBCollector をインス I ルしたフォル 
ダ（デフオ J レトでは、 C :¥ P 「 o 呂 ram Files ¥ Canon ¥ WebView ¥ VB ¥ 
V 目 Collectors .日）へ読み書きできるようにフォルダのアクセス権を設定 
して < ださい。 

※登録するユーヴには Administrator 権限び必要です。 

已.サービスを再起動します (一 P .6-2 日)。 


■ サーバ情報を編集する 

登録されたヴーノ くの内容を編集します。 

編集のしかた 

1. メニューバーの「サーバ」か5「編集」を選択 
して表示された r サーバー覧」ダイア□グか5、 
編集したいサーバ名をクリックして選択し、[変 
要]ボタンをクリックします 

登録されたサーバを削除する場合は梢 I 」除]ボタンを 
ク U ックします。 


2. 追加の際と同様に、各項目を変更して [0 K ] ボ 
タンをクリックします 



サーバを I 

ホストを I 

::1 

デーかが田モ 1 

VB-C50i 2 

VB-C50L3 

192.168.1380 

192.168 .0.20 

—— 

YES 

YES 


















データの巧巧ホ： IC：¥Documents and Se けわがが dminis かが〇が My Docuir 
P サーバ上のデータを'結する 
サーバ’1辟 S 本ストを： 

HTTP ボート當号： 

苦巧をアカウント： 

若巧ちバスワード： 


厂 HTTP ブロキシサーバを経おする 
卞ストを： f 

ボート巧号 1;;雌 [; 


回 

お願い 


サーバを削除してち、ダウン□ー ドしたデータは削除されません。ダウン□ー ドした 
データを削除する場合には、 VBCollector イメージビューワの「データを削除する 
(一 P .6-31)」 から行ってください。 


^映像一囊籠を使つてみましょラ 
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VBCollector を使う 


タスクを登録する 


■ タスクを追加する 

画像や音声をダウン□ー ドするためのタスクを新規に追加します。 

追加のしかた 


1. タスクを追加するにはメニューバーの「タスク」 
か5「追加」を選択します 



2. 各項目を入力して [0 K ] ボタンをクリックします 

① タスク名 

タスク名を任意に設定します。 


[有効にずる] 

タスクをスケジュールどおりに実行させる場合、チェック 
します。チェックをはずすと、追加しても実行されません。 



② 対象サーバ 

VBCollector で蓄積画像•音声をダウン□-ドしたいサーバを選択します。サーバび登録されていない 
場合、空欄を選択し、[サーバ設定]ボタンをク U ックすると登録び可能です。 

[サーバ設定]ボタン 

ダウン□ー ド対象サーバの登録びでさます（一 P. 目-13)。登録後は、「対象サーバ」欄から選択でさる 
よラになります。 

③ スケジュール 


開始曰 

スケジュールの起点となる年月曰を設定します。タスクはここで指定した開始曰!;(降、しソ下の項目で指 
定する条件と一致した曰に実行されます。 


開始時刻 

タスクを起動する時間を設定します （24 時間制）。 

[1 回] 

タスクを1度だけ実行する場合にチェックします。開始曰の開始時刻に1度だけ実行されます。 

[日単位] 

タスクを何曰かおさに実行する場合にチェックします。何曰おさに実行するか、その曰単位周期を！〜 
31曰で設定します。 

[週単位] 

タスクを実行する曰を曜日で指定する場合にチェックします。何週おさに実行するか、その週周期を1 
〜日3週で設定し、実行する曜日を指定します。 

[月単位] 

タスクを毎月指定した曰に実行する場合にチェックします。実行する曰は、1〜31曰までによる指定、 
または第何曜日と指定します。 


6-16 





























VBCollector を使う 


④ 詳細設定 

[繰り返し実行ずる] 

タスクを時間単位で繰り返し実行する場合にチェックします。スケジュールで設定された開始時刻から、 
指定された分間隔で終了時刻まで繰り返しダウン□ー ドします。チェックしない場合はスケジュールで 
設定された開始時刻に1回ダウン□ー ドを行います。終了時刻を過ざるとタスクは実行されません。何 
分おさにダウン□ー ドするか、数値で指定します。分は己〜1439までの数値を入力します。終了時 
刻は開始時間+ 23時間59分まで指定できます。 

[障害発生時に再実行ずる] 

タスク実行時に正常にダウン□ー ドび完了されなかった場を、そのタスクを再実行させる場合にチェッ 
クします。指定時間間隔で指定回数タスクを実行し直します。その間、正常にダウン□ー ドびなされれ 
ば、それし^上タスクを繰り返しません。何分おさに何回再実行させるか、それぞれ数値で指定します。 
分は1〜10、回数は1〜10までの数値を入力します。 



♦ VBCollector で同時に実行できるタスク数は最大] 6タスクです。同時に] 7夕 
スク上を実行するようなスケジュールとならないように、スケジュールの設定 
には十分注意してください。また、 VBCollector では同じヴーバに対して同時に 
複数のタスクを実行することはでさません。各タスクの「開始時刻」に幅を持た 
せるなどして、同じサーバに同時に複数のタスクび実行されないよう十分注意し 
て < ださい。 

♦ 最大] 6タスクを同時実行する場合は、 VBCollector をインス I -ールする PC の 
性能にご注意ください （^ P . l -己）。 

♦ □グ S 日]己「実行する間隔より長くタスクび稼動していました」び出力されるよ 
うな場合、同時に実行するタスク数を減らすなど、スケジュールの設定を見直し 
てください。また 、 Windows 2000 SP 4 をご使用の場合は 、 Windows 
Update を実行することで改善される場合びあります。 






VBCollector を使う 


■ タスクを編集する 


登録されたタスクの内容を編集します。 


編集のしかた 

1. タスクー覧で編集したいタスク名をクリックし 
て選択し、メニューパ’一の「タスク」か5「変 
要」を選択、またはタスクー覧で編集したい夕 
スク名をダブルクリックします 

登録されたタスクを削除する場合は、メニューバーの 
「タスク」から「削除」を選択します。 



2. タスクの追加と同様に、各項目を変更して 
[0 K ] ボタンをクリックします 



タスクの実行と中止 


■ タスクを実行ずる 

登録されたタスクを実行するには、「タスク設定」で[有 
効にする]にチェックを入れます。 

設定されたスケジュールびある場合、タスクは自動的に実 
行されますび、すぐにタスクを実行させる場合はタスクー 
覧ですぐに実行したいタスク名をク U ックして選択し、メ 
ニューパーの「タスク」から「すぐに実行」を選択します。 



■ タスクを中止する 


登録されたタスクを無効にするには、「タスク設定」で[有 
効にする]のチェックをはずします。 

実行されているタスクを中止させるには、タスクー覧で中 
止したいタスク名をク U ックして選択し、メニューバーの 
「タスク」から「中止」を選択します。 
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■ タスクの動作状況を確認する 

タスク実行中に、ダウン□ー ドの動作状況を確認でさます。 

巧認のしかた 

1. タスク実行中に、メニューバーの「タスク」か 
5「動作状況」を選択する、または動作状況を 
表示したいタスクを選択してちクリックし、表 
示されるポップアップメニューか5 r 動作状況」 

を選択します 


2. ダウン□ー ドの動作状況を確認し、[閉じる]ボ 
タンをクリックしてダイア□グボックスを閉じ 
ます 

ダウン□ー ドを中止する場合は、[中止]ボタンをク 
U ックします。 


① 進行状況 

ダウン□ー ドの進行状況び表示されます。 

② ホスト名 

サーバ情報（一 P . 目- 14) で設定した、ダウン□ー ド対象サーバのホスト名び表示されます。 

データの保存先 

サーバ情報（一 P . 目- 14) で設定した、ダウン□ー ドしたデータの保存先フォルダ名び表示されます。 

[サーバ上のデータを消去ずる] 

チェックされている場合、ダウン□ー ドしたデータはサーバから削除されます。チェックの有無を変更 
するには、サーバ情報（一 P .6-14) で設定し直してください。 




① 

② 


^映像一囊籠を使つてみましょラ 
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タスクー覧の表示内容 


タスクー覽では、タスクのさまざまな実行状況び確認でさます。 

参タスク名 

タスク設定時に「タスク名」として入力した名称び表示 
されます。タスク名の左側には、タスクの状態をアイコ 
ンで表术します。 

現在、このタスクは実行中です。 


蠕 

な 

卿: 

狂 

窗 


「実行中」 

「待機中」 

「無効」 

「実行予定なし」 
「設定内容破損」 



現在、このタスクは次回の実行予定時刻まで実行待機中です。 

タスク設定で[有効にする]びチェックされておらず、現在このタスク 
は実行されていません。 

現在、このタスクの実行予定はありません。 

このタスクは設定内容に矛盾び生じたため、タスクび実行されないこと 
びあります。 


•サーバ名 

タスク設定時に「対象サーバ」で選択したサーバ名び表示されます。 

♦次回の実行時刻 

タスクの次の実行開始曰時び表示されます。 

♦前回の結果 

タスクを最後に実行した結果び表示されます。 

♦最終 エラー 時刻 

タスク動作中にエラーび発生した場合、最新のエラーの発生曰時び表示されます。 

♦スケジュール 

タスクの開始曰-開始時刻-実行間隔び表示されます。 


^自動ダウン□-ド(一 P .6-21) の実行状況は「"通知によるタスク"」というタス 
^ク名で蘇されます。 


■ タスクー覧の表示内容を更新する 


表示されているタスクー覽の内容を最新のちのに更新する 
には、メニューパーの该示」から「最新の情報に更新」 
を選択します。 

サービスの開始/停止 



タスクスケジューラサービスの開始/停止を行うことびでさます。 


設定のしかた 


メニューバーの「ツール」から「サービスの開始」、また 
は「サービスの停止」を選択します。サービスび開始され 
ている場合は「サービスの停止」、サービスび停止されて 
いる場合は「サービスの開始」のみ選択でさます。 



確認のダイア□グび表示されます。 [0 K ] ボタンをク U ッ 
クします。 
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通知による自動ダウン□ー ドをする 


画像や音声を蓄積するためのサーバの容量び不足すると、それ！;(上データを蓄積することびでさ 
ません。サーバの残り容量び設定した値を下回ったとさに、サーバび送信する残量警告メッセー 
ジを受信し、指定された PC へデータび自動的にダウン□ー ドされ、サーバの空さ容量を増やす 
ことびでさます。 

1. メニューパ’一の「ツール」一「通知による自動ダウン□ー ド」を選択します 



-① 


-② 

-④ 


2. サーバを選択して通知に関する設定をします 

① サーバの 通知設定 

自動ダウン□ード候補になるサーバの一覧を表示します。 

この一覧には、本ツールで登録した各サーバ（一 P .6-13) 

の通知に関する設定を表示します。 

ヴーバ名 

本ツールで登録したヴーノ く名を表示します。 

通知の有無 

サーバの空さ容量びある値に達したとさに、残量警告メッセージを送信するかどラかの設定を表示しま 
す（一 P . 目-22)。 

残 量 ( MB ) 

サーバの空さ容量の設定値を表示します。この設定値を下回ったとさに、サーバは残量警告メッセージ 
を送信します。 

通知先 

残量警告メッセージを通知するホスト名を表示します。 

送信ポート 

通知先の TCP ポートを表示します。 

② サーバ状態表示エリア 

選択したサーバの状態を表示します。サーバの状態において、[サーバ設定]ボタンと[通知設定]ボタ 
ンの設定びでさるかどラかび変わります。 

「通知機能び利用可能なサーバでず」 

[サーバ設定]ボタン、[通知設定]ボタン共に有効 

「ヴーバび通知機能をヴポートしていません」、けーパ‘との接続に失敗しました」 

[サーバ設定]ボタンは有効、[通知設定]ボタンは無効 

「サーバ情報び不正でず」 

[サーバ設定]ボタンは有効、[通知設定]ボタンは無効 

なし 

[サーバ設定]ボタン、[通知設定]ボタン共に無効 

③ 受信ポート番号 

サーバからの残量警告メッセージを受信する TCP ポート番号を指定します。デフォルトは190目と 
なっています。 

④ [適用]ボタン 

受信ポート番号の変更をレジスト U にイ呆存します。変更する際にはダイア□グび表示され、[はい]ボタ 
ンをク U ックすると、各サーバの送信ポートも変更されます。 


^映像一囊霞を使つてみましょラ 
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① [空さ容量不足時に通知ずる] 

チェックを入れると、ヴーノくの空さ容量び不足したとさに 
残量警告メッセージを送信します。 

② サーバの 空を容量 

サーバび残量警告通知を行ラ空さ容量値を設定します。 
サーバの空さ容量びこの値を下回ったとさに、残量警告通 
知メッセージを送信します。 

《 Windows XP S P 2でご使用いただく場合は 
[Windows XP SP 2 でご使用いただく場合のミ主意事 
項」 （一 P .1-6) をご覽ください。また 、 Windows 
Server 2003 Standard Edition ( SPl ) で [Windows 
ファイアウォール]機能を有効に設定してある場合わ同 
様です。 


③ 通知先アドレス 

IP アドレスび複数ある PC に VBCollector をインス I ルしている場合、通知先アドレスを選択しま 
す。 


m • 「通知先」び 「( Other )」 と表示される場合や、送信ポートと受信ポートび異なる 
^ 場合は、残量警告通知を受信でさません。 

♦ ホスト名や HTTP ポート番号などサーバ情報び正しく入力されていない場合や、 

残量警告通知機能をサポートしていないサーバの場合は、「 . 」と表示され 

ます。 

♦ 選択したサーバで、「通知先」び 「( other )」 または「送信ポート」び「受信ポー 
卜番号」と異なる場合、設定値の変更をしてもよいか、確認のメッセージび表示 
されます。[はい]ボタンをク U ックすると、ダイア□グび表示されます。 

♦ 通知元のサーバびタスク実行中の場合、通常タスク中には自動ダウン□ー ドは行 
われません。 

♦ サーバ上のデータ消去についての設定に関わらず、サーバのデータは消去されま 
す。 

♦ サイズの大さな画像び毎秒蓄積される場合や音声を連続して録音蓄積する場合、 
サーバび通知する前に容量不足となり、映像蓄積-音声蓄積び行われないことび 
あります。 

♦ サーバの空さ容量び設定した値を下回ったとさ、サーバからの通知は3日秒毎に 
送信されます。 


⑥ [サーバ設定]ボタン 

選択したサーバの情報についてのダイア□グを表示し、編集をします（一 P . 目-13)。 

⑥ [通知設定]ボタン 

選択したヴーノ くの通知設定を行います。 


3. [通知設定]ボタンをクリックして、サーバび残量警告通知を行う空き容量値を設定 
します 



①⑨這 
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蓄積画像の閲覽-蓄積音声の再生 


タスクスケジューラに基づいてダウン□ー ドした蓄積データは、「サーバ情報」で指定したフオル 
ダに保をされます。これらの蓄積データは VBCollector で、容易に画像の閲覧や音声の再生、音 
声と画像のアニメーション再生、詳細情報の表示、条件検索などを行ラことびでさます。 


回 

お願い 


蓄積した画像と音声の再生は同期しません。 


■ VBCollector イメージビューワの起動 

起動のしかた 

1. メニューパ’一の「ツール」か5「データの表 
示」を選択します 


ぶ.データの巧を(田—_ 

才を□ヴの*示が_ 


IttlakDig* ~1»» エ 5 一が II r かつ ュ-ル 

巧 功0»说 2004か 阳 2 18155 巧が弓刹;2004巧が0219; 

放 SWUS 冊!ザ}を I 2004/04/0217:, 

巧 功诚说 酣斯 利;の帥 M 惦口:： 

巧功け巧お巧別!2如が0 が 2 口:! I 
刷が 載 1|;20 拳惦 17: 

麻力 U*UJE 冊!が萌中 2加，が ' 02 la; 


VBCollector イメージビユーワの表示画面について 

①③③④⑥⑥⑦ ® 

ストレ p 户テト 0] ゥかをが〜！ 

~TWimmWM ^ 



日 a かラトバ 
白眉V卜 C50i 
曰画2孤5年 
…店 删ゴザお ! 
回に]橫ま結果 
福お菊 
のフォルタ 

厂な C：¥Documents an 


⑩ 


画圓画画画 


13:36:00:35 13:36:01:35 1汪舱03:35 1注36:04:35 1汪舱胞35 

画圈圓圈麵 


^^2005/04/06 13:36:00:3日 
2005/04/0613:舱01湘 
2005/04/06。:3日:03:3目 
巧2孤5/04/06 13:36:04:35 
^^2005/04/06。:36術:沉 
2005/04/06 13:36:28:34 
巧2孤5/04/06。。氏30。4 
^2005/04/06 13:36:31:34 
巧2邮5/04/06。:36:32:34 


L トリガー 


カタラ1 
カイラ1 
カタラ1 
カタラ1 
カタラ1 


助きおか 
かき歉口 
お!きおが 
かき燃 □ 
旣き歉口 
かき燃 □ 
助き粉口 
かき燃 □ 
助き歉口 


⑩ 


-⑩ 


トリガーの条件で検索を行えます。 


① [データの検索]ボタン 

カメラサーバのデータから、曰時•カメラ’ 

⑤ [データの削除]ボタン 

選択されたデータを削除します。 

③ [最新の情報に更新]ボタン 

画面に表示されている内容を最新の情報に更新します。 

④ [フォルダツリー表示の表示切り替え]ボタン 

フォルダツ U —表示エ U ア(⑩)の表示/非表示を切り替えます。 

⑥ [リスト表示の表示切り替え]ボタン 

リスト表示エ U ア(⑩)の表示/非表示を切り替えます。 


^映像一囊籠を使つてみましょラ 
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⑥ [サムネイル画像の表示切り替え]ボタン 

サムネイル画像エ U ア(⑩)の表示/非表示を切り替えます。 

⑦ [詳細表示ウインドウをずベて閉じる]ボタン 

現在開かれている詳細表示ウインドウをすべて開じます。 


⑧ 画像表示モード：[画像表示]ボタン 

選!^したフォルダ内にあるデータから、画像データのみを一覧 
表のします。 

サムネイル画像エリアには、画像のサムネイル、 U スト表示エ 
リアには嗎影即寺][カメラ][トリガー]情報びダウン□-ド順に 
表示されます。 


⑨音声表示モード：[音芦表示]ボタン 

選択したフォルダ内にあるデータから、音声データのみをリス 
卜表示エ U アに一覧表示します。 

リスト表示王リアには[録音開始日時]臨音時間]情報びダウン 
□ー ド順に表示されます。リスト表示ェ U アの音声データを選 
択すると、サムネイル画像ェ U アに音声の録音された期間に撮 
影された画像のサムネイルび表示されます。 


⑩ イベント表示モード：[イベント表示]ボタン 

選択したフォルダ内にあるデータから、撮影 • 録音イベントの 
みを U スト表示エ U アに一覽表示します。 

リスト表示エ U アには[発生日時][イベント][録音開始日時][録 
音時間]情報びダウン□ー ド順に表示されます。 U スト表示エ U 
アのイベントを選択すると、サムネイル画像エリアに、撮影イ 
ベントの場合は撮影イベントの前後30秒！;(内に撮影された画 
像のサムネイル、録音イベントの場合は音声の録音された期間 
に撮影された画像のサムネイルび表示されます。 


⑩ 混合表示モード：[混合表示]ボタン 

選択したフォルダ内にあるデータから、画像•音声データを一 
覧表示します。 

サムネイル画像エ U アには、画像のサムネイルまたは音声アイ 
コン、リスト表示エ U アには[蓄積日時][カメラ][卜 U ガー][録 
音時聞情報び蓄積日時順に表示されます。リスト表示エリアで 
は、音声の録音された期間に撮影された画像は黄色と色なしに 
色分けして表示されます。 



⑩フォルダツリー表示エリア 

V 巨 Collector イメージビューワで管理するデータをフォルダツリー表示します。 

⑩ヴムネイル表示エリア 

フォルダツ U —表示ェ U アで選択されたフオ J レダや U スト表示ェ U アで選択されたデータに属する画像のヴ 
ムネイルを表示します。 


⑩リスト表示エリア 

フオルダツ U —表示ェ U アで選択されたフォルダ内のデータを一覧表示します。 
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賴戀圓顚画3 

麵麵戀因面 


■ データの詳細を表示ずる 

データの詳細情報の表示や画像の拡大/縮小、音声再生びでさます。 


表示のしかた 

リストまたはサムネイルのデータをダブルク 
リックします。あるいはデータを選択し、メ 
ニューバーの「ファイル」か5「詳細表示」を 
選びます 





Ptt ィ W かン1 


巧を恩... Chl*F 

聊化し吸- 

才の:泣が姐 Ctrl*A 

画画围画画 j 

1のがの5 1江36:01:巧 1姑如の5 1のが)4:35 13:36^)635 


P 表示モードの活用について 

4つある表示モードを活用することで、蓄積データの閲覽’再生を効率的に行うこと 

びでさます。 

♦ 画像表示モード：画像データび U スト表示されるので、サムネイル画像から目的 
の画像を探したり、画像の変化の様テを見るのに便利です。 

♦ 音声表示モード：音声データび U スト表示されるので、録音された期間に撮影さ 
れた画像を閲覧したり、音声と画像を同時再生したい場合に便利です。 

♦ イベント表示モード：外部デバイス入力と動さ検知による撮影•録音イベントび 
IJ スト表示されるので、タイマーにより蓄積された画像-音声データは表示され 
ません。イベント発生時に撮影された画像-録音された音声のみを閲覽-再生し 
たい場合に便利です。 

♦混合表示モード：蓄積曰時順に画像•音声データび表示されるので、すべての 
データを蓄積された時系列で確認していくのに便利です。また U スト表示エ U ア 
では、録音期間中に撮影された画像データは色分けして表示されるので、データ 
の蓄積状況を容易に確認したり、連続するデータを選択し同時再生を行うことび 
でさます。 

これ！;(外に、データの検索（一 P .6-28) で作成された検索結果のフォルダを選択し 

て一覧表示させているとさち、表示モードを切り替えることびでさます。曰時•カメ 

ラ-卜 IJ ガーで蓄積データを絞り込んだ後、各表示モードを有効に利用することび巧 

能です。 


《 VBCollector イメージビューワを起動したときに最初 
に表示される表示モードは、メニューノ く一の「表示」か 
ら「オプション」を選び、「1」スト表示」-「起動時の 
表示モード」から設定でさます。 





一一篇一一一一一.1 

iiiiiiiii 



^映像一囊霞を使つてみましょラ 
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2. 詳細表示します 



① 画像表示領域 

選択した画像び表示されます。画像サイズび表示領域より大さい場合は、スク□ールバーで画像の表示 
位置び移動でさます。 

② 蓄積情報表示領域 

データの詳細な情報び表示されます。 

③ [表示位置]バー 

データの表示位置を示すバーで、ドラッグすることで移動びでさます。 

④ アニメーシヨンコントロール 領域 

アニメーシヨンの操作を行います。 

⑥ [再生速度]バー 

アニメーシヨンの速度をドラッグすることで変更びでさます。 

⑥ 拡大/縮小 コント□一 j レ 領域 

画像の拡大/縮ル操作を行います。 

⑦ [音芦]ボタン 

音声を再生する/しないを切り替えます。 

* 画像表示モードから「詳細表示」を選択した場合は、音声ボタンは表示されません。 

⑧ [リサイズ]ボタン 

ウインドウサイズを変更でさます。 
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♦アニメーション 

画像を連続で表示させることびでさます。 


|h>| M 1 

N 

■H 

SLOW . Ffisr 

—— J —— 


Jd 

[ Top ] ボタン 


[ Prev ] ボタン 


1 [ Play / Pause ] 


[ Next ] ボタン 

立 J 

[ Last ] ボタン 

SLOW ■ ■ ■ ■ 

..FAST 

J —— 


最初の画像を表示します。 

ひとつ前の画像を表示します。 

ボタン アニメ ー シヨンを再生/一時停止します。 

次の画像を表 TJX します。 

最後の画像を表示します。 

[再生速度]バー アニメーションの再生速度を調節します。 



[音声]ボタン 


アニメーシヨンと音声を同時再生します。 



回 

お願い 

1 [音声]ボタンによるアニメーションと音声の同時再生では、アニメーションは音声の 

1再生速度に合わせて再生されますび、アニメーションと音声は同期しません。また、 
[音声]ボタンび有効のとさは、[再生速度]バーは使用でさません。 


固 

メモ 

アニメーション中は、 rrop ]、[ prev ]、[ Next ]、[ Last ] の各ボタンは使用できま 
せん。使用する場合は、 [ Ray / Pause ] ボタンをク U ックしてアニメーションを一 
時停止させてください。 


•拡大/縮か表示 

画像の拡大および縮ル表示びでさます。 




て 

み 

ま 

し 

ぶ 


[ Took み」み|迎 


I 1 00 K 麽示倍率] 


み I 

を 

州 


[拡大]ボタン 
[縮小]ボタン 
[移動]ボタン 


現在の表示倍率を表示します （ 1日％〜己日日％まで表示でさ 
ます)。 

画像を ] 日％扳:大します。 

画像を]日％縮小します。 

画像サイズび表示領域より大さい場合、画像の表示位置を移 
動できます。[移動]ボタンをク U ックし、画像上にマウスカー 
ソルを合わせるとカーソルび P 3 にかわります。画像上でマ 
ウスの左ボタンを押したまま E 3 を移動してください。画像 
の表示位置び移動します。 _ 
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•ウインドウサイズの変更 

ウインドウサイズには、ラージサイズとノーマルサイズびあります。最初の画像の大きさに 
よって自動的に選択されますび、手動で切り替えることもできます。 



[ラージサイズ]ボタン 


团 I 


[ノーマルサイズ]ボタン 


ク U ックすると、ダイア□グびラージサイズになり 
ます。ダイア□グびノーマルサイズの場合に表示さ 
れます。 


ク U ックすると、ダイア□グびノーマルサイズにな 
ります。ダイア□グびラージサイズの場合に表示さ 
れます。 


■ データを 検索ずる 

カメラサーバのデータから、曰時-カメラ-卜 U ガーの条件で検索します。 


巧索のしかた 


1. フォルダツリー表示か5検索するサーバを選択 
し、[データの検蔚ボタンをクリック、またはメ 
ニューバーの「ファイル」か5「検索」を選び 
ます 

2. 「検索」ダイア□グび表示されます 

1^(下の条件を設定して[実行]ボタンをク U ックする 
と、設定した条件に合致するデータび検索結果として 
一覧表术されます。 

① 検索名 

入力された名称のフォルダび「検索結果」フォルダ 
の下に作成され、検索結果を表示します。既存の 
フォルダ名を検索名に指定すると、前回の検索結果 
は破棄され、新しい検索結果を表示します。 

② 日時 

開始曰-終了曰から日付の範囲を、開始時刻-終了 
時刻から時間の範囲を指定します。 



③カメラ 

チェックを入れたカメラ番号のデータび検索条件になります。音声とイベントのデータはこ 
の条件では絞り込まれません。 


④トリガー 

チェックを入れた卜 U ガーのデータび検索条件になります。音声のデータはこの条件では絞 
り込まれません。 
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3. 検索結果の一覧び表示されます 

「検索結果」フォルダの下に[検索名]フォルダび作成さ 
れ、検索結果び一覽表示されます。 



•絞り込み検索する 

検索結果から、さらに条件を絞り込んで検索したい場合は、絞り込み検索したい[検索名] 
フォルダを選択して、[データの検索]ボタンをク U ックします。前回検索時の条件び表示さ 
れるので、条件を再設定します。 


•検索結果を削除する 

[検索名]フオルダを選択して、ちク U ツクで表示されるメニューから、[検索結果の削除]を選び 
ます。[検索名]フオルダは削除されますび、ダウン□ー ドされた蓄積データは削除されません。 


因 

メモ 


♦ 検索結果のフォルダにある画像-音声データは、ダウン□ー ドされた蓄積データ 
を参照しています。蓄積データそのちの、またはコピーしたちのではありません。 
♦検索で不要なデータを抽出し、蓄積データを削除したい場合は、[検索名]フォルダ 
をちク IJ ックし、[データの削除]を選びます。 

♦ 検索結果の画像•音声データを VBCollector イメ ージビユーワ1；(外で利用したい 
場合は、「ファイルを取り出す」を行います卜 P.6-3 日)。 



映 


を 
















VBCollector を使う 


■ ファイルを取り出す 

ダウン□ー ドした画像や音声は、 VBCollector イメージビューワび管理するための独自形式でま 
とめて保をされており、 VBCollector イメージビューワ1；(外で利用することびできません。他の 
アプ U ケーシヨンなどでデータを利用する場合には、ファイルを取り出し、ダウン□ー ドしたデー 
夕をサーバで蓄積されていたファイル形式に復元します。 


設定のしかた 


1. フォルダツリー表示か5ファイルの取り出しを 
行ラフォルダを選択し、メニューバーの「ファ 
イル」か5「取り出し」を選びます 


2. 取り出したファイルを保存するフオルダ名を指 
定します 




3. フォルダツリー表示の[フォルダ]の下に、指定 
したフォルダ名のフォルダび作成され、フォル 
ダ内のファイルは復元されています 

フォルダを選択して、ちク U ックで表示されるメ 
ニューから[フォルダの非表示]を選ぶと、ツ U —上か 
ら選択されたフォルダび非表示となります。その際 
データは削除されません。 


ま示がみン阳 W ヘルブ化） 


夕因 1 む 1超1 證懼 

曰口がラサ-" 

ビ屈 VB- な Oi 
円 gp 功扣年 

面04月06日 

巧 III 面な表示 表示」イベントお S 1 _ 混さあ子」 

關麵團顏围 j 

届な索1 

回のフオル9’ 

麵が麵が侧 

13362834 13363034 1正化31:34 13：36：3234 13363336 ^ 


即06/04ぶ6。;36;扣:巧 力巧1 曲き概 1 

を2006 /MAKI 江36抓巧 力巧1 れき物 — 

功巧/04ぶ61汪36:的:36 カタラ1 的きなち！ 

色の庞/04ぶ613:36:04:35 カタラ1 わき冷な 

fi20 巧/ M/D61 江36巧:巧 カタラ1 き巧な 

iJ _1 Jj 

^2005/04/13613•ぶぶ：34 力巧1 おが知 

巧2005/04ぶ613:36巧：34 力巧1 おきな妊 

巧泣巧/04ぶ61江苗：3234 力が1 おきが妇 

■ — r^CSOi 旧げ扣面：犯就し）1サがイル： 57 1リスト：口巧7 々. 


■ 取り出したファイルを管理する 

取り出した JPEG 画像ファイル、 AU 音声ファイルを VBCollector イメージビューワで管理 
し、閲覧•再生することびできます。 

設定のしかた 

1. メニューバーの「表示」か5「フォルダの追加」 

を選択、またはフォルダツリー表示か5 [フォル 
ダ]をちクリックして「フオルダの追加」を選び 
ます 
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2. 管理するファイルの入ったフォルダ名を指定し 
ます 

3. フォルダツリー表示の[フォルダ]の下に、指定 
したフォルダ名のフォルダび作成され、フォル 
ダ内のファイルび管理できます 

フォルダを選択して、ちク U ックで表示されるメ 
ニューから[フォルダの非表示]を選ぶと、ツ U —上か 
ら選択されたフォルダび非表示となります。その際 
データは削除されません。 




フォルダ、シリーに适加するつオルダを进巧してくだみ、 


ファイル©ミ 


J 因 I 巧 I 睹 I 疆 I 目 

@カガサ-" 

ピ屈 VB-C60i 
旦面功阳年 

固04ち061 


娜祠! 

IMG 0015 IMG 0016 IMG 0017 IMG.OIJIS 

哨蝴网网 


ir 画紙- 

•打， 


?IMG.0015 

iiMQraie 

抑 MQ_0023 


12 リスト： 0/12 4 


■ データを削除する 

ダウン□ードしたデータやフオルダのデータを削除します。 


設定のしかた 

1. フォルダツリー表示か！5データの削除を行う 
フォルダを選択し、[データの削除]ボタンをク 
リック、またはメニューパーの「ファイル」か 
5「削除」を選びます 

2. 確認ダイア□グで「はい」をクリックすると、 
データは削除されます 


n ダウン□ー ドした画像や音声は、V目 Collector イメージビューワび管理するための独 
»自形式でまとめて保をしているため、ファイルを個別に削除してちダウン□ー ドした 
画像や音声び占めるディスク容量び減らない場合びあります。また、 U ストから大量 
のファイルを選択して削除すると、時間びかかる場合びあります。そのため、ダウン 
□ー ドした画像-音声データの削除は、フオルダ単位で行ラことをおすすめします。 


fM 

1IS11 篇 j 

11 iii; 


^映像一囊籠を使つてみましょラ 
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ログを閲覧する 


VBCollector はタスクの実行に関する□グを出力しています。□グを閲覧するにはメニューバー 
の「ツール」から「□グの表示」を選択します。 



① 


② 


③ 


④ 


⑥ 


□グには下の内容び表示されます。 


①コード 

識別コードび表示されます。識別コードと共に、そのレベルに応じた4種類のアイコンび表示 
されます。 



[情報レベル] 



[警告レベル] 


回 


[エラーレベル] 



② 曰時 

□グの発生日時び表示されます。 

③ タスク 

□グを出力したタスク名び表示されます。 

④ ヴーバ 

タスクのダウン□ー ド対象サーバ名び表示されます。 

⑥メ ツセー ジ 

□グのメッセージび表示されます。 
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■ 条件で□グを選別して表示する 

エラーの種別、コード、曰時などでフィルタ U ングし、必要な情報だけを表示させることびでさ 
ます。 

設定のしかた 

1. メニューバーの「表示」か！5「フィルタ」を選 
択します 


2. 「フィルタ」ダイア□グび表示されます 

1；(下の条件を設定して[日ロボタンをク U ックする 
と、設定した条件に合致する□グのみ表示されます。 

変更しない場合は[キャンセル]ボタンをク U ックし 
ます。 

① タスクを指定ずる 

タスク名でフィルタ U ングする場合にチェックし 
て、タスク名を入力します。 

② サーバを 指定ずる 

サーバ名でフィルタ U ングする場合にチェックし 
て、サーバ名を入力します。 

③ エラー 種別 

エラー種別によるフィルタ U ングの設定を行います。 

[指定しない] 

重要度-コードによる設定を無効にします。 

[重要度を指定ずる] 

「エラー」、「警告」、「情報」のエラーレベルで、表示させるレベルにチェックを入れます。 

[コードを指定ずる] 

□グの識別コードを入力して、該当する識別コードの□グのみ表示させる場合にチェックを 
入れ、識別コードを入力します。 

④ 曰時 

□グ出力日時によるフィルタ U ングの設定を行います。 

[開始日時を指定する] 

チェックを入れ、曰時を入力すると、指定された曰時 ly 降に発生した□グび表示されます。 

[終了日時を指定ずる] 

チェックを入れ、曰時を入力すると、指定された曰時前に発生した□グび表示されます。 


20M/04/0e 08:50:04 taskl VB-CSOi 


2004/04 フィル她… 


タワン□ード完了:60枚く60悅 g 去.居巧画をま岳日巧:の04が4脚 08:55:0... 
タウン D- 巧了;6的が的お,るが面を S 话日巧;2004阳4が8抑; 50:0... 
2004/04/旧地;巧;的 taskl か C50 ダウシ□-访了：6的が60悅*ま,是抗1魚*巧日か2004のお的加;巧; 0... 

口 0001 20WW0e 的が;00 taski 用-な a タウン。-ザぶさ 

Qd 0O2 2004か佛扣;が;巧 taskl VB-C50i がン日-巧 t 了:巧巧！:がの巧,是抗1を S ち日か200が)が18抑;神; 0... 

051邮 如 WM 师脚31;伸 VBCoIlKtor 切のが f ユ-ラサ-むを瞄&点しを 


①- 

②- 

③- 


④- 


で指定しない 
一ま要度をおちする 


—巧始曰巧を指ちする： [2004/04/02 21:1807 


厂が了日時を指定する： [2004/04/02 211907 


^映像一囊霞を使つてみましょラ 


6-33 





























VBCollector を使う 


■ □グを検索する 

□グを文字列で検索をすることびでさます。多くの□グの中から、目的の□グを探し出す場合に 
便利です。 


設定のしかた 


1. メニューバーの「編集」か！5「検索」を選択し 
ます 


方_ィ化些 Tubs© 締 


5 taskl VB-CSO タウン D- 巧了: 6M がの做 S 去,*机 i 魚 S 在日巧:200< 

】 taskl 巧-口 a ^1'0ンロ-畑お 

1 taskl Ve-C50i のシ□-巧了；6邮(谢の枯，居*巧 g 话日時: 20(W 




2004 /CM/Oe 08;45105 taskl VB-CSO ダウシ□-円 t 了： 6 的が 60 悅*ま,是禍魚 S 毎日か200が W 的加;巧; 0... 

2004 /04/0e 的!巧;加 taskl VB-CSOI 夕りン 0 — 用脱 T 

20W04 佛扣;が;巧 taskl 巧<閒 巧ン □- 巧 t 了:放れ<がが巧,是析面宙31ち日か200が仙18抑; 40:0... 


2. 「検索する文字列」に検索したい文字列を入力 
し、[検索]ボタンをクリックします 

□ グの先頭から検索を開始します。 □ グを選択した場 
合は、選択した□グから検索を開始します。[キャン 
セル]ボタンをク U ックすると、検索ダイア□グび開 
じます。 



[大文字と小文字を区別する] 

チェックすると、「検索する文字列」に入力した文字列の大文字とル文字を区別し、完全に一 
致した文字列のみ検索します。 


3. 該当する文字列の含まれる行び A イライト表示 
されます 


そのままキーボードの 「 F 3」 を巧すと前ち検索、 
に hift + F 3」 を押すと後ち検索を行います。一巡し 
てすベての検索び終わると「検索び完了しました」と 
表示され、検索を終了します。該当する文字列び見つ 
からない場合は、「検索項目び見つかりませんでした」 
と表示され、検索を終了します。 


ファイルの ffiKD おの〜レブ(。 


0DOO2 幼邮叫邮 M; 巧;巧 taskl WB-CSOi がむ□—ドち下:60«；な0版的 f, 民巧由巧*巧日時:2004/04が师;田; 0... 

d 

己 D 肌1 2004/0が) B 助;巧:〇〇 taskl VB-C501 巧りントド IS 脱 

圆 D002 劝04/04师助;伯;巧 taskl VB-C50i タウン□-ド巧了;巧快ながわ’«左 S 巧由を*ち日巧:2004が脚〇日:が;〇… 

051邮 迎 W 日が阳姐31;伯 VBCotedor のクスケリ： 1- ラサ-抽照;け忧 


6-34 
























VBCollector を使う 


2. 開きたい□グファイルを選択し、「開く」をク 
リックすると、選択した□グび表示されます 


ファイルの巧讯の：同 System 司を I 妊 |j な!區国! 


凶 vbrpd 

图 vbrpdOl 
凶 vbrp 地2 



7ァイルがが： |vbrpd 

1巧くり）1 

1 

コァイルの巧ま目の： U □ヴつァイルか. log) 

巧 f キャン它ル1 

1 


■ □グファイルを選択ずる 

V 巨 Col lector の□グファイルは、 VBCollector をインス I ルしたディレクト U 内の 
「 SYSTEM 」 フオルダに、 rvbrpd . logj ファイルとして保をされます。また、ファイルの容量び 
1日 MB を超えると rvbrpdOl . logJ に U ネームされ、同じフオルダ内に新しく rvbrpd . lo 呂」び 
作成されて□グび記録されます。□グファイルは新しい順に 「 vbrpd . lo 呂」、 rvbrpdOl . logJ . 
rvbrpd 日2.10呂」 • • • • と作成され、最大で fvbrpdl O . logJ まで作成されます 。 VBCollector 
□グビューワでは、作成された□グファイルを選択して表示させることびできます。 

選がのしかた 


1. 「ファイル」メニューか5「開く」を選択しま 
す 


f 乃ィルのの W けが 

*» 7 が 一—即冷？：:?ミ 


タウン□ート了:140«(14功わ’肖ま,ホ巧函巧ま宿日巧:2004/02/2日11:わ 

のン□一巧 E 了; 30W た(迅巧の!怯. S 巧国な舌括日時:2004/の/2511:み 

夕〇ンロ—!^了:访巧) t( 团巧ねち去.虽巧面な否巧日巧:2阳 4/D2/25 11を 

D002 2004/02/25113510 なホ2 

D001 2304/02/2511：34如 なみ2 

D002 孤)4/02/26 " 26:47 ゎホ2 

D001 2104/02/^11:24抑 ta 江2 

: tS! 

。の 2004/02/25"のが 

8101 2004/02/251119:12 

D002 2的 4/02/25": の"なホ2 

D001 2004/02な":"。1 task2 

画 i 

VBCollector タスク;けジユ—ラサーピスち冊 fe し*说 

VBCollector タスの々ジユづサ—む畑?止し S 说 

かで/□一巧 E7;1148 巧014田の 11*. 岩巧面な S 巧日巧:2004/02/2日1[ 

のン□—朽 E 了:46幻が46巧拉肖去.ち巧函みまな日巧:2004/02/2日10:3"^ 

D002 劝04/02の611舱2日 task2 

D003 2004/02/^11化の なみ2 

: S 

D001 2004/02/2511的か なホ2 

S100 2004/02/251031:17 

タウン D-raste 

VBCollector 切ウスかジユ-ラサ- f ス吉齡 S しま识 イ 


^映像一囊霞を使つてみましょラ 
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VBCollector を使う 


巧を期間-ディスク容量の設定 


データの保を期間や、ダウン□ー ドデータの保を先ドライブの空さ容量び指定した容量を下回つ 
た場合の対応を設定することびでさます。 


設定のしかた 


1. メニューバーの「ツール」か5「オプション」を 
選択します 


2. 表示されたオプションダイア□グの各項目を入 
力して [0 K] ボタンをクリックします 

① 保存期間 

[保存日数を超えたデータは削除ずる] 

チェックすると、保存曰数を超えたデータを削除します。 
データの保存期間は 2-100 曰で指定し、開始時刻で削 
除を実行する時刻を指定します。 


のながサ-/晒ホ示(り1ツづ的）ヘルプ(の 

ゎ说_ l+t デ—夕のま 7 TT ( a )_ 

る直うが. — _-巧□ヴのま示 ( U - 

ななが 相.□ヴ畑雌を） 

ち Jh が！ 阳最巧エラ - B 寺巧のかアお 

1 藥 1 ft 巧 T ラ — MSII 1スかリ■(ール 

巧】力诚しを 200が M 阳2化;巧励が巧1|;2加が!が]219; 

巧功は诉 聞お巧别;200が!がの17:1 

腑^け说 Bffil が刻;2001が惟口;1 

を盖 1 ;こ!の 

&ゎホ7 VB ‘オプション®— 

巧なによる白かかで/口ード化?- 

Bffil が贿中 2 加 WW2la ; 
巧功け！^ 励が别;2加が M 巧21日:: 

1 



① 

② 

③ 


② ディスク容量 

指定した空を容量を下回った時の対応 

タスク実行時にデータの保存先び存在するドライブの空さ容量び、「空さ容量」で指定した容量未満に 
なった場合の対応のしかたを設定します。「空さ容量」は300〜2000 MB の間で指定でさます。 
♦「タスクを実行しない」 

実行予定時刻になっても、タスクは実行されません。 

♦「ちいデータを削除する」 

設定した空さ容量になるまで、サーバに蓄積してあるダウン□ー ド済みデータを、撮影曰のちい 
ものから1曰単位で削除します。 


③ 詳細設定 

[1 回あたりにダウン□ー ドずるデータ数の上限を指定ずる] 

チェックすると、サーバから]回あたりにダウン□ー ドするデータ量の上限を、画像数1〜30,000、 
音声数！〜己00まで設定でさます。 


[ダウン□ー ドの実行アカウントを指定ずる] 

チェックすると、ダウン□-ドの実行アカウントを指定できます（登録するユーヴには Administrator 
権限び必要です）。 

ネットワーク上の共有フォルダに、サーバからデータをダウン□ー ドしたい場合（一 P . 目-14)、設定し 
ます。 

チエツク後、ユーヴ名とパスワードを入力してください。 

設定後はサービス再起動び必要です。 


♦ データの保を先ドライブの空さ容量びなくなると、□グ S 日23「実行エラー：ディ 
スクの空き容量び不足しています」または D 日29「ディスクの空き容量び不足し 
ているためダウン□ー ドを中止しました」び出力されます。 

♦ ちい画像を削除する設定の場合、前曰ダウン□ードした画像ち削除される可能性 
びありますのでごを意<ださい。 
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付録 


トラブルシューテイング 


販売店やお客様相談センターに連絡する前に、 I ソ下のことを確認してください。□グメッセージ 
び表示されている場合は、□グメッセージー覽の内容と対策を参考にしてください。 


本機が起動しない 

♦ AC ケーブルび正しく接続されているか確認してください。 
♦電源を入れ直してください (-P.2-6)o 


VBSetup . exe が動作しない 

♦ LAN ケーブルび正しく接続されているか確認してください。 

•本機の電源を日 FF / ON してみてください（一 P .2-6)。 電源を入れてから2日分！;(上経過 
すると、 VBSetup . exe に反応しなくなります。 

•本機と VBSetup . exe び動作している PC び、同じセグメント上の LAN に接続されている 
か確認してください。 

• Windows XP SP 2 をご利用の場合は V 目 Setup . exe び動作しない場合びあります。そ 
のときは 「Windows XP SP 2 でご使用いただく場合のを意事項」（一 P .1-6) をご覽く 
ださい。また 、 Windows Server 2003 Standard Edition ( SPl ) で [Windows ファ 
イアウオール]機能を有効に設定してある場合も同様です。 


本機のサンプルぺージが表示されない 

♦ LAN ケーブルび正しく接続されているか確認してください。 

♦本機のネットワークび正しく設定されているか確認してください。特に IP アドレス、ネッ 
トマスク、デフオルトゲートウェイアドレスについては利用しているネットワークで使用 
可能な設定か確認してください。 

♦ IP アドレスの変更を行った場合には、本機び一度再起動するまで有効になりません。 

♦本機のアクセス制限を利用している場合には設定内容を確認してください（一 P .3-22)。 
♦ビューワ側のソフトの URL または IP アドレスの指定び正しいか確認してください。 
♦ルータの NAT 機能を利用している場合は、 Web ページに記述する本機の IP アドレスび正 

しいか確認してください（一 P . 己-26)。 


映像が表示されない 

♦ビューワのソフトウエアび正しくインス!-ールされているか確認してください（一 P .7- 
] 己）。同捆の CD - ROM に収録されているビューワソフトの使用説明書 ( Viewer - J . pdf ) 
ち参照してください。 

♦映像の品質び悪い場合は、本機の画質設定を確認してください (- P .3-7) o また、ビュー 
ワ側の PC などの表示色数を確認してください。 

♦本機で同時にアクセスでさるビューワの数び制限でさます。制限を超えた場合には映像び 
表示されずにメッセージび表示されます（一 P .3-1 7)。 

♦ Java 用ビューワで映像び見られない場合は、ブラウヴのバージョンなどの動作環境を確 
認してください卜 P .1-4)。 また、事前に Java VM びインス!ルされている必要びあ 
ります。詳細はホームページをご確認ください。 

製品紹介ホームページ： canon . jp/webview 
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トラブルシューティング 


カメラ制御びでまない 

♦カメラアングルをプ U セツトに制限している可能性びあります。設定内容を確認してくだ 
さい（一 P .3-14)。 


ビューワの接続が切れる 

♦ネットワークや PC に異常びないか確認してください。 

• PC を再起動し、接続してみてください。 


パスワードを忘れてしまつた 

♦ IJ セットスイッチを用いて、本機の設定をすべて工場出荷時の状態に戻すことびでさます 
(一 P .7-19)。 工場出荷時の管理用パスワードは 「 VB - C 已日 u です。ただし、 IP アドレス 
やヴブネットマスクなどのネットワーク設定をすべて出荷時の値になりますので、再設定 
び必要になります。保をしたホームページのデータち消去されます。 


映像.音声の蓄積がでまない 

♦蓄積データ量は設定によって変化します。時々、必要のない蓄積データは消去してくださ 
い（一 P .3-3 日）。 

♦カメラの電源び入っているか、ケーブルは正しく接続されているか確認してください。 


音青再生びできない 

♦音声ファイルの設定び正しく行われていない可能性びあります。再設定してみてください 
(一 P .4-61)。 



S 


蓄積画像のが数が設定よりをい 

♦外部デバイス入力の蓄積間隔(- P .4-55) より動さ検知の蓄積間隔(- P .4-47) を長 
めに設定していると、動さ検知時の蓄積枚数び設定した値より多く取れる場合びあります。 
同じ蓄積間隔に設定すると改善されます。 



困ったとさには ReadMe も合わせてご覧ください。 ReadMe には本書に記載されて 
いない重要な情報び書かれている場合びあります。必ずお読みください。 
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□グメッセージー覧 


本機の□グメッセージ 

Sysl 日呂の□グメッセージは、下の己種類に分類されています。細分類は UNIX の sysl 日呂に対 
応しています。 


細分類 

レベル 

障害の程度 

crit 

エラー 

ソフトレベルの深刻な障害（タスク動作停止） 

err 

エラー 

動作に支障のある異常（動作継続） 

warning 

警告 

動作に支障のない異常 

notice 

警告 

システム外部の異常 

info 

情報 

正常動作に関する情報 


■カメラサーバのメッセージ 


• A 001 カメラサーバの起動失敗 （ crit ) 


内容 

no % 1 installed 

%1 

sources I protocols 

意味 

キヤプチヤやプ □ トコルの初期化に失敗し、カメラサーバの起動に失敗した。 

対策 

再起動で復旧しなければ故障であり、サービスマンコールび必要。 


♦ A 002 プロトコルの初期化失敗 ( err ) 


内容 

%1 protocol not installed 

%1 

プ□トコル種別 (LS/C 1 LS/D 1 LS/H) 

意味 

WebView の初期化に失敗した。設定情報び破壊されている可能性びある。 

対策 

設定を修正するか、または工場出荷時設定に戻す。 


♦ A 007 可視節囲制限設定の異常 （ warning ) 


内容 

inconsistent view restriction for camera [1] 

意味 

可視範囲制限の設定情報び破壊されている。これび発生したカメラでは、カメラ制御 
機能び使用でさなくなる。 

対策 

工場出荷時設定に戻すか、または可視範囲制限の再設定を行ラ。 


♦ A 008 可視節囲制限設定に対応不能 ( warning ) 


内容 

unacceptable view restriction Tor camera [1] 

意味 

望遠限界でち縦方向または横方向で可視範囲制限設定を満たせないことを意味する。こ 
のとさズームは望遠限界に固定され、可視範囲制限設定を満たせない方向の雲台制御 
は禁止される。 

対策 

可視範囲制限を適正値に設定する。 


♦ AO 10カメラ制御ドライバの起動と停止 ( info ) 


内容 

%1 driver for camera[] 」%2 

%1 

カメラ機種 （Canon V巨 -C50i 1 Canon V巨 -C 己 OiR) 

%2 

started I stopped 

意味 

カメラ制御デバイスの検出とドライバの起動、またはカメラ制御デバイスの異常検知 
とドライバの停止。 
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ログメッセージー覧 


• A 01 1カメラ制御デバイスの異常 ( warning ) 


内容 

% 1[1 ]malfunction (%2) 

%1 

カメラ機種 （Canon V 巨 - C 己 Oi 1 Canon V 巨 - C 己 OiR ) 

%2 

エラー (read | write | timeout | ...) 

意味 

カメラ制御デバイスに対する入出カエラー。 

対策 

繰り返し発生するとさは故障であり、ヴービスマンコールび必要。 


参八012 WebView Livescope クライアントの開始と終了 ( info ) 


内容 

%1@%2 %3 

%1 

クライアント種別 ( LS/D 1 LS / H ) 

%2 

クライアントホストの IP アドレス 

%3 

connected | closed 

意味 

TCP 版 WebView クライアント （ LS / D )、 静止画を除く HTTP 版 WebView クライ 
アント ( LS / H ) の開始と終了。 


♦ AO 14ホスト制限によるアクセス禁止 （ notice ) 


内容 

LS @% 1 access denied 

%1 

クライアントホストの IP アドレス 

意味 

ホスト制限によるクライアントのアクセス禁止。 


♦ AO 1己 WebView 管理者ビューワの開始 （ info ) 


内容 

〇/〇1@〇/〇含 privilege 呂 ranted 

%1 

クライアント種別 ( LS/C 1 LS / D ) 

%2 

クライアントホストの IP アドレス 

意味 

WebView 管理者ビューワび動作を開始した。 



♦ AO 1巨映像データ送信量 ( info ) 


内容 

% 1 @%2 %3 frames / %4 bytes in 〇/〇己 seconds 

%1 

クライアント種別 ( LS/D 1 LS / H ) 

%2 

クライアントホストの IP アドレス 

%3 

フレーム数 

%4 

バィト数 

%5 

映像送信期間 

意味 

映像送信クライアントに対する映像送信結果。 


♦ A 022 アプレツトアーカイブの□—ド失敗 ( warning ) 


内容 

archive /% 1 not found 

%1 

アプレットアーカイブ名（呂 limpse.cab | 呂 limpse.zip | Ivapplet.cab | 
lvapplet.zip 1 ima 旨 emap . 呂げ | di 旨 its . 旨げ） 

意味 

アプレットアーカイブファイルび存在しないか、または破損している。 

対策 

アプレットアーカイブディレクトリ ‘/ archive ’ の下に、存在しない（または異常び 
ある）ファイルを CD - R 日 M からコピーして再起動する。 
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ログメッセージー覧 


♦ A 023 接点入力の変化検出 ( err ) 


内容 

a %1 detected at ln %2 

%1 

接点入力変化 （ front-edge | rear-edge | pulse | notch ) 

%2 

接点入力端テ番号 （1 〜 2) 

意味 

接点入力端子 Ini / In 2 にて入力の変化を検出した。 front - ed 呂 e はオフーオン、 rear - 
ed 呂 e はオンーオフ、 pulse はオフーオンーオフ、 n 日 tch はオンーオフーオンの変化を 
意味する。 pulse と notch は、それぞれオフ中•オン中に検知された短時間（〜十数 
ミ U 秒程度）のオン-オフである。 


画像の動き検出 ( err ) 


内容 

motion %1 

%1 

動き検知の開始-終了 (detected | appeared | disappeared | stopped ) 

意味 

画像動さ検知による動さの検知開始と終了。 


♦ AO 己0ユーザアクセス制限時のアクセス許可 （ info ) 


内容 

user %1 access 呂 ranted 

%1 

ユーヴ名 

意味 

ユーヴアクセス制限時に、指定されたユーヴに対してアクセスび許可された。本メッ 
セージは TCP 版クライアントと HTTP 版クライアントの両方について出力される。 


• A 101 ユーザアクセス制限時のユーザ指定異常 （ notice ) 


内容 

user %1 not round 

%1 

ユーヴ名 

意味 

ユーヴアクセス制限時に、未知のユーヴび指定された。本メッセージは HTTP 版クラ 
イアントについては出力されない （ H 043 メッセージび出力される）。 


• A 102 ユーザアクセス制限時のパスワード指定異常 （ notice ) 


内容 

user %1 password mismatch 

%1 

ユーヴ名 

意味 

ユーヴアクセス制限時に、誤ったパスワードび指定された。本メッセージは HTTP 版 
クライアントについては出力されない （ H 044 メッセージび出力される）。 


■オーデイオヴーパのメッセージ 


♦ BOOT オーディオサーバの起動と停止 （ info ) 


内容 

%1 wvaudio 

%1 

startin 呂 ； shutdown 

意味 

オーディオサーノ くび起動/停止した。 


• B 01 1才ーディオクライアントの開始 （ info ) 


内容 

[% 1 ] %2 connected n 二〇/〇3 

%1 

クライアント種別 (send 1 recv ) 

%2 

クライアントホストの IP アドレス 

%3 

総クライアント数 

意味 

オーディオクライアントび接続した。 
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ログメッセージー覧 


♦ B 01 2才ーディオクライアントの終了 （ info ) 


内容 

[%1]%2 closed [%3] 

%1 

クライアント種別 （send 1 recv ) 

%2 

クライアントホストの IP アドレス 

%3 

切断種后 IJ (active | passive | timeout | senderr ) 

意味 

オーディオクライアントとの接続び切れた。 


• B 101 異常リクエストの受信 （ notice ) 


内容 

%1 unusual request [%2] 

%1 

クライアントホストの IP アドレス 

%2 

異常種別 (400 1 404 1 ...) 

意味 

コマンドエラー(400)、パラメータエラー (404) により、 U クエストを拒否した。 


♦ B 1 02クライアントの接続拒否 （ notice ) 


内容 

%1 request denied [%2] 

%1 

クライアントホストの IP アドレス 

%2 

拒否種別 （41 1 42 1 ...) 

意味 

認証エラー (41). 時間帯違反（42)、リソース不足（43)、音声ファイルエラー(44)、 
非対応コーデック指定 （4 己)、非対応ストリーム指定 （4 目)、ユーヴレベル制限（47)、 
ホスト制限（48)、クライアント数制限（49)、動作モード （4 a )、 ファイル番号（日の 
により、クライアントの接続を拒否した。 

対策 

41:接続時のユーヴ名、パスワード、をしくはユーヴ U ストを確認する、42;ヴービ 
ス時間を確認する、43 :再接続または再起動する、44:音声ファイルの登録状況を確 
認する、4己〜47 :対応しているクライアントソフトを用いる、48:ホストアクセス 
制限設定を確認する、49 ;最大クライアント数設定を確認する、 4 a ;オーディオサー 
バを使用する設定になっているか確認する、日0:指定したファイル番号を確認する。 



♦ B 1 03クライアントの強制切断 （ notice ) 


内容 

%1 access denied [%2] 

%1 

クライアントホストの IP アドレス 

%2 

拒否種別 （41 1 42 1 ...) 

意味 

開始時は接続び許可されていたび、設定変更によってアクセス禁止となったため、強 
制的に切断された（拒否種別は目102と同じ）。 


♦ Bill 再生音ファイル異常 （ notice ) 


内容 

[% 1 ]file not found [%2] 

%1 

コマンド ( play ) 

%2 

ファイル番号 

意味 

再生音ファイルびない。 

対策 

再生音ファイルの登録状況を確認する。 


• B 201 ファイル操作の異常 ( warning ) 


内容 

[% 1 ]io error 

%1 

コマンド ( play ) 

意味 

ファイル操作に失敗した。 

対策 

連続して発生する場合、再起動する。 
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ログメッセージー覧 


♦ B 202リソース不足による中断 ( warning ) 


内容 

[% 1 ]resource shortage 

%1 

コマンド （play 1 stop ) 

意味 

一時的な内部 U ソースの不足により、動作を中断した。 

対策 

連続して発生する場合、再起動する。 


参 B 301送信用オーディオデバイス異常 ( err ) 


内容 

cannot use audio device tor tx [% 1 : 〇/〇2」 

%1 

エラー 処理 （open 1 Id 1 buff I read ) 

%2 

エラー 番号 

意味 

オーディオデノくイスの異常を検出した。オーディオヴーノくのみ再起動される。 

対策 

自動的に復旧しないとさは、サービスマンコールび必要。 


♦ B 302受信用オーディオデバイス異常 ( err ) 


内容 

cannot use audio device for rx [% 1 : 〇/〇2」 

%1 

エラー処理 (openl 1 open 2 | iocti I write ) 

%2 

エラー 番号 

意味 

オーディオデノ（イスの異常を検出した。オーディオヴーノくのみ再起動される。 

対策 

自動的に復旧しないとさは、サービスマンコールび必要。 


♦ B 401才ーデイオデバイス初期化失敗 （ crit ) 


内容 

audio device initialization error [% 1 ] 

%1 

エラー 番号 

意味 

オーディオデノくイスの初期化に失敗した。オーディオサーノくは停止する。 

対策 

再起動で復旧しなければ故障であり、サービスマンコールび必要。 


♦ B 402才ーデイオヴーバネリ期化失敗 （ crit ) 


内容 

wvaudio initialization 6「「〇「[〇/〇1」 

%1 

エラー 番号 

意味 

オーディオヴーノくの初期化に失敗した。オーディオサーノくは停止する。 

対策 

再起動で復旧しなければ故障であり、サービスマンコールび必要。 


♦ B 403設定変更失敗 ( crit ) 


内容 

cannot set confi 呂[〇/〇]] 

%1 

エラー 番号 

意味 

設定値の更新に失敗した。オーディオサーバは停止する。 

対策 

再起動で復旧しなければ故障であり、サービスマンコールび必要。 


■システム閱連の□グメッセージ 

• S 004 システムの起動と停止 （ info ) 


内容 

%1 web view 

%1 

起動 （ starting ) または停止 ( stopping ) 

意味 

映像ヴーノ （( webview ) の起動と停止。 
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ログメッセージー覧 


♦ S 00 己システムの設定変更 ( info ) 


内容 

System settings updated 

意味 

再起動なしの V 巨ソフトウてアの設定変更びあった。 


• S 028 POP 認証失敗 （ warning ) 


内容 

POP Authentication failed 

意味 

メール送信時の POP 認証び失敗した。 


♦ H 043 ユーザ指定異常 ( notice ) 


内容 

HTTPD : %1 : user %2 not found : %3 

%1 

クライアントホストの IP アドレス 

%2 

ユーヴ名 

%3 

URL 

意味 

ユーヴ認証で未知のユーヴび指定された。 


♦ H 044 パスワード指定異常 ( notice ) 


内容 

HTTPD : %1 : user %2: password mismatch : %3 

%1 

クライアントホストの IP アドレス 

%2 

ユーヴ名 

%3 

URL 

意味 

ユーヴ認証で誤ったパスワードび指定された。 


VBCollector の□グメッセージ 



VBCollector はタスクの動作状況を□グメッセージとして□グファイルに出力します。メッセー 
ジは！;(下の3種類に分類されています。 


レベル 

障害の程度 

エラー 

タスクの実行に支障のある異常。通信障害や設定の異常など。 

警告 

タスクの実行に支障のない異常。ただし、一部の情報び正常に作成 
されない可能性びある。作業用ファイルの作成失敗など。 

情報 

タスクの正常動作に関する情報。ダウン□ー ドの開始/終了など。 


■タスクスケジューラヴービスが出力ずるメッセージ 


♦ S 100 (情報) 


1内容 

1 VBCollector タスクスケジユーラヴービスを開始しました | 

• S 101 

(情報） 

1内容 

1 VBCollector タスクスケジユーラヴービスを停止しました | 

• S 102 (エラー） 

1内容 

1 2038年を超えたため VBCollector タスクスケジユーラヴービスを停止します | 
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ログメッセージー覧 


• S104 (エラー） 

[ 内容 [ V 巨 Collector タスクスケジユーラヴービスの開始に失敗しました 

• S001 (エラー） 

[ 内容 |~実行エラー：タスク情報の取得に失敗しました 

• S002 (エラー） 

[内容 [ 実行エラー；他のタスクび同じサーバにダウン□ー ド実行しています 

• S003 (エラー） 

[ 内容 1^実行エラー：同時に実行でさるタスクの上限を超えました 

• S005 (エラー） 

[ 内容 1^実行ェラー:タスクの起動に失敗しました 


• SOI 1(エラー） 


内容 

実行エラー；データの保存先へのアクセスび拒否されました 

意味 

データの保存先ドライブび存在しないか、サービスびデータのイ呆存先に指定した U モー 
トホストへの□グオンに失敗した。 


♦ SOI 已 （警告) 


内容 

実行する間隔より長くタスクび稼動していました 

意味 

タスクの終了時刻び次回実行予定時刻を越えた場合。 


♦ SOI 9 (エラー） 


内容 

アカウント情報び不正です 

意味 

ユーヴ情報を認識できないか、□-カルコンピュータ上の Administrators グループ 
に属さないユーヴび指定された。 


• S020 (情報) 


内容 

データ％1を削除しました 

%1 

削除日 ( yyyy / mm / dd ) 


• S021 (エラー） 


内容 

データ％1は使用中のため、削除でさませんでした 

%1 

蓄積日 ( yyyy / mm / dd ) 


• S023 (エラー） 

[ 内容 [実行エラー；ディスクの空さ容量び不足しています 


• S024 (情報） 

[ 内容 [ ディスクの空さ容量び不足しているためちい蓄積データを削除します 

• S025 (情報） 

[ 内容 1^保存期間の過ざたデータを削除します 
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ログメッセージー覧 


■ダウン□—ド実行時の□グメッセージ 


• D 001 (情報) 


内容 

ダウン□ー ド開始 

1 

• D 002 (情報） 


内容 

ダウン□ー ド完了：画像二％]音声二％ 2 [消去：画像二％ 3 音声二％ 4] 


%1 

ダウン□ー ドした画像数 


%2 

ダウン□ー ドした音声数 


%3 

消去した画像数 


%4 

消去した音声数 


♦ D 003 (警告） 


内容 

ダウン□ー ド中止 


• D 010 (エラー） 


内容 

メモ U び足りません 


• D 01 1 (エラー） 


1 内容 

1 ネットワークエラー 


♦ D 020 (エラー） 


1 内容 

1 ヴーノ く側び蓄積映像管理情報の再作成中のため作業開始でさません 


• D 021 (エラー） 


1 内容 

1 ヴー/ く側び蓄積映像を消去中のため作業開始でさません 


♦ D 022 (エラー） 


1 内容 

1 サーバ側で蓄積デバイスび見つかりません 


♦ D 023 (エラー） 


1 内容 

1 ヴーノ くび必要な機能をサポートしていません 


♦ 0025 (エラー） 


内容 

管理者□グインに失敗したためデータの消去、音声のダウン□ー ドは実行でさません 
でした 


• 0029 (エラー） 


1 内容 

1 ディスクの空さ容量び不足しているためダウン□ー ドを中止しました 

1 


♦ D 035 (情報) 



録 


内容 

ダウン□ー ドデータ数び上限に達しました 

意味 

1回あたりのダウン□ー ド上限数に達した場合に出力される。 
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ログメッセージー覧 


♦ DO 己0 (エラー） 

[ 内容 1^ダウンロードを開始でさませんでした 

参 DO 己1(エラー） 

[ 内容 r タイムアウトで終了しました 


♦ DO 己2 (エラー） 


内容 

ダウン□ー ドび異常終了しましたに ode 二％1 h ] 

%1 

終了コード、予想外のコードの場合 


参 DO 曰4 (エラー） 

[ 内容 1^ヴーバから無効な応答を受け取りました 


♦ DO 己5 (エラー） 

[ 内容 1^ダゥンロードを強制終了しました 
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主な仕様 


VB-C50i/VB-C50iR 

映像信号 

NTSC 方式準拠 

撮像素テ 

]/4型 CCD 

画素数 

実効34万画素（有効63万画素） 

同期ち式 

内部同期方式 

走査ち式 

2: I インタレース 

最低被写体照度 

ノーマルモード：り UX (1/30 秒瞄/ナイトモード： Olux 

撮像モード 

ノーマルモード/ナイトモード 

フォーカス 

オート/マニュアル W 端： 0.01 m 〜 00/ T 端： ].6 m 〜〇〇 
(ナイトモード時 W 端： 0.02 m 〜 00/ T 端： 2.3 m 〜〇〇) 

絞り 

オートアイ U スサーボ方式 

レンズ 

f =3 .己〜9 ] .0 mm F 1.6-4.0 電動26倍ズーム（無限遠撮影時） 

ホが線カツトフィルタ 

電動出し入れ（ノーマルモード/ナイトモード） 

ナイトモード 

赤外線ライト 

LED (4 巧） 

照明投射可能距離 

約 3 m 

レンズフィルタ径 

37 mm pitch =0.7 已 mm 

ホワイトバランス 

TTL 方式才ート 

0 S 

Linux 

プロトコル 

TCP / IP 、 HTTP 、 DHCP 、 FTP、WebView (キヤノン独自） 

映像圧縮ち法 

Motion - JPEG 圧縮（映像品質可変)、 JPEG 圧縮（静止画利用時） 

映像圧縮レート 

0.1 fps 〜3饼 PS (可変） 

音声圧縮方法 

A/-law PCM 8ビット（サンプリング周波数8000 Hz モノラル） 

出力画像サイズ 

] 巨0 X ] 20、320 X 240、巨40 X 480 

表示画像サイズ 

80 X 巨0、160 X 120、320 X 240、巨40 X 480 

サーバ 

HTTP 、 FTP、WebView Livesc 叩 e 

□グ管理 

syslo 邑形式 

カメラ制御 

パン、チルト、ズーム、明るさ、シャッタースピード、フォーカスモード、可視範囲制限、制御時間制限 

接続制限 

アクセス制限（パスワード)、映像接続時間、サービス時間帯、同時接続数（最大已 0) 

ネツトワーク 

曰 hemetx ] 旧 J 4 已、 ] 0/100自動切換え） 

表示用 LED 

ネットワークの状態表示 

マルチコネクタ 

Video IN/OUT : NTSC コンポジット、 BNC 端子各] 

Audio IN/OUT :モノラル、ミニジャックを] 

IN :エレクトレットコンデンサ型モノラルマイク入カプラグインパワー (3.3 V ) 

OUT :ラインレベル出力 
外部デバイス入出力：入力=2、出力=3 

RS -232 C :1(使用しません） 

※マルチターミナル VB - EX 已〇 (別売）をご利用する際のコネクタです。 

寸法 

VB - C 已 Oi : ]04'巨 mm ( VV ) x ] 30'3 mm ( D ) x ] 09.7 mm ( H ) 

V 巨 - C 已 OiR : 136.0 mm ( W ) x 130.3 mm ( D ) x 110.6 mm ( H ) 

(とをに突起物含まず、 VB - C 已〇旧は取付け板を含む） 

質量 

VB - C 已 Oi :約 620 g 

VB - C 已〇旧：約70 Og 

動作環境 

温度〇〜40む、湿度20〜 85 %RH (結露不可） 

電源 

AC アダプタ、消費電力2已 W 似下 



AC アダプタ 

形式 

PA - V 1 巨 

入力 

AC 100-240 V 已0/巨 OHz 

出力 

DC 13 V 1.8 A ( max .) 

極性 

外側 （-) 内側 （+) 

サイズ 

已 8 mm ( W ) X 11 8 mm の ） x 25 mm ( H ) (突起物は含まず） 

質量 

約230邑 


参仕様は改善などの理由で予告なく変更することびあります。 
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主な仕様 


マルチターミナル ( VB - EX 50) と組み合わせて利用できます。 

■か部デバイス入力端子 （INK IN 2) 

外部デバイス入力端テは2端テの組2つ （ IN 1、 IN 2) で構成され、一端テは本体内部の GND に 
接続されています。+端テと一端テに2線のケーブルを接続し、両端テ間を電気的に導通 ( ON ) 
または絶縁 （ OFF ) することにより、内部コント□ーラに対して割り込みを発生させます。設定 
については、第4章「 V 巨管理ツール」の「スケジュール設定ツール」を参照してください 
(一 P .4-27)。 

接続するセンサやスイッチは、それぞれの電源や GND と電気的に分離された端子を接続ずるよ 
ラにして < ださい。 

■か部デバイス出力端子 （ OUT 1、 OUT 2、 OUT 3) 

外部デバイス出力端子は2端テの組3つ （ OUT ]、0 UT 2、0 UT 3) で構成されています。それ 
ぞれの組に+、一の区別はありません。内部コント□ーラの制御により、2端テ間を導通状態と 
絶縁状態に切り替えることびでさます。出力端子は光結合素テを用い、本体の内部回路とは分離 
されています。 

* 管理者ビューワで、外部デバイス入力の確認と外部デバイス出力の操作びできます（一 P .4-6 目）。 

出力端子に接続ずる負荷は次の定格の節囲内で使用してください。 


出力端子間の定格: DC 最大電圧曰 0 V 

連続負荷電流100 mA 似下 


■内部接続図 



固 外部デバイス入出力の設定にはマルチターミナルび必要です（一 P .1-1 2)。 

メモ 


外部デバイス人出力端子 


内部 n ント □1 ラ 
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システム括ぶ 


基本的なシステム構ぶ側ービューワで映像を見る 



ビューワソフトウェア 

( Java 用ビューワまたは 
PC 用ビューワ） 

推奨ブラウザ 

動作環境 （^ P .1-4) 

をご確認ください。 


本機と付属のビューワ「ビューワソフトウェア」（一 P .1-4) とのシステム構成例です。ビューワ 
ソフトウェアは 、 「Java 用ビューワ」と 「PC 用ビューワ」の2種類びあります。 

PC 用ビューワは、付属の CD - ROM から事前にインス I -ールする必要びあります。 Java 用ビュー 
ワを使用するには、事前に Java VM びインス!-ールされている必要びあります。 


ビューワソフトウエアの種類と機能 



ビューワソフトウェア 

機能 

Java 用ビューワ 

•」 ava アプレットび動作巧能な Web ブラウヴで、本機からの映像を表示できます。 

•」 ava 用ビューワを使用するには、事前に Java VM びインス!ルされている必要びあります。 

•」 ava 用ビューワは自動的にダウン□-ドされるため PC 用ビューワのように事前にインス1ルす 
る必要びなく、 」 ava び動作する環境を持つプラットフオームに対応します。 

• ファイアウオールを導入していてち HTTP プ□トコルを使用するため無条件で通過します。ただし、 
プラットフオームや Web ブラウヴの種類によって動作び不安定な場合びあります。 

また、ホームページを□-ドするとをビューワちダウン□-ドされるので、 PC 用ビューワに比べる 
と起動時間や実行速度び遅くなります。 

PC 用ビューワ 

• 本機からの映像を見るため、 Web ブラウヴから起動されるアプ U ケーシヨンです。 

• PC 用ビューワは、事前にインス!ルび必要です。 

• 同捆の CD - ROM からインストールします。 

• Java 用ビューワに比べ、ビューワのダウン□-ドび必要ないため、起動び速くなります。頻繁にご 
利用になる場合は、こちらのビューワをおすすめします。 

• ファイアウオールを導入していてち、 HTTP プ□トコルを使用することで無条件で通過します。 


m • PC 用ビューワのインス! -- ルは付属の CD - R 日 M にある rv 巨 Toolslnstall . exe 」 
yn から行ってください（一 P .2-1 ])。 

♦ ビューワソフトウエアの使用説明書は、付属の CD - ROM にあります ( Viewer - J . 
pdf )。 

♦ 本機をインターネットへ接続する場合はインターネットアクセスプ□バイダに専 
用線または LAN 型のダイヤルアップ IP 接続び必要です。 LAN 型のダイヤルアッ 
プで接続する場合は双ち向発呼びでさることを必ず確認してください。 
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ネットワ—ク構ぶ例 


本機の代表的な設置形態について説明します。 

本機にはお使いの環境に合わせた IP アドレスを割り当てて利用してくださし、。 


LAM 環境での構ぶ例 



本機を Ethernet で LAN 接続するケースです。映像を利用するのは本機と同じ Ethernet セグメ 
ントにあるビューワまたは、そのセグメントにアクセスでさるビューワです。 


インターネツト環境での構ぶ巧 IJ 



本機をインターネットに接続した環境で利用するケースです。 

映像を利用するのは ISP にアクセスでさるビューワです。 

本機と ISP との間は、双ち向の通信びでさ、かつ本機では固定のグ□ーバルアドレスを設定して 
おくことび必要です（一 P . 己- 26 )。 
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リ モー トでフ アーム ウェアをアップ グレー ドする 


新しいファームウェアを製品紹介ホームぺージ： canon . jp / webview から入手し、コマンドプロ 
ンプトでアップグレードします。ここでは、ファームウェアのファイル名を 
rFirmwarejiew . bin 」、 入手したファームウエアを PC に保をする場所を 「My Documents 」 と 
します。 


1. コマンドプ□ンプトを起動します 

画面には C:¥Documents and Settinss ¥ xxxx > 

と表示されています。 

2. ファームウェアのあるフオルダを指定します 

C:¥Documents and Settings ¥ xxxx>cd My Documents 
と入力します。 

3. け p コマンドを使用して、本機に接続します 

C:¥Documents and Settings ¥ xxxx¥My Documents>ftp ] 92.168.100.1 
と入力します。 


4. 管理者アカウントとパスワードを入力します 

User (1 92.168.1 00.1 : ( none )): root 
Password : VB - C 日日 i 
と入力します。 

※実際にはご使用のパスワードを入力してください。パスワードの変更については、「管理者のパスワード 
やイーサネットなどを設定する」 (- P .3-5) を参照してください。 


日.バイナリーモードに変更します 

ftp > binary 
と入力します。 

目.本機にファームウェアをお送します 

ftp > put Firmware _ new.bin flash 
と入力します。 



m 


7. お送び開始されます 

転送の完了には通常、]〜2分かかります。 

8. 完了び通知されます 

The system up 呂 「aded completed successfully 
と表示されます。 

9. 本機か5□グアウトしてコマンドプ□ンプトを終了します 

ftp > bye 

C:¥Documents and Settinss ¥ xxxx¥My Documents > exit 
と入力します。 


^ ♦本機び再起動したことを確認するまでは、本機の電源を絶対に切らないでくださ 
し、電源を切ると、正常に起動しなくなる場合びあります。 

♦ ファームウェアをアップグレードする場合は、ホームページのデータ(一 P . 己- 8) 
の) くックアツプを取つてください。 





♦ 下線部は IP アドレスの入力例です。実際には本機へ設定した IP アドレスを入力 
してください（一 P .3-6)。 

♦ rxxxxj には PC で□グオンしているユーヴ名び表示されます。 
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工場出荷時設定に戻す 


本機は多様な機能をサポートしている関係上、各機能の設定値はメモしておくことをおすすめし 
ます（一 P .7-22) 。設定値を忘れてしまつたなどで、本機を一から設定し直したい場合には、いつ 
たん工場出荷時設定に戻してください。 

* 工場出荷時の設定値については P .7-22 を参照してください。 


Web ブラウザで管理ツールのぺージか S 出荷時設定に戻す 


1. Web ブラウザを起動し、設定のタイトルページ 
を表示します 

設定のタイトルページを表示させるには、本機の IP 
アドレス、ユーヴ名、管理用パスワードび必要です 
(一 P .3-3)。 


2. 設定のタイトルページ上で「管理ツール」をク 
リックします 


管理ツールのページび表示されます。 



3. r 工場出荷時に戻す」の[実行]ボタンをクリッ 
クします 

工場出荷時の設定に戻してちよいかどうかの確認を巧 
めるメッセージび表示されます。出荷時設定に戻して 
もよい場合は [ OK ] ボタンをク U ックします。 




♦ 「工場出荷時に戻す」の実行中は、本機の電源を絶対に切らないでください。電源 
を切ると、正常に起動しなくなる場合びあります。 

♦一度[日のボタンをク U ックすると、出荷時設定に戻す処理は中断できません。 
♦ 「工場出荷時に戻す」を実行すると、保存したホームページのデータ(一 P . 己- 8) は 
消去されます。事前にデータのバックアツプを取ってから実行してください。 


4. 本機の設定び工場出荷時に戻ります 

管理用パスワード、または、本機の IP アドレス、サブネットマスク、デフオルトゲートウェ 
イアドレスなどネットワーク関連(外の設定値び工場出荷時に戻ります。 
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工場出荷時設定に戻ず 


本なリセットスイッチか S 出荷時設定に戻す 


本機の IP アドレスや管理用パスワードび不明であったり忘れてしまった場合は、ネットワーク経 
由での操作びできません。この場合は、本機底面の U セットスイッチを押します。 


1. 本機の電源を OFF にします 

本機の電源を日 FF / ON するち剤ま、「電源の日 N / OFF 」( P .2-6) を参照してください。 

2. リセットスイッチを巧したまま電源を ON にし、日秒、 m 上巧し続けます 

U セツトスイツチは底面よりも奥にあります。ゼムク U ップの先端など、細いもので押してく 
ださい。 

本機の全設定び工場出荷時に戻ります。 




U セットスイッチを巧して工場出荷時の状態に戻すと、本機の IP アドレス、ヴブネッ 
トマスク、デフォルトゲートウェイアドレスなどネットワークに関連した設定値もす 
ベて工場出荷時に戻るため、接続していた PC から操作びでさなくなります。同捆の 
CD - R 日 M に収録されている V 巨 Setup . exe で、ご使用の環境に適合した IP アドレス 
を設定してください卜 P .2-8)。 保をしたホームぺージのデータ(一 P . 已 -8) も消去 
されます。事前にデータのバックアップを取ってから実行してください。 


7-19 


















カメラへッドポジションを初期化する 


プ U セツト位置などにずれび発生した場合には、カメラへツドポジションを初期化することでそ 
のずれを補正することびでさます。 

カメラへッドポジションの初期化を実行すると、カメラへッドは現在の位置から一度正面を向き、 
再び元の位置に戻る動作を行います。 



初期化開始 初期化終了 


操作-設定のしかた 

1. Web ブラウザを起動し、下記の URL を入力します 

http :// 192.168 .100.1 / support / 

* 下線部は IP アドレスの入力例です。実際に本機へ設定した户アドレスを入力してください(^ド. 3-目)。 

カメラヘッドポジションの初期化ページを表示させるには、本機の IP アドレス、ユーヴ名、 
管理用パスワードび必要です（一 P .3-3)。 

2. カメラへッドポジションの初期化ページか5初期化の設定を行います 



カメラヘッドポジションの初期化 


English 


巧時 • 一 

カメラヘッドポジションを巧期化する 実行 I 
定期 • 

実行しない 

广 力户ラヘッドボジシヨンを指定時刻口刀期化する 


時刻 時 
分 


曜日 


f-i の〜 23) 

|〇 の〜 59) 

日月火 

F F F 


广カメラヘッドポジションを指定間隔でネ刀期化する 
間隔俯間） [i (1 ~23) 

設定を巧巧して再起動する 実行」 


水 

17 


木 


金 

F 


± 

17 


① 


② 


① 随時 

「実行」ボタンをク U ックすることで、すぐにカメラヘッドポジションを初期化します。 
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カメラへッ ドポジションを初期化ずる 


② 定期 

時刻または間隔を指定することで、カメラへッドポジションを定期的に初期化することびでさます。 

[実行しない] 

定期的な初期化を行わない場合に選択します。 

[カメラへッドポジションを指定時刻に初期化ずる] 

チェックを入れた曜日の指定した時刻にカメラへッドポジションを初期化します。各曜日の複数指定び 
可能で、1分単位で設定でさます。 


[カメラへッドポジションを指定間隔でネリ期化ずる] 

設定を保存•再起動した時点から、指定した間隔でカメラヘッドポジションを初期化します。1〜23 
時間の間隔を1時間単位で設定でさます。 

[設定を保存して再起動ずる] 

「定期」の設定を行ったら、本機に反映させるために「実行」ボタンをク U ックして保存•再起動します。 
* カメラの再起動には、数十秒かかります。 


初期化動作中は 

♦ カメラび現在の位置から一度正面を向さ、再び元の位置に戻ります。 VK -64 など 
の録画ソフトをご使用の場合は、その間の映像び録画されますのでご注意くださ 
い。 

♦ 接続しているビューワにカメラの映像び表示されます。 

♦ 可視範囲制限外の映像び表示される場合びあります。 

♦ ビューワの制御権び確保されている場合でち、初期化動作び優先されます。 

♦ 動さ検知機能およびプ U セット巡回機能は一時的に中断されます。 

♦ 映像蓄積-録音-音声再生を行うことはでさません。 

♦ パノラマ画像の撮影は実行でさません。 

♦ 絶対にカメラへッドに触らないでください。正しく初期化されなかったり、故障 
の原因になります。 



S 
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工場出荷時設定一覧 


工場出荷時の設定値です。設定を変更した際は、必ず設定値をメモしておさましよラ。 


項目 

設定値 

設定値1(年月曰） 

設定値2 (年月日） 

• ユーヴ名（管理ちの） 

root 



参管理用パスワード 

VB-C 已 Oi 



• 設定ページのパス 

admin 



• イーヴネット 




アドレス設定ち式 

マニュアル設定 



IP アドレス 

192.168 .100.1 



ヴブネットマスク 

2已已 .2 已已 .2 已已 .0 



デフオルトゲートウェイアドレス 




最大パケットサイズ 

1已〇〇 



参網接続機能 




定期的にパケットを送信する 

なし 



送信先 IP アドレス 




送信間隔（分） 

1 



参映像キャプチャ 




映像サイズ 




映像送信 

サイズ中 



動を検知 

サイズル 



静止画蓄積 

サイズ中 



映像品質 （ Q 値） 




サイズル (160 X 120) 

已〇 



サイズ中 （320 X 240) 

已〇 



サイズ大 （640 X 480) 

已〇 



インタレースモード 

ウィーヴ（インタレース） 



外部ビデオ入力を使用する 

なし 



• カメラ制御 




シャッタースピード 

自動 



フオーカスモード 

自動 



ホームポジション 




パン 




チルト 




ズーム 




明るさ 

標準 



誰も制御権雜たないときホ-ム 

なし 



ポジションに移動する 




可視範囲制限を適用する 

なし 



上端 




下端 




左端 




ち端 




望遠 




広角 




ワイドコンバータ 

使用しない 



参カメラ名 




本体カメラ 

Camera 



外付けカメラ 

Camera 2 



♦プリセット（共通設定） 




カメラ制御をプリセットに制限する 

なし 



自動プ1」セット巡回 

使用しない 



巡回スケジュール 




プ U セット巡回時間を設定する 

なし 



♦プリセット（個別設定） 




適用範囲 

映像蓄積のみ 



プ U セット名 




カメラパラメータ 




パン 




チルト 




ズーム 




明るさ 

標準 
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工場出荷時設定~覧 


項目 

設定値 

設定値1(年月曰） 

設定値2 (年月日） 

• サーバ（共通設定） 




最大クライアント数 

已〇 



最大接続時間（秒） 

0 



ユーヴ への サービス時間を設定する 

なし 



参 HTTP サーバ 




HTTP ポー 

80 



Web ページのグ□-バルアドレス 

IP アドレス 



IP アドレス 




ポート名 




参カメラヴーパ 




映像送信ポート 

巨已310 



カメラ制御ポート 

巨已311 



最大フレームレート （fps) 

30 



最大送信レート (Mbps) 

0 



最大制御権待ち数 

已〇 



カメラ制御時間（秒） 

20 



静止画取得待ち時間（三1」秒） 

1已〇〇 



参オーディオサー八' 




音声送信 

使用しない 



入力音量 

已〇 



無音検出 

オフ 



ノイズキャンセラ 

オフ 



ス□-プフィルタ 

オフ 



曰卢抽百 

使用しない 



出力音量 

已〇 



エコー キャンセラ 

オフ 



♦ 許巧ユーヴアカウント 




ユーヴ1」スト 

なし 



こ化の1-ヴのみに巧セス辅可する 

なし 



こ化の]-ヴのみに箭難綺可する 

なし 



これらの 1- ヴのみ陆細臟綺可する 

なし 



♦ 許可/制限ホスト指定 




ホス H」 ス [- 

なし 



HTTP サ-バにこのリストを適用する 

なし 



映像送信にこの U ストを適用する 

なし 



音声送信にこの U ストを適用する 

なし 



静止画取得にこのリストを適用する 

なし 



• カメラの現在時刻 




• カメラの時刻設定 




このコンピュータの時刻に合わせる 




1；!下の時刻に設定する 




NTP サーバに合わせる 

なし 



参タイムゾーン 

+9 (日本時間） 



参 DNS 




ネームサーバアドレス 




ホスト名を登録する 

なし 



ホスト名 




参メール 




メールヴー八'ホスト 




差出人 (From) メールアドレス 




宛先 （To) メールアドレス 




POP before SMTP 

なし 



ユーヴ名 




パスワード 




POP ヴーバ 




参外部デバイス名 




• LED 

通信中に点滅 
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[参考]映像蓄積と録音のデータ容量 


本機では、映像蓄積•録音のデータをメモ U に一時保をし、同捆ソフトの V 目 Collector （一 P .6- 
1 1) を使って PC にダウン□ー ドすることで、様々な運用び行えます。下に参考となるデータ 
容量についてまとめます。 


回 


ここにまとめ5れた内容は参考情報です。必ず実際の環境下で巧分なテストを行って 
か5運用を開始してください。 


本機のメモリ容量 


映像蓄積や録音のデータを一時保をするのに使用でさる本機のメモ U 容量は最大約] 4 M 巨です。 
なお、メモ U の消費量は、映像蓄積•録音で行ラ各種設定（映像サイズ、映像品質、蓄積間隔、蓄 
積の頻度、録音の有無）により変化します。 


映像のデータ容量 


1 フレーム あたりの映像の データ 容量は、 

•[映像サイズ](一 P .3-7) 

•[映像品質](一 P .3-7) 

-被写体となる映像の複雑さ 

によって変化します。[映像サイズ]と[映像品質]の設定の組み合わせ1；(外に、被写体に応じてデー 
夕容量は異なることにを意してください。 

映像蓄積では、上記に加え、蓄積の頻度、[蓄積間隔]の設定により本機のメモ U 消費量は変化しま 
す。 


1フレームあたりの映像のデータ容量を知るには、 
管理者ビューワまたは PC 用ビューワのメニュー 
パーの懷示」から「動画情報」を選択するとも記 
のウィンドウび表示されます。[サイズ]び]フレーム 
あたりの実際のデータ容量です。 



「動画情報」の例 


• 蓄積する映像のデータは 8 KB 単位で切り上げられてメモ U に保をされます。例え 
» ば已 K 巨の映像データは 8 KB 、] OK 目の映像データは] 6 KB のメモ U を消費し 

ます。 

♦ [映像品質]を]日日に設定すると、データ容量び飛躍的に大さくなるので、ご注意 
<ださい。 
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[参考]映像蓄積と録音のデータ容量 


音声のデ^夕客量 

音量の大ルに関わらず、また無音時でも、約 8 K 巨/秒です。 



録音のタイミングによっては、より多くのメモ U を消費することびあります。 
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可視範囲制限プレビュー枠 ......... 4-13, 4-1 已 

可視範囲設定 .4-12 

表示画面 .4-13 

設定する .4-1 己 

カスタムインス I -ール .2-1 1 

カメラサーバ .3-19 

カメラ制御 .3-8 

カメラ制御時間 .3-19 

カメラ制御ポート .3-19 
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カメラタブ . 

.4-44 

カメラパラメータ . 

.3-1 己 

カメラヘッド . 

1-9, 1-10, 3-10 

カメラへッドポジション..., 

.7-20 

カメラ名 . 

.3-12 

mm . 

.4-4 已 

管理者ビューワ . 

.4-6 已 

特権 . 

.4-6 已 

起動 . 

.4-66 

カメラ操作 . 

.4-68 

カメラ固有機能 . 

.4-70 

音声の送受信 . 

.4-71 

管理 ツール . 

.3-30 

管理用パスワード . 

. 3-已 



逆光補正 .4-8 


逆光補正 .4-8 

共有フオルタ' .6-14 

許可/制御ホスト指定 .3-23 

許可ユーヴアカウント .3-22 



クライアント数 .3-17 


クライアント数 .3-17 

繰0返し実イ5間隔 . 4-39, 4-已7 

グ□ーバルアドレス .3-18 

映像の配信例 .5-26 



継続時間 .4-46 


継続時間 .4-46 

携帯電話 .5-27 

ゲイン .4-70 

現在の設定に戻すボタン .3-4 

検知 ON . 4-已〇 

検知インジケータ .4-4 己 

検知領域 .4-4 己 



工場出荷時 .3-31 

戻す .7-18 

設定一覧 .7-22 


工場出荷時 .3-31 

戻す .7-18 

設定一覧 .7-22 



サーバの動き検知結果 .4-49 


サーバの動き検知結果 .4-49 

サーバ .3-17 

サーバを追加 .6-13 

サービス設定 .4-38 

サービスタブ . 4-31， 4-3 已 

再起動 .3-31 

再接続 .4-1 1 

最大クライアント数 .3-17 

最大制御権待ち数 .3-19 

最大接続時間 .3-17 

最大送信レート .3-19 

最大追尾時間 .4-48 

最大パケットサイズ .3-6 

最大フレームレート .3-19 

最大録画時間 .4-51 

撮影可能範囲 .3-1 1 

サブスケジュールトラック .4-33 

サブネットマスク . 2-8, 3-6 

兰脚取付用ネジ穴 .1-1 1 

残量警告メッセージ .6-21 



シエード補正機能 .4-72 


シエード補正機能 .4-72 

時刻 .3-2 已 

システム構成 .7-1 已 

自動感度設定 .4-4 己 

自動再接続 .4-68 

自動ダウン□-ド .6-21 

自動追尾 .4-48 

自動プ U セツト巡回 . 3-14, 4-24 

シャツタースピード .3-8 

週間カレンダー .4-29 

終了時設定 .4-68 

受信ポート番号 .6-21 

巡回スケジュール .3-14 

初期設定ツール .2-7 

シ IJ アル No . 1-1 1 
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ズーム .3-9 


ズーム .3-9 

スケジュール設定 .4-27 

スケジュールタブ .4-3 日， 4-3 已 

スケジュールトラック .4-29 

スケジュール名 .4-30 

ステータス U スト .4-14 

ス□—シャツター . 4 -已 2 

ス□-プフィルタ .3-20 



制御可能範囲 . 


.3-1 1 

制御権待ち数 . 


.3-19 

静止画取得待ち時間 ........ 


3-19, 4-39 

赤外線カツトフィルタ.… 


. 4-已2 

ホ外線ライト . 

... 1-9, 

1-1 日， 4-70 

接続時間 . 


.3-17 

接続情報 . 


.4-1 1 

設定タイトルページ ........ 


.3-4 

設定タブ . 


.4-42 

設定を保をして再起動ボタン ..... 

.3-4 

設定を保をボタン . 


.3-4 



蓄積映像 .3-30 


蓄積映像 .3-30 

蓄積音声 .3-30 

蓄積画像 .6-23 

検索 .6-28 

削除 .6-31 

詳細表示 .6-2 己 

表示 .6-23 

ファイルの取り出し .6-30 

チルト .3-9 



通常スケジュール .4-29 

表示画面 .4-29 

設定する .4-30 

月別カレンダー .4-33 



ディスク容量 . 6-31， 6-36 


デジタル拡大 .4-70 

デフオルトゲートウェイアドレス .3-6 

電源接続端子 . 1-9, 1-10 



セルフタイマー 


4-51 



送信レート .3-19 



タイマー .4-39 

表示画面 .4-39 

設定する .4-40 

タイムゾーン .3-26 

タスク .6-16 

追加する .6-16 

編集する .6-18 

実行する .6-18 

中止する .6-18 

動作状況を表示する .6-19 

タスクー 覧 .6-20 



動作確認 .2-10 


動作確認 .2-10 

特定スケジュール .4-33 

表示画面 .4-33 

設定する .4-34 

特定曰スケジュール .4-33 

トラブルシューテイング .7-2 



ナイ h モード . 4-曰2 

表示画面 .4-52 

設定する .4-53 

カメラ固有機能 .4-70 



ネームサーバ アドレス .3-27 


7-29 










































































索引 


ネットワーク構成例 .7-16 

ネットワークビデオレコーダ VK -64......1-8 



ノイズキャンセラ .3-20 


A 


g 景 . 

パケットサイズ ........ 

パスワード . 

パノラマ作成 . 

表画面 . 

撮影する . 

パノラマプレビュー 
パン . 


. 己-16 

.3-6 

2-8, 3-5, 3-28, 6-14 

.4-7 

.4-8 

.4-9 

. 4-13, 4-19 

.3-9 



ピークブ□ック .4-50 


ピークブ□ック .4-50 

H 付 .3-2 已 

H 付と時刻 .3-2 已 

ビットマップ . 己-1目 

ビューワ . 已 -4 

ビューワソフトウェア .2-12 

ピント .3-9 



ファームウェアのアップグレード .7-17 

フィルタ U ング .4-64 


フィルタ U ング .4-64 

フ オーカ スモード .3-8 

プ U セット . 3-13, 4-18 

表示画面 .4-19 

設定する .4-21 

プ IJ セッ h 巡回 .4-24 

設定する .4-26 

プ U セット巡回設定エ U ア .4-24 

プ U セット設定エ U ア .4-19 

プ U セットプレビュー枠 .4-21 

プ U セット名 .3-15, 4-20 

フレームレート .4-44 

プ□キシ .4-5, 6-14 



ベース . 1-9, 1-10 



ホームページ . 己-2 


ホームページ . 己-2 

ホーム ポジション .3-9 

ホスト指定 .3-23 

ホスト名 .4-5 

ホスト IJ スト .3-23 

イ呆を期間 .6-36 



マイク設定ボタン .4-71 


マイク設定ボタン .4-71 

マイクボタン .4-71 

マルチコネクタ . 1-9, 1-10 

マルチターミナル .1-12 



無音検出 .3-20 



メール .3-28 


メール .3-28 

メール アドレス .3-28 

メール 通報 .4-60 

面積 h ヒ .4-4 已 



網接続機能 .3-6 


網接続機能 .3-6 

モードタブ .4-41 



ユーヴ名 . 2-8, 3-28 


ユーヴ U ス h .3-22 



U セツトスイツチ . 1-11,7-19 


領域タブ .4-4 已 
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□グ . 

. 4-62, 6-32 

保存する . 

.4-63 

コピーする . 

.4-63 

検索する . 

. 4-63, 6-34 

選別して表示 . 

. 4-64, 6-33 

選択する . 

.6-3 已 

録画 . 

. 4-己] 

□グメッセージ . 

.7-4 

露出 . 

.4-70 



ワイドコンバータ .2-5, 3-10 
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Cation 


お PS い合せ巧 


製品に関するお問い合せは、お客様相談センターをご利用ください。 

キヤノンお客様相談センター 

TV 会議システム-ビジュアルコミュニケーション 

〇已 0-5 已已 -90074 

【受付時間】 

く平 曰 > 9:日日〜] 2:日日/] 3:日日〜] 7:日日 

(± •曰-祝日及び年末年始弊社休業日は休ませていたださます) 

※上記番号をご利用いただけないちは日 43-2] 1-9622 をご利用ください。 
《 IP 電話をご利用の場合、プ□バイダーのサービスによってつなびらない場 
合びあります。 

※受付時間は予告なく変更する場合びあります。あらかじめご了承ください。 


補修用性能部品について 


保守サービスのために必要な保守用性能部品の最低保有期間は、製品の製造巧 
ち切り後7年間です。 

(補修用性能部品とは、その製品の機能を維持するために必要な部品です） 


キヤノン株式会社 

キヤノンマーケティングジャパン株式会社 

干]日 8-8 日 11 東京都港区港南 2- 1 6-6 CANON S TOWER 


PUB.YT1-5012-204 
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